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１ シラバスとは 

シラバス（syllabus）とは、ギリシャ語を語源とし、主にアメリカの学校において科目（講
座）の指導方針や教員の連絡方法など多くの情報を含んだものとして作成され、学生にとっ
ては不可欠なものとして用いられています。 

日本では、近年多くの学校が「授業計画」として作成し、生徒や保護者に授業内容などの
情報を周知するために作成しています。 

２ 本校のシラバス 

本校は、文部科学省より告示された学習指導要領に基づき、生徒の実態に即した教育課程を
編成しています。生徒が授業の内容を理解し、見通しをもって授業に臨み、それぞれの学習
効果を高めるために、毎年シラバスを作成し、１学年から３学年までの年間授業計画として生
徒や保護者に配布しています。 

本校のシラバスは、講座名（科目名）、単位数、対象学年、教科書、副教材、学習の目標、
授業内容、学習方法、評価の観点、評価方法、授業計画等からなっています。 

３ シラバスの活用 

学習活動は、意図的、計画的、継続的に行うことが基本です。さらに、生徒が自ら意欲的
に取り組むことによって、学習の効果は高まります。また、授業には「予習」と「復習」は
欠かすことができないものであり、予習は授業内容を理解するために、復習は学んだことの定
着を確実なものとするために重要なものです。 

本シラバスを活用することは、生徒が主体的かつ意欲的に学習を進めていく上で、事前に授
業内容を理解し、計画的な学習を実践するために大変効果的です。また、上級学年への進級
時に行う科目選択においても、自己の進路に照らしてどの科目を履修すべきかを考える資
料としても活用できます。 

また、新学習指導要領のポイントとなっている主体的・対話的で深い学びの視点からも、
このシラバスに基づく、生徒と教員相互のより良い授業の実践により、学習過程が改善の方
向に進むことに繋がります。 



 

 

国  語 



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・
聞 書 読

３　ことばで伝える思いと考え
・身体について考える
・贈与の役割や働きを知る
・目的や場に応じた話題を設定する

４　情報と推論
・情報をどのように活用していくべ
きか考える
・文章や図表を読んで自分の考えを
深める

５　根拠から主張へ
・文章の組み立てや情報と情報の関
係について理解する

○

マルジャーナの知恵（岩井克人）
・主張と論拠など情報と情報との
関
　係について理解する。
・言語活動
　議論の前提を明確化する。

定期考査

身体、この遠きもの（鷲田清一）
・言葉には、認識や思考を支える働
きがあることを理解する。
・言語活動
　メモ・ノートの取り方・活かし方
を学ぶ。 5

8

6

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。
難関大学受験レベルの学力を見据え、模擬試験の
偏差値55以上を目指す。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

「現代の国語 改訂版」（筑摩書房）

国語の目標：

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○

１
学
期

サイエンスの視点、アートの視点
（齋藤亜矢）
実社会との関わりを考えるための読
書の意義と効用について理解を深め
る。主張と論拠など情報と情報との
関係について理解する。
・言語活動
　「質問する力」を育てる。

ことばとは何か（内田樹）
・実社会において理解したり表現し
たりするために必要な語句の量を増
すとともに、語句や語彙の構造や特
色、用法及び表記の仕方などを理解
する。
・言語活動
   評論文の一節を引用し、自分の
意見を述べる。

定期考査

３　ことばで伝える思いと考え
・身体について考える
・贈与の役割や働きを知る
・目的や場に応じた話題を設定する

○

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

○ ○

〇

○ ○

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

〇

○○

1　問うこと、語ること
・書き手の主張を、さまざまな表現
から読み取る
・多様な表現を知る
・内容を的確に捉え要点を把握する

２　評論文への招待
・「自分とは何か」について考える
・言葉の役割や働きを知る
・目的や場に応じた話題を設定する

1

〇

○

○

1

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。 ○

○

○

○

○

○

〇

〇

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

現代の国語の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 現代の国語 2

領域
評価規準 知 態

現代の国語国語

　

○

1

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

贈り物と商品の違い（松村圭一郎）
・贈与の役割や働きについて理解す
る。
・言語活動
　メモ・ノートの取り方・活かし方
を学ぶ。

5

〇 〇 〇

〇 〇 〇

○

8

〇

〇

○

〇

○ ○

２
学
期

定期考査 ○ ○

失われた両腕（清岡卓行）

・逆説的思考の重要性について理解
する。
・言語活動
　情報の整理と活用を学ぶ。



６　表現のみがき方
・二項対立について考える
・目的に沿った表現の仕方に注意す
る

７　主張の論理的な伝え方
・民主主義と多様性について考える
・文章の構成を学ぶ

８　複眼的な視点
・様々な視点について考える
・多様な表現や伝え方を知る

８　複眼的な視点
・様々な視点について考える
・多様な表現や伝え方を知る

70

合計

贅沢の条件（山田登世子）
・時間論について学ぶ。
・言語活動
　二項対立を用いて論説文を書いて
みる。

○

1
定期考査

4

〇 9

〇

２
学
期

来るべき民主主義（國分功一郎）
・民主主義の特徴について理解す
る。
・言語活動
　意見を文章にまとめる。

〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

〇 〇

〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。 〇 〇

○

〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

〇

〇 〇〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

○

○

３
学
期

1

8

開かれた文化（岡真理）
・グローバル社会の問題点と文化
の
　固有性について理解を深める。
・言語活動
　対比の働きを理解する。 5〇〇

〇

定期考査

〇

名づけと所有（西谷修）
・名づけと所有の関係について理解
るする。
・言語活動
　対比の働きを理解しよう。



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・
聞 書 読

２
学
期

定期考査
○ ○

竹取物語
 かぐや姫誕生/かぐや姫の昇天
言語活動
月が詠まれた和歌を鑑賞する

伊勢物語
 芥川/東下り/筒井筒/梓弓
土佐日記
 門出/亡き児をしのぶ/帰京
言語活動
視点を変えて、物語を書き換える

〇 〇 〇

・昔の人の恋のあり方について理解し、歌物
語に親しみ、今までの学習を生かして、想像
力を働かせ、人物の心情を考えようとしてい
る。
・日記文学の特徴や成立の背景、真名と仮名
について理解しようとしている。

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○

〇 〇

○

8

14

○

○

定期考査

夢十夜（夏目漱石）
参考
胡蝶之夢　荘子

物語を読む
・『竹取物語』に描かれた人物の心
情などを読み取る。
・文語助動詞の種類と用法を理解す
る。

小説を読む
・小説や随想の表現の仕方・特色を
つかみ、自分のものの見方・考え
方、感じ方を深める。
・作品の成立した時代や背景につい
て調べ、作品をさまざまな角度から
考える。

12

○

・本文と『今昔物語集』を比較しながら、
「下人」の行動について、肯定・否定の立場
に分かれて議論し、考えを深める。
・舞台設定・構成・描写に注目する。
・末尾の一文から想像される下人のその後の
姿を、文章にまとめることを通して、舞台設
定・構成・描写に対する理解を深める。

○ ○○ ○

12

〇

〇

1

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支え
る働きがあることを理解している。
・進んで説話のおもしろさを味わい、歴史的
仮名遣いの読み方や古語と現代語の違いを理
解し、学習課題に沿って、内容や展開などに
ついて叙述を基に的確に捉える。

○

物語を読む　日記を読む
・歌物語に親しむ。日記文学の特徴
や成立の背景を理解する。
・内容や構成、叙述を基に人物の心
情を考える。
・文語助動詞・助詞の種類と用法を
理解する。

史伝を読む
・史伝の背景を理解し、漢文の世界
に親しむ。
・史伝に描かれた登場人物の言動・
心情・考え方や生き方を学ぶ。
・登場人物の弁舌の巧みさについて

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 言語文化 3

「書くこと」「読むこと」において、論理的に
考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。

「言語文化　改訂版」（筑摩書房）

国語の目標：

領域
評価規準

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知 態

言語文化国語

○

・『竹取物語』に描かれた人物の心情などを
読み取り、文語助詞の種類と用法を理解し、
学習課題に沿って、かぐや姫が「この国」を
去ることを嘆き悲しむ理由を考えようとして
いる。

・小説や随想の表現の仕方・特色をつかんで
自分のものの見方、考え方、感じ方を深め、
成立した時代や背景などさまざまな角度から
それぞれの作品を考え、今までの学習を生か
して、人称・時制に注目して文章を書くこと
を通して、作家の工夫を理解しようとしてい
る。

○ ○

〇

定期考査
○ ○

・『徒然草』に表れた作者のものの見方、感
じ方を捉える。
・作者の主張を読み取り、批評する。
・『徒然草』に表れた作者のものの見方、感
じ方を捉え、今までの学習を生かして、作者
の主張を読み取り、批評しようとしている。
・文語助動詞の種類と用法を理解する。

〇

○

8

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。
難関大学受験レベルの学力を見据え、模擬試験の
偏差値55以上を目指す。

１
学
期

宇治拾遺物語
 児のそら寝/絵仏師良秀
言語活動
声に出して古文を読む

羅生門（芥川龍之介）
読み比べ
「羅城門の上層に登りて死人を見る
盗人の語」（『今昔物語集』）
言語活動
フィクションの特性を話し合う

1

1

・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な訓読のきまり、古典特有の表現な
どについて理解している。
・漢文の世界に親しみ、訓読のきまりや熟語
の構造を理解し、学習の見通しをもって、漢
和辞典の使い方を理解する。

・なぜ漢文を学ぶのか
・訓読の世界
・漢和辞典の使い方
故事成語
　蛇足/朝三暮四
言語活動
熟語の意味

古文入門
・説話のおもしろさを味わう。
・歴史的仮名遣いの読み方や、活用
語の活用形や種類、係り結びなど文
語のきまりを理解し、古文に親し
む。

小説を読む
・近代日本文学への入門的な短編を
通して、内容や展開を的確に捉える
ことを学ぶ。
・異なる作風の小説を比較して、そ
れぞれの作品の特色をつかむ。

随想を読む(古文)
・『徒然草』に表れた作者のものの
見方、感じ方を捉える。
・文語助動詞の種類と用法を理解す
る。

漢文入門
・漢文の世界に親しむ。
・訓読のきまりや熟語の構造を理解
する。
・漢和辞典の使い方を理解する。

○

徒然草
 つれづれなるままに/丹波に出雲と
いふ所あり/ある人、弓射ることを
習ふに/名を聞くより、やがて面影
は/花は盛りに
言語活動
作者の主張を読み取る

10

〇

○

10

○

○

○

○



定期考査

軍紀を読む
・『平家物語』特有の表現を味わ
い、軍記物語の文体の特徴について
理解する。
・敬語や音便について理解する。
和歌・短歌
・古代から現代にまで続く、和歌の
形式を理解し、その代表的作品を読
み味わう。

韻文の表現を読む
・近代の韻文表現に触れて様々な表
現を学ぶ。

詩文・中国古典思想
・漢詩文の表現の特色について学
び、漢詩文に親しむ。
・『論語』を読み、そこに現れてい
る孔子のものの見方・考え方を理解
する。

I was born（吉野弘）
言語活動
詩歌を通して表現力を磨こう

〇

○

〇 〇

詩
鹿柴・江雪・ 秋風引・涼州詞
言語活動
漢詩漢文の表現の特徴をつかむ
論語　老子 〇 〇 〇

・漢詩文の表現の特色について学び、描かれ
た状況や心情を考えながら、それぞれの漢詩
文を読み味わい、漢詩文の日本語・日本文学
への影響を考察しようとしている。
・『論語』を学ぶことによって、自己のもの
の見方・考え方を豊かにし、日本における
『論語』の受容を理解しようとしている。

〇 〇

〇

・内容や展開を的確に捉えることを学び、異
なる作風の小説を比較してそれぞれの作品の
特色をつかもうとし、今までの学習を生かし
て、舞台設定・構成・描写に注目して小説を
読み、フィクションの特性を理解しようとし
ている。

1
定期考査

○ ○

〇 〇

・音読する、平曲を聞くなどを通して『平家
物語』特有の表現を味わい、軍記物語の文体
の特徴について理解し、学習課題に沿って、
それぞれの場面での登場人物の心情を深く読
み取ろうとしている。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。

〇

5〇

1○

5

平家物語
　木曽の最期
『平家物語の魅力』兵頭裕己
言語活動
人物の心情を想像する。
和歌
短歌　　和歌の修辞

10〇〇

〇

十八史略
刺客荊軻/管鮑之交/死諸葛走生仲達
言語活動
登場人物の魅力を紹介する

〇 〇 〇

・史伝の背景を理解し、史伝に描かれた登場
人物の言動・心情・考え方や生き方を学ぼう
としている。

〇 〇

〇

〇 6

情を考える。
・文語助動詞・助詞の種類と用法を
理解する。

史伝を読む
・史伝の背景を理解し、漢文の世界
に親しむ。
・史伝に描かれた登場人物の言動・
心情・考え方や生き方を学ぶ。
・登場人物の弁舌の巧みさについて
話し合う。

合計

〇

３
学
期

105



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・
聞 書 読

４　小説１　物語との出会い
・文学的な文章の種類（小説）や特
徴などについて理解を深める。漢文
調などの文体の特徴や修辞などの表
現の技法について、体系的に理解す
る。

５　歴史に向き合う
・時代の隔たりから得られる知を学
ぶ
・人間、社会、自然などについて、
文章の内容や解釈を多様な論点や異
なる価値観と結び付ける
・多様な表現を知る

６　世界を視る位置
・多面的な視点から文章を捉える
・文章の組み立てや情報と情報の関
係について理解する

７　〈伝統〉を見つめ直す
・伝統を扱った文章を読み、書く力
を鍛える
・個々の文の表現の仕方や段落の構
造を吟味し論理の明晰さを確かめる

○

「生物の作る環境」（日高敏隆）
「貧困は自己責任なのか」
（湯浅誠）
・環境のとらえ方の多様性を学ぶ。
・現代社会の問題点に光を当てる視
座の見いだし方を学ぶ。
・新たな考えの構築に資する読書の
意義と効用について理解を深める。
・言語活動

定期考査

「近代の成立―遠近法」
（橋爪大三郎）
・「近代」が生み出してきた思考
や世界観について理解する。「近
代」において「主体」と「客体」
という区分はどのような問題を作
り出したか考える。
・言語活動

5

8

「模倣と『なぞり』」
（尼ヶ崎彬）
「桜が創った『日本』」
（佐藤俊樹）
・対比的に書かれた筆者の主張を論
理的に捉える。
・既存の関係を相対化する思考のあ
り方を学ぶ。
・言語活動

5

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。
難関大学受験レベルの学力を見据え、模擬試験
の偏差値55以上を目指す。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

「論理国語」「文学国語」（筑摩書房）

国語の目標：

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○

１
学
期

「一〇〇パーセントは正しくない科
学」（更科功）
「物語るという欲望」（内田樹）
・物事を筋道立てて考えるために役
にたつ論理学の用語や、科学におけ
る仮説の意味などを学ぶ。
・解釈に関する筆者の考え方を学
ぶ。例示を効果的に使った文章展開
に注目する。
・言語活動

「ファッションの現象学」
（河野哲也）
・「対比」の効果について考え
る。抽象的な表現の仕方を通し
て、学習の基礎となる重要語句を
文章のなかで理解する。

・言語活動

定期考査

３　〈私〉のいる場所
・偏見や先入観にとらわれない議論
のあり方を考える
・言葉の役割や働きを知る

○

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

○ ○

〇

○ ○

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

〇

○○

1　架橋することば
・人と世界を結ぶことばの働きを理
解する
・多様な表現を知る
・内容を的確に捉え要点を把握する

２　日常の中の論点
・身近な物事を分析し、その仕組み
を捉える
・文体や文章構成について理解を深
める

1

〇

5

○

○

1

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

○

○

〇

○

○

○

○

〇

〇

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 現代文探究Ⅰ 2

領域
評価規準 知 態

現代文探究Ⅰ国語

○

1

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

「山月記」（中島敦）
・フィクションの世界だからこそ際
立つ人間の姿を読み取る。
・漢文調のリズムを味わう。
・作中人物のやり取りに注目し、小
説の中の会話の表現方法を理解す
る。

・言語活動

5

〇 〇 〇

〇 〇 〇

○

8

〇

〇

○

〇

○ ○

２
学
期

定期考査 ○ ○

「異時代人の目」（若桑みどり）
「荘子」（湯川秀樹）
・筆者が明らかにする人間の知性の
「限界」と「希望」とを正しく読み
取る。
・古典の意義はどこにあるのか、歴
史を経た叡智がさまざまな解釈に
よってよみがえることを学ぶ。
・言語活動

〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。 〇 〇



８　小説２　自己と向き合う
・読解を通して、言葉には、想像や
心情を豊かにする働きがあることを
理解する。
・文体の特徴や修辞などの表現の技
法について、体系的に理解する。

９　〈私〉をひらくために
・視野を広げ、自身の考えを見直す
・主張とその前提や反証など情報と
情報との関係について理解を深める

10  随想　思考の道筋をたどる
・視野を広げ、自身の考えを見直す
・主張とその前提や反証など情報と
情報との関係について理解を深める

70

合計

○

1
定期考査

〇 8

「こころ」（夏目漱石）
・人間関係をおさえて、「私」の観
察と分析、心理の揺れ動きを辿る。
・人物のようすに留意して、物語を
立体的に捉える。
・「こころ」全編を読み、作品に表
れているものの見方、感じ方、考え
方を捉えるとともに、作品が成立し
た背景や他の作品などとの関係を踏
まえ、作品の解釈を深める。。
・言語活動

〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

〇 〇

○

〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

〇

〇 〇〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしている。

○

○

３
学
期

1

5

「であることとすること」
（丸山真男）
・現実に生きる人々の具体的な姿か
ら、あるべき社会を描き出す議論の
手法を学ぶ
・社会の原理や原則を形づくる言葉
が、どんな思想や行動に支えられて
いるかを分析する手法を学ぶ
・言語活動

8〇〇

〇

定期考査

〇

「化物の進化」（寺田寅彦）
「文学の仕事」（加藤周一）
・文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開、描写の仕方などを的確に
捉える。
・表現の仕方を踏まえ、解釈の多様
性について考察する
・人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を豊かに
する。



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・

聞 書 読

説話
・説話の舞台や背景に注目し、登場人
物の行動に注意して読み、話の展開を
把握する。
・古典に対して興味を持ち、話の展開
を読み取り、人物像をとらえる。
随筆
・仏教的無常観に基づく、作者のもの
の見方、感じ方、考え方を理解し、
『徒然草』の魅力をとらえる。
故事・逸話
・漢文訓読に習熟する。
・故事成語の意味の成り立ちを理解
し、故事・逸話の叙述のおもしろさを
味読する。

随筆
・仏教的無常観に基づく、作者の思
想を理解する。
・対句的表現や比喩などの修辞技巧
を理解し、的確な描写とその表現効
果について考える。
物語
・歌物語の特徴、和歌と地の文の関
係や表現技巧を理解し味読する。
漢詩
・近体詩の形式や表現について理解
を深める。
・詩人たちの自然観についての認識
を深める。

○

方丈記
「行く川の流れ」
「安元の大火」
伊勢物語
「初冠」
大和物語
「をばすて」

15

〇

○

5

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・故事成語に興味を持ち、日本の言語文化に
与えた影響について理解しようとしている。

○

○

○

○

定期考査

古典探求国語

○

○ ○

〇

定期考査
○ ○

〇

○

5

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。
難関大学受験レベルの学力を見据え、模擬試験の
偏差値55以上を目指す。

１
学
期

宇治拾遺物語
「検非違使忠明」
今昔物語集
「安倍晴明」
徒然草
「家居のつきづきしく」

故事
「知音」「画竜点睛」「塞翁馬」

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているととも
に、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を
通して積極的に他者や社会に関わる態度を養う。

古典探求の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 古典探求 3

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深
く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典
などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との
関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりする。

「精選　古典探求」（大修館書店）

国語の目標：

領域
評価規準

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知 態

随筆
・清少納言の感性と機知を理解し、
宮廷生活のおもしろさを味わう。
物語
・登場人物の人間関係を正確につか
み、それぞれの心理の動きをたど
る。
・物語中の人物描写などを味わい、
作品をとりまく時代の背景、文化的
環境についての理解を深める。
史伝
・さまざまな人物像をとおして、人
間の生き方についての考えを深め
る。
・項羽と劉邦の生涯と世界史で学習
したことがらとのつながりを理解す
る。

15

○ ○ ○○ ○

15

〇

〇

○

○

○

○

1

1

○

○

漢詩
王維　蘇軾　杜甫　李白

○

○

○

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・漢詩に興味をもち、作者のものの見方、感
じ方を読み味わおうとしている。

5

〇 〇 〇

〇 〇 〇〇

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・陶潜の名作の訓読を通じて、我が国の伝統
的な言語文化を尊重する態度を涵養する。

〇

〇

1

２
学
期 定期考査

○ ○

枕草子
「すさまじきもの」
「宮に初めて参りたるころ」
「中納言参りたまひて」
源氏物語
「光源氏の誕生」

史記
「鴻門の会」



合計

〇

３
学
期

105

〇 〇 〇 15

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。

〇 5

２
学
期

「桃花源記」（陶潜）

〇 〇 〇 〇 〇

源氏物語
 「若紫との出会い」
更級日記記
 「門出」
「源氏の五十余巻」 〇 〇 〇

物語
・登場人物の人間関係を正確につか
み、それぞれの心理の動きをたど
る。
・物語中の人物描写などを味わい、
作品をとりまく時代の背景、文化的
環境についての理解を深める。
日記
・物語作品などへの憧れと夢を抱く
作者の心情を理解する。
文章（漢文）
・散文表現の特色を理解する。
・作品に表れる作者の社会観、自然
観、社会批判の精神を理解する。

1
定期考査

○ ○

〇 〇 〇

5〇

1○

大鏡
「競べ弓」「花山院の出家」
平家物語
「能登殿最期」
和歌
「万葉集」「古今和歌集」
「新古今和歌集」

15〇〇

〇

定期考査

物語
・「大鏡」の構成と内容、歴史物語
としての特色を理解する。
・音便の多用、漢詩文の引用などの
軍記物語のすぐれた情景描写の表現
を味わう。
和歌・短歌
・古代から現代にまで続く、和歌の
形式を理解し、その代表的作品を読
み味わう。
思想（漢文）
・儒家、道家、法家の思想を理解す
る。
・背景となる諸子百家の状況につい
ての理解を深める。

「論語」賢哉回也
「孟子」不忍人之心
「荀子」人之性悪
「荘子」曳尾於塗中
「韓非子」侵官之害

〇

○

〇 〇〇

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・「師弟」「本性」「自然」「法律」のテー
マにふれ、主体的に社会の形成に参画し、そ
の発展に寄与する態度を養う。



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ｂ 組 Ｅ 組 ～ Ｈ 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・

聞 書 読

〇

20

20

論理　多様性のほうへ
文学　物語が生まれる場所

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

文学　交差するドラマ
論理　可視化する力

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

論理　語りと世界
文学　表現を突き詰める

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

○ 〇 ○ ○ ○ ○ 20

○ ○ ○ ○

1

指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

「ピジンという生き方」菅啓次郎
「小説とは何か」
　　　　　　　　　　　三島由紀夫
「物語と歴史のあいだ」野家啓一

 文章の種類を踏まえて、内容や構成、
論理の展開などを的確に捉え、論点を明
確にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

「貨幣共同体」岩井克人
「つながりと秩序」北田暁大
「真実の百面相」大森荘蔵
 「鞄」　　　　安部公房

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

「ことばへの問い」熊野純彦
「物語としての自己」野口裕二
「無常ということ」
　　　　　　　　　小林秀雄
「思考の誕生」蓮実重彦
「絵画の二十世紀」前田英樹

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

定期考査

〇 〇

○

〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

１
学
期

定期考査

○ ○

1○

1

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 現代文探究Ⅱ（文系） 3

領域
評価規準 知 態

国語 現代文探究Ⅱ（文系）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。
大学入学共通テストで平均点以上の学力を目標と
する。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

「論理国語」（筑摩書房）「文学国語」（筑摩書房）

国語の目標：

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標

２
学
期

定期考査 ○ ○



〇〇

論理「当たり前」を疑う
文学　交差するドラマ
論理　記号がつくる世界

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

〇 〇 〇 20

○

1
定期考査

○○

〇 〇 〇 20〇〇〇

論理　記号がつくる世界へ
論理　よみがえる問い
まとめ

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

「舞姫」森鴎外
「主義は広大なるべき事」
　　　　　　　　福沢諭吉
「何のための『自由』か」
　　　　　　　　仲正昌樹
「ものとこと」木村敏

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

「過剰性と稀少性」佐伯啓思
「戦争と平和についての観察」
　　　　　　　　　中井久夫

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

２
学
期

〇

○

３
学
期

1定期考査

105

合計



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組 、 Ｃ 組 Ｄ 組 E 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・

聞 書 読

２
学
期

定期考査 ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 現代文探究Ⅱ（理系） 2

領域
評価規準 知 態

国語 現代文探究Ⅱ（理系）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。
大学入学共通テストで平均点以上の学力を目標と
する。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

「論理国語」（筑摩書房）「文学国語」（筑摩書房）

国語の目標：

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標

定期考査

○ ○

1○

1

○

○

指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

「ピジンという生き方」菅啓次郎
「小説とは何か」
　　　　　　　　　　　三島由紀夫
「物語と歴史のあいだ」野家啓一

 文章の種類を踏まえて、内容や構成、
論理の展開などを的確に捉え、論点を明
確にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

「貨幣共同体」岩井克人
「真実の百面相」大森荘蔵
 「鞄」　　　　安部公房

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

「物語としての自己」野口裕二
「無常ということ」
　　　　　　　　　小林秀雄
「絵画の二十世紀」前田英樹

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

定期考査

〇 〇

○

〇 〇 〇

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

１
学
期

1

〇

13

13

論理　多様性のほうへ
文学　物語が生まれる場所

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

文学　交差するドラマ
論理　可視化する力

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

論理　語りと世界
文学　表現を突き詰める

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

○ 〇 ○ ○ ○ ○ 13

○ ○ ○ ○



○

３
学
期

1定期考査

70

合計

２
学
期

〇

論理　記号がつくる世界へ
論理　よみがえる問い
まとめ

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

「舞姫」森鴎外

「ものとこと」木村敏

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

「過剰性と稀少性」佐伯啓思
「戦争と平和についての観察」
　　　　　　　　　中井久夫

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点を明確
にしながら要旨を把握する。
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批
判的に検討し、文章や資料の妥当性や信
頼性を吟味して内容を解釈する。
文章の構成や論理の展開、表現の仕方に
ついて、書き手の意図との関係において
多面的・多角的な視点から評価する。
文章の内容や解釈を多様な論点や異なる
価値観と結び付けて、新たな観点から自
分の考えを深める。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握している。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って批評
しようとしている。

○

1
定期考査

○○

〇 〇 〇 13〇〇〇

〇〇

論理「当たり前」を疑う
文学　交差するドラマ
論理　記号がつくる世界

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続
したりするしかたについて理解を深め
る。
・筆者の主張とその前提や反証などにつ
いて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・内容や構成、論理の展開をふまえなが
ら要旨を把握する。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を
とらえるとともに、批判的に検討する。
・文学的文章の効果を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠を
とらえようとするとともに、内容に関し
て自らの考えをもち伝える。

〇 〇 〇 13



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・

聞 書 読

説話
随筆
故事
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。
・古典の作品に表れている、言葉の響き
やリズムなどの表現の特色について理解
を深めている。
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉える。
・古典の作品や文章について、内容や解
釈を自分の知見と結び付け、考えを広げ
たり深めたりする。
・古典の作品や文章などに表れているも
のの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人
間、社会、自然などに対する自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典の作品や文章の種類とその特徴に
ついて理解を深める。
・古典などを読むことを通して、我が国
の文化の特質について理解を深める。

随筆
物語
漢詩
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。
・古典の作品に表れている、言葉の響き
やリズムなどの表現の特色について理解
を深めている。
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉える。
・古典の作品や文章について、内容や解
釈を自分の知見と結び付け、考えを広げ
たり深めたりする。
・古典の作品や文章などに表れているも
のの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人
間、社会、自然などに対する自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典の作品や文章の種類とその特徴に
ついて理解を深める。
・古典などを読むことを通して、我が国
の文化の特質について理解を深める。

定期考査

古今著聞集「源義家～」
今昔物語集「馬盗人」
枕草子
「うれしきもの」「二月のつごも
りごろに」
故事逸話「水魚の交はり」

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語彙、句法、
　の理解習熟、定着

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているととも
に、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を
通して積極的に他者や社会に関わる態度を養う。

古典探求演習の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

○ 〇 ○

○ ○ ○

20

20

○ ○ ○

古典探求演習国語

定期考査
○ ○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。
大学入学共通テストで平均点以上の学力を目標と
する。

１
学
期

【学びに向かう力、人間性等】

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりする。
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。

○ 1

枕草子
「頭の弁の～」「この草子～」
堤中納言物語
「虫めづる姫君」
大鏡
「肝だめし」

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語彙、句法、
　の理解習熟、定着

国語 古典探求演習 3

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深
く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典
などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との
関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりする。

「精選　古典探求」（大修館書店）

国語の目標：

領域
評価規準

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知 態

Ｂ組、Ｅ組～Ｈ組

○

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりする。
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。

○ ○ ○

1



合計

３
学
期

105

大鏡
「鶯梅宿」
蜻蛉日記
和泉式部日記
紫式部日記
史記

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語彙、句法、
　の理解習熟、定着

源氏物語
「葵上と物の怪」「須磨の秋」
「女三宮と柏木」「紫の上の死」
論語
老子
荘子
韓非子

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語彙、句法、
　の理解習熟、定着

三冊子
風姿花伝
まとめ

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語彙、句法、
　の理解習熟、定着

２
学
期

定期考査
○ ○

物語
思想
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。
・古典の作品に表れている、言葉の響き
やリズムなどの表現の特色について理解
を深めている。
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉える。
・古典の作品や文章について、内容や解
釈を自分の知見と結び付け、考えを広げ
たり深めたりする。
・古典の作品や文章などに表れているも
のの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人
間、社会、自然などに対する自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典の作品や文章の種類とその特徴に
ついて理解を深める。
・古典などを読むことを通して、我が国
の文化の特質について理解を深める。

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりする。
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりする。
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。

〇

物語
日記
史伝
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。
・古典の作品に表れている、言葉の響き
やリズムなどの表現の特色について理解
を深めている。
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉える。
・古典の作品や文章について、内容や解
釈を自分の知見と結び付け、考えを広げ
たり深めたりする。
・古典の作品や文章などに表れているも
のの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人
間、社会、自然などに対する自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典の作品や文章の種類とその特徴に
ついて理解を深める。
・古典などを読むことを通して、我が国
の文化の特質について理解を深める。

〇 〇 〇 〇 〇

定期考査

俳諧
芸能
まとめ
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。
・古典の作品に表れている、言葉の響き
やリズムなどの表現の特色について理解
を深めている。
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉える。
・古典の作品や文章について、内容や解
釈を自分の知見と結び付け、考えを広げ
たり深めたりする。
・古典の作品や文章などに表れているも
のの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人
間、社会、自然などに対する自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典の作品や文章の種類とその特徴に
ついて理解を深める。
・古典などを読むことを通して、我が国
の文化の特質について理解を深める。

○

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解している。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりする。
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。

〇 〇

定期考査
○ ○

20〇 〇 〇 〇 〇

1

〇 〇 〇

〇

〇

1

1○

20

20



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（3学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・

聞 書 読

13

1

13

○ 〇 ○ ○ 〇 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

1

1

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握したか。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしたか。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

　評論
　小説

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考・判断・表現】
・文章の種類をふまえて、資料などの関
係を把握し、内容や構成を的確にとら
る。
・人間、社会、自然などについて、文章
の内容や解釈を多様な論点や異なる価値
観と結びつけて自分の考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、粘り強く筆者の主
張をとらえようとする。

　評論
　小説

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考・判断・表現】
・文章の種類をふまえて、資料などの関
係を把握し、内容や構成を的確にとら
る。
・人間、社会、自然などについて、文章
の内容や解釈を多様な論点や異なる価値
観と結びつけて自分の考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、粘り強く筆者の主
張をとらえようとする。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握したか。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしたか。

指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

定期考査

定期考査

　評論
　小説

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考・判断・表現】
・文章の種類をふまえて、資料などの関
係を把握し、内容や構成を的確にとら
る。
・人間、社会、自然などについて、文章
の内容や解釈を多様な論点や異なる価値
観と結びつけて自分の考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、粘り強く筆者の主
張をとらえようとする。

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握したか。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしたか。

「批評という鬱」三浦雅士
「半落ち」横山秀夫
「世界と地球」山下勲
　他問題演習

テクストの展開に留意し、段落の大意
をつかみながらよむ。
接続詞の働きを意識し、論理的文章の
読解を行う。
心象表現・比喩表現について理解を深
める。

「音楽展望」吉田秀和
「寝ながら学べる構造主義」
　内田樹
「死化粧」渡辺淳一
　他問題演習

テクストの展開に留意し、段落の大意
をつかみながらよむ。
芸術論・認識論等様々な評論に触れ、
各論の現代文における潮流を意識す
る。
評論の頻出語等の意味に注意し、語彙
を増やす。
心象表現・比喩表現について理解を深
める。

○○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする態度を養う。

論理国語の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 選択・現代文演習 2

領域
評価規準 知 態

国語 選択・現代文演習

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける。
大学入試共通テスト平均点以上の学力を身に着け
る。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げ深める。大学入試、共
通テストレベルの学力を身に着ける。

「論理国語」（筑摩書房）

国語の目標：

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標

２
学
期

定期考査 ○ ○

「虚数の情緒」吉田武
「麦藁帽子」津村節子
「脱出と回帰」中井正一
　他問題演習

テクストの展開に留意し、段落の大意
をつかみながらよむ。
科学論・文化論等多様な評論に触れ、
各論の現代における潮流を意識する。
心象表現・比喩表現について理解を深
める。



〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

○

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握したか。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしたか。

1
定期考査

○

13

13

　評論
　小説

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考・判断・表現】
・文章の種類をふまえて、資料などの関
係を把握し、内容や構成を的確にとら
る。
・人間、社会、自然などについて、文章
の内容や解釈を多様な論点や異なる価値
観と結びつけて自分の考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、粘り強く筆者の主
張をとらえようとする。

　評論
　小説

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考・判断・表現】
・文章の種類をふまえて、資料などの関
係を把握し、内容や構成を的確にとら
る。
・人間、社会、自然などについて、文章
の内容や解釈を多様な論点や異なる価値
観と結びつけて自分の考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、粘り強く筆者の主
張をとらえようとする。

２
学
期

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握したか。
・積極的に要旨を把握し、学習課題に沿って
批評しようとしたか。

「ジンメルつながりの哲学」
菅野仁
「ヨーロッパ思想入門」
高橋昌男
「真鶴」志賀直哉
他問題演習

テクストの展開に留意し、段落の大意
をつかみながらよむ。
抽象度の高い文章に触れ、テーマを押
さえながら、論理性をたどって読む練
習を積み重ねる。
小説の場面や登場人物の心情を的確に
捉え、テーマや文体の特徴を捉えなが
ら読む訓練を重ねる。
心象表現・比喩表現について理解を深
める。

〇 〇

○

３
学
期

1定期考査

70

合計

共通テスト過去問演習＋
入学問題問題演習

テクストの展開に留意し、段落の大意
をつかみながらよむ。
心象表現・比喩表現について理解を深
める。

○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（3学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・

聞 書 読

２

⑨石清水物語
⑩太平記記
⑪蜻蛉日記
⑫漢文　唐語林　他

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語
漢文句法
　の理解習熟、定着

物語
軍記物語
日記

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、特有の表現などににつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文、漢文に特有の表現に注
意して内容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

〇 〇 〇

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標

○ 1

【思考力、判断力、表現力等】

○ 13○ 〇

○ ○ ○ 13

○

1

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているととも
に、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を
通して積極的に他者や社会に関わる態度を養う。

選択・古文研究の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 選択・古典研究 2

領域
評価規準 知 態

国語 選択・古典研究

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。大学入
試共通テスト平均点以上のレベルを目指す。

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く
共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典など
を通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ深め
る。大学入試、共通テストレベルを目指す。

「精選　古典探求」（大修館書店）

国語の目標：

指導項目・内容 思

【知識及び技能】

１
学
期

定期考査

定期考査

物語
説話
漢文
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、特有の表現などににつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文、漢文に特有の表現に注
意して内容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

①錦木物語
②なよ竹物語絵巻
③十訓抄
④漢文　容斎藤随筆　他

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語
漢文句法
　の理解習熟、定着

・古典に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりなど、古典特有の表現などにについて理解
したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。

⑤千種物語
⑥伊勢物語
⑦源氏物語
⑧漢文　貞観政要　韓非子他
　
重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語
漢文句法
　の理解習熟、定着

○ 〇 ○

○ ○ ○

○ ○

・古典に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりなど、古典特有の表現などにについて理解
したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。

・古典に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりなど、古典特有の表現などにについて理解
したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。

紀行文
歌物語
物語
漢文
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、特有の表現などににつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文、漢文に特有の表現に注
意して内容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

〇 〇 〇 13



３
学
期

1定期考査

70

合計

入試直前
特別講習
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、特有の表現などににつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文、漢文に特有の表現に注
意して内容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

〇 〇 〇

○

２
学
期

定期考査 ○ ○

歴史物語
歌論
擬古物語
漢文

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、特有の表現などににつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文、漢文に特有の表現に注
意して内容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

⑬俊頼髄脳
⑭栄花物語
⑮八重桜
⑯漢文　三夢記　漢詩他

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語
漢文句法
　の理解習熟、定着

〇 〇 〇

定期考査

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、読むために必要な語句の量を増すこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊かにした
か。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握したか。

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、読むために必要な語句の量を増すこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊かにした
か。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまりなど、古典特有の表現などににつ
いて理解したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握したか。

○○

○

大学入学共通テスト対策
私大対策

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
漢文重要語
漢文句法
　の理解習熟、定着

13

〇 〇 〇 13

〇 〇 〇

1

1



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（3学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・

聞 書 読

○ ○

13

13

○

○ ○

1

○ ○ ○

○○

論理的に考える力や深く共感する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う

単元の具体的な指導目標

「精選　古典探求」（大修館書店）

国語の目標：

1

【思考力、判断力、表現力等】

○ 〇

指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているととも
に、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を
通して積極的に他者や社会に関わる態度を養う。

選択・古文研究の目標：

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

国語 選択・古文研究 2

領域
評価規準 知 態

国語 選択・古文研究

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。大学入
試共通テスト平均点以上のレベルを目指す。

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く
共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典など
を通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ深め
る。大学入試、共通テストレベルを目指す。

１
学
期

定期考査

定期考査

紀行文
物語
説話
随筆
【知識・技能】
・古文に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古文を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、特有の表現などににつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文特有の表現に注意して内
容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

①都のつと
②源氏物語
③宇治拾遺物語
④国文世々のあと
⑤閑居友
⑥雑多集

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
　の理解習熟、定着

・古文に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古文を読むために必要な文語のきまりや古文特
有の表現などにについて理解したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。

⑦竹取物語
⑧とりかへばや物語
⑨載恩記
⑩大和物語
⑪鈴屋文集
⑫平家物語

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
　の理解習熟、定着

○ 〇 ○

・古文に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古文を読むために必要な文語のきまりや古文特
有の表現などにについて理解したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。

物語
歌物語
軍記物語
歌文集
随筆
【知識・技能】
・古文に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古文を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、特有の表現などににつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文特有の表現に注意して内
容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

○



13

13

13

〇 〇〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

○

1

1

○

大学入学共通テスト対策
私大対策

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
　の理解習熟、定着

定期考査

２
学
期

定期考査

物語
説話
物語論
日記

【知識・技能】
・古文に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古文を読むために必要な文語のきまり
や特有の表現などにについて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文特有の表現に注意して内
容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

⑬枕草子
⑭更級日記
⑮中務内侍日記
⑯鶉衣
⑰無明抄
⑱宇津保物語

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
　の理解習熟、定着

⑲大鏡
⑳今昔物語集
㉑一休咄
㉒俊頼髄脳
㉓転寝草紙
㉔落窪物語
㉕世間胸算用

重要古語
文法（助詞助動詞、敬語）
和歌の修辞
主語判定
古文常識、文学史
　の理解習熟、定着

物語
随筆
日記
歌論
俳文集

【知識・技能】
・古文に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古文を読むために必要な文語のきまり
や特有の表現などにについて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文特有の表現に注意して内
容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

・古文に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古文を読むために必要な文語のきまりや古文特
有の表現などにについて理解したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。

・古文に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古文を読むために必要な文語のきまりや古文特
有の表現などにについて理解したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。

〇 〇

1定期考査

70

合計

○○

○

○

〇

３
学
期

入試直前
特別講習
【知識・技能】
・古文に用いられている語句の意味や用
法を理解し、読むために必要な語句の量
を増すことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにする。
・古文を読むために必要な文語のきまり
や特有の表現などにについて理解する。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を
ふまえて、古文特有の表現に注意して内
容を的確にとらえる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古典文学に興味をもち、多様な価値観
を読み取る。
・古典文学と現代のさまざまな作品との
つながりを理解する。

・古文に用いられている語句の意味や用法を理解
し、読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしたか。
・古文を読むために必要な文語のきまりや古文特
有の表現などにについて理解したか。
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握したか。



 

 

地理歴史・公民 



高等学校 令和８年度（１学年用） 教科 地理歴史科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

2-1-1．世界の地形と人々の生活

3-1-2. 地震・津波と防災
3-1-3. 火山災害と防災

【知識・技能】
地形をつくる力やその特徴、地形があらわれ
る位置やその成因について理解している。
【思考・判断・表現】
地形と人々の生活との関わりについて、多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
人々の生活と深く関わる地形や地形をつくる
力について、そこでみられる課題を主体的に
追究、解決しようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

1-2-1．現代世界の国家と領域
1-2-2．グローバル化する世界

【知識・技能】
現代世界の地域構成を示したさまざまな地図
の読図などをもとに、日本や各国の位置と領
域、国内や国家間の結びつきについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
世界的視野から見た日本の位置、国内や国家
間の結びつきなどを多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代世界の地域構成について、そこでみられ
る課題を主体的に追究、解決しようとしてい
る。

○定期考査

1

12

2部1章2節　世界の気候と人々の生活
【知識・技能】
気温や降水の違いとそのしくみにつ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
気候の仕組みや生活に与える影響に
ついて、雨温図やGISを用いて表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
気候や自然災害に関する課題を主体
的に追究できる。

2-1-2．世界の気候と人々の生活
選択事例①モンスーンの影響を受
ける
　　　　　地域での生活
選択事例②多様な気候から影響を
受け
　　　　　る人々の生活

3-1-1.自然環境と防災
3-1-4.気象災害と防災
3-1-5.気象災害への備えと復旧・
復興

【知識・技能】
気候が生活に与える影響、気温や降水の違い
とそのしくみと影響について理解している。
【思考・判断・表現】
気候の仕組みと気候が生活に与える影響につ
いて、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
気候の仕組みと生活に与える影響について、
そこでみられる課題を主体的に追究しようと
している。

〇 〇 〇

定期考査

○ 8

〇 〇 1

○ ○

配当
時数

１
学
期

1部1章　地図と地理情報システム
【知識・技能】
地図や地理情報システムの活用方法
を理解している。
【思考・判断・表現】
球面上の地球の位置を平面の地図上
で把握できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地図やGISを積極的に活用できる。

1-1-1．地球上の位置と時差
1-1-2．地図の役割と種類

【知識・技能】
緯度や経度、地図や地理情報システムを活用
して世界の諸課題を把握することができる。
【思考・判断・表現】
地図や地理情報システムを活用して世界の諸
課題を多面的・多角的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
地図や地理情報システムを活用して、よりよ
い社会の実現を視野に、そこでみられる課題
を主体的に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 5

1部2章　結びつきを深める現代世界
【知識・技能】
日本の位置と領域や国家間の結びつ
きについて理解する。
【思考・判断・表現】
日本の領土や国家間の結びつきを考
察し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
国家や国家同士の結びつきに関する
課題を主体的に追究できる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

2部1章1節　世界の地形と人々の生活
【知識・技能】
地形をつくる力や特徴、あらわれる
位置を理解する。
【思考・判断・表現】
地形と人々の生活の関わりについて
防災の視点から考察し、表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
地形や防災上の課題をGISを用いて
主体的に追究できる。

○ 13

○

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解し、資料を調べまとめる技能を身につける。

グローバル化する国際社会に対し、広い視野を
もち、地理的見方や考え方を働かせ、主体的に
現状を把握し、課題の解決をめざして主体的に
追究することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

地理総合
地理歴史科 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地形の成り立ちや気候の傾向性に着目し、国家や
地形・気候・経済的諸事象の位置と分布を理解す
るとともに、共通テストに対応する小テスト・定
期考査で8割以上得点することができる。

地域や地球的課題を追及し、地理的な見方や考
え方を働かせ解決する方法を考え、地図やレ
ポートにまとめるとともに、共通テストに対応
する問題で8割以上得点することができる。

高等学校 新地理総合（令和8年度版,帝国書院）　新詳高等地図（令和8年度版,帝国書院）

地理歴史科

地理や歴史に関わる事象について多面的・多角的に考察し、その結果を効果的にまとめる力を養う。

地理的・歴史的見方・考え方を用いて、主体的に社会の課題を考察・解決しようとする態度を養う。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】



1

〇 8

2部2章　地球的諸課題と国際協力
【知識・技能】
人口問題や食糧問題など、地域や地
球規模で共通してみられる課題につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
持続可能な社会の実現のための取り
組みについて、主題図などを用いて
多面的・多角的に考察し表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
持続可能な社会の実現のための取り
組みについて、よりよい社会の実現
を視野に主体的に追究できる。

2-2　地球的諸課題
3-2　生活圏の調査と地域の展望

【知識・技能】
地域的な課題や地球的課題の背景にある経済
格差、持続可能な社会を目指すための取り組
みについて理解している。
【思考・判断・表現】
地域や地球的課題の背景にある経済格差、持
続可能な社会を目指すための取り組みについ
て、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
地域や地球的課題の背景にある経済格差、持
続可能な社会を目指すための取り組みについ
て、よりよい社会の実現を視野に、そこでみ
られる課題を主体的に追究、解決しようとし
ている。

〇 〇 〇 6

2部1章5節　世界の産業と人々の生
活
2部2章1節地球環境問題
【知識・技能】
農業を中心い現代の経済とその課題
について理解する。
【思考・判断・表現】
農業を中心に経済の地域性や傾向
性、偏在がもたらす課題について主
題図を用いて表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
農業を中心に現代経済の課題につい
て主体的に追究できる。

2-1-5.世界の産業と人々の生活
選択事例①人々の生活を支える産
業と
　　　　　グローバルな結びつき
選択事例②経済成長による人々の
生活
　　　　　の変化
選択事例③環境に配慮した産業と
人々
　　　　　の生活
2-2-1.地球環境問題

【知識・技能】
人々の工夫と農業の発展、農業の近代化と環
境問題などとの関連について理解している。
【思考・判断・表現】
人々の工夫と農業の発展、農業の近代化と環
境問題との関連について、多面的・多角的に
考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
人々の工夫と農業の発展、農業の近代化と環
境問題との関連ついて、よりよい社会の実現
を視野に、そこでみられる課題を主体的に追
究、解決しようとしている。

〇 〇

３
学
期

定期考査 〇 〇

70

1

定期考査 〇 〇

2部1章3節　世界の言語・宗教と人々の
生活
【知識・技能】
地形や気候・歴史と地域の特徴的な生活
のつながりについて理解する。
【思考・判断・表現】
地形や気候・宗教・歴史と生活文化の関
わりについて、GISを用いて表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地形や気候・歴史が形成する各地の特徴
的な生活習慣とその課題について主体的
に追究できる。

2-1-3．世界の言語・宗教と人々の生
活
選択事例①イスラームと人々の生活
選択事例②ヒンドゥー教と人々の生活
2-1-4　歴史的背景と人々の生活
選択事例①結びつきの歴史と人々の
         生活
選択事例②植民地支配の歴史と人々の
         生活
選択事例③国家体制の変化と人々の生
         活

【知識・技能】
地形や気候・宗教・歴史が諸地域の特徴的な
生活文化の形成に寄与していることを理解し
ている。
【思考・判断・表現】
地形や気候・宗教・歴史と生活文化の関わり
について多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地形や気候・宗教・歴史がつくりだす生活習
慣について、よりよい社会の実現を視野に、
そこでみられる課題を主体的に追究、解決し
ようとしている。

合計

〇 〇 13〇



高等学校 令和８年度（１学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【思考・判断・表現】
資料を利用して、明治政府による諸改革・外
交・自由民権運動と立憲体制の構築について考
察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治政府による諸改革・外交・自由民権運動と
立憲体制の構築について、見通しをもって学習
に取り組もうとしている。

○

○ ○ 1

【知識・技能】
資料を利用し、第一次世界大戦によって成立し
た総力戦体制と、その影響による社会の変化を
理解している。

8○ ○○

1○

【知識・技能】
世界的視点から見た日清・日露戦争と列強の動
きについて理解している。

○ 8

○ 4

【思考・判断・表現】
諸資料から、世界的視点から見た
日清・日露戦争と、列強の以後気
について考察できる。

【知識・技能】
世界恐慌や金融恐慌、ファシズム
の台頭と日中戦争と国内外の動き
にもとづいて、第二次世界大戦の
起こった背景や人々の生活への影
響について理解する。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦と第二次世界大戦
を経て、国際社会は平和と安定を
どのようにして構築していこうと
したかについて、多面的・多角的
に考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
第一次世界大戦と第二次世界大戦
を経て、国際社会は平和と安定を
どのようにして構築していこうと
したかについて、意欲的に追究で
きる。
定期考査(学年共通問題）

【知識・技能】
第一次世界大戦によって成立した
総力戦体制と、その影響による社
会の変化を理解する。

３　経済危機と第二次世界大戦 【知識・技能】
世界恐慌や金融恐慌、ファシズムの台頭と日中
戦争と国内外の動きにもとづいて、第二次世界
大戦の起こった背景や人々の生活への影響につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦と第二次世界大戦を経て、国際
社会は平和と安定をどのようにして構築してい
こうとしたかについて、多面的・多角的に考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第一次世界大戦と第二次世界大戦を経て、国際
社会は平和と安定をどのようにして構築してい
こうとしたかについて、多面的・多角的に追究
しようとしている。

○ ○ 11

第３編　国際秩序の変化や大衆化と
私たち

２　第一次世界大戦と国際社会

４　近代化と現代的な諸課題

○ ○ 2

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【思考・判断・表現】
諸資料から交通の発達や貿易の拡大が近代化に
あたえた影響について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
交通の発達や貿易の拡大について、見通しを
もって学習に取り組もうとしている。

第１編 歴史の扉
【思考・判断・表現】
身近なものを題材に歴史の変化と
関わらせて考察し、表現できる。

第１編 歴史の扉
歴史と私たち

【思考・判断・表現】
身近なものを題材に近代化などの歴史の変化と
関わらせて、日本や日本周辺の地域および世界
の歴史との関連性について考察し、表現してい
る。

○ 2

第２編 近代化と私たち
【知識・技能】
世界が一体化による政治的・経済
的な結びつきを理解する。
【思考・判断・表現】
諸資料から国民国家の特徴と明治
維新の影響、貿易の拡大が近代化
にあたえた影響について考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家の形成過程と明治維新の
意義について、見通しをもって学
習に取り組むことができる。

9

３　国民国家と明治維新

地理歴史科 歴史総合
地理歴史科 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解する。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相
互の関連や現在とのつながりなどに着目して、
概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や、考察、構想したこ
とを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。

私たちの歴史総合

歴史総合の目標

地理や歴史に関わる事象について多面的・多角的に考察し、その結果を効果的にまとめる力を養う。

地理的・歴史的見方・考え方を用いて、主体的に社会の課題を考察・解決しようとする態度を養う。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解し、資料を調べまとめる技能を身につける。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊重することの
大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

6

○ ○

定期考査 ○ ○ 1

１
学
期

2
学
期

第２編　近代化と私たち
１　生活や社会の変化を読み取っ
てみよう
２　結びつく世界と日本

1

D グローバル化と私たち
【知識・技能】
第二次世界大戦後、日本や国際社
会がどのように国家体制や国際関
係を構築してきたかを理解する。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦後の国際関係の変
化を考察し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
核開発競争について、見通しを
もって学習に取り組むことができ
る。

定期考査(学年共通問題）

２　冷戦と世界経済 【知識・技能】
世界恐慌や金融恐慌、ファシズムの台頭と日中
戦争と国内外の動きにもとづいて、第二次世界
大戦の起こった背景や人々の生活への影響につ
いて理解している。

○

３　世界秩序の変容と日本 【思考・判断・表現】
第一次世界大戦と第二次世界大戦を経て、国際
社会は平和と安定をどのようにして構築してい
こうとしたかについて、多面的・多角的に考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第一次世界大戦と第二次世界大戦を経て、国際
社会は平和と安定をどのようにして構築してい
こうとしたかについて、多面的・多角的に追究
しようとしている。

○

○

定期考査(学年共通問題）



合計

４　現代的な諸課題の形成と展望 【知識・技能】
資料を利用して、第二次世界大戦後、日本や国
際社会がどのように国家体制や国際関係を構築
してきたかを理解している。

○

【主体的に学習に取り組む態度】
分析や考察の結果を他者と共有したり、比較し
たりして、自分の考えをより良いものに改善し
ようとしている。

D グローバル化と私たち
【思考・判断・表現】
事象の背景や原因、結果や影響に
着目して、日本とその他の国や地
域の動向を比較し相互に関連づけ
たり、現代的な諸課題を展望した
りするなどして主題について考
察、構想し、表現できる。

【思考・判断・表現】
事象の背景や原因、結果や影響に着目して、日
本とその他の国や地域の動向を比較し相互に関
連づけたり、現代的な諸課題を展望したりする
などして主題について考察、構想し、表現して
いる。

○ 8

D グローバル化と私たち
【知識・技能】
第二次世界大戦後、日本や国際社
会がどのように国家体制や国際関
係を構築してきたかを理解する。

3
学
期

1

○ 1

5

70

定期考査(学年共通問題） ○ ○

D グローバル化と私たち
【主体的に学習に取り組む態度】
分析や考察の結果を他者と共有・
比較して、自分の考えをより良い
ものに改善できる。



教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組 文系かつ世界史探究選択者

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○

・世界史へのまなざし１
・世界史へのまなざし２

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

○

２章中央ユーラシアと東アジア世
界

１中央ユーラシア
２秦・漢帝国
３中国の動乱と変容
４東アジア文化圏の形成

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
　中央ユーラシアの厳しい環境に適応した遊
牧民やオアシス民の生活のありさまや、彼ら
の周辺の諸勢力との関係を、中国史との関連
の中で理解している。

【思考・判断・表現】
風土を示す写真や『史記』匈奴列伝などの資
料をもとに、中央ユーラシアの人々の動向
が、世界の歴史に与えた影響を多面的・多角
的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
中央ユーラシアの動向あは東アジア文化圏に
ついて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追
究したいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

○ ○

1章文明の成立と古代文明の特質

１文明の誕生
２古代オリエント文明とその周辺
３南アジアの古代文明
４中国の古代文明
５南北アメリカ文明

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
資料から情報を読み取ったり、まとめたりす
る技能を身に付けているか。

【思考・判断・表現】
文明の形成に関わる諸事象の背景や原因、結
果や影響、事象相互の関連などに着目し、諸
地域の歴史的特質を読み解く観点について考
察し、問いを表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
古代文明や諸地域の歴史的特質について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

定期考査

配当
時数

１
学
期

A 諸地域の歴史的特質の形成
【知識及び技能】
　今日の社会で一般的とされている
ことの多くが歴史的に形成されたも
ので、地域や時代によっては一般的
ではないことを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
日常生活のなかに世界史とつながっ
ているモノを見出し、自分自身と世
界のつながりを多面的・多角的に考
察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
日常生活と世界史のつながりについ
て、自分が抱いた興味・関心や疑
問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組
む。

【知識・技能】
　今日の社会で一般的とされていることの多
くが歴史的に形成されたもので、地域や時代
によっては一般的ではないことを理解してい
る。

【思考・判断・表現】
日常生活のなかに世界史とつながっているモ
ノを見出し、自分自身と世界のつながりを多
面的・多角的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活と世界史のつながりについて、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 3

１章文明の成立と古代文明の特質
【知識・技能】
資料から情報を読み取ったり、まと
めたりする技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
文明の形成に関わる諸事象の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関連
などに着目し、諸地域の歴史的特質
を読み解く観点について考察し、問
いを表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
古代文明や諸地域の歴史的特質につ
いて、自分が抱いた興味・関心や疑
問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組
んでいる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ ○ 18

1

２章中央ユーラシアと東アジア世界
【知識・技能】
　中央ユーラシアの厳しい環境に適
応した遊牧民やオアシス民の生活
や、周辺の諸勢力との関係を、中国
史との関連の中で理解する。

【思考・判断・表現】
風土を示す写真や資料をもとに、中
央ユーラシアの人々の動向が、世界
の歴史に与えた影響を多面的・多角
的に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
中央ユーラシアの動向あは東アジア
文化圏について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究したいことな
どを見出して、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

○ 16

地歴公民科高等学校 令和８年度（2学年用） 教科 科目 世界史探究

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする
態度を養うと共に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我
が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚等を深める。

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地歴公民科

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

世界史探究 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象
について、地理的条件や日本の歴史と関連付けな
がら理解しているとともに、諸資料から世界の歴
史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象
の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながり
などに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説明したり、そ
れらを基に議論したりする力を養う。

世探704　詳説　世界史探究（山川出版社）

地歴公民科

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ
れらを基に議論したりする力を養う。

世界史探究 進研模試で全国偏差値６０点以上得点できる。



4章西アジアと地中海周辺の国家形成
【知識・技能】
イラン諸国家がそれぞれどのように
興亡したのか、ギリシア世界と民主
政の発展、古代ローマ世界の形成過
程と特長、キリスト教について理解
する。

【思考・判断・表現】
イラン文明の興亡、古代ギリシア・
ローマ、キリスト教の特徴等につい
て多面的・多角的に考察し表現す
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
イラン文明の興亡、古代ギリシア・
ローマ、キリスト教について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通
しを持って学習に取り組む。

4章西アジアと地中海周辺の国家形
成

１イラン諸国家の興亡とイラン文
明
２ギリシア人の都市国家
３ローマと地中海世界
４キリスト教の成立と発展

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
イラン諸国家がそれぞれどのように興亡した
のか、ギリシア世界と民主政の発展、古代
ローマ世界の形成過程と特長、キリスト教に
ついて理解できている。

【思考・判断・表現】
イラン文明の興亡、古代ギリシア・ローマ、
キリスト教の特徴等について多面的・多角的
に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
イラン文明の興亡、古代ギリシア・ローマ、
キリスト教について、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

○ ○

定期考査
○ ○ 1

３章南アジア世界と東南アジア世界
の展開
【知識・技能】
南アジアで生まれた様々な宗教が、
南アジアの社会や周辺諸地域へ与え
た影響や南アジアの大陸部と諸島部
において、どのように国家が形成さ
れたのか理解する。

【思考・判断・表現】
インド洋航海図（地図）や資料をも
とに、インド洋交易の広がりと、東
南アジアの風土や地形をふまえたう
えで、南アジアや中国との関係およ
びその変遷を多面的・多角的に考察
し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
南アジアで生まれた諸宗教や東南ア
ジア世界について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って
学習に取り組む。

定期考査
○ ○ 1

３章南アジア世界と東南アジア世
界の展開

１仏教の成立と南アジアの統一国
家
２インド古典文化とヒンドゥー教
の定着
３東南アジア世界の形成と展開

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
南アジアで生まれた様々な宗教が、南アジア
の社会や周辺諸地域へ与えた影響や南アジア
の大陸部と諸島部において、どのように国家
が形成されたのか理解している。

【思考・判断・表現】
インド洋航海図（地図）や『エリュトゥラー
海案内記』等の資料をもとに、インド洋交易
の広がりと、東南アジアの風土や地形をふま
えたうえで、南アジアや中国との関係および
その変遷を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
南アジアで生まれた諸宗教や東南アジア世界
について、自分が抱いた興味・関心や疑問、
追究してみたいことなどを見出して、見通し
を持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

５章イスラーム教の成立とヨーロッ
パ世界の形成
【知識・技能】
イスラームの成立と世界の特質につ
いて、西ヨーロッパと東ヨーロッパ
がそれぞれどのようにして独自の世
界を形成したのかを理解する。

【思考・判断・表現】
図像資料などをもとに、イスラーム
教の成立が西アジアや北アフリカの
社会に与えた影響とヨーロッパの封
建制の特質について多面的・多角的
に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
イスラーム世界、ヨーロッパ世界の
形成について、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習
に取り組む。

Ｂ諸地域の興隆・再編
６章イスラーム教の伝播と西アジア
の動向
【知識・技能】
中央アジア・南アジア・東南アジ
ア・アフリカ・西アジアの各地でど
のようにイスラーム化が進んだのか
を理解する。

【思考・判断・表現】
資料をもとに、イスラーム教の伝
播・拡大においてトルコ人の果たし
た役割や、外圧が西アジアの社会へ
およぼした影響を多面的・多角的に
考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
イスラームの伝播や変動する西アジ
アの情勢について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って

２
学
期

〇 〇 〇 10

○○○

【知識・技能】
イスラームの成立と世界の特質について、西
ヨーロッパと東ヨーロッパがそれぞれどのよ
うにして独自の世界を形づくっていったのか
を理解している。

【思考・判断・表現】
図像資料などをもとに、イスラーム教の成立
が西アジアや北アフリカの社会に与えた影響
とヨーロッパの封建制の特質について多面
的・多角的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
イスラーム世界、ヨーロッパ世界の形成につ
いて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究
してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

【知識・技能】
中央アジア・南アジア・東南アジア・アフリ
カ・西アジアの各地でどのようにイスラーム
化が進んだのかを理解している。

【思考・判断・表現】
資料をもとに、イスラーム教の伝播・拡大に
おいてトルコ人の果たした役割や、外圧が西
アジアの社会へおよぼした影響を多面的・多
角的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
イスラームの伝播や変動する西アジアの情勢
について、自分が抱いた興味・関心や疑問、
追究してみたいことなどを見出して、見通し
を持って学習に取り組もうとしている。

○ 18

8

５章イスラーム教の成立とヨー
ロッパ世界の形成

１アラブの大征服とイスラーム政
権の成立
２ヨーロッパ世界の形成

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

６章イスラーム教の伝播と西アジ
アの動向

１イスラーム教の諸地域への伝播
２西アジアの動向

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布



定期考査

９章大交易・大交流の時代

１アジア交易世界の興隆
２ヨーロッパの海洋進出とアメリ
カ大陸の変容

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
「世界の一体化」が始まった時期のアジア
や、ヨーロッパの海洋進出はどのような意義
があったのかを理解している。

【思考・判断・表現】
資料をもとに、この時期のアジア内およびア
ジアと世界の交流や、ヨーロッパの海洋進出
が諸地域にもたらした影響について、多面
的・多角的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
アジア交易世界やヨーロッパの海洋進出とア
メリカ大陸の変容について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

〇 〇 〇３
学
期

〇 1

定期考査
〇 〇 1

９章大交易・大交流の時代
【知識・技能】
「世界の一体化」が始まった時期の
アジアや、ヨーロッパの海洋進出は
どのような意義があったのかを理解
する。

【思考・判断・表現】
資料をもとに、この時期のアジア内
およびアジアと世界の交流や、ヨー
ロッパの海洋進出が諸地域にもたら
した影響について、多面的・多角的
に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
アジア交易世界やヨーロッパの海洋
進出とアメリカ大陸の変容につい
て、自分が抱いた興味・関心や疑
問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組
む。

〇 10

１０章アジアの諸帝国の繁栄
【知識・技能】
オスマン帝国とサファヴィー朝、ム
ガル帝国の隆盛と清朝の基礎が築か
れた経緯や清代の政治と社会の特徴
および周辺諸国との関係について理
解する。

【思考・判断・表現】
資料をもとに、オスマン帝国とサ
ファヴィー朝を比較したり、ムガル
帝国とその衰退が南アジアに与えた
影響を考察したり、清代の皇帝と従
来の中国王朝の皇帝との違いを多面
的・多角的に表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
西アジア・南アジア・清代の中国と
隣接諸地域について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組する。

１０章アジアの諸帝国の繁栄

１オスマン帝国とサファヴィー朝
２ムガル帝国の興隆
３清代の中国と隣接諸地域

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
オスマン帝国とサファヴィー朝、ムガル帝国
の隆盛と清朝の基礎が築かれた経緯や清代の
政治と社会の特徴および周辺諸国との関係に
ついて理解している。

【思考・判断・表現】
資料をもとに、オスマン帝国とサファヴィー
朝を比較したり、ムガル帝国とその衰退が南
アジアに与えた影響を考察したり、清代の皇
帝と従来の中国王朝の皇帝との違いを多面
的・多角的に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
西アジア・南アジア・清代の中国と隣接諸地
域について、自分が抱いた興味・関心や疑
問、追究してみたいことなどを見出して、見
通しを持って学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 12

10

〇

８章　東アジア世界の展開とモンゴ
ル帝国
【知識・技能】
10～12世紀のアジア諸国の動向、モ
ンゴル帝国がどのように成立し、解
体したのか、そして帝国の支配は社
会にどのような影響を与えたのかを
理解する。

【思考・判断・表現】
モンゴル帝国の最大領域を示す地図
や「混一疆理歴代国都之図」などの
図像資料をもとに、モンゴル帝国の
成立世界史的な意義を多面的・多角
的に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
東アジアやモンゴル帝国について、
自分が抱いた興味・関心や疑問、追
究してみたいことなどを見出して、
見通しを持って学習に取り組む。

第８章　東アジア世界の展開とモ
ンゴル帝国

１アジア諸地域の自立化と宋
２モンゴルの大帝国

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
10～12世紀のアジア諸国の動向、モンゴル帝
国がどのように成立し、解体したのか、そし
て帝国の支配は社会にどのような影響を与え
たのかを理解している。

【思考・判断・表現】
モンゴル帝国の最大領域を示す地図や「混一
疆理歴代国都之図」などの図像資料をもと
に、モンゴル帝国の成立世界史的な意義を多
面的・多角的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
東アジアやモンゴル帝国について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいこと
などを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしている。

〇 〇

合計

140

７章ヨーロッパ世界の変容と展開

１西ヨーロッパの封建社会とその
展開
２東ヨーロッパ世界の展開
３西ヨーロッパ世界の変容
４西ヨーロッパ中世文化

【教材等】
　・教科書・図説・準拠ノート
　・一人一台端末の活用
　・適宜プリントを配布

【知識・技能】
中世ヨーロッパの歴史的特質や封建社会の形
成過程、文化とその特徴について、従来との
比較をふまえて理解している。

【思考・判断・表現】
図資料をもとに、中世ヨーロッパの歴史的特
質や封建社会の形成過程、十字軍とその意
義、文化とその特徴について、多面的・多角
的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
中世ヨーロッパについて、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 22

７章ヨーロッパ世界の変容と展開
【知識・技能】
中世ヨーロッパの歴史的特質や封建
社会の形成過程、文化とその特徴に
ついて、従来との比較をふまえて理
解する。

【思考・判断・表現】
図資料をもとに、中世ヨーロッパの
歴史的特質や封建社会の形成過程、
十字軍とその意義、文化とその特徴
について、多面的・多角的に考察し
表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
中世ヨーロッパについて、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組む。



高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 （日本史探究選択の履修クラス）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解
し、関係する知識を身に付ける。諸
資料から必要な情報を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理
解したことや考察したことを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

指導項目
・大単元B「中世の日本と世界」
　・「中世社会の成立」
　・「歴史資料と中世の展望」
教材等
　・副教材、ワークシート、ＩＣ
Ｔ
　・特別教室等

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係す
る知識を身に付けている。諸資料から必要な情
報を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを他者に伝わるように表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協働
的に取り組むことができている。

○ ○

指導項目
・大単元Ａ「先史・古代の日本と
東アジア」
　・「古代社会の形成と展開」
教材等
　・副教材、ワークシート、ＩＣ
Ｔ
　・特別教室等
探究発表への準備
　・テーマや課題、仮説の設定と
推敲

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係す
る知識を身に付けている。諸資料から必要な情
報を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを他者に伝わるように表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協働
的に取り組むことができている。

○ ○

定期考査
○ ○

指導項目
・大単元Ａ「先史・古代の日本と
東アジア」
　・「歴史資料と先史・古代の展
望」
　・「古代社会の形成と展開」
教材等
　・副教材、ワークシート、ＩＣ
Ｔ
　・特別教室等
探究発表への準備
・テーマや課題、仮説の設定と推
敲

1

○ ○ ○ 25

○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解
し、関係する知識を身に付ける。諸
資料から必要な情報を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理
解したことや考察したことを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

○

○

29

定期考査 ○

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係す
る知識を身に付けている。諸資料から必要な情
報を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを他者に伝わるように表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協働
的に取り組むことができている。

地理歴史 日本史探究
地理歴史 日本史探究 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

『詳説日本史』（山川出版社）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象について多面的・多角的に考察し、その結果を効果的にまとめる力を養う。

地理的・歴史的見方・考え方を用いて、主体的に社会の課題を考察・解決しようとする態度を養う。

日本史探究

【 知　識　及　び　技　能 】

【活動目標】
探究活動でレポート等の成果として完成できる。

【数値目標】
進研模試で全国偏差値６０以上獲得できる。

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解し、資料を調べまとめる技能を身につける。

我が国の歴史に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよ
うとする態度を養うとともに、多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される日本国民
としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他
国や他国の文化を尊重することの大切さについ
ての自覚を深める。

【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史展開に関わる諸事象について、地理
的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に理
解する。諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べてまとめる技能を身に付けるようにする。

我が国の歴史展開に関わる諸事象の意味や意義、
伝統と文化の特色などを時期や年代、推移、比
較、相互関連や現代とのつながりに着目して、概
念などを活用して多面的・多角的に考察したり、
課題を把握して解決を視野に入れて構想する力、
それらを効果的に説明したり、それを基に議論し
たりする力を養う。

配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
大単元Ａの内容について基礎的事項
の知識を身に付け、諸資料の基本的
な扱い方を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、
諸資料や事象の展開を適切に判断
し、理解したことや考察したことを
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

指導項目
・ガイタンス
・大単元Ａ「先史・古代の日本と
東アジア」
　・「先史社会の生活と文化」

教材等
　・副教材、ワークシート、ＩＣ
Ｔ
　・特別教室等

【知識及び技能】
基礎的事項の知識を身に付け、諸資料の基本的
な扱い方を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を働かせることができ、
諸資料や事象の展開を適切に判断し、理解した
ことや考察したことを相手に伝わるように表現
できている。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協働
的に取り組むことができている。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解
し、関係する知識を身に付ける。諸
資料から必要な情報を読み取る
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理
解したことや考察したことを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。



３
学
期

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解
し、関係する知識を身に付ける。諸
資料から必要な情報を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理
解したことや考察したことを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

指導項目
・大単元Ｃ「近世の日本と世界」

教材等
・副教材、ワークシート、ＩＣＴ
・特別教室等
発表
・探究テーマに基づいた発表準備
と発表

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係す
る知識を身に付けている。諸資料から必要な情
報を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを他者に伝わるように表現できている。探
究の発表において以上の資質や能力が発揮でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協働
的に取り組むことができている。

○ ○

２
学
期

合計

140

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係す
る知識を身に付けている。諸資料から必要な情
報を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを他者に伝わるように表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協働
的に取り組むことができている。

○ ○ ○ 19

指導項目
・大単元Ｂ「中世の日本と世界」
　・「中世社会の展開」
教材等
　・副教材、ワークシート、ＩＣ
Ｔ
　・特別教室等

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係す
る知識を身に付けている。諸資料から必要な情
報を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを他者に伝わるように表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協働
的に取り組むことができている。

○ ○ ○ 28

○ 17

定期考査

定期考査
○ ○ 1

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解
し、関係する知識を身に付ける。諸
資料から必要な情報を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理
解したことや考察したことを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

指導項目
・大単元Ｂ「中世の日本と世界」
　・「中世社会の展開」
教材等
　・副教材、ワークシート、ＩＣ
Ｔ
　・特別教室等
探究発表への準備
　・テーマや課題、仮説の設定と
推敲

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解
し、関係する知識を身に付ける。諸
資料から必要な情報を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理
解したことや考察したことを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

○ ○ 1

定期考査・発表会 ○ ○ 〇 3



高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 進研模試で全国偏差値６０点以上得点できる。

○ ○ ○ 4

○

○ ○ ○ 2

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

１－３
【知識・技能】
・古代・中世・近世・近代の日本の
思想家の思想内容を理解する。
【思考・判断・表現】
・生活文化や伝統が自分自身の生き
方に与えている影響について気付
く。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の伝統思想や文化，受容した
外来思想から自分自身の生き方を検
証し，参考にできることはないか主
体的に追究する。

・日本人としての自覚
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・古代・中世・近世・近代の日本の思想家の
思想内容が理解できている。
【思考・判断・表現】
・生活文化や伝統が自分自身の生き方に与え
ている影響について気付くことができてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の伝統思想や文化，受容した外来思想
から自分自身の生き方を検証し，参考にでき
ることはないか主体的に追究できている。

○ ○ ○ 2

２公共的な空間における人間として
の在り方生き方
２－１
【知識・技能】
・近世・近代・現代の世界の思想家
の思想内容を理解する。
【思考・判断・表現】
・先人の生き方を通して，自らを成
長させる人間としての在り方生き方
を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選択・判断の手掛かりとなる考え
方を理解し身につける。

・西洋近現代の思想
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・近世・近代・現代の世界の思想家の思想内
容が理解できている。
【思考・判断・表現】
・先人の生き方を通して，自らを成長させる
人間としての在り方生き方が考察できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を理解
し身につけようとしている。

公民 公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛か
りとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料か
ら，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛か
りとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料か
ら，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

改訂版　公共〔数研出版〕

公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したりする力や，合意形成や社会参
画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養され
る，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊
重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】 選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに，諸資料から様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う
とともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる
人間としての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公
民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，
各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

１公共的な空間をつくる私たち
１－１
【知識及び技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要
な時期であることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自己形成の課題について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよく生きることについての自
覚を深め、社会の一員として自分の
生き方を選択し，自己実現をめざ
す。

・青年期と自己形成
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要な時期で
あることを理解できている。
【思考・判断・表現】
・自己形成の課題について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよく生きることについての自覚を深め
られている。
・社会の一員としての自覚を深め，自分の生
き方を選択し，自己実現がめざせている。

○ ○ ○ 2

１－２
【知識・技能】
・古代ギリシアや中国の思想家の思
想や三大宗教の内容を理解する。
【思考・判断・表現】
・先哲の思想や宗教が自分自身の生
き方に与えている影響に気付く。
【主体的に学習に取り組む態度】
・先哲の思想や生き方から自分自身
の生き方を検証し，参考にできるこ
とはないか主体的に追究する。

1○定期考査

・人間としての自覚
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・古代ギリシアや中国の思想家の思想や三大
宗教の内容が理解できている。
【思考・判断・表現】
・先哲の思想や宗教が自分自身の生き方に与
えている影響に気付くことができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方
を検証し，参考にできることはないか主体的
に追究できている。



４－２
【知識・技能】
・選挙のしくみを理解する。
・政党の役割を理解する。
・地方自治の現状と課題を理解す
る。
【思考・判断・表現】
・選挙制度によって政党政治の形態
が変化することに気付く。
・各党の綱領を調べ，その政策を知
る。
・日本の政治について課題を発見
し，解決する見通しを持つ。
・住民投票など身近な地域で行われ
ている例を調べ，報告する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・議会の見学や住民運動・消費者運
動など，身近に自らが参加できる機
会を発見し，主権者として参加しよ
うという意欲を持つ。
・模擬投票などにより，政党や選挙
を身近に捉える。

・政治参加と民主政治の課題
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・選挙のしくみが理解できている。
・政党の役割を理解できている。
・地方自治の現状と課題が理解できている。
【思考・判断・表現】
・選挙制度によって政党政治の形態が変化す
ることに気付くことができている。
・各党の綱領を調べ，その政策を知ることが
できている。
・日本の政治について課題を発見し，解決す
る見通しが持てている。
・住民投票など身近な地域で行われている例
を調べ，報告できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・議会の見学や住民運動・消費者運動など，
身近に自らが参加できる機会を発見し，主権
者として参加しようという意欲を持つことが
できている。
・模擬投票などの実施により，政党や選挙を
身近に捉えることができている。

○ ○ ○ 4

３－２
【知識・技能】
・日本国憲法の三大原理や第9条の
内容を理解する。
・日本国憲法で保障されている権利
を理解する。
【思考・判断・表現】
・日本国憲法で保障されている権利
がどのような具体的事件に適用され
ているのかを調べ，その保障と他者
の権利や公共の利益との調和につい
て考察する。
・国際情勢の変化にともない，日本
の平和主義のあり方がどう変化して
いったのか考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・男女間や国籍の違いなど，身近な
ところで人権が保障されているか新
聞記事などで調べ，報告する。
・日本国憲法の基本原理に基づいた
社会のあり方について，自分なりに
構想する。

・日本社会の基本原理
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・日本国憲法の三大原理や第9条の内容が理解
できている。
・日本国憲法で保障されている権利が理解で
きている。
【思考・判断・表現】
・日本国憲法で保障されている権利がどのよ
うな具体的事件に適用されているのかを調
べ，その保障と他者の権利や公共の利益との
調和について考察できている。
・国際情勢の変化にともない，日本の平和主
義のあり方がどう変化していったのか考察で
きている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・男女間や国籍の違いなど，身近なところで
人権が保障されているか新聞記事などで調
べ，報告できている。
・日本国憲法の基本原理に基づいた社会のあ
り方について，自分なりに構想できている。

○ ○ ○ 4

4

１
学
期

２－２
【知識・技能】
・地球環境問題，資源・エネルギー
問題，生命科学や情報技術の進展な
どの事象について理解する。
【思考・判断・表現】
・公共的な空間における人間として
の在り方生き方を考察するための選
択・判断の手掛かりを考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選択・判断の手掛かりとなる考え
方を使って，現代の諸課題を主体的
に追究する。

○

1

３公共的な空間における基本原理
３－１
【知識・技能】
・法などの社会規範の役割を理解
し，日常生活と関連づけて考察す
る。
・民主政治のあゆみを理解する。
【思考・判断・表現】
・民主政治における国家と個人のあ
り方を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治が自らの生活とかかわっ
ていることを理解し，民主社会に主
体的に生きる人間のあり方生き方に
ついて思索を深める。

・民主社会の基本原理
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・法などの社会規範の役割が理解でき，日常
生活と関連づけて考察できている。
・民主政治のあゆみが理解できている。
【思考・判断・表現】
・民主政治における国家と個人のあり方が考
察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治が自らの生活とかかわっているこ
とを理解し，民主社会に主体的に生きる人間
のあり方生き方について思索を深められてい
る。

○ ○ ○

5

○ 5

４現代の民主政治と政治参加の意義
４－１
【知識・技能】
・日本国憲法に見られる三権相互の
関係とそれぞれの役割を理解する。
・行政機能が拡大している現状を理
解する。
【思考・判断・表現】
・行政機能拡大の是非について主体
的に考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・模擬裁判などを通して，司法に関
心を持ち，裁判員制度の意義をふま
え積極的に参画する自覚を持つ。

・日本の政治機構
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・日本国憲法に見られる三権相互の関係とそ
れぞれの役割が理解できている。
・行政機能が拡大している現状を理解できて
いる。
【思考・判断・表現】
・行政機能拡大の是非について主体的に考察
できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・模擬裁判などを通して，司法に関心を持
ち，裁判員制度の意義をふまえ積極的に参画
する自覚を持つことができている。

○ ○

・現代の諸課題と倫理
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・地球環境問題，資源・エネルギー問題，生
命科学や情報技術の進展などの事象について
理解できている。
【思考・判断・表現】
・公共的な空間における人間としての在り方
生き方を考察するための選択・判断の手掛か
りが考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を使っ
て，現代の諸課題を主体的に追究できてい
る。

○ ○

定期考査
○ ○



５－３
【知識・技能】
・戦後日本経済のあゆみを理解す
る。
・産業構造の変化と職業選択との関
係や，中小企業や農業の果たしてい
る役割と現状を理解する。
【思考・判断・表現】
・経済のサービス化が進展し，国民
生活にどのような変化をもたらした
か考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済社会に主体的に生きる一員と
して，今後の日本経済について見通
しをたてる。

・日本経済の発展と変化
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・戦後日本経済のあゆみが理解できている。
・産業構造の変化と職業選択との関係や，中
小企業や農業の果たしている役割と現状を理
解できている。
【思考・判断・表現】
・経済のサービス化が進展し，国民生活にど
のような変化をもたらしたか考察できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済社会に主体的に生きる一員として，今
後の日本経済について見通しがたてられてい
る。

○ ○ ○ 3

定期考査 ○ ○ 1

５現代の経済社会と経済活動のあり
方
５－１
【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割を
理解する。
・市場経済のメカニズムを理解す
る。
・各種経済指標を理解し，その指標
の動向を読み解く。
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察す
る。
・現代の資本主義経済でケインズ主
義の有効な部分と改善すべき部分を
判断する。
・需給曲線を使って，どのような場
合に価格が変動するのか考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・市場機構だけでは解決できない経
済的課題も多く，市場機構を修正し
ている具体例を指摘でき自らの生活
と結び付けて経済と接する。

・経済のしくみと市場機構
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解でき
ている。
・市場経済のメカニズムが理解できている。
・各種経済指標を理解し，その指標の動向を
読み解くことができている。
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
・現代の資本主義経済でケインズ主義の有効
な部分と改善すべき部分が判断できている。
・需給曲線を使って，どのような場合に価格
が変動するのか考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・市場機構だけでは解決できない経済的課題
も多く，市場機構を修正している具体例を指
摘でき自らの生活と結び付けて経済と接する
ことができている。

○ ○ ○ 3

５－４
【知識・技能】
・私法・契約の原則やその修正につ
いて理解する。
・雇用・労働問題や社会保障につい
て理解する。
【思考・判断・表現】
・公害がなぜ発生したのかを考察す
る。
・雇用・労働問題や社会保障・福祉
について課題を発見し，解決の方法
を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・失業率や公共事業のあり方に関心
を持ち，新聞などで情報を集め，意
欲的に現在の日本経済を探究する。
・雇用・労働問題や社会保障・福祉
の課題について主体的に追究する。

・豊かな生活と福祉の実現
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・私法・契約の原則やその修正について理解
できている。
・雇用・労働問題や社会保障について理解で
きている。
【思考・判断・表現】
・公害がなぜ発生したのかを考察できてい
る。
・雇用・労働問題や社会保障・福祉について
課題を発見し，解決の方法を考察できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・失業率や公共事業のあり方に関心を持ち，
新聞などで情報を集め，意欲的に現在の日本
経済を探究できている。
・雇用・労働問題や社会保障・福祉の課題に
ついて主体的に追究できている。

○ ○ ○ 7

５－２
【知識・技能】
・政府が経済に果たしている役割を
理解する。
・金融・財政のしくみを理解し，経
済状況に応じて適切な手段を提示す
る。
【思考・判断・表現】
・GDPが大きいことが豊かさにつな
がるのかどうか，豊かさについて自
分なりに判断する。
・不況や好況など景気の先行きが判
断でき，自ら経済の動向を予測す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費税や所得税などの税金の使途
に関心を持つ。
・超低金利が続く日本社会の現状に
ついて主体的に追究する。

・財政と金融
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・政府が経済に果たしている役割を理解でき
ている。
・金融・財政のしくみを理解し，経済状況に
応じて適切な手段を提示できている。
【思考・判断・表現】
・GDPが大きいことが豊かさにつながるのかど
うか，豊かさについて自分なりに判断できて
いる。
・不況や好況など景気の先行きが判断でき，
自ら経済の動向を予測できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費税や所得税などの税金の使途に関心が
持てている。
・超低金利が続く日本社会の現状について主
体的に追究できている。

○ ○ ○ 4

２
学
期



７持続可能な社会づくりの主体とな
る私たち
７－１
【知識・技能】
・現代社会に生きる私たちの課題を
指摘する。
・現代社会の諸問題について，その
問題の所在，現状，問題点などを理
解する。
【思考・判断・表現】
・現代社会の諸問題の解決のため
に，事実を基に協働して考察，構想
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・さまざまな課題の中で，自己との
かかわりに注目して主体的に課題を
選択し，探究する。
・それぞれが選択した課題につい
て，今後も継続して探究しようとい
う意欲を持つ。

・課題探究の観点
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・現代社会に生きる私たちの課題を指摘でき
ている。
・現代社会の諸問題について，その問題の所
在，現状，問題点などが理解できている。
【思考・判断・表現】
・現代社会の諸問題の解決のために，事実を
基に協働して考察，構想することができてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・さまざまな課題の中で，自己とのかかわり
に注目して主体的に課題を選択し，探究でき
ている。
・それぞれが選択した課題について，今後も
継続して探究しようという意欲を持つことが
できている。

○ ○ ○ 1

６－３
【知識・技能】
・貿易や外国為替相場について，そ
のしくみを理解する。
・戦後の国際経済の流れを理解す
る。
・地域経済統合が進んでいる世界の
現状を理解する。
・外務省や国連のホームページなど
を参照し，国際社会や各国の課題を
知る。
【思考・判断・表現】
・円高などの為替相場の変動が経済
にどのような影響を与えるのか考察
する。
・発展途上国の現状を知り，貧困や
飢餓などの克服のために自らがどの
ようなことができるか考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・発展途上国の貧困・飢餓や国際社
会における日本の役割について関心
を持つ。
・国際社会の課題について主体的に
追究する。
・グローバル化した国際経済につい
て自分なりの課題や展望を持つ。

・国際経済の動向と国際協力
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・貿易や外国為替相場について，そのしくみ
が理解できている。
・戦後の国際経済の流れが理解できている。
・地域経済統合が進んでいる世界の現状が理
解できている。
・外務省や国連のホームページなどを参照
し，国際社会や各国の課題を知ることができ
ている。
【思考・判断・表現】
・円高などの為替相場の変動が経済にどのよ
うな影響を与えるのか考察できている。
・発展途上国の現状を知り，貧困や飢餓など
の克服のために自らがどのようなことができ
るか考えることができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・発展途上国の貧困・飢餓や国際社会におけ
る日本の役割について関心が持てている。
・国際社会の課題について主体的に追究でき
ている。
・グローバル化した国際経済について自分な
りの課題や展望が持てている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

5

６国際社会の動向と日本の役割
６－１
【知識・技能】
・国際法の意義や国際紛争を解決す
る機関の役割を理解する。
・国際連盟・国際連合の組織と役割
を理解する。
・冷戦の成立とその終結後の国際政
治の流れを理解する。
【思考・判断・表現】
・集団的安全保障がなぜ有効なのか
考察する。
・国連の現状と課題について考察す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会で平和と安全を維持する
ため何が有効なのか，自ら意見を持
ち他者と意見の交流をする。
・国際社会のなかで戦後日本の歩み
を考察し，将来の展望を持つ。

・国際政治の動向
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・国際法の意義や国際紛争を解決する機関の
役割が理解できている。
・国際連盟・国際連合の組織と役割が理解で
きている。
・冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れ
が理解できている。
【思考・判断・表現】
・集団的安全保障がなぜ有効なのか考察でき
ている。
・国連の現状と課題について考察できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会で平和と安全を維持するため何が
有効なのか，自ら意見を持ち他者と意見の交
流ができている。
・国際社会のなかで戦後日本の歩みを考察
し，将来の展望を持てている。

○ ○ ○ 4

３
学
期

６－２
【知識・技能】
・国際社会の中で平和主義を掲げる
日本の役割を理解する。
・核軍拡から核軍縮への流れを理解
する。
・現代の世界の紛争や人権問題につ
いて理解する。
【思考・判断・表現】
・留学生や国際NGOと接することに
より，国際化を身近に体験し，国際
社会の諸問題について判断する。
・国際問題について自分なりの意見
を持ち，他者に説明する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民族紛争や難民問題など国際政治
問題について日常から関心を持つ。
・留学生や国際NGOと接することに
より，国際化を身近に体験し，国際
社会の諸問題について主体的に追究
する。

・国際政治の課題と日本の役割
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役
割が理解できている。
・核軍拡から核軍縮への流れが理解できてい
る。
・現代の世界の紛争や人権問題について理解
できている。
【思考・判断・表現】
・留学生や国際NGOと接することにより，国際
化を身近に体験し，国際社会の諸問題につい
て判断できている。
・国際問題について自分なりの意見を持ち，
他者に説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民族紛争や難民問題など国際政治問題につ
いて日常から関心を持てている。
・留学生や国際NGOと接することにより，国際
化を身近に体験し，国際社会の諸問題につい
て主体的に追究できている。



定期考査
○ ○ 1

７－２
【知識・技能】
・現代社会の諸問題について，探究
するための資料を収集・選択し，的
確に分析する。
【思考・判断・表現】
・現代社会の諸問題を多角的・多面
的に考察し，その内容をレポートや
口頭発表などによって的確に表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代社会の特質から生じる価値の
対立について，討論やディベートな
どさまざまな方法を活用して主体的
に探究する。

・課題探究の手引き
・教材　教科書，図説
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・現代社会の諸問題について，探究するため
の資料を収集・選択し，的確に分析できてい
る。
【思考・判断・表現】
・現代社会の諸問題を多角的・多面的に考察
し，その内容をレポートや口頭発表などに
よって的確に表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代社会の特質から生じる価値の対立につ
いて，討論やディベートなどさまざまな方法
を活用して主体的に探究できている。

○ ○ ○ 1

合計

70



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 地理歴史科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

世界史演習

文系かつ２年次で世界史探究を履修した生徒

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うと共に，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文
化を尊重することの大切さについての自覚等を深める。

大学入学共通テストで平均点以上得点できる。

1 冷戦の展開
2 第三世界の台頭とキューバ危機
3 冷戦体制の動揺

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付けてい
るか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や
事象の展開を適切に判断し、理解したことや
考察したことを多角的・多面的に表現してい
るか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしているか。

○ ○

1

単元　第18章　冷戦と第三世界の台頭
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料
や事象の展開を適切に判断し、理解したこ
とや考察したことを多角的・多面的に表現
する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

○

定期考査 ○

12

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ 10

配当
時数

1 冷戦の展開
2 第三世界の台頭とキューバ危機
3 冷戦体制の動揺

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸
資料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしているか。

○ ○

１
学
期

地理歴史科 世界史演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象につ
いて、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解
しているとともに、諸資料から世界の歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特
色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界との
つながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に
考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構
想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、
それらを基に議論したりする力を養う。

世探704　詳説　世界史探究（山川出版社）

世界史探究演習

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる
課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

世界史探究演習

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、より
よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や
他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

【学びに向かう力、人間性等】

単元　第17章　第二次世界大戦と新しい
　　　　　　　国際秩序の形成
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料
や事象の展開を適切に判断し、理解したこ
とや考察したことを多角的・多面的に表現
する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

1 世界恐慌とヴェルサイユ体制の
破壊
2 第二次世界大戦
3 新しい国際秩序の形成

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸
資料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしているか。

○ ○ ○ 10

単元　第18章　冷戦と第三世界の台頭
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料
や事象の展開を適切に判断し、理解したこ
とや考察したことを多角的・多面的に表現
する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。



〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

大学入学共通テストの演習で、平均
点以上の点数を取れるようになる

大学入試　問題演習と解説（演
習）
適宜、個別指導を実施する

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等

大学入学共通テストの演習で、平均点以上の
点数を取れるようになっているか

〇 〇 〇 8

〇 8

大学入学共通テストの演習で、解き
方や考え方を理解する

大学入試　問題演習と解説（解き
方）
適宜、個別指導を実施する

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等

３
学
期

大学入学共通テストの演習で、平均
点以上の点数を取れるようになる

大学入試　問題演習と解説（演
習）
適宜、個別指導を実施する

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等

大学入学共通テストの演習で、平均点以上の点数を取れるようになっているか

〇 〇 〇 4

合計

70

２
学
期

定期考査

大学入学共通テストの演習で、解き方や考え
方を理解できているか

〇 〇

単元　第19章　冷戦の終結と今日の世界
【【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料
や事象の展開を適切に判断し、理解したこ
とや考察したことを多角的・多面的に表現
する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

1 産業構造の変容
2 冷戦の終結
3 今日の世界
4 現代文明の諸相

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付けてい
るか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や
事象の展開を適切に判断し、理解したことや
考察したことを多角的・多面的に表現してい
るか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしているか。

〇 〇

定期考査 ○ ○

地球世界の課題の探究
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料
や事象の展開を適切に判断し、理解したこ
とや考察したことを多角的・多面的に表現
する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

地球世界の課題の探究

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付けてい
るか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や
事象の展開を適切に判断し、理解したことや
考察したことを多角的・多面的に表現してい
るか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしているか。

〇 〇 〇 10

単元　第19章　冷戦の終結と今日の世界
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料
や事象の展開を適切に判断し、理解したこ
とや考察したことを多角的・多面的に表現
する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

1 産業構造の変容
2 冷戦の終結
3 今日の世界
4 現代文明の諸相

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付
け、諸資料の基本的な扱い方を身に付けてい
るか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や
事象の展開を適切に判断し、理解したことや
考察したことを多角的・多面的に表現してい
るか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしているか。

○ ○ ○

〇 12

1

12



高等学校 令和８年度(3学年用) 教科 地理歴史科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 大学入学共通テストで平均点以上得点できる。

1 ルネサンス
2 宗教改革
3 主権国家体制の成立
4 オランダ・イギリス・フランスの台頭

5 北欧・東欧の動向
6 科学革命と啓蒙思想

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

1 ウィーン体制とヨーロッパの政
治・
　社会の変動
2 列強体制の動揺とヨーロッパの再編成

3 アメリカ合衆国の発展
4 19世紀欧米文化の展開と市民文化の繁
栄

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸
資料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしているか。

○ ○

23

地理歴史科 世界史探究演習 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象につ
いて、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解
しているとともに、諸資料から世界の歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特
色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界との
つながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に
考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構
想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、
それらを基に議論したりする力を養う。

定期考査 ○

○ ○ ○

世探704　詳説　世界史探究（山川出版社）

世界史探究演習

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られ
る課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養
う。

世界史探究演習

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、より
よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や
他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

【学びに向かう力、人間性等】

22

世界史探究演習

文系かつ２年次で世界史探究を履修した生徒

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うと共に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国
の文化を尊重することの大切さについての自覚等を深める。

配当
時数

１
学
期

単元　第10章　アジアの諸帝国の繁栄
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に
付け、諸資料の基本的な扱い方を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理解し
たことや考察したことを多角的・多面的
に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

1 オスマン帝国とサファヴィー朝
2 ムガル帝国の興隆
3 清代の中国と隣接諸地域

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸資
料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察したこと
を多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしているか。

○ ○ ○ 20

単元 第11章 近世ヨーロッパ世界の動向
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に
付け、諸資料の基本的な扱い方を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理解し
たことや考察したことを多角的・多面的
に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

単元  第13章 イギリスの優位と欧米
　　　　　　　国民国家の形成
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に
付け、諸資料の基本的な扱い方を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理解し
たことや考察したことを多角的・多面的
に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

○

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸資
料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象の
展開を適切に判断し、理解したことや考察したこと
を多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしているか。

○



1

２
学
期

単元 第16章 第一次世界大戦と世界の
            変容
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に
付け、諸資料の基本的な扱い方を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理解し
たことや考察したことを多角的・多面的
に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

1 第一次世界大戦とロシア革命
2 ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
3 アジア・アフリカ地域の民族運動

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント等
・一人１台端末の活用して、調べ学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸
資料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしているか。

〇 〇 〇 28

定期考査 〇 〇 1

大学入試　問題演習と解説
適宜、個別指導を実施する

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等

大学入学共通テストの演習で、平均点以上の
点数を取れるようになっているか

〇 〇 16

定期考査

8

合計

140

○ ○

３
学
期

大学入学共通テストの演習で、平均
点以上の点数を取れるようになる

大学入試　問題演習と解説
適宜、個別指導を実施する

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等

大学入学共通テストの演習で、平均点以上の
点数を取れるようになっているか

〇 〇

〇 〇

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸
資料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしているか。

○ ○

定期考査

1 第2次産業革命と帝国主義
2 列強の世界分割と列強体制の二
分化
3 アジア諸国の変革と民族運動

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

〇 16

大学入学共通テストの演習で、平均
点以上の点数を取れるようになる

○ 22

1

単元　第14章　アジア諸地域の動揺
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に
付け、諸資料の基本的な扱い方を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理解し
たことや考察したことを多角的・多面的
に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

1 西アジア地域の変容
2 南アジア・東南アジアの植民地
化
3 東アジアの激動

・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等
・一人１台端末の活用して、調べ
学習
　や探究活動を適宜行う。

【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に付け、諸
資料の基本的な扱い方を身に付けているか。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察した
ことを多角的・多面的に表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしているか。

○ ○ ○

世界史探究の流れを、縦と横をつな
いで理解している

年表や講義・演習を通じて、２年
次の内容から総復習を行い、縦と
横のつながりを相関的に捉えるよ
うに指導する。
・教材　資料集　　準拠ノート
　　　　用語集　　配布プリント
等

・世界の歴史を、縦と横の流れの中で、相関
さ
　せて理解することができているか

・キーワードを世界史の中で適切に位置づ
け、
　説明することができているか

〇 〇

単元　第15章　帝国主義とアジアの民族
　　　　　　　運動
【知識及び技能】
大単元の内容について基礎的知識を身に
付け、諸資料の基本的な扱い方を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、諸資
料や事象の展開を適切に判断し、理解し
たことや考察したことを多角的・多面的
に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

24



高等学校 令和８年度(3学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 大学入学共通テストで平均点以上得点できる。

○ ○ 1

歴史的な見方・考え方が史資料を通じて適切に
身についているかを、テスト等を通じて把握す
る。

・探究活動が計画やテーマに沿って実施され、
近現
　代史への理解が深まっていたか、発表および
提出
　課題等から確認する。

○ ○ ○ 13

定期考査

3
学
期

○ ○

　
織豊政権から江戸時代初期までの講
義と問題演習を行う。
・副教材や史資料を使った問題演習

・探究活動の計画やテーマの設定を
行
　わせる。

・内容に関して、史資料や基礎的
な入試問題を通じて分析・演習・
解説を行う。
・近現代史における探究活動の計
画とテーマ設定

・内容に関して、史資料や基礎的
な入試問題を通じて分析・演習・
解説を行う。

・探究活動の実施

・主に私立大学の入試を見据えて
具体的なポイントを解説しつつ、
過去問題の分析・演習・解説を行
う。
・直前の共通テストに向けて事項
の総復習と、過去問題の演習を行
う。

・探究活動の成果発表

江戸時代についての講義と問題演習
を行う。
・副教材や史資料を使った問題演習

・探究活動を進める。

歴史総合

・主に私立大学の入試の過去問題、
全国共通テストの過去問題について
の指導

・探究活動をまとめる。

歴史総合

・主に私立大学の入試の過去問題、
全国共通テストの過去問題について
の指導

・直前の共通テストに向けて事項
の総復習と、過去問題の演習を行
う。
・主に私立大学の入試を見据えて
具体的なポイントを解説しつつ、
過去問題の分析・演習・解説を行
う。

歴史的な見方・考え方が史資料を通じて適切に
身についているかを、テスト等を通じて把握す
る。

○ ○

２
学
期

・南北朝時代から戦国時代までの講
義

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解し、資料を調べまとめる技能を身につける。

我が国の歴史に関わる諸事象について、よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする
態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我
が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重
することの大切さについての自覚を深める。探究活
動を通じて、歴史に向き合う姿勢と人間性を涵養す
る。

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

地理歴史科 日本史演習

合計

・歴史的な見方・考え方が史資料を通じて適切
に身についているかを、テスト等を通じて把握
する。

・探究活動の計画やテーマ設定が適切にできて
いるか、提出課題で確認する。

歴史的な見方・考え方が史資料を通じて適切に
身についているかを、テスト等を通じて把握す
る。

・探究活動が計画やテーマに沿って実施されて
いるか、提出課題等から確認する。

配当
時数

思 態

17

○

70

1

17

17

○

○

4

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

・南北朝時代から戦国時代までの講
義
　と問題演習を行う。
　→副教材や史資料を使った問題演
習
・探究活動の計画やテーマの設定を
行
　わせる。

・内容に関して、史資料や基礎的
な入試問題を通じて分析・演習・
解説を行う。
・近現代史における探究活動の計
画とテーマ設定

・歴史的な見方・考え方が史資料を通じて適切
に身についているかを、演習の解答過程等を通
じて把握する。

・探究活動の計画やテーマ設定が適切にできて
いるか、提出課題で確認する。

地理歴史科 日本史演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　歴史的事象の見方・考え方を実際の史資料を
通じて育成して、問題解答に結び付ける思考プ
ロセスを身に付けさせる。
　大学入試に必要となる歴史用語や概念を習得
させる。

我が国の歴史展開に関わる諸事象の意味や意義、伝
統と文化の特色などを時期や年代、推移、比較、相
互関連や現代とのつながりに着目して、概念などを
活用して多面的・多角的に考察したり、課題を把握
して解決を視野に入れて構想する力、それらを効果
的に説明したり、それを基に議論したりする力を養
う。探究活動を通じて適切に資質・能力を育成す
る。

『日本史探究』東京書籍

地理歴史科

地理や歴史に関わる事象について多面的・多角的に考察し、その結果を効果的にまとめる力を養う。

地理的・歴史的見方・考え方を用いて、主体的に社会の課題を考察・解決しようとする態度を養う。

日本史演習

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】



高等学校 令和８年度(3学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 大学入学共通テストで平均点以上得点できる。

２
学
期

定期考査
○

【知識及び技能】
大単元Dの内容について基礎的事項
の知識を身に付け、諸資料の基本的
な扱い方を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、
諸資料や事象の展開を適切に判断
し、理解したことや考察したことを
表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

（3） 「近現代の地域・日本と世
界の画期と構造」：近代から現代
に至る国家や社会の展開につい
て，主題を設定し，歴史に関わる
諸事象の解釈や歴史の画期などを
根拠を示して表現する
（ｲ）  文明開化の風潮，産業革命
の展開，交通の整備と産業構造の
変容，学問の発展や教育制度の拡
充，社会問題の発生，大衆社会の
形成
（ｳ）  恐慌と国際関係，軍部の台
頭と対外政策，第二次世界大戦に
至る過程及び大戦中の政治・社
会，国民生活の変容
教材等
・副教材、ワークシート、ＩＣＴ

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係
する知識を身に付けている。諸資料から必要
な情報を読み取ることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察
したことを他者に伝わるように表現できてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協
働的に取り組むことができている。

○

1

○ 34

1

地理歴史科 日本史探究演習
地理歴史科

○
定期考査

○

定期考査
○

【知識及び技能】
大単元Dの内容について基礎的事項
の知識を身に付け、諸資料の基本的
な扱い方を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、
諸資料や事象の展開を適切に判断
し、理解したことや考察したことを
表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

（2） 「歴史資料と近代の展
望」：（1）で表現した時代を通観
する問いを踏まえ，歴史資料を活
用して近代の特色についての仮説
を表現する
（3） 「近現代の地域・日本と世
界の画期と構造」：近代から現代
に至る国家や社会の展開につい
て，主題を設定し，歴史に関わる
諸事象の解釈や歴史の画期などを
根拠を示して表現する
　（ｱ）  明治維新，自由民権運
動，大日本帝国憲法の制定，条約
改正，日清・日露戦争，第一次世
界大戦，社会運動の動向，政党政
治
教材等
・副教材、ワークシート、ＩＣＴ

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係
する知識を身に付けている。諸資料から必要
な情報を読み取ることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察
したことを他者に伝わるように表現できてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協
働的に取り組むことができている。

○ ○ ○ 34

○

○

○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
大単元Dの内容について基礎的事項
の知識を身に付け、諸資料の基本的
な扱い方を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、
諸資料や事象の展開を適切に判断
し、理解したことや考察したことを
表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

・ガイタンス
・大単元Ｄ「近現代の地域・日本
と世界」
（1） 「近代への転換と歴史的環
境」：「歴史総合」の学習を踏ま
え，幕末から近代初頭の時期にお
ける時代の転換について考察し，
探究に向けた時代を通観する問い
を表現する学習

教材等
・副教材、ワークシート、ＩＣＴ

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係
する知識を身に付けている。諸資料から必要
な情報を読み取ることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察
したことを他者に伝わるように表現できてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協
働的に取り組むことができている。

○ ○ ○ 34

日本史探究演習 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

我が国の歴史展開に関わる諸事象について、地理
的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に理
解する。諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べてまとめる技能を身に付けるようにする。

我が国の歴史展開に関わる諸事象の意味や意
義、伝統と文化の特色などを時期や年代、推
移、比較、相互関連や現代とのつながりに着目
して、概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり、課題を把握して解決を視野に入れて
構想する力、それらを効果的に説明したり、そ
れを基に議論したりする力を養う。

『日本史探究』東京書籍

地理歴史科

地理や歴史に関わる事象について多面的・多角的に考察し、その結果を効果的にまとめる力を養う。

地理的・歴史的見方・考え方を用いて、主体的に社会の課題を考察・解決しようとする態度を養う。

日本史探究演習

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解し、資料を調べまとめる技能を身につける。

我が国の歴史に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよ
うとする態度を養うとともに、多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される日本国民
としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他
国や他国の文化を尊重することの大切さについ
ての自覚を深める。



○ 1

【知識及び技能】
大単元Dの内容について基礎的事項
の知識を身に付け、諸資料の基本的
な扱い方を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を身に付け、
諸資料や事象の展開を適切に判断
し、理解したことや考察したことを
表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主
体的・協働的に取り組む。

（3） 「近現代の地域・日本と世
界の画期と構造」：近代から現代
に至る国家や社会の展開につい
て，主題を設定し，歴史に関わる
諸事象の解釈や歴史の画期などを
根拠を示して表現する
（ｴ）  占領政策と諸改革，日本国
憲法の成立，平和条約と独立の回
復，戦後の経済復興，アジア諸国
との関係，高度経済成長，社会・
経済・情報の国際化
（4） 「現代の日本の課題の探
究」では，これまでの学習を踏ま
え，①　社会や集団と個人，②
世界の中の日本，③　伝統や文化
の継承と創造までについて主題を
設定し，諸資料を活用して探究す
る

教材等
・副教材、ワークシート、ＩＣＴ

【知識及び技能】
大単元の内容について事象を理解でき、関係
する知識を身に付けている。諸資料から必要
な情報を読み取ることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な見方・考え方を養い、諸資料や事象
の展開を適切に判断し、理解したことや考察
したことを他者に伝わるように表現できてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
自ら課題を把握して解決に向けて主体的・協
働的に取り組むことができている。

○ ○

２
学
期

定期考査
○

8

合計

140

○ 26

問題演習

3
学
期



高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

・統計を活用して交通・通信の発
達や貿易、観光について空間的な
広がりや課題について、多面的に
考察できる。
・教科書、地図帳、補助教材
・一人１台端末の活用
　入試問題プリント　等

【知識・技能】
交通・通信、貿易、観光についての統計から
地域や国による差異を読み取ることができ
る。
【思考・判断・表現】
交通・通信、貿易、観光についての統計から
地域や国による特徴をまとめ、課題を見出す
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自主的に統計や分布図の活用に取り組み、課
題についての解決策を探究することができ
る。

○ ○

定期考査
1

4

○ ○ ○ 9

○ ○

定期考査 ○ ○

配当
時数

１
学
期

第1章　自然環境
【知識及び技能】
地形の特徴と形成過程を理解する。
地形図の読図ができる。
雨温図やハイサーグラフを読取るこ
とができる。
自然災害や地球環境問題について
GISなどを用いて情報をまとめるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
地形や気候の特徴と生活のかかわり
を考察することができる。
自然災害に対応する方法を考察する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に、地形図や雨温図などの読
取り練習をする。自然災害に対し、
具体的に自助・共助・公助として自
らがすべきことを示すことができ
る。

・地形や気候と生態系に関わる諸
事象の地域性や規則性を理解し、
自然と生活のかかわり、自然災害
と防災について、地図や統計、GIS
を用いて考察しまとめる。地球環
境問題の現状と対策を調べまとめ
ることができる。
・教科書、地図帳、補助教材
・一人１台端末の活用
　入試問題プリント　等

【知識・技能】
・地形図の読図ができる。雨温図やハイサー
グラフを読取ることができる。
【思考・判断・表現】
・地形や気候の特徴と生活のかかわりを考察
することができる。GISを活用し、自然災害発
生危険度の高い地域の対応策や地球環境問題
をまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に地形図の読図練習や気候のグラフ
の読取り練習に取組むことができる。
・自然災害に対し、自らがすべきことを具体
的にまとめて、示すことができる。
・地球環境問題の解決策を具体的に考察する
ことができる。

○ ○ ○ 13

第2章　資源と産業
【知識及び技能】
農林水産業、資源・エネルギー、工
業、第3次産業の発展過程や生産の
状況について分布図や統計を用いて
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
農林水産業、資源・エネルギー、工
業、第3次産業の発展過程や生産の
状況について分布図や統計を考察
し、各産業の立地条件や課題を多面
的に分析することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
分布図や統計を積極的に活用し、考
察・分析することができる。産業に
ついて見出した課題の解決策を模索
することができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第3章　人・モノ・金のつながり
【知識及び技能】
交通・通信の発展過程と地域性を理
解する。貿易や観光について流線図
や統計を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
交通・通信の発展過程と地域性を統
計から判断することができる。貿易
や観光について流線図や統計から特
徴と課題を見出すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に統計や分布図を活用するこ
とができる。見出した課題について
解決策を探究することができる。

○

・農林水産業、資源・エネル
ギー、工業、第3次産業の発展過程
や生産の状況について分布図や統
計を用いて理解し、立地条件や課
題を考察しまとめることができ
る。
・教科書、地図量、補助教材
・一人１台端末の活用
　入試問題プリント　等

【知識・技能】
・農林水産業、資源・エネルギー、工業、第3
次産業に関わる統計や分布図を読取ることが
できる。
【思考・判断・表現】
・農林水産業、資源・エネルギー、工業、第3
次産業に関わる統計や分布図を読取った結果
を分析し考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・分布図や統計を積極的に活用することがで
きる。産業について見出した課題の解決策を
模索することができる。

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解し、資料を調べまとめる技能を身につける。

よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課
題を主体的に探究しようとする態度を養うとと
もに，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重し
ようとすることの大
切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理探究
地理歴史科 地理探究 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる諸事象に関して規則性，傾向性や，
地域的特色や課題などを理解するとともに，地図
や地理情報システムなどを用いて様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける.

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の
関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境と
の相互依存関係，空間的相互依存作用，地域な
どに着目して多面的・多角的に考察,説明する力
を養い、共通テストで平均点以上得点する。

地理探究（山川出版社）、詳解現代地図最新版（山川出版社）

地理歴史科

地理や歴史に関わる事象について多面的・多角的に考察し、その結果を効果的にまとめる力を養う。

地理的・歴史的見方・考え方を用いて、主体的に社会の課題を考察・解決しようとする態度を養う。

地理探究

【 知　識　及　び　技　能 】

地理歴史科



第Ⅱ編　第1章～第2章　地域区分と
現代世界の諸地域
【知識及び技能】
世界の諸地域について、自然環境や
地域ごとの特徴や課題について、第
Ⅰ編で学習した内容を基に考察し、
世界の地域性を理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
各地域の地域性を地図・統計や写真
資料を活用してまとめることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
各地域の地域性を具体的な資料を自
主的に収集して調べることができ
る。

○ ○

定期考査
○

３
学
期

第4章　人口、村落・都市
【知識及び技能】
人口の統計を読み取り、地域ごとの
人口推移と課題を理解する。人口統
計をGISを用いて地図化することが
できる。村落・都市の立地条件を理
解し、地形図から村落・都市の形状
を読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
人口統計やGISで作成した図から、
各地域の人口問題を考察することが
できる。
地図や地形図から、村落や都市と産
業・生活のかかわりを考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に統計や地図・地形図を活用
することができる。人口統計をGIS
を用いて地図化したりインターネト
を活用し各国の人口問題を調べ、自
らが取組める解決策を探究すること
ができる。

・人口の統計を読み取り、地域ご
との人口推移と課題を理解する。
人口統計をGISを用いて地図化する
ことができる。村落・都市の立地
条件を理解し、地形図から村落・
都市の形状を読み取ることができ
る。
・教科書、地図帳、補助教材
・一人１台端末の活用
　入試問題プリント　等

【知識・技能】
人口統計を読み取ることができる。
GISを用いて人口統計を地図化することができ
る。村落・都市にかかわわる地形図を読み取
ることができる。
【思考・判断・表現】
人口統計やGISで作成した図から、各地域の人
口問題を考察することができる。
地図や地形図から、村落や都市と産業・生活
のかかわりを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的にGISを用いた人口統計の地図化に取り
組むことができる。村落・都市に関わる地形
図の作業学習に丁寧に取り組むことができ
る。

○ ○

・世界の諸地域について、地図や
写真資料などを活用しまとめ、各
地域の特徴を示す主題を発見する
ことができる。
・世界の諸地域についてインター
ネットなどを活用し調べてまとめ
ることができる。
・教科書、地図帳、補助教材
・一人１台端末の活用
　入試問題プリント　等

【知識・技能】
世界の諸地域について、地図や写真資料など
を活用しまとめることができる。
【思考・判断・表現】
世界の諸地域について、地図や写真資料など
を活用しまとめ、各地域の特徴を示す主題を
発見することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に各地域の地域性を具体的な資料を自
主的に収集して調べることができる。 ○ ○

２
学
期

○

第Ⅲ編　現代世界におけるこれから
の日本の国土像
【知識及び技能】
第Ⅰ編、第Ⅱ編で学習した内容を基
に現代世界における日本の国土の特
色や諸課題について、理解すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
第Ⅰ編、第Ⅱ編で学習した内容を基
に現代世界における日本の国土の特
色や諸課題について、客観的で多角
的な視点で考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
第Ⅰ編、第Ⅱ編で学習した内容を基
に現代世界における日本の国土の特
色や諸課題について、主体的に課題
や解決への視点を探究することがで
きる。

・第Ⅰ編、第Ⅱ編で学習した内容
を基に現代世界における日本の国
土の特色や諸課題について理解
し、客観的多角的な視点を身に付
け考察することができる。自ら積
極的に課題や解決の視点を探究す
ることができる。
・教科書、地図帳、補助教材
・一人１台端末の活用
　入試問題プリント　等

【知識及び技能】
第Ⅰ編、第Ⅱ編で学習した内容を基に現代世
界における日本の国土の特色や諸課題につい
て、理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
第Ⅰ編、第Ⅱ編で学習した内容を基に現代世
界における日本の国土の特色や諸課題につい
て、客観的で多角的な視点で考察することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
第Ⅰ編、第Ⅱ編で学習した内容を基に現代世
界における日本の国土の特色や諸課題につい
て、主体的に課題や解決への視点を探究する
ことができる。

〇 〇

第5章　文化と国家
【知識及び技能】
世界の衣食住や言語・宗教の分布の
地域性を理解することができる。国
家の領域と領域をめぐる問題につい
て理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の衣食住や言語・宗教の分布を
生活文化の視点から考察することが
できる。国家の領域をめぐる問題に
ついて歴史的背景を考察することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
多文化共生社会の必要性を理解する
ことができる。国家の領域をめぐる
問題の解決策を探究することができ
る。

・世界の衣食住や言語・宗教の分
布について、地図や写真資料など
を活用しまとめることができる。
・国家の領域をめぐる問題につい
てインターネットなどを活用し調
べてまとめることができる。
・教科書、地図帳、補助教材
・一人１台端末の活用
　入試問題プリント　等

【知識・技能】
世界の衣食住や言語・宗教の分布や写真資料
を読み解くことができる。
【思考・判断・表現】
国家の領域をめぐる問題についてインター
ネットなどを活用し、歴史的背景を含めて調
べまとめ、考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に世界の衣食住についての具体的な資
料を集めることができる。
国家の領域をめぐる問題の平和的解決策を模
索することができる。

○ ○

定期考査

〇

14

○ 3

○ 13

合計

70

○ 10

1

1



高等学校 令和８年度(３学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 大学入学共通テストで平均点以上得点できる。

○ ○ 1
定期考査

○ ○ 17

定期考査

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○ ○ ○ 13

○ ○ ○ 1
２
学
期

共通テスト過去問の年度別演習を通
して、共通テスト８０点以上の実力
を身につけさせる。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「公
共、政治・経済」の年度別の過去
問演習を行い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○

○

共通テスト過去問の年度別演習を通
して、共通テスト８０点以上の実力
を身につけさせる。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「公
共、政治・経済」の年度別の過去
問演習を行い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

○ ○

4

合計

70

3
学
期

生徒一人一人に添削指導を行い、共
通テスト８０点以上の実力を身につ
けさせる。

生徒一人一人に過去問添削指導を
行う。

生徒一人一人への添削指導を通して、適切に
実力を身についているかを把握する。

○

共通テスト過去問の「政治・経済」
の分野別演習を通して、共通テスト
８０点以上の実力を身につけさせ
る。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「政
治・経済」の分野別の過去問演習
を行い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○ ○

○ ○ 1

○ ○

○ 16

定期考査
○

定期考査 ○
１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

共通テスト過去問の「公共」の分野
別演習を通して、共通テスト８０点
以上の実力を身につけさせる。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「公
共」の分野別の過去問演習を行
い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○

公民科

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したりする力や，合意形成や社会
参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権
を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共演習

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに，諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生き
る人間としての在り方生き方についての自覚や，公共的
な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，
その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重
し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手
掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，
諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必
要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付ける。

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手
掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，
諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必
要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付ける。

評価規準 知 思 態

1

配当
時数

○ ○ 16

公民科 公共演習
公民科 公共演習 2



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 大学入学共通テストで平均点以上得点できる。

公　民 政治・経済

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・権利と義務との関係，議会制民主主義，地方自
治について，現実社会の諸事象を通して理解を深
めている。

【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい政治
の在り方及び主権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構想し，表現して
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究して，
日本の政治機構における学習上の課題を意欲的に
解決しようとしている。

○ ○

定期考査
○ ○

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務との
関係について，現実社会の諸事象を通して理解し
ている。
　
【思考・判断・表現】
・民主政治の本質を基に，日本国憲法と現代政治
の在り方との関連について多面的・多角的に考察
し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究して，
日本国憲法の基本的性格における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。

1

○経済社会の変容
【知識及び技能】
・経済活動について，現実社会の諸事
象を通して理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動について多面的・多角的に
考察し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に
追究して，経済社会の変容における学
習上の課題を意欲的に解決しようとす
る力を身に付けさせる。

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・経済活動について，現実社会の諸事象の関連さ
せながら理解している。
【思考・判断・表現】
・現実社会と関連させながら、経済活動について
多面的・多角的に考察し，表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究して，
経済社会の変容における学習上の課題を意欲的に
解決しようとしている。

○ ○ ○

○

8

定期考査
○

○ ○ ○ 8

7

配当
時数

１
学
期

○民主政治の基本原理
【知識及び技能】
・政治と法の意義と機能，基本的人権
の保障と法の支配，権利と義務との関
係，議会制民主主義について，理解を
深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治などの観点から，望ましい
政治の在り方や主権者としての政治参
加の在り方について，多面的・多角的
に考察，構想し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現のために，民主
政治の基本原理とその課題について多
面的・多角的に考察し，構想したこと
を社会生活に生かそうとする力を身に
付けさせる。

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・政治と法の意義と機能，基本的人権の保障と法
の支配，権利と義務との関係，議会制民主主義に
ついて，現実社会の諸事象を通して理解してい
る。
　
【思考・判断・表現】
・政党政治などの観点から，望ましい政治の在り
方及び主権者としての政治参加の在り方について
多面的・多角的に考察，構想し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現のために，民主政治の基本
原理とその課題について多面的・多角的に考察，
構想したことを社会生活に生かそうとしている。

○ ○ ○ 5

○日本国憲法の成立
【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利
と義務との関係について，現実社会の
諸事象を通して理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・民主政治の本質を基に，日本国憲法
と現代政治の在り方との関連について
多面的・多角的に考察し，表現させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に
追究して，日本国憲法の基本的性格に
おける学習上の課題を意欲的に解決し
ようとする力を身に付けさせる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○日本の政治機構、現代日本の政治
【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利
と義務との関係について，現実社会の
諸事象を通して理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代日本の政治に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想す
る際に必要な情報を適切かつ効果的に
収集し，読み取る技能を身に付けさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・民主政治の本質を基に，日本国憲法
と現代政治の在り方との関連について
多面的・多角的に考察し，表現させ
る。

○

公　民 政治・経済 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

政治分野、経済分野に関する基本的な概念や理論を理
解している。

現代社会の諸課題に対する解決について、多面的・多
角的に考察し、資料などを基に根拠を明確にし、構想
した上で、自分の考えを表現することができる。

詳述政治・経済

公　民

社会的事象を多面的・多角的に考察し、グローバル化の進展に対応する力を身につける。

公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を身につける。

政治・経済

【 知　識　及　び　技　能 】

政治など社会に関する諸課題を捉え、望ましい解決の在り方について主体的に考察する力を身につける。

現代社会の概念や課題について関心をもち、意欲的に
学習活動に参加することができる。

【学びに向かう力、人間性等】



定期考査
○ ○ 1

○現代の国際経済
【知識及び技能】
・貿易の現状，為替相場の変動，国民
経済と国際収支，国際経済機関の役割
などについて，現実社会の諸事象を通
して理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際経済において，日本が果たすべ
き役割について多面的・多角的に考
察，構想し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に
追究して，現代の国際経済における課
題を意欲的に解決しようとする力を身
に付けさせる。

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・貿易の現状，為替相場の変動，国民経済と国際
収支，国際経済機関の役割などについて，現実社
会の諸事象を通して理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・相互依存関係が深まる国際経済の特質について
多面的・多角的に考察し，表現している。
・国際経済において，日本が果たすべき役割につ
いて多面的・多角的に考察，構想し，表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究して，
現代の国際経済における課題を意欲的に解決しよ
うとしている。

6

○現代経済と福祉の向上
【知識及び技能】
・労働問題、社会保障など現実社会の
諸事象を通して理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動と福祉の向上との関連につ
いて多面的・多角的に考察し，表現さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に
追究して，現代経済と福祉の向上にお
ける学習上の課題を意欲的に解決しよ
うとする力を身に付けさせる。

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・労働問題、社会保障など現実社会の諸事象を通
して理解を深めさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動と福祉の向上との関連について、望ま
しい在り方について，多面的・多角的に考察し，
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究して，
現代経済と福祉の向上における学習上の課題を意
欲的に解決しようとしている。

6

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

２
学
期

○現代経済のしくみ
【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循
環，国民経済の大きさと経済成長，物
価と景気変動，財政の働きと仕組み及
び租税などの意義，金融の働きと仕組
みについて，現実社会の諸事象を通し
て理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・市場経済の機能と限界，持続可能な
財政及び租税の在り方，金融を通した
経済活動の活性化について多面的・多
角的に考察，構想し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に
追究して，現代経済のしくみにおける
学習上の課題を意欲的に解決しようと
する力を身に付けさせる。

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国民経
済の大きさと経済成長，物価と景気変動，財政の
働きと仕組み及び租税などの意義，金融の働きと
仕組みについて，現実社会の諸事象を通して理解
を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・市場経済の機能と限界，持続可能な財政及び租
税の在り方，金融を通した経済活動について，多
面的・多角的に考察，構想し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究して，
現代経済のしくみにおける学習上の課題を意欲的
に解決しようとしている。

○現代日本における諸課題の探究、グ
ローバル化する国際社会の諸課題
【知識及び技能】
・現代日本における政治・経済の諸課
題について，必要な知識を習得させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代日本における諸課題ついて，取
り上げた課題の解決に向けて，多面
的・多角的に考察，構想し，よりよい
社会の在り方についての自分の考えを
説明，論述させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代日本における政治・経済の諸課
題について，よりよい社会の実現のた
めに現実社会の諸課題を主体的に解決
しようとする力を身につけさせる。

6

○国際社会の諸課題の探究
【知識及び技能】
・グローバル化する国際社会の諸課題
について，必要な知識を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際社会の諸課題の解決に向けた国
際社会の取組，持続可能な国際社会づ
くりなどについて，取り上げた課題の
解決に向けて，多面的・多角的に考
察，構想し，よりよい社会の在り方に
ついて，自分の考えを論じることがで
きている。
【学びに向かう力、人間性等】
・グローバル化する国際社会の諸課題
について，よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決し
ようとしている。

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・グローバル化する国際社会の諸課題について，
必要な知識を習得している。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際社会の諸課題の解決に向けた国際社会の取
組，持続可能な国際社会づくりなどについて，取
り上げた課題の解決に向けて，多面的・多角的に
考察，構想し，よりよい社会の在り方について，
自分の考えを論じることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・グローバル化する国際社会の諸課題について，
よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を
主体的に解決しようとしている。

6

・教科書
・ワークシート
・グループワーク
・発表
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・現代日本における政治・経済の諸課題につい
て，必要な知識を習得している。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代日本における政治・経済の諸課題につい
て，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課
題を主体的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代日本における政治・経済の諸課題につい
て，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課
題を主体的に解決しようとしている。

14

合計

70



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 大学入学共通テストで平均点以上得点できる。

公民科 政治・経済演習
公民科 政治・経済演習 2

評価規準 知 思 態

1

配当
時数

○ ○ 16

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を身につけるとともに，多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，
国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と
繁栄を図ることや，我が国及び国際社会において国家
及び社会の形成に，より積極的な役割を果たそうとす
る自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向け
て探究するための手掛かりとなる概念や理論などにつ
いて理解するとともに，諸資料から，社会の在り方に
関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付ける。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準
となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを
活用して，現実社会に見られる複雑な課題を把握し，
説明するとともに，身に付けた判断基準を根拠に構想
する力や，構想したことの妥当性や効果，実現可能性
などを指標にして議論し公正に判断して，合意形成や
社会参画に向かう力を身につける。

公民科

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したりする力や，合意形成や社会
参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権
を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

政治・経済演習

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに，諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

定期考査
○

定期考査 ○
１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

共通テスト・私立大学（日東駒専～
MARCHレベル）過去問の分野別演習
を通して、共通テスト平均点以上の
実力と私立大学（日東駒専～
MARCH）合格レベルの実力を身につ
けさせる。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「政
治・経済」の分野別の過去問演習
を行い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○

○ ○ 1

○ ○

○ 16

共通テスト・私立大学（日東駒専～
MARCHレベル）過去問の分野別演習
を通して、共通テスト平均点以上の
実力と私立大学（日東駒専～
MARCH）合格レベルの実力を身につ
けさせる。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「政
治・経済」の分野別の過去問演習
を行い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○ ○

3
学
期

生徒一人一人に志望校の過去問添削
指導を行い、共通テスト平均点以上
の実力と私立大学（日東駒専～
MARCH）合格レベルの実力を身につ
けさせる。

生徒一人一人に志望校の過去問添
削指導を行う。

生徒一人一人への志望校過去問添削指導を通
して、適切に実力を身についているかを把握
する。

○ ○ ○

4

合計

70

２
学
期

共通テスト・私立大学（日東駒専～
MARCHレベル）過去問の年度別演習
を通して、共通テスト平均点以上の
実力と私立大学（日東駒専～
MARCH）合格レベルの実力を身につ
けさせる。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「政
治・経済」の年度別の過去問演習
を行い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○

○

共通テスト・私立大学（日東駒専～
MARCHレベル）過去問の年度別演習
を通して、共通テスト平均点以上の
実力と私立大学（日東駒専～
MARCH）合格レベルの実力を身につ
けさせる。

・新学習指導要領の３観点に対応
した共通テストを中心に、「政
治・経済」の年度別の過去問演習
を行い、解説を行う。

・随時個別添削指導を行う。

○ ○ 17

定期考査

厳選した過去問から作成したテスト等を通じ
て、適切に実力を身についているかを把握す
る。

○ ○ ○ 13

○ ○ ○ 1

○ ○ 1
定期考査
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

1

・集合
・補集合とド・モルガンの法則
・命題と条件
・論証
・関数
・二次関数とそのグラフ
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・集合と命題に関する基本的な概念を理解す
る。
・二次関数の値の変化やグラフの特徴につい
て理解する。

【思考・判断・表現】
・集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単
な命題を証明することができる。
・集合と命題に関する基本的な概念を理解す
るとともに，それらを用いて論理的に考察し
表現することができる。
・関数のグラフの平行移動を取り扱った後
で，式を変形し，グラフの対称軸や頂点に着
目して，関数のグラフとの位置関係を調べた
り，コンピュータなどを活用して様々なグラ
フをかき，その特徴を帰納的に見いだしたり
する活動ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・対偶を利用した証明や背理法による証明な
どの考え方が理解できる。また，生活の中で
取り上げられる例を考えることができる。

○ ○

定期考査

１
学
期

第１章
　数と式
１節　式の計算
２節　実数
３節　１次不等式

【知識及び技能】
未知数や変数としての文字の見方
や，一元一次方程式や連立二元一次
方程式の学習を基に，類似点や相違
点を明らかにしたり，新たな視点を
加えたりすることで，その理解をよ
り深めていくことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
既習の数や文字式の計算の方法と関
連付けて，数や式を多面的にみたり
目的に応じて適切に変形したりでき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などと関連
付けて不等式を活用することができ
るようにする。

・整式
・整式の加法・減法・乗法
・因数分解
・実数
・根号を含む式の計算
・不等式とその性質
・一次不等式の解法
・連立１次不等式
・絶対値記号を含む不等式
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単
な無理数の四則計算をすることができる。
・二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解
を深めることができる。
・不等式の解の意味や不等式の性質について
理解し，一次不等式の解を求める
ことができる。
　
【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，既に学習した計算の
方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目
的に応じて適切に変形したりすることができ
る。
・不等式の性質を基に一次不等式を解く方法
を考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，一次不等式を問題解決に活用することで
きる。

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２章
　集合と論証
１節　集合
２節　命題と論証

第３章
　二次関数
１節　関数とグラフ

【知識及び技能】
集合と命題に関する基本的な概念を
理解すること。また集合及び命題に
ついて学習することにより，数学的
な表現の基礎を身に付け，数学の内
容をより深く厳密に扱うことができ
るようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
集合の考えを用いて論理的に考察
し，簡単な命題を証明すること。二
次関数の式とグラフとの関係につい
て，コンピュータなどを用いてグラ
フをかくなどして多面的に考察する
こと。

【学びに向かう力、人間性等】
中学校で既に学習した数の性質や図
形の性質を取り上げ，命題として表
現させ，証明などを考えたりする活
動ができるようになる。

○

○

20

定期考査 ○

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

関数関係に着目し，事象を的確に表現してその
特徴を式，グラフを相互に関連付けて考察する
力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係に着目
し，考察し判断したりする力を養う。

改訂版　高等学校　数学Ⅰ　数研出版

数学

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

○ ○



２
学
期

３
学
期

105

第３章
図形と計量
３節　三角形への応用

第４章
データの分析
１節　データの整理と分析
２節　データの相関

【知識及び技能】
導いた正弦定理や余弦定理を用いて
具体的な三角形の辺の長さや角の大
きさを求めることができるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係を三角比を
用いて表現するとともに，定理や公
式として導くこと。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象から数学的
な考察を通して得られた結果をもと
の事象に基づいて解釈したりするこ
とにより，正弦定理，余弦定理など
を日常の事象や社会の事象などの問
題の解決に活用する力を培う。

・正弦定理
・余弦定理
・三角形の面積
・空間図形の計量
・データの整理
・四分位数
・分散と標準偏差
・相関関係
・相関係数
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・正弦定理や余弦定理について三角形の決定
条件や三平方の定理と関連付けて理解し，三
角形の辺の長さや角の大きさなどを求めるこ
と。
・分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意
味やその用い方を理解すること。
・コンピュータなどの情報機器を用いるなど
して，データを表やグラフに整理したり，分
散や標準偏差などの基本的な統計量を求めた
りすること。

【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて
表現し、正弦定理，余弦定理を導くこと。
・データの散らばり具合や傾向を数値化する
方法を考察すること。

【主体的に学習に取り組む態度】
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題
を解決すること。
・解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりするこ
と。

〇 〇

第３章
　二次関数
１節　関数とグラフ
２節　二次方程式・二次不等式

【知識及び技能】
二次関数のグラフを通して，関数の
値の変化を考察し，二次関数の最大
値や最小値を求めることができるよ
うにする。また，具体的な事象につ
いて，二次関数の最大・最小の考え
を用いて問題を解決できるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
二次関数の式とグラフとの関係につ
いて，コンピュータなどの情報機器
を用いてグラフをかくなどして多面
的に考察すること。

【学びに向かう力、人間性等】
二つの数量の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解決の過程
を振り返って事象の数学的な特徴や
他の事象との関係を考察したりする
こと。

・関数
・二次関数とそのグラフ
・二次関数の最大・最小
・二次関数の決定
・二次方程式の解法
・二次方程式の実数解の個数
・二次関数のグラフとX軸の共有点

【知識・技能】
・二次関数の最大値や最小値を求めること。
・二次方程式の解と二次関数のグラフとの関
係について理解すること。
・二次不等式の解と二次関数のグラフとの関
係について理解し，二次関数のグラフを用い
て実数解，共有点を求めることができる。

【思考・判断・表現】
・二次関数のグラフを通して，関数の値の変
化を考察し，二次関数の最大値や最小値を求
めることができる。
・具体的な事象について，二次関数の最大・
最小の考えを用いて問題を解決できるように
する。

【主体的に学習に取り組む態度】
・何を明らかにしようとするかという目的を
明確にした上で，二つの数量の関係に着目
し，二次関数として捉え，関数の値の変化等
を考察したり，関数の最大値や最小値を求め
たりすることができるようにする。

〇 〇

第３章
　二次関数
２節　二次方程式・二次不等式

第４章
図形と計量
１節　鋭角の三角比
２節　三角比の拡張

【知識及び技能】
二次不等式の解の意味を理解し，二
次関数のグラフとx 軸との位置関係
から二次不等式の解を求める。ま
た、グラフを活用することのよさを
認識できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
鋭角で定義した三角比のどのような
性質に着目し，どのような意味のも
のとしてこれらの角の三角比を定め
るのかを理解できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などとの関
連を図り，三角比を新たに導入する
ことの必要性と有用性を認識できる
ようにする。

・二次不等式
・二次不等式の応用
・直角三角形と三角比
・正弦，余弦，正接
・三角比の相互関係
・三角比と座標
・三角比の性質
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・二次不等式の解と二次関数のグラフとの関
係について理解し，二次関数のグラフを用い
て二次不等式の解を求めること。
・鋭角の三角比の意味と相互関係について理
解すること。
・三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，
鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値
を求める方法を理解すること。

【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて
表現するとともに，定理や公式として導くこ
と。
・具体例を基に一般的に成り立つ数学的な関
係や性質を推測させるなどして，それらの関
係や性質が成り立つことをどのように証明す
るかを考えさせる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・三角比や正弦定理，余弦定理などの活用場
面として，平面図形や簡単な空間図形の計量
を取り扱う。

〇 〇 〇 20

1

合計

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇

〇 20

定期考査 1

〇 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

1

・重複順列
・円順列
・組合せの計算
・重複組合せ
・組分け
・同じものを含む順列
・道順の問題
・隣り合わない並び方
・重複を許して取る組合せ
・事象と確率
・確率の基本性質
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・順列の用語，記号，公式を理解し，利用でき
る。
・順列の総数や階乗を記号で表し、それを活用で
きる。
・順列の条件がつく場合に，条件の処理の仕方を
理解している。
・試行の結果を事象としてとらえ，事象を集合と
結びつけて考えることができる。

【思考・判断・表現】
・特殊な条件がつく順列を，見方を変えたり別な
ものに対応させたりして処理することができる。
・順列の問題で，重複して数えないための処理が
できる。
・特殊な条件がつく組合せを，見方を変えたり別
のものに対応させたりして処理することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な問題に対して、どのような場合に，円
順列，重複順列の考え方が適用できるかを見極め
て，それらの公式を使うことができる。
・具体的な問題に対して，組合せの考えを利用し
て式に表すことができる。
・組合せの考え方を利用して図形の個数や同じも
のを含む順列の総数などが求められる。

○ ○

定期考査

１
学
期

第１章
　場合の数と確率
０節　集合
１節　場合の数

【知識及び技能】
集合の要素の個数に関する基本的な
関係や和の法則，積の法則などの数
え上げの原則について理解するとと
もに，具体的な事象を基に順列の意
味を理解し，事象の構造などに着目
して場合の数を求める方法を多面的
に考察し，順列の総数を求める。

【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象に関する場合の数を樹
形図や表に整理して調べる方法を考
察することを通して，順列の総数の
求め方の公式を導く。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などに対し
て，数学的な考えを適用し判断や意
思決定をする場面を設定することが
できる。

・集合とその表し方
・集合の要素の個数
・共通部分と和集合
・補集合
・ド・モルガンの法則
・樹形図と場合の数
・和の法則，積の法則
・自然数の正の約数の個数
・順列の計算
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・集合の要素の個数に関する基本的な関係を理解
している。
・共通部分，和集合，空集合，補集合について理
解している。
・ド・モルガンの法則を利用できる。
・和の法則，積の法則などの数え上げの原則につ
いて理解している。
・具体的な事象を基に順列の意味を理解し，順列
の総数を求めること。

【思考・判断・表現】
・条件を満たすものを集合の要素としてとらえる
ことができる。
・集合の特徴によって，要素を列挙する方法と要
素の満たす条件を示す方法を使い分けて，集合を
表すことができる。
・事象の構造などに着目し，場合の数を求める方
法を多面的に考察すること。

【主体的に学習に取り組む態度】
・２つの集合の関係を考え，２つの集合から新た
なる集合を求めることができる。
・具体的な場合の数を求める過程などでそれらの
性質を見いだし，それを一般化させる。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第１章
　場合の数と確率
１節　場合の数
２節　確率

【知識及び技能】
具体的な事象を基に組合せの意味を
理解し，組合せの総数を求めるこ
と。また，確率の意味や基本的な法
則についての理解を深め，それらを
用いて事象の確率を求めること。

【思考力、判断力、表現力等】
事象の構造などに着目し，場合の数
を求める方法を多面的に考察するこ
と。また，確率の性質や法則に着目
し，確率を求める方法を多面的に考
察すること。

【学びに向かう力、人間性等】
具体的な事象を基に順列及び組合せ
の意味を理解し，順列の総数や組合
せの総数を求めること。

○

○

13

定期考査
○

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学と人間の活動の関係について認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質
を見いだし，確率の性質などに基づいて事象の起こ
りやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わ
りに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的
に考察する力を養う。

改訂版　高等学校　数学Ａ　数研出版

数学

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

○ ○



２
学
期

３
学
期

70

第３章
　数学と人間の活動

【知識及び技能】
数量や図形に関する概念などと人間
の活動との関わりについて理解する
こと。数学史的な話題，数理的な
ゲームやパズルなどを通して，数学
と文化との関わりについての理解を
深めること。

【思考力、判断力、表現力等】
数量や図形に関する概念などを，関
心に基づいて発展させ考察するこ
と。パズルなどに数学的な要素を見
いだし，目的に応じて数学を活用し
て考察すること。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象から数学的
な考察を通して得られた結果をもと
の事象に基づいて解釈したりするこ
とにより，日常の事象や社会の事象
などの問題の解決に活用する力を培
う。

・約数と倍数
・倍数の判定
・素数と素因数分解
・最大公約数と最小公倍数
・除法の性質と整数の分類
・ユークリッドの互助法
・１次不定方程式
・記数法
・ゲーム・パズルの中の数学
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・約数や倍数及びそれらの性質について理解して
いる。また，いろいろな数の倍数の判定法につい
て理解している。
・素数の判定法や素因数分解について理解してい
る。
・ユークリッドの互除法を理解し、活用すること
ができる。

【思考・判断・表現】
・最大公約数と最小公倍数の関係を理解し，整数
に関する問題解決に利用することができる。
・整数を割り算の余りで分類することを理解し，
整数に関する問題解決に利用することができる。
・割り算の余りによる整数の分類を利用し，整数
の性質を考察する。
・ユークリッドの互除法の仕組みを理解し，２つ
の整数の最大公約数を求めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学史的な話題，数理的なゲームやパズルを取
り上げ，数学と文化の人間との関わりについての
認識を深めるとともに，パズルなどに数学的な要
素を見いだし，目的に応じて数学を活用して考察
できるようにする。

〇 〇

第１章
　場合の数と確率
２節　確率

第２章
　図形の性質
１節　平面図形

【知識及び技能】
独立な試行の意味を理解し，独立な
試行の確率を求めること。また，条
件付き確率の意味を理解し，簡単な
場合について条件付き確率を求める
こと。

【思考力、判断力、表現力等】
確率の性質や法則に着目し，確率を
求める方法を多面的に考察するこ
と。また，確率の性質などに基づい
て事象の起こりやすさを判断した
り，期待値を意思決定に活用したり
すること。

【学びに向かう力、人間性等】
具体的な事象を基に確率の意味を理
解し，様々な条件の確率を求めるこ
と。

・積事象と和事象
・排反事象
・独立な試行の確率
・反復試行の確率
・条件つき確率
・線分の内分・外分
・三角形の辺の比
・三角形の外心 , 内心 ,重心
・三角形の辺と角
・三角形の存在条件
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・独立な試行の定義や反復試行の意味を理解し，
その確率の求め方がわかる。
・線分の内分・外分，平行線と比などの基本事項
を理解している。
・三角形の外心，内心，重心の定義，性質を理解
している。
・三角形と辺と角に関する性質の証明方法を理解
している。

【思考・判断・表現】
・試行が独立か，独立でないかを判断できる。
・複雑な独立試行の確率を，公式や加法定理など
を用いて求めることができる。
・三角形の辺と角の大小関係に関する定理を理解
し，それを用いて図形の性質を証明することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・既習の確率の知識を利用して，反復試行の確率
について考えることができる。
・具体的な事象について，反復試行の確率を，興
味をもって調べようとする。
・自明にみえる事実でも，既習事項に基づき，補
助線などを有効に活用しながら考察しようとす
る。

〇 〇

第２章
　図形の性質
１節　平面図形
２節　空間図形

【知識及び技能】
三角形に関する基本的な性質につい
て理解すること。また，円に関する
基本的な性質について理解するこ
と。空間図形に関する基本的な性質
について理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係や既に学習
した図形の性質に着目し，図形の新
たな性質を見いだし，その性質につ
いて論理的に考察したり説明したり
すること。

【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータなどの情報機器を用い
て図形を表すなどして，図形の性質
や作図について統合的・発展的に考
察すること。

・円周角の定理
・円周角の定理の逆
・円に内接する四角形の性質
・四角形が円に内接するための条
件
・円と直線の位置関係
・円の接線
・接線の長さ
・接線と弦のつくる角
・方べきの定理
・方べきの定理の逆
・２つの円の位置関係
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・円についての基本的な性質を理解している。
・円に内接する四角形の性質を利用して，角度を
求めたり，円と四角形の様々な性質を証明でき
る。
・円の接線の性質を利用して，線分の長さを求め
たり，図形の性質を証明できる。
・方べきの定理を利用して，線分の長さを求めた
り，図形の性質を証明することができる。

【思考・判断・表現】
・定理を利用して，円に関する様々な性質を証明
することができる。
・円周角の定理の逆，方べきの定理の逆が成り立
つかどうかを適切な方法で調べることができる。
・２つの円が内接しているとき成り立つ性質を利
用して角度を求めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・円に内接する四角形の１つの辺を動的に変化さ
せて接線に近づけることにより，極限としての接
線と弦の作る角について考察することができる。
・２つの円の位置関係の判定条件として，中心間
の距離と半径の関係について，積極的に考察しよ
うとする。

〇 〇 〇 13

1

合計

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇

〇 13

定期考査 1

〇 13



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年） 　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：

教科 の目標：

数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】数学を活用して事象を論理的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目 の目標：

・複素数とその計算
・２次方程式の解
・解と係数の関係
・剰余の定理と因数定理
・高次方程式
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・複素数の四則演算の仕方を身に付けてい
る。
・２次方程式の解の種類の判別および解と係
数の関係についての基礎的な知識を身に付け
ている。

【思考・判断・表現】
・解の公式を利用して、２次方程式を虚数解
も含めて解くことができる。
・因数定理を用いて高次方程式を解くことを
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・２次方程式がつねに解をもつように、数を
複素数まで拡張することに興味・関心をも
つ。
・高次方程式の解法に関心をもち、活用しよ
うとする。

○

○ 11

第３章　図形と方程式

第１節　点と直線
第２節　円
第３節　軌跡と領域

【知識及び技能】
座標や式を利用して、平面図形の性
質や関係を調べる方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
平面図形を座標や式を利用して表現
することができるようになる。ま
た、点や直線、円に関する公式を用
いて問題を解決することができるよ
うになる。
【学びに向かう力、人間性等】
基本的な平面図形の性質や関係、点
や直線、円の位置関係を調べる際に
座標を用いることの有用性を認識す
る。

・直線上の点
・平面上の点
・直線の方程式
・２直線の関係
・円の方程式
・円と直線
・２つの円
・軌跡と方程式
・不等式の表す領域
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・三角形や四角形などの図形の性質や関係を
調べる方法を理解している。
・円の方程式を求める方法を理解している。
・方程式を満たす点の集合が座標平面上の軌
跡を表していることを理解している。

【思考・判断・表現】
・三角形や四角形の性質や関係を、座標を用
いて考察することができる。
・２次方程式の判別式や円の中心と直線との
距離を用いて、円と直線の位置関係を考察す
ることができる。
・与えられた条件を満たす方程式を求め、そ
れが表す図形を考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・円の方程式、円と直線の関係について関心
をもつ。
・与えられた条件を満たす点全体の集合が作
る図形に関心をもち、調べようとする。

○ ○ ○ 27

配当
時数

１
学
期

第１章　式と証明

第１節　式と計算
第２節　等式・不等式の証明

【知識及び技能】
多項式の除法や分数式の計算、式の
証明などの基本的な概念、原理を理
解し、基礎的な知識を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
多項式の除法や式の証明を通して式
の見方を豊かにし、数学的に考察す
ることができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
整式の除法や分数式、式の証明に関
心をもち、それらを問題の解決に活
用しようとする姿勢を身に付ける。

・３次式の展開と因数分解
・二項定理
・多項式の割り算
・分数式とその計算
・恒等式
・等式の証明
・不等式の証明
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・二項定理が導き出される過程を理解してい
る。
・論証の方法について、それぞれの方法に適
する問題を理解している。

【思考・判断・表現】
・二項定理を用いて展開式や、展開式におけ
る係数を求めることができる。
・等式、不等式の証明を通して、式を論理的
にみることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・等式や不等式の証明を通して、式の性質に
関心をもつ。

○ ○ ○ 16

第２章　複素数と方程式

第１節　複素数と２次方程式の解
第２節　高次方程式

【知識及び技能】
数の複素数までの拡張、２次方程
式、高次方程式などの概念、原理を
順序立てて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
数の範囲を拡張することにより２次
方程式や高次方程式を解くことを考
察できるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
複素数解まで発展させた２次方程式
及び高次方程式を解くことに関心を
もち、活用しようとする姿勢を身に
付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1定期考査 ○

○ ○

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り
強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角
関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化した
り、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式について論
理的に考察する力、座標平面上の図形について構成要素
間の関係に着目し、方程式を用いて的確に表現したり、
図形の性質を論理的に考察したりする力、関数関係に着
目し、その特徴を数学的に考察する力、関数の局所的な
変化に着目し、事象を数学的に考察したりする力を養
う。

「高等学校　数学Ⅱ」（数研出版）

数学

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】



定期考査 ○ ○ 1

○ 27

○ ○ 1

○ 1

○ 27

第６章　微分法と積分法

第１節　微分係数と導関数
第２節　関数の値の変化
第３節　積分法

【知識及び技能】
定積分と面積の関係を理解し、面積
の求め方の知識を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
微分や積分を記号を用いて表すこと
ができ、公式を利用して処理するこ
とができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
微分係数や導関数および、微分の逆
演算としての不定積分に関心を示
し、面積を求める際に定積分を活用
しようとする姿勢を身に付ける。

・微分係数
・導関数とその計算
・接線の方程式
・関数の増減と極大、極小
・関数の増減、グラフの応用
・不定積分
・定積分
・定積分と面積
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・定義に基づいた導関数の求め方を理解して
いる。
・極値の意味とその求め方を理解している。
・面積と定積分の関係について理解し、簡単
な図形の面積の求め方の知識を身に付けてい
る。

【思考・判断・表現】
・導関数の意味をグラフと関連づけて、数学
的に考察することができる。
・導関数の符号から関数の値の増減を考察す
ることができる。
・定積分を含む等式について、定積分の性質
などを用いて考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・平均変化率、微分係数、導関数の考え方に
関心をもち、調べようとする。
・面積と定積分の関係に関心を示し、積極的
にいろいろな面積を求めようとする。

○ ○

２
学
期

第４章　三角関数

第１節　三角関数
第２節　加法定理

【知識及び技能】
三角関数の加法定理が導かれる過程
を理解し、この定理から様々な公式
が導かれることを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
三角関数を関数としてとらえ、方程
式や不等式を考察することができる
ようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
角を一般角に拡張して、数学Ⅰで学
習した三角比を発展させて考えよう
とする姿勢を身に付ける。

・角の拡張
・三角関数
・三角関数のグラフ
・三角関数の性質
・三角関数の応用
・加法定理
・加法定理の応用
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・一般角における三角関数についての基礎的
な知識を身に付けている。
・加法定理を理解し、その利用となる２倍角
の公式、半角の公式、合成についても理解し
ている。

【思考・判断・表現】
・角度の拡張に伴う三角比から三角関数への
発展について考察することができる。
・加法定理を導く過程を考察することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・180°以上の角や負の角、さらに弧度法に関
心を示し、活用しようとする。
・加法定理から導き出される２倍角・半角の
公式などに関心をもつ。

○ ○

定期考査
○ ○

３
学
期

定期考査

合計

140

定期考査 ○

1

○ 27

第５章　指数関数と対数関数

第１節　指数関数
第２節　対数関数

【知識及び技能】
指数関数・対数関数の性質やグラフ
の特徴、それらが活用される場面を
理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
指数関数・対数関数のグラフや性質
を利用して、複雑な問題を処理する
ことができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
指数関数と対数関数の関係に関心を
もち、活用しようとする姿勢を身に
付ける。

・指数の拡張
・指数関数
・対数とその性質
・対数関数
・常用対数
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・指数を正の整数から有理数（実数）まで拡
張する意義を理解している。
・底の大きさに注意して、対数関数を含む方
程式や不等式の解法を理解している。

【思考・判断・表現】
・指数関数のグラフや性質を用いて、基本的
な方程式や不等式を考察することができる。
・指数法則から対数の性質を考察することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・指数の拡張について関心を示し、指数関数
のグラフや性質について調べようとする。
・対数の性質について関心を示し、具体的な
事象に活用しようとする。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年） 　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：

教科 の目標：

数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】数学を活用して事象を論理的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

第１章　数列

第１節　数列とその和
第２節　漸化式と数学的帰納法

【知識及び技能】
漸化式や数学的帰納法の基本的な概
念を理解し、それらを利用して、数
列の一般項を求めたり、式を証明す
ることができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
事象を数列や数学的帰納法を利用し
て考察し、その規則性を見つけたり
することができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

漸化式と数学的帰納法の有用性を認
識し、事象の考察に活用しようとす
る姿勢を身に付ける。

・いろいろな数列の和
・階差数列
・漸化式と一般項
・数学的帰納法
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・いろいろな数列について、その規則性を見
つけ、具体的な問題に活用する方法を理解し
ている。
・漸化式から一般項を求める方法を理解して
いる。
・数学的帰納法を用いた証明を利用して、等
式・不等式を証明できることを理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・いろいろな数列の規則を見つけ、一般項や
その和を考えることができる。
・様々な漸化式を適切に変形することで、そ
の数列の一般項を求める方法を考えることが
できる。
・数列の一般項を推定し、それを数学的帰納
法を用いて証明することを考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・いろいろな数列の規則性に関心をもち、そ
れを一般項や和を求める考察に活用しようと
する。
・漸化式から一般項を導くことや、数学的帰
納法を用いた証明に関心をもつ。

○ ○ ○

○
定期考査

○

13

配当
時数

１
学
期

第１章　数列

第１節　数列とその和

【知識及び技能】
数列の基本的な知識を身に付け、数
列の一般項や和を求めることができ
るようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
事象を数列や、その数列の規則性か
ら考察することができるようにな
る。

【学びに向かう力、人間性等】
数列とその和に関心をもち、活用し
ようとする姿勢を身に付ける。

【知識・技能】
・数列の一般項の意味を理解している。
・簡単な数列や等差数列・等比数列の一般項
やその和を求めることができる。
・記号Σの意味を理解している。

【思考・判断・表現】
・いろいろな条件から等差数列・等比数列の
一般項や和を求める方法を考察することがで
きる。
・数列の和を記号Σを利用して表すことがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・等差数列・等比数列の仕組みに関心をも
ち、それらを一般項や和の考察に活用しよう
とする。
・数列の和において、記号Σを利用しようと
する。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り
強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
数列、統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに、数学と社会生活の関わりに
ついて認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表現し
考察する力、確率分布や標本分布の性質に着目し、母集
団の傾向を推測し判断したり、標本調査の方法や結果を
批判的に考察したりする力、日常の事象や社会の事象を
数学化し、問題を解決したり、解決の過程や結果を振り
返って考察したりする力を養う。

「高等学校　数学Ｂ」（数研出版）

数学

数学Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】

・数列
・等差数列
・等差数列の和
・等比数列
・等比数列の和
・和の記号Σ
・自然数の２乗の和
・一人１台端末の活用



合計

70

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

第３章　数学と社会生活

・数学を用いた考察
・社会で用いられる数値や指標
・変化をとらえる

【知識及び技能】
社会生活などにおける問題を、数学
を活用して解決する意義について理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
日常の事象や社会の事象において、
数・量・形やそれらの関係に着目す
ることによって、問題を数学的に表
現することができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などにおけ
る問題を、数学を活用して解決しよ
うとする姿勢を身に付ける。

・ごみの量の推定
・シェアサイクル
・偏差値
・選挙における議席配分
・移動平均
・回帰直線
・回帰曲線
・尺度を変える
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・時系列データの特徴や、そこから傾向を読
み取る方法を理解する。
・身のまわりの問題を数学を活用してモデル
化することができる。

【思考・判断・表現】
・与えられたデータについて、特徴や傾向を
読み取る方法について考察することができ
る。
・身のまわりのものに活用されている数学に
ついて考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身のまわりの問題についてデータを収集
し、その特徴や傾向を読み取ることで問題を
解決しようとする。
・身のまわりのものに隠れている数学的特徴
について関心をもつ。

○ ○ ○ 13

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

第２章　統計的な推測

第１節　確率分布

【知識及び技能】
確率分布の基本的な概念、性質など
を体系的に理解し、知識を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
事象の考察において、確率分布や統
計的な推測を通した見方を身に付け
る。

【学びに向かう力、人間性等】
事象の考察に確率分布が有効である
ことに関心をもつ。

・確率変数と確率分布
・確率変数の期待値
・分散と標準偏差
・二項分布
・二項分布と期待値、分散
　標準偏差
・連続型確率変数
・正規分布
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・確率分布や二項分布における、その平均、
分散、標準偏差などの意味を理解している。
・連続的な確率分布や確率密度関数の意味を
理解している。

【思考・判断・表現】
・確率分布や二項分布について、その傾向を
平均、分散、標準偏差などを用いて適切に表
現することができる。
・連続的な確率分布や確率密度関数につい
て、その表されたグラフと確率を関連づけて
みることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・確率分布や二項分布について、平均、分
散、標準偏差などを用いて分布の傾向を把握
しようとする。
・連続的な確率分布や、それを表す確率密度
関数を事象の考察に活用しようとする。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

第２章　統計的な推測

第１節　確率分布
第２節　統計的な推測

【知識及び技能】
事象の考察において、確率分布や統
計的な推測を適切に用いて処理する
技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
確率分布や統計的な推測を用いて、
事象の考察をすることができるよう
になる。

【学びに向かう力、人間性等】
事象の考察に確率分布や統計的な推
測を活用しようとする姿勢を身に付
ける。

・二項分布の正規分布による近似
・母集団と標本
・標本平均の分布
・母平均の推定
・母比率の推定
・仮説検定
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・全数調査と標本調査の意味を理解してい
る。
・標本平均の平均や標準偏差を求めたり、母
平均や母比率の推定をしたりすることができ
る。
・仮説検定の考え方や手順を理解している。

【思考・判断・表現】
・標本平均の平均や標準偏差を考察したり、
母平均や母比率の推定を考えたりすることが
できる。
・標本調査を利用して、統計的な事象を考察
することができる。
・仮説検定を利用して、実験や調査の結果を
批判的に考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・標本調査から推定できる事柄について関心
をもつ。
・標本調査や仮説検定を統計的な事象の考察
に活用しようとする。

○ ○ ○ 13



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目 数学ⅠＡⅡＢ演習
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組

使用副教材： （ ）

教科 の目標：

数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】数学を活用して事象を論理的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目 の目標：

指導項目・内容

○ ○
定期考査

第６章　図形の性質
第７章　整数の性質
第８章　式と証明
第９章　複素数と方程式
第１０章　図形と方程式
第１１章　三角関数

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、Get Readyレベ
ルの問題を素早く解くことができる
ようになる。

【思考・判断・表現】
・Trainingレベルの問題に対し、規
則性に着目して考察することで、適
切な解法を判断することができるよ
うになる。
・Trainingレベルの問題の解答に至
る過程を的確に表現し、記述するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事
項を積極的に活用して様々な解法を
検討し、問題を解こうとする姿勢を
培う。

定期考査

単元の具体的な指導目標 評価規準 知 思

１
学
期

第１章　数と式
第２章　２次関数
第３章　図形と計量
第４章　データの分析
第５章　場合の数と確率

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、Get Readyレベ
ルの問題を素早く解くことができる
ようになる。

【思考・判断・表現】
・Trainingレベルの問題に対し、規
則性に着目して考察することで、適
切な解法を判断することができるよ
うになる。
・Trainingレベルの問題の解答に至
る過程を的確に表現し、記述するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事
項を積極的に活用して様々な解法を
検討し、問題を解こうとする姿勢を
培う。

・各単元におけるGet Readyレベル
の問題の確認
・各単元におけるTrainingレベル
の問題の演習および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、適切な解法を判断することができ
る。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現し、記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○

○

・各単元におけるGet Readyレベル
の問題の確認
・各単元におけるTrainingレベル
の問題の演習および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、適切な解法を判断することができ
る。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現し、記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○

配当
時数

○ ○ 27

態

○

1

○

27

1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学ⅠＡⅡＢＣで学んだ様々な単元においての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付ける。

数学ⅠＡⅡＢＣで学んだ様々な単元における問題演習
を通して、与えられた数式の規則性に着目し、事象を
数学的に表現し考察する力、数学的な視点に立って、
論理的に解法を判断する力、方程式を用いて的確に表
現したりする力を養う。

キートレーニング数学演習　Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃ［ベクトル］　受験編

数学

数学ⅠＡⅡＢ演習

【 知　識　及　び　技　能 】

数学
4数学 数学ⅠＡⅡＢ演習

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

A～F



分野別　大学入試問題演習
共通テスト　対策演習

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体
系的な数学的知識を身に付ける。
・各単元における公式などを導出過
程から理解し、それらを活用して共
通テストレベルの問題を解くことが
できるようになる。

【思考・判断・表現】
・入試問題における複雑な条件や規
則性を考察し、既習事項を組み合わ
せた適切な解法を判断することがで
きるようになる。
・問題演習を通して、解答に至る過
程を数式や数学的表現を用いて的確
に表現する方法を学び、自身の考え
を相手に伝わる形で記述することが
できるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事
項を積極的に活用して様々な解法を
検討し、問題を解こうとする姿勢を
培う。

・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体系的な数
学的知識を身に付けている。
・各単元における公式などを導出過程から理
解し、それらを活用して問題を解くことがで
きる。

【思考・判断・表現】
・複雑な条件や規則性に着目して考察するこ
とで、既習事項を組み合わせた適切な解法を
判断することができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現し、自身の考えを相手に伝わる
形で記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○

1

○ 1

○ 27

○

○ ○

３
学
期

２
学
期

第１２章　指数関数・対数関数
第１３章　微分法・積分法
第１４章　数列
第１５章　統計的な推測
第１６章　ベクトル

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、Get Readyレベ
ルの問題を素早く解くことができる
ようになる。

【思考・判断・表現】
・Trainingレベルの問題に対し、規
則性に着目して考察することで、適
切な解法を判断することができるよ
うになる。
・Trainingレベルの問題の解答に至
る過程を的確に表現し、記述するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事
項を積極的に活用して様々な解法を
検討し、問題を解こうとする姿勢を
培う。

・各単元におけるGet Readyレベル
の問題の確認
・各単元におけるTrainingレベル
の問題の演習および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

定期考査

分野別　大学入試問題演習
共通テスト　対策演習

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体
系的な数学的知識を身に付ける。
・各単元における公式などを導出過
程から理解し、それらを活用して共
通テストレベルの問題を解くことが
できるようになる。

【思考・判断・表現】
・入試問題における複雑な条件や規
則性を考察し、既習事項を組み合わ
せた適切な解法を判断することがで
きるようになる。
・問題演習を通して、解答に至る過
程を数式や数学的表現を用いて的確
に表現する方法を学び、自身の考え
を相手に伝わる形で記述することが
できるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事
項を積極的に活用して様々な解法を
検討し、問題を解こうとする姿勢を
培う。

定期考査

○ 27

・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体系的な数
学的知識を身に付けている。
・各単元における公式などを導出過程から理
解し、それらを活用して問題を解くことがで
きる。

【思考・判断・表現】
・複雑な条件や規則性に着目して考察するこ
とで、既習事項を組み合わせた適切な解法を
判断することができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現し、自身の考えを相手に伝わる
形で記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

28

合計

140

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、適切な解法を判断することができ
る。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現し、記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組 C 組 D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

○ ○

数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

関数関係に着目し，事象を的確に表現してその
特徴を式，グラフを相互に関連付けて考察する
力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係に着目
し，考察し判断したりする力を養う。

高等学校　数学Ⅲ　数研出版

数学

数学Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

第１章
　関数
１節　分数関数
２節　無理関数
３節　逆関数・合成関数

【知識及び技能】
分数関数や無理関数の基本的な性質
について理解し、学習を基に，類似
点や相違点を明らかにしたり，新た
な視点を加えたりすることで，その
理解をより深めていくことができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
既習の数や文字式の計算の方法と関
連付けて，数や式を多面的にみたり
目的に応じて適切に変形したりでき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などと関連
付けて極限の考え方を活用すること
ができるようにする。

・分数関数
・直角双曲線
・無理式、無理関数
・逆関数
・合成関数
・分数不等式とその性質
・無理不等式とその性質
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・分数関数、無理関数に関心をもち、その性
質を調べグラフをかこうとする。
・分数関数や無理関数を通して、定義域や値
域の関係や漸近線を理解できる。
　
【思考・判断・表現】
・分数関数や無理関数のグラフを利用して、
分数不等式や無理不等式などが解けることを
理解できる。
・合成関数についての知識を身につけ、複雑
な関数を基本的な関数の合成関数として考察
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，一次不等式を問題解決に活用することで
きる。

○ ○ ○ 27

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２章
　極限
１節　数列の極限
２節　関数の極限

【知識及び技能】
極限の概念を理解し、数列の極限の
考えを活用できるようにする。また
公比の値によって収束、発散などの
変化を調べることができるようにな
る。

【思考力、判断力、表現力等】
極限の概念を用いて論理的に考察
し，簡単な命題を証明すること。ま
た、循環小数や図形への応用問題な
どを取り上げ、解くことができるよ
うになる。グラフとの関係につい
て，コンピュータなどを用いてグラ
フをかくなどして多面的に考察する
こと。

【学びに向かう力、人間性等】
今までに学習した数列や図形の性質
を取り上げ，命題として表現させ，
証明などを考えたりする活動ができ
るようになる。

○

○

27

定期考査 ○

1

・数列の極限
・無限等比数列
・無限等比級数
・関数の極限値
・関数のいろいろな極限
・関数の連続性
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・数列の極限、無限等比数列、無限等比級数
に興味を示し、その特徴を理解しようとす
る。
・数列の極限が公比の値によって異なること
を理解できる。
・いろいろな関数について、さまざまな極限
を理解できる。

【思考・判断・表現】
・等比数列と無限等比級数の収束、発散の関
係を理解できる。
・等比数列の公比を調べ、さまざまな数列の
収束と発散を考察することができる。
・極限の概念を活用して、関数のいろいろな
極限を求める考え方を身につけている。
・関数の連続性や中間値の定理を理解し、身
につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・対偶を利用した証明や背理法による証明な
どの考え方が理解できる。また，生活の中で
取り上げられる例を考えることができる。

○ ○

定期考査



定期考査 1

〇 27

第４章
　微分法の応用
１節　微分法の応用

【知識及び技能】
いろいろな関数について、増加・減
少や極大・極小を調べ、関数のグラ
フの位置関係から方程式・不等式の
解を求める。また、グラフを活用す
ることのよさを認識できるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
関数の増減、グラフの凹凸・漸近線
の有無・対称性などを考慮して、い
ろいろな関数をかくことができる。
また、グラフを活用して、関数の最
大値・最小値を求めることができる
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などとの関
連を図り，いろいろな関数を新たに
導入することの必要性と有用性を認
識できるようにする。

・接戦と法線
・平均値の定理
・関数の増加・減少と極大・極小
・関数のグラフ
・いろいろな応用
・曲線の媒介変数表示
・速度・加速度
・近似式
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・平均値の定理に関心をもち、不等式の証明
などに活用することができる。
・いろいろな関数について、増加・減少や極
大・極小を調べ、関数の値の変化をとらえ、
そのグラフをかくことができる。
・速度・加速度などの物理量が微分法と深く
かかわっていることに関心をもち、応用問題
を解くことができる。

【思考・判断・表現】
・微分係数の図形的な意味を理解し、接線の
方程式の考察に活用する考え方を理解でき
る。
・極限の考え方を活用して、グラフの漸近線
について考察することができる。
・方程式・不等式への応用などに、微分法の
考え方を適切に用いて解決することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・速度・加速度などのベクトル量を微分法の
記号を適切に用いて処理できる知識を身につ
け、日常の事象などの活用場面として，平面
図形や簡単な空間図形の計量を取り扱う。

〇 〇 〇 27

定期考査 〇 〇 1

〇 28

２
学
期

３
学
期

第５章
積分法
１節　不定積分
２節　定積分

【知識及び技能】
不定積分を求める考え方や置換積分
法・部分積分法の考え方を理解でき
る。また、分数関数を部分分数に分
解して、不定積分を求める考え方を
理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
面積や体積が定積分で求められるこ
とを理解し、さまざまな図形の面積
や体積を求めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象から数学的
な考察を通して得られた結果をもと
の事象に基づいて解釈したりするこ
とにより，微分法・積分法を日常の
事象や社会の事象などの問題の解決
に活用する力を培う。

・不定積分とその性質
・置換積分法と部分積分法
・いろいろな関数の不定積分
・定積分とその性質
・定積分の置換積分法・部分積分
法
・定積分で表された関数
・定積分と和の極限
・定積分と不等式
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・置換積分法や部分積分法に関心をもち、い
ろいろな不定積分や定積分を求めようとす
る。
・不定積分を求める考え方や置換積分法・部
分積分法の考え方を理解できる。
・分数関数を部分分数に分解して、不定積分
を求める考え方を理解できる。
・定積分を求める考え方や置換積分法・部分
積分法の考え方を理解できる。

【思考・判断・表現】
・三角関数の公式を用いて、いろいろな三角
関数の不定積分・定積分を求めることができ
る。
・置換積分法・部分積分法を用いて、いろい
ろな不定積分や定積分を求める方法を身につ
け、区分求積法理解していれば和の極限に活
用することができる。
・定積分を利用して不等式を証明することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題
を解決すること。
・解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりするこ
と。

〇 〇

第３章
　微分法
１節　微分法

【知識及び技能】
いろいろな関数についての微分法を
理解し、それを用いて関数値の増減
やグラフの凹凸を考察すること。ま
た，具体的な事象について，関数の
最大・最小の考えを用いて問題を解
決できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
関数の式とグラフとの関係につい
て，コンピュータなどの情報機器を
用いてグラフをかくなどして多面的
に考察すること。

【学びに向かう力、人間性等】
二つの数量の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解決の過程
を振り返って事象の数学的な特徴や
他の事象との関係を考察したりする
こと。

・微分係数と導関数
・関数の積・商の微分法
・合成関数と逆関数の微分法
・曲線の方程式と微分
・三角関数の導関数
・対数関数と指数関数の導関数
・高次導関数

【知識・技能】
・数学Ⅱで学んだ微分積分を発展的にとら
え、関数の積・商の微分法を積極的に活用す
ることができる。
・合成関数と逆関数の微分法の考え方に関心
を示し、理解しようとする。

【思考・判断・表現】
・合成関数と逆関数の微分法を利用して、よ
りよく問題を解決できる。
・高次導関数を導くことができる。
・接線や法線の意味を理解し、いろいろな曲
線の接線や法線を求める公式を身につけて、
活用することができる。
・平均値の定理の考え方を身につけ、問題に
活用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・何を明らかにしようとするかという目的を
明確にした上で，二つの数量の関係に着目
し，関数として捉え，関数の値の変化等を考
察したり，関数の最大値や最小値を求めたり
することができるようにする。

〇 〇



合計

定期考査 〇 〇
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

○ ○

数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

平面上の曲線がいろいろな式で表されること及
び複素数平面について理解し、それらを事象の
考察に活用できるように基本的な概念や原理・
法則を理解するとともに，数学的に解釈し，数
学的に表現する技能を身に付けるようにする。

関数関係に着目し，事象を的確に表現してその
特徴を式，グラフを相互に関連付けて考察する
力，日常的な事象などから設定した問題につい
て，変量間の関係に着目し，考察し判断したり
する力を養う。

高等学校　数学Ｃ　数研出版

数学

数学Ｃ

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

第１章
　平面上のベクトル
１節　ベクトルとその演算
２節　ベクトルと平面図形

【知識及び技能】
平面上のベクトルの概念を理解し、
ベクトルに関する基本的な性質につ
いて理解し、学習を基に，類似点や
相違点を明らかにしたり，新たな視
点を加えたりすることで，その理解
をより深めていくことができる。ま
た、ベクトルの加法・減法および実
数倍について理解し、それらの演算
について数の演算と同様の法則が成
り立つことを理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
幾何的に定義したベクトルが、成分
で表すことにより代数的な取り扱い
ができることを理解できる。
ベクトルの内積について知り、その
基本性質を理解する。さらに、内積
をいろいろな図形の問題に応用でき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などと関連
付けてベクトルの考え方を活用する
ことができるようにする。

・ベクトルの演算
・ベクトルの成分
・ベクトルの内積
・位置ベクトル
・ベクトルの図形への応用
・図形のベクトルによる表示
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・平面上のベクトルの概念を理解し、ベクトル
に関する基本的な用語・記号に習熟することが
できる。
・ベクトルの加法・減法および実数倍について
理解し、それらの演算について数の演算と同様
の法則が成り立つことを理解できる。
　
【思考・判断・表現】
・１次独立である２つのベクトルの１次結合と
して、平面上の任意のベクトルが表現できるこ
とを理解できる。また、幾何的に定義したベク
トルが、成分で表すことにより代数的な取り扱
いができることを理解できる。
・ベクトルの内積について知り、その基本性質
を理解する。さらに、内積をいろいろな図形の
問題に応用できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・平面上の直線や円などの図形が、ベクトルを
用いて表すことができることを理解し、日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題解
決に活用することできる。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２章
　空間のベクトル

【知識及び技能】
空間のベクトルの概念を理解し、ベ
クトルに関する基本的な性質につい
て理解し、学習を基に，類似点や相
違点を明らかにしたり，新たな視点
を加えたりすることで，その理解を
より深めていくことができる。ま
た、ベクトルの加法・減法および実
数倍について理解し、それらの演算
について数の演算と同様の法則が成
り立つことを理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
空間のベクトルを、平面のベクトル
の自然な拡張として定義し、空間ベ
クトルについても平面と同様の性質
が成り立つこと、および空間のいろ
いろな図形の問題に利用できること
を理解する。また、ベクトルの内積
について知り、その基本性質を理解
する。さらに、内積をいろいろな図
形の問題に応用できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などと関連
付けて空間ベクトルの考え方を活用
することができるようにする。

○

○

13

定期考査
○

1

・空間の点
・空間ベクトル
・ベクトルの成分
・ベクトルの内積
・ベクトルの図形への応用
・座標空間における図形
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・空間のベクトルの概念を理解し、ベクトルに
関する基本的な用語・記号に習熟することがで
きる。
・ベクトルの加法・減法および実数倍について
理解し、それらの演算について数の演算と同様
の法則が成り立つことを理解できる。
　
【思考・判断・表現】
・幾何的に定義したベクトルが、成分で表すこ
とにより代数的な取り扱いができることを理解
できる。
・ベクトルの内積について知り、その基本性質
を理解する。さらに、内積をいろいろな図形の
問題に応用できるようにする。
・位置ベクトルについて知り、いろいろな図形
の問題を位置ベクトルを利用して解くことがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・空間の直線や球などの図形が、ベクトルを用
いて表すことができることを理解し、日常の事
象や社会の事象などを数学的に捉え，問題解決
に活用することできる。

○ ○

定期考査



定期考査 1

〇 13

第３章
　式と曲線
２節　媒介変数表示と極座標

【知識及び技能】
式と曲線・曲線の媒介変数表示・極
座標における基本的な概念、原理・
法則、用語・記号などを理解し、基
礎的な知識を身につけるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
いろいろな曲線を媒介変数表示で表
し、数学的に考察し、表現し処理す
る仕方や推論の方法を身につけ、的
確に問題を解決する力をつける。ま
た、思考の過程を振り返り多面的・
発展的にかんがえる。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などとの関
連を図り，いろいろな関数を新たに
導入することの必要性と有用性を認
識できるようにする。

・曲線の媒介変数表示
・極座標と極方程式
・いろいろな曲線
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・媒介変数表示の曲線を、媒介変数を消去した
式で表すことができる。
・いろいろな関数について、媒介変数を用いて
表すことができる。また、平行移動して得られ
る曲線の方程式を求めることができる。
・曲線を極座標を用いて表すと簡潔に表せ、そ
の性質の考察を容易になることがあることに気
づくことができる。

【思考・判断・表現】
・サイクロイドなど媒介変数表示でないと表し
にくい曲線を進んで考察しようとする。
・極座標で表された点の直交座標が求められ
る。また、直交座標で表された点の極座標が求
めることができる。
・２次曲線を極方程式で表すと、離心率を用い
て簡潔に表されること理解し、統一的に考察す
ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・媒介変数表示や極方程式で表された曲線をコ
ンピュータで描き、それらを考察することがで
き、適切に描画機能をもつ数式処理ソフトを用
いて処理できる知識を身につけ、日常の事象な
どの活用場面として，平面図形や簡単な空間図
形の計量を取り扱う。

〇 〇 〇 13

定期考査 〇 〇 1

２
学
期

第３章
　式と曲線
１節　２次曲線

【知識及び技能】
既習事項の軌跡の考えを利用して、
放物線・楕円・双曲線の方程式を導
くことができる。また、１年で学習
した２次関数のグラフとしての放物
線と２次曲線としての放物線を関連
づけてとらえられる。

【思考力、判断力、表現力等】
関数の式とグラフとの関係につい
て，コンピュータなどの情報機器を
用いてグラフをかくなどして多面的
に考察すること。

【学びに向かう力、人間性等】
二つの数量の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解決の過程
を振り返って事象の数学的な特徴や
他の事象との関係を考察したりする
こと。

・放物線
・楕円
・双曲線
・２次曲線の平行移動
・２次曲線と曲線
・２次曲線の性質

【知識・技能】
・数学Ⅱで学んだ軌跡の考えを利用して、放物
線・楕円・双曲線の方程式を導くことができ
る。
・１年で学習した２次関数のグラフとしての放
物線と２次曲線としての放物線を関連づけてと
らえられる。

【思考・判断・表現】
・複雑な２次曲線の方程式から焦点、準線など
を導くことができる。
・複雑な方程式で表される２次曲線を、平行移
動の考えを利用して調べようとする。
・２次曲線と直線の交点や接線、弦の中点を２
次方程式の実数解を利用して求めることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学的活動を通して、式と曲線における数学
的な見方や考え方を身につけ、事象を数学的に
とらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を
振り返り多面的・発展的に考える。

〇 〇



合計

定期考査 〇 〇

〇 14３
学
期

70

第４章
　複素数平面
１節　複素数平面
２節　図形への応用

【知識及び技能】
複素数平面上の点と複素数を１対１
に対応させることや複素数を加える
ことの意味を、複素数平面上では平
行移動になることを理解できる。
複素数を極形式で表し、その理解を
深めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
複素数の積や商の意味を図表示を通
して理解を深め、絶対値が１の複素
数をかけることは、図形的には回転
移動になることを理解できる。ま
た、ド・モアブルの定理を導き、簡
単な二項方程式を解くことができ
る。
複素数平面上の線分の内分点や外分
点を表す複素数を求めることがで
き、垂直二等分線や円の方程式を求
められるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象から数学的
な考察を通して得られた結果をもと
の事象に基づいて解釈したりするこ
とにより，複素数平面を日常の事象
や社会の事象などの問題の解決に活
用する力を培う。

・複素数平面
・複素数の極形式
・ド・モアブルの定理
・円と分点
・複素数と三角形
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・複素数平面上の点と複素数を１対１に対応さ
せることができる。また、複素数を加えること
は、複素数平面上では平行移動になることを理
解している。
・複素数を極形式で表し、その理解を深めるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
・複素数の積や商の意味を図表示を通して理解
を深め、また、絶対値が１の複素数をかけるこ
とは、図形的には回転移動になることを理解し
ている。
・ド・モアブルの定理を導き、簡単な二項方程
式を解くことができる。
・複素数平面上の線分の内分点や外分点を表す
複素数を求めることができ、垂直二等分線や円
の方程式を求められるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事
象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解
決すること。
・解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりすること。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

1

・数列の極限の応用問題
・無限等比級数の応用問題
・関数の極限の応用問題
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○

定期考査

１
学
期

第３章
　関数
　入試問題

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・分数関数の応用問題
・逆関数の応用問題
・合成関数の応用問題
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第４章
　極限
　入試問題

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

○

○

13

定期考査
○

数学 理系数学演習
数学 理系数学演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学ⅠＡⅡＢⅢＣで学んだ様々な単元においての
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付
ける。

数学ⅠＡⅡＢⅢＣで学んだ様々な単元における
問題演習を通して、与えられた数式の規則性に
着目し、数学的な視点に立って、論理的に解法
を判断する力、方程式を用いて的確に表現した
りする力を養う。

ベーシックスタイル　数学演習Ⅲ・Ｃ[複素数平面・式と曲線]

数学

理系数学演習

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

Ａ組、Ｃ組、Ｄ組

配当
時数

○ ○



２
学
期

第５章
　微分法
　入試問題

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・いろいろな関数の微分法
・関数の最大・最小の応用問題
・方程式・不等式の応用問題
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

〇 〇

第６章
　積分法
　入試問題

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・いろいろな関数の積分法
・部分積分と置換積分の応用問題
・面積や体積の応用問題
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

〇 〇 〇 13

定期考査 〇 〇 1

定期考査 1

〇 13



３
学
期

70

第１章
　複素数平面
　入試問題
第２章
　式と曲線
　入試問題
　共通テスト対策演習

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・複素数の極形式
・複素数平面上の回転
・複素数と図形の応用問題
・放物線、楕円、双曲線
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

〇 〇

合計

定期考査 〇 〇

〇 14



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

○ ○

数学 文系数学ⅠＡ演習

数学 文系数学ⅠＡ演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学ⅠＡで学んだ様々な単元においての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、
事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

数学ⅠＡで学んだ様々な単元における問題演習
を通して、与えられた数式の規則性に着目し、
事象を数学的に表現し考察する力、数学的な視
点に立って、論理的に解法を判断する力、方程
式を用いて的確に表現したりする力を養う。

ニューステージ　数学演習Ⅰ・Ａ+Ⅱ・Ｂ・Ｃ　受験編

数学

文系数学ⅠＡ演習

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

Ｂ組、Ｅ組、Ｆ組、Ｇ組、Ｈ組

１
学
期

数学Ⅰ
　数と式
　二次関数

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・因数分解
・根号を含む式の計算
・一次不等式の解法
・連立１次不等式
・絶対値記号を含む不等式
・二次関数の最大・最小
・二次関数の決定
・二次方程式の解法
・二次方程式の実数解の個数
・二次関数のグラフとX軸の共有点
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

数学Ⅰ
　二次関数
　図形と計量
　データの分析

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

○

○

13

定期考査
○

1

・二次方程式の解法
・二次方程式の実数解の個数
・二次関数のグラフとX軸の共有点
・二次不等式の応用
・三角比の相互関係
・正弦定理
・余弦定理
・三角形の面積
・空間図形の計量
・分散と標準偏差
・相関関係
・相関係数
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○

定期考査



定期考査 1

〇 13

数学ⅠＡ
　大学入試問題
　共通テスト対策演習

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・大学入試問題の演習
・共通テスト対策演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

〇 〇 〇 13

合計

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇

〇 14

２
学
期

３
学
期

70

数学ⅠＡ
　大学入試問題
　共通テスト対策演習

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・大学入試問題の演習
・共通テスト対策演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

〇 〇

数学Ａ
　場合の数・確率
　図形の性質

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・組合せの計算
・重複組合せ
・組分け
・同じものを含む順列
・道順の問題
・隣り合わない並び方
・重複を許して取る組合せ
・反復試行の確率
・条件つき確率
・三角形の外心 , 内心 ,重心
・三角形の存在条件
・円周角の定理
・四角形が円に内接するための条
件
・円の接線
・方べきの定理
・２つの円の位置関係
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目 文系数学ⅡＢＣ演習
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ｂ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ 組

使用副教材： （ ）

教科 の目標：

数学における基本的な概念や法則を体系的に理解する。数学的に表現・処理する技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】数学を活用して事象を論理的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学ⅡＢＣで学んだ様々な単元においての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。

数学ⅡＢＣで学んだ様々な単元における問題演
習を通して、与えられた数式の規則性に着目
し、事象を数学的に表現し考察する力、数学的
な視点に立って、論理的に解法を判断する力、
方程式を用いて的確に表現したりする力を養
う。

ニューステージ　数学演習Ⅰ・Ａ+Ⅱ・Ｂ・Ｃ　受験編

数学

文系数学ⅡＢＣ演習

【 知　識　及　び　技　能 】

数学 文系数学ⅡＢＣ演習 2

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学

配当
時数

１
学
期

第８章　式と証明
　　　　複素数と方程式
第９章　図形と方程式
第１０章　三角関数

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく
理解する。
・各単元における公式などの基礎
的な知識を身に付け、練習問題や
演習問題レベルの問題を解くこと
ができるようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性
に着目して考察することで、数的
に処理する方法を判断することが
できるようになる。
・例題演習を通して、解答に至る
考え方を理解し、その過程を数式
や数学的表現を用いて的確に表現
することができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問
題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討
し、問題を解こうとする姿勢を培
う。

・各単元における基本事項の確認
・各単元における練習問題、演習
問題および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

13

定期考査
○

第１１章　指数関数・対数関数
第１２章　微分法・積分法
第１３章　数列

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく理
解する。
・各単元における公式などの基礎的
な知識を身に付け、練習問題や演習
問題レベルの問題を解くことができ
るようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性に
着目して考察することで、数的に処
理する方法を判断することができる
ようになる。
・例題演習を通して、解答に至る考
え方を理解し、その過程を数式や数
学的表現を用いて的確に表現するこ
とができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

○○ ○

1○ ○

・各単元における基本事項の確認
・各単元における練習問題、演習
問題および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

定期考査



○ ○ 1

14

合計

70

1

○ 13

○ 13

【巻末】実践問題
共通テスト　対策演習
予想問題演習

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体
系的な数学的知識を身に付ける。
・各単元における公式などを導出過
程から理解し、それらを活用して、
共通テストで全国平均点以上を取る
ことができるようになる。

【思考・判断・表現】
・入試問題における複雑な条件や規
則性を考察し、既習事項を組み合わ
せて数的に処理する方法を判断する
ことができるようになる。
・問題演習を通して、解答に至る過
程を数式や数学的表現を用いて的確
に表現する方法を学び、自身の考え
を記述することができるようにな
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・各単元における基本事項の確認
・各単元における練習問題、演習
問題および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体系的な数
学的知識を身に付けている。
・各単元における公式などを導出過程から理
解し、それらを活用して問題を解くことがで
きる。

【思考・判断・表現】
・複雑な条件や規則性に着目して考察するこ
とで、既習事項を組み合わせて数的に処理す
る方法を判断することができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現し、記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

○ ○

定期考査
○ ○

○ ○

３
学
期

２
学
期

第１４章　統計的な推測
第１５章　ベクトル
第１６章　平面上の曲線と複素数
平面

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念を正しく
理解する。
・各単元における公式などの基礎
的な知識を身に付け、練習問題や
演習問題レベルの問題を解くこと
ができるようになる。

【思考・判断・表現】
・具体的な事象を数学的な規則性
に着目して考察することで、数的
に処理する方法を判断することが
できるようになる。
・例題演習を通して、解答に至る
考え方を理解し、その過程を数式
や数学的表現を用いて的確に表現
することができるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問
題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討
し、問題を解こうとする姿勢を培
う。

・各単元における基本事項の確認
・各単元における練習問題、演習
問題および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の基本的な概念や原理、記号などを
理解している。
・各単元における公式などの基礎的な知識を
身に付け、それらの活用の仕方を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・与えられた問題の規則性に着目して考察す
ることで、数的に処理する方法を判断するこ
とができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

【巻末】実践問題
共通テスト　対策演習
予想問題演習

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体
系的な数学的知識を身に付ける。
・各単元における公式などを導出過
程から理解し、それらを活用して、
共通テストで全国平均点以上を取る
ことができるようになる。

【思考・判断・表現】
・入試問題における複雑な条件や規
則性を考察し、既習事項を組み合わ
せて数的に処理する方法を判断する
ことができるようになる。
・問題演習を通して、解答に至る過
程を数式や数学的表現を用いて的確
に表現する方法を学び、自身の考え
を記述することができるようにな
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象と絡めた複雑な問題
に関心をもち、既習事項を積極的に
活用して様々な解法を検討し、問題
を解こうとする姿勢を培う。

・各単元における基本事項の確認
・各単元における練習問題、演習
問題および課題提出
・プリントを用いた発展演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・各単元の概念や原理を理解し、体系的な数
学的知識を身に付けている。
・各単元における公式などを導出過程から理
解し、それらを活用して問題を解くことがで
きる。

【思考・判断・表現】
・複雑な条件や規則性に着目して考察するこ
とで、既習事項を組み合わせて数的に処理す
る方法を判断することができる。
・解答に至る過程を数式や数学的表現を用い
て的確に表現し、記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複雑な問題に関心をもち、既習事項を積極
的に活用して様々な解法を検討し、問題を解
こうとする。

定期考査



 

 

理  科 



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

日常にみられる物体の運動につい
て、物体の運動を表す変位、速度、
加速度などの物理量を理解し、グラ
フや式を使って物体の運動を分析す
る。

速さと等速直線運動、変位と速度
速度の合成・相対速度
加速度、等加速度直線運動
重力加速度と自由落下
鉛直投げおろし・投げ上げ

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 13

摩擦力及び液体や気体から受ける力
（圧力，浮力，抵抗力）について理
解し、物体にはたらく力と運動との
関係を分析できるようにする。ま
た、例題を学習することによって、
物体にはたらくすべての力を求め、
運動方程式を立てられるようにす
る。

力と質量、いろいろな力
力の合成・分解と力のつりあい
慣性の法則
力と質量と加速度の関係
運動の法則
作用・反作用の法則、摩擦力
運動方程式の利用

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 13

○ 13

1

○
定期考査

２
学
期

物理量としての仕事の意味を理解
し、仕事と運動エネルギーの変化に
は、どのような関係があるか理解す
る。また、重力による位置エネル
ギー、弾性力による位置エネルギー
について公式を用いて理解する。

力がする仕事
仕事の原理と仕事率
運動エネルギー
位置エネルギー
力学的エネルギー保存の法則

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○

○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

教科　理科 物理基礎
教科　理科 物理基礎 2

観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに
それらの過程や結果を的確に記録・整理し、自然
現象を科学的に探究する技能を身に付ける。
　

自然現象の中に問題を見い出し、探究する過程
を通して、事物を科学的に考察し、導き出した
考えを的確に表現できる。

高等学校　物理基礎　改訂版（啓林館）

教科　理科

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自然現象に関心をもち、意欲的に探究しようと
するとともに、科学的態度を身に付けている。



定期考査
○ ○ 1

中学でも学んだ電流と電圧の関係を
表すオームの法則、抵抗率、抵抗の
接続による合成抵抗や電流とエネル
ギーに関する法則性を理解する。さ
らに、電流が磁場から受ける力につ
いて学び、モーターと発電機につい
てエネルギー変換の立場から学習す
る。

電荷、電流と電気抵抗、物質と抵
抗率、直流回路、電力量と電力
磁場、交流の発生と利用、電磁波
太陽エネルギーの利用、原子力エ
ネルギー

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 13

３
学
期

２
学
期 熱量、熱容量、比熱及び熱量の保存

を用いて、熱を定量的に扱えるよう
にする。
波の振動数と周期、速さの関係を理
解し、波の基本的な公式について学
習する。また、波の重ねあわせの原
理を学習し、波の独立性について理
解する。
音の反射、屈折、回折、干渉のそれ
ぞれの現象を理解する。気柱の実験
を実施し、現象を理解する。

温度と熱運動
熱と熱平衡、熱と仕事
エネルギーの変換と保存
波と振動、波の表し方
波の重ねあわせ、定常波
波の反射
音の速さと３要素
波としての音の性質
弦の固有振動、気柱の固有振動

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○

定期考査

○ 13

合計

70

○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

知 思 態

1

　顕微鏡の基本操作、ミクロメー
ターの使い方、オオカナダモの観察
等の実習をとおして、生物の多様性
と共通性について理解させる。

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自然現象に関心をもち、意欲的に探究しようと
するとともに、科学的態度を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに
それらの過程や結果を的確に記録・整理し、自然
現象を科学的に探究する技能を身に付ける。
　

自然現象の中に問題を見い出し、探究する過程
を通して、事物を科学的に考察し、導き出した
考えを的確に表現できる。

改訂版　高等学校　生物基礎（数研出版）

理科

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識・技能】
・自然現象について、基本的な概念や原理・
法則を理解し、知識を身に付けている。
・観察・実験を行い、基本操作を習得すると
ともにそれらの過程や結果を的確に記録・整
理し、自然現象を科学的に探究する技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
・自然現象の中に問題を見い出し、探究する
過程を通して、事物を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然現象に関心をもち、意欲的にそれらを
探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

○
定期考査

○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

生物の多様性と共通性
エネルギーと代謝
光合成と呼吸

プリント

【知識・技能】
・自然現象について、基本的な概念や原理・
法則を理解し、知識を身に付けている。
・観察・実験を行い、基本操作を習得すると
ともにそれらの過程や結果を的確に記録・整
理し、自然現象を科学的に探究する技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
・自然現象の中に問題を見い出し、探究する
過程を通して、事物を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然現象に関心をもち、意欲的にそれらを
探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

○ ○ ○ 13

　ＤＮＡの抽出実験をとおして、遺
伝物質としてのＤＮＡの理解を深め
させる。

遺伝情報とDNA
遺伝情報の複製と分配

プリント

【知識・技能】
・自然現象について、基本的な概念や原理・
法則を理解し、知識を身に付けている。
・観察・実験を行い、基本操作を習得すると
ともにそれらの過程や結果を的確に記録・整
理し、自然現象を科学的に探究する技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
・自然現象の中に問題を見い出し、探究する
過程を通して、事物を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然現象に関心をもち、意欲的にそれらを
探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

○ ○ ○ 13

2
学
期

定期考査
○ ○ 1

遺伝情報が発現するしくみを理解さ
せる。
体内では神経系と内分泌系の二つの
情報伝達の方法があり、調節されな
がら働いていることを理解させる。

遺伝情報の発現
体内での情報伝達と調節

プリント



2
学
期 ホルモンを通した血糖濃度や水分量

の維持のしくみを理解させる。
血液の循環を維持するしくみがある
ことを理解させる。
自然免疫と適応免疫の違いやその詳
しいしくみ、免疫と病気の関係を理
解させる。

体内環境の維持のしくみ
免疫のはたらき

プリント

【知識・技能】
・自然現象について、基本的な概念や原理・
法則を理解し、知識を身に付けている。
・観察・実験を行い、基本操作を習得すると
ともにそれらの過程や結果を的確に記録・整
理し、自然現象を科学的に探究する技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
・自然現象の中に問題を見い出し、探究する
過程を通して、事物を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然現象に関心をもち、意欲的にそれらを
探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

植生の移り変わりや世界と日本のバ
イオームを理解させる。
種多様性や食物網を通して生態系に
おける種の維持について理解させ
る。

植生と遷移
植生の分布とバイオーム
生態系と生物の多様性
生態系のバランスと保全

プリント

【知識・技能】
・自然現象について、基本的な概念や原理・
法則を理解し、知識を身に付けている。
・観察・実験を行い、基本操作を習得すると
ともにそれらの過程や結果を的確に記録・整
理し、自然現象を科学的に探究する技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
・自然現象の中に問題を見い出し、探究する
過程を通して、事物を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然現象に関心をもち、意欲的にそれらを
探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

合計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A ～H組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

観察・実験を行い、基本操作を習得するとともにそれ
らの過程や結果を的確に記録・整理し、自然現象を科
学的に探求する技能を身に付ける。また、模擬試験に
て偏差値５０以上の学力を身につける。

自然現象の中に問題を見い出し、探求する過程
を通して、事物を科学的に考察し、導き出した
考えを的確に表現できる。

自然現象に関心をもち、意欲的に探求しようと
するとともに、科学的態度を身に付けている。

化学基礎　academia 新訂版（実教出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関して、常に興味関心を持ち、解明しようとする探求心を持ち続ける。

２
学
期

物質量と溶液の濃度の関係を学ぶ。
化学反応式は化学反応に関与する物
質とその量的関係を表すことを理解
する。
化学の進歩の歴史と基本的な法則の
発見の経緯について理解する。

溶液の濃度
化学反応式
化学の基本法則

【知識・技能】
・物質量の基本事項や濃度との関係を関連付
けて考察しようとするとともに、意欲的にそ
れらを探求しようとする。
・代表的な物質の化学変化に注目し、化学変
化の量的関係を物質量と関連付けて考察しよ
うとするとともに、意欲的にそれらを探求し
ようとする。
【思考・判断・表現】
・化学変化には一定の量的関係があること
や、物質量と溶液の濃度の関係を考察でき
る。
・化学反応式から物質量の定義を理解し、物
質量を用いた基本的な計算ができ、化学変化
には一定の量的関係があることを考察し、導
き出した考えを的確に表現することができ
る。
【主体的に取り組む態度】
・表や図のデータなどから物質の性質を分析
できる能力を身につけ、観察、実験の過程や
結果および数的な処理から、自ら考えを導き
出したり、レポートを作成したり、発表した
りできる。

○ 1
定期考査

○

13

定期考査
○ ○

○ ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

1

化学基礎
理科 化学基礎 2

態
配当
時数

１
学
期

生活の中の化学について再発見を
し，化学の役割について理解を深め
る。
物質が原子、イオン、分子から構成
されていることを理解する。
イオンの生成を電子配置と関連付け
て理解し，イオン結合およびイオン
結合からなる物質の性質を理解す
る。
物質の種類と性質について学び，化
学を学ぶことに意欲をもつ。
共有結合を電子配置と関連付けて理
解し，分子からなる物質の性質を理
解する。さらに，分子間の結合に
よって物質ができていることを理解
する。

化学と人間生活
物質の探求
物質の構成粒子
イオン結合
共有結合と分子間力

【知識・技能】
・物質に関心を持ち、物質が原子・分子・イ
オンなどの構成粒子から成り立っているこ
と、物質の構造は、イオン結合・共有結合・
金属結合などの結合の仕方の違いに関わりが
あることを意欲的に探求しようとする。
【思考・判断・表現】
・原子の電子の状態が物質の性質に大きく寄
与していることを推論できる。
・物質の性質は、化学結合によって異なるこ
とを代表的な物質の性質から比較できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学結合に関する観察、実験の操作や記録
などの技能が習得でき、その結果より結論を
表現できる。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

13

金属原子間の結合及び金属からなる
物質の性質を理解する。
物質の結晶を，結合の違いによって
区別し，性質を整理する。
具体的な物質について，それぞれ性
質や利用例を理解する。
原子量・分子量・式量などの物質量
の基本事項を学ぶ。

金属結合
化学結合と物質
物質量

【知識・技能】
・身近な物質について，結合によって区別
し，性質や利用例を日常の事象と関連付けて
探究しようとする。
・代表的な物質の原子量・分子量・式量など
の物質量の基本事項や濃度との関係を関連付
けて考察しようとするとともに、意欲的にそ
れらを探求しようとする。
【思考・判断・表現】
・それぞれの物質の性質を結合と関連付て考
えることができる。
・原子量・分子量・式量と物質量の定義を理
解し、物質量を用いた基本的な計算ができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・表や図のデータなどから物質の性質を分析
できる能力を身につけ、観察、実験の過程や
結果から、自ら考えを導き出したり、レポー
トを作成したり、発表したりできる。

理科



２
学
期

３
学
期

定期考査

定期考査

13

1

13

酸と塩基
水素イオン濃度とｐH
中和反応と塩の生成
中和滴定

【知識・技能】
・酸、塩基や中和反応に関心をもち、それら
を日常生活に関連付けて意欲的にそれらを探
求しようとする。
・身近な物質の㏗を測定して考察するなど、
身近な現象と酸・塩基反応を関連付けて延長
線上には中和反応にも関連しているというこ
とを意欲的に探求しようとする。
【思考・判断・表現】
・酸・塩基の観察、実験をもとに共通性を見
出し、酸・塩基の定義を理解し、日常生活と
関連付けて酸・塩基反応および中和反応を考
察できる。
・酸・塩基の強弱と㏗の観察、実験などを通
し、科学的に考察できる。また、酸・塩基の
中和反応についても考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・酸塩基指示薬や㏗メータなどを扱うことが
でき、身近な㏗測定方法を習得している。
・中和滴定の操作を行うことができ、そこか
ら得られたデータから濃度未知の酸や塩基の
濃度を求める技能を習得している。

酸化・還元の定義を理解し，酸化還
元反応が電子の授受によることを理
解する。
酸化剤と還元剤の反応と実用電池の
形成の関係を理解する。
酸化還元反応と日常生活や社会生活
との関わりについて理解する。
日常生活や社会において，さまざま
な科学技術に支えられていることを
理解している。

酸化還元反応
酸化剤と還元剤
酸化還元反応の起こりやすさ
身のまわりの酸化還元反応
化学が拓く世界

【知識・技能】
・身近な現象と酸化還元反応を関連付けて意
欲的に探求しようとする。
【思考・判断・表現】
・様々な観察、実験を通し、酸化還元反応の
定義と酸化数の定義の有効性を理解し、共通
性を見出し、酸化還元反応として論理的に考
察できる。
・身近にあるものから酸化還元反応との関連
性を見出し、論理的に考察し、科学的に判断
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・代表的な酸化剤、還元剤の観察、実験の報
告書を作成する中で、電子の授受としての規
則性を見出し、自らの考え表現することがで
きる。
・酸化還元反応の例として、金属のイオン化
傾向の実験を行い、その説明を科学的に表現
できる。

○ 1

水溶液の酸性・塩基性の強弱と水素
イオン濃度との関係およびpHについ
て理解する。
酸と塩基の性質と，中和反応に関与
する物質の量的関係を理解する。
中和滴定と滴定曲線により，中和反
応を理解する。

○ ○

合計

70

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A ～H組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：化学基礎発展

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに、過
程や結果を的確に記録・整理し、発展的な内容にも取
り組みながら自然現象を科学的に探求する技能を身に
付ける。また、模擬試験において偏差値50以上の学力
を身に付ける。

自然現象の中に問題を見い出し、探求する過程
を通して、事物を科学的に考察し、発展的な内
容にも取り組みながら、導き出した考えを的確
に表現できる。

自然現象に関心をもち、意欲的に探求しようと
するとともに、発展的な内容にも積極的に取り
組みながら、科学的態度を身に付けている。

化学　academia 新訂版（実教出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、発展的な内容にも触れながら知識を身に付ける。

自然現象及び科学技術について、科学的に理解するとともに、発展的な内容にも踏み込みながら正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関して、常に興味・関心を持ち、発展的な内容にも主体的に取り組みながら、解明しようとする探求心を持ち続ける。

２
学
期

３
学
期

定期考査

物質量と溶液の濃度の関係について
の発展的な内容を理解する。
化学反応式を用いて量的関係を表現
し、反応量について発展的な内容を
理解する。

溶液の濃度
化学反応式

【知識・技能】
・物質量と濃度との関係・化学変化の量的関係を
関連付けて発展的な内容も含めて考察しようとす
る。
【思考・判断・表現】
・グラフや表などのデータを用いて、化学反応の
量的関係を物質量と関連付けて、発展的な内容も
含めて表現したり読み取ったりする。
【主体的に取り組む態度】
・発展的な内容も含めて、観察、実験の過程や結
果から、自ら考えを導き出したり、レポートを作
成したりできる。

○ 1

定期考査

6

1

6

酸と塩基
水素イオン濃度とｐH
中和反応と塩の生成
中和滴定

【知識・技能】
・濃度未知の酸や塩基の濃度を求める技能を発展
的な内容も含めて習得している。
【思考・判断・表現】
・考察して導き出した考えを的確に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な現象と酸・塩基を関連付けて、意欲的に
探求しようとする。

酸化還元反応が電子の授受によって
起こることを，発展的な内容も含め
て理解する。
酸化剤と還元剤の反応および実用電
池の形成との関係について，発展的
な内容まで踏まえて理解する。
酸化還元反応と日常生活・社会生活
との関わりについて，応用的・発展
的な視点も取り入れて理解する。

酸化還元反応
酸化剤と還元剤
酸化還元反応の起こりやすさ
身のまわりの酸化還元反応
化学が拓く世界

【知識・技能】
・実用電池や電気分解など身近に酸化還元反応が
利用されていることを知っている。
【思考・判断・表現】
・実用電池や金属の精錬と酸化還元反応との関連
性を見いだし，論理的に考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な現象を酸化還元反応と関連付け，発展的
な視点も取り入れて意欲的に探究しようとする。

定期考査
○

○ 1

水溶液の酸性・塩基性の強弱と水素
イオン濃度との関係および pH につ
いて、発展的な内容も含めて理解す
る。
酸と塩基の性質や、中和反応に関与
する物質の量的関係について、発展
的な内容を理解する。
中和滴定および滴定曲線について、
応用的・発展的な視点を含めながら
中和反応を理解する。

○ ○

合計

35

○

6

定期考査
○ ○

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

1

化学基礎発展
理科 化学基礎発展 2

態
配当
時数

１
学
期

イオンの生成を電子配置と関連付け
て理解し，イオン結合およびイオン
結合からなる物質の性質を発展的な
内容も含めて理解する。
共有結合を電子配置と関連付け分子
からなる物質の性質を理解する。さ
らに，分子間の結合によって物質が
できていることを発展的な内容も含
めて理解する。

化学と人間生活
物質の探求
物質の構成粒子
イオン結合
共有結合と分子間力

【知識・技能】
・物質の構成粒子や化学結合の違いについて発展
的な内容も含めて意欲的に探求しようとする。
【思考・判断・表現】
・原子やイオンの構造とエネルギーの関係につい
て発展的に理解し、表現・判断することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学結合に関する観察、実験の結果からより深
く考察をし結論を表現できる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

物質の結晶を，性質や形状から判断
し結合の違いによって区別し，性質
を整理する。
物質量の定義をきちんと理解し、化
学における量的関係を物質量を利用
して表現する。

金属結合
化学結合と物質
物質量

【知識・技能】
・物質量の基本事項と関連付けて量的関係の表現
を発展的に考察しようとするとともに、意欲的に
それらを探求しようとする。
【思考・判断・表現】
・原子量・分子量・式量と物質量の定義を理解
し、物質量を用いた応用的な計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・実験データを読み取り、その数値を利用して発
展的に考察することができる

理科



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（２学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組 Ｃ 組 Ｄ 組 Ｅ 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

教科　理科 物理
教科　理科 物理 3

観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに
それらの過程や結果を的確に記録・整理し、自然
現象を科学的に探究する技能を身に付ける。
　

自然現象の中に問題を見い出し、探究する過程
を通して、事物を科学的に考察し、導き出した
考えを的確に表現できる。

総合物理１・総合物理２（啓林館）

科目　　　理　科・物　理

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

理　科　・　物　理

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自然現象に関心をもち、意欲的に探究しようと
するとともに、科学的態度を身に付けている。

○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

２
学
期

等速円運動の基本事項を覚え、加速
度と向心力を理解する。
単振動と等速円運動の関係から、速
度や加速度、復元力を表す式につい
て理解する。
ケプラーの法則、万有引力の法則を
学習し、万有引力と重力の関係を定
量的に理解する。

円運動
慣性力と遠心力
単振動
万有引力による運動

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1

平面の運動における位置や変位、速
度、速度の合成・分解、相対速度、
加速度についてや水平投射・斜方投
射の運動、力のモーメント、剛体の
つりあいなどを学習し理解する。

物理基礎の力学分野の復習
平面運動
放物運動
剛体にはたらく力

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 20

運動量と力積の関係を用いて、運動
量保存の法則を導き、直線上や平面
上での衝突、物体が分裂、合体する
場合のそれぞれで、運動量保存の法
則が成り立つことを理解する。
反発係数を学習し、反発係数の値と
衝突前後における力学的エネルギー
の変化との関係を理解する。

運動量と力積
運動量保存の法則
反発係数

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 20

○ 20

1

○
定期考査



○ 20

合計

105

○ ○ 1

３
学
期

２
学
期 気体に関する法則を学び、理想気体

の状態方程式について理解する。
気体の内部エネルギー、気体の体積
変化に伴う仕事、定積変化や定圧変
化などの気体の状態変化を学習す
る。

気体の法則
気体の分子運動
気体の内部エネルギーと仕事

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○

定期考査

定期考査
○ ○ 1

物理基礎で学習した内容を復習し、
波の性質をさらに深め、干渉・反
射・屈折・回折、ドップラー効果、
光の回折と干渉などについて学習し
理解する。

波の性質
干渉・反射・屈折・回折
音の伝わり方
ドップラー効果
光の性質
レンズと鏡
光の回折と干渉

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組、Ｃ組、Ｄ組、E組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

生物進化を遺伝学的、進化学的に理
解する。

遺伝子の変化と多様性
遺伝子の組み合わせの変化
進化のしくみ

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

〇 〇

定期考査
○

定期考査
1

生物を系統学的、進化学的に理解す
る。

生物の系統と進化
人類の系統と進化
生命の起源と生物の進化

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 20

○ 1

生体物質と細胞
タンパク質の構造と性質
DNAの構造と複製
遺伝情報の発現

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 20

20

遺伝子の発現調節
発生と遺伝子発現
遺伝子を扱う技術

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 20

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

特に実習等授業など、自ら進んで参加すること
と共に班内で協力して執り行い、その内容をき
ちんとレポートにて報告ができる。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

理科 生物
理科 生物 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物や生命現象についての基本的な概念や原
理・法則について理解し、科学的な自然観を身
につける。

生命現象の中に問題を見い出し、探究する過程
を通して、事物を科学的に考察し、導き出した
考えを的確に表現している。

生物 (数研出版)

理科

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

生物

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○
定期考査

○

1
定期考査

○ ○

生物を細胞生物学的に理解する。

生物を分子生物学的に理解する。



定期考査 〇 〇

３
学
期

生物を生化学的に理解する。 化学反応にかかわるタンパク質
膜輸送や情報伝達にかかわるタン
パク質
代謝とエネルギー
呼吸と発酵
光合成

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 20

合計

105

1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（3学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組 Ｃ 組 Ｄ 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

教科　理科 物理発展
教科　理科 物理発展 4

観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに
それらの過程や結果を的確に記録・整理し、自然
現象を科学的に探究する技能を身に付ける。
　

自然現象の中に問題を見い出し、探究する過程
を通して、事物を科学的に考察し、導き出した
考えを的確に表現できる。

総合物理１・総合物理２（啓林館）

科目　　　理　科・物　理

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

理　科　・　物理発展

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自然現象に関心をもち、意欲的に探究しようと
するとともに、科学的態度を身に付けている。

○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

２
学
期

○光の粒子性・物質の波動性を基礎
として、原子核の周りを回る電子の
エネルギーとその吸収・放出につい
て理解する
○原子核の放射性崩壊を理解する
○結合エネルギーと核分裂・核融合
を理解し、原子力発電の説明ができ
る
○素粒子を分類・整理して説明でき
る

原子・分子の世界
電子の電荷と質量
光の粒子性
Ｘ線
粒子の波動性
原子モデル
原子核と放射線
核反応と核エネルギー
素粒子と宇宙

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1

〇これまでの力学に静電気力を新た
にプラスして物体の力学を考察でき
る。
〇電界はベクトル量、電位はスカ
ラー量であること明確に理解し、電
気力線・等電位面を正しく描け、目
に見えない空間を正しく認識でき
る。
〇点電荷の周りの電界と一様な電界
について理解し、静電気力による位
置エネルギーと電位の計算ができ
る。
〇コンデンサー内の電界の様子を理
解し、極板間に働く力や静電エネル
ギ^について計算できる。
〇抵抗を含む直流回路及び、コンデ
ンサーを含めた直流回路の複雑な計
算問題が解ける。

電気と磁気・電流
静電気
電界
電位
コンデンサー
電流
直流回路
半導体

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 27

○磁界とは、電流がつくるものであ
ることを理解する。
○磁界を磁力線を用いて描ける。
○電気では、電流が磁界から受ける
力と電磁誘導が表裏の関係で最重要
項目となるので対比して理解でき
る。
○ローレンツ力や自己誘導、相互誘
導も応用として考察できる。
○交流では、交流の発生及びコイル
とコンデンサーにおける電流と電圧
の位相のずれを理解し、三角関数を
用いて計算できる。

電流と磁界・電磁誘導
磁気力と磁界
電流がつくる磁界
電流が磁界から受ける力
ローレンツ力
電磁誘導の法則
磁界中を運動する導体棒
自己誘導と相互誘導
交流
電気振動と電磁波

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 27

○ 27

1

○
定期考査



○ 27

合計

140

３
学
期

２
学
期 ○物理の総復習をし、自分なりに要

点・重要事項をまとめられる
○入試問題を分析し、解法のポイン
トをまとめられる
○難問もスモールステップに分解
し、解法の手順を考えられる

物理の総復習と入試問題演習
１　分野別に総復習する
①基本事項と発展的事項を整理す
る
②傍用問題集の発展レベルの演習
２　共通テスト対策問題の演習
３　私大入試問題の演習
４　国公立入試問題の演習

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○学習計画を自ら進んで立てられる。
○計画と実行状況を確認しながらゴールまで
の道のりを修正しながら進める。

○ ○

定期考査
○ ○ 1

○進路希望に添った受験問題の演習
を計画的にできる

入試問題演習
１　共通テスト対策問題の演習
２　私大入試問題の演習
３　国公立入試問題の演習

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、暗記
することなく自分の言葉でまとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題に丁寧な導出過程を
示しながら解ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○学習計画を自ら進んで立てられる。
○計画と実行状況を確認しながらゴールまで
の道のりを修正しながら進める。

○ ○ ○ 28



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（3学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組 Ｃ 組 Ｄ 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

2

大学入学試験では、標準的に大問3
題程度が出題される。そのうち、必
ず1題が力学分野である。物理の基
礎的内容の力学分野が得意分野とな
るように、さまざまな問題を解くこ
とで、解法を学ぶ。

1等加速度運動
2力のつりあい
3運動の法則
4抵抗力を受ける運動
5運動量の保存

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、問題
解法において必要な事項を示すことができる
〇標準的な問題について解法を丁寧に記述で
きる
【思考・判断・表現】
○発展的な問題についても科学的な思考に基
づく解法のストーリーを描ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○予習・復習を積極的に行い、習ったタイミ
ングで内容を理解することを心掛け、スモー
ルステップを確実に積み上げていく
〇高い目標を持ち、計画的に学習する

○ ○ ○ 12

引き続いて、力学分野の演習を行
う。
熱学分野は、2回の入試問題に1回程
度含まれてくる。力学分野と異な
り、出題問題が限定されてくるの
で、練習した成果が表れやすい分野
である。
波の基本性質を確認する。

6円運動・万有引力
7単振動・単振り子
8熱と気体の法則
9気体分子の運動と状態変化
10波の性質

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、問題
解法において必要な事項を示すことができる
〇標準的な問題について解法を丁寧に記述で
きる
【思考・判断・表現】
○発展的な問題についても科学的な思考に基
づく解法のストーリーを描ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○予習・復習を積極的に行い、習ったタイミ
ングで内容を理解することを心掛け、スモー
ルステップを確実に積み上げていく
〇高い目標を持ち、計画的に学習する

○ ○ ○ 12

○ 12

2

○
定期考査

２
学
期

波動分野は、よく出題される頻出分
野である。特に光波の干渉に関する
問題は、定番問題といえるので、頻
出問題を中心に練習する。
電磁気分野は力学と並んで必ず1題
は出題される重要分野であるので、
得点源となるよう、解法を学ぶ。

11音波
12光波
13静電気力と電場
14コンデンサー
15直流回路

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、問題
解法において必要な事項を示すことができる
〇標準的な問題について解法を丁寧に記述で
きる
【思考・判断・表現】
○発展的な問題についても科学的な思考に基
づく解法のストーリーを描ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○予習・復習を積極的に行い、習ったタイミ
ングで内容を理解することを心掛け、スモー
ルステップを確実に積み上げていく
〇高い目標を持ち、計画的に学習する

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○

○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

教科　理科 物理演習
教科　理科 物理演習 2

教科書、問題集、授業用ノートなどを復習し、自
分なりに基本事項が身に付くよう内容を整理し・
系統的にまとめる。実験に基づく証明・数学的な
証明などについて、自然現象を科学的に探究する
姿勢を持って論じられる。

発展的内容の問題の演習を通して、科学的思考
力に基づく解法のストーリーを自分で考えるこ
とができるようになる。

総合物理１・総合物理２（啓林館）

科目　　　理　科・物理演習

発展的内容の問題の解法を自分で組み立てられる

難問に取り組むことに喜びを見いだし、自ら進んで取り組もうとする

理　科　・　物理発展

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高校物理の全範囲の内容を系統的に整理し理解する

難関大学の入試問題を解いたときに得られる新
たな物理的な発見を得ることを楽しみながら発
展的問題に積極的に取り組もうとする。



大学入学共通テスト及び各大学別に
対応した問題演習を行う。

21大学入学共通テスト
22個別試験に向け問題演習

【知識・技能】
○大学入試問題を初見で、どの単元の問題で
あるかを素早く確認でき、解法に必要な法
則・公式をまとめられる。
【思考・判断・表現】
○発展的な問題についても科学的な思考に基
づく解法のストーリーを描ける。
○解法のポイントやその問題特有の注意事項
を確認できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○最後まで諦めずに落ち着いて計画的に学習
を継続できる。

○ ○ ○ 14
３
学
期

２
学
期 電磁気分野の頻出問題を演習する。

大学入学共通テストでは、物理基
礎・物理の全分野より出題される。
そのため、原子分野についても出題
されるため、十分な演習時間を確保
する。

16電流と磁場
17電磁誘導
18交流回路
19電子と光
20原子と原子核

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、問題
解法において必要な事項を示すことができる
〇標準的な問題について解法を丁寧に記述で
きる
【思考・判断・表現】
○発展的な問題についても科学的な思考に基
づく解法のストーリーを描ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
○予習・復習を積極的に行い、習ったタイミ
ングで内容を理解することを心掛け、スモー
ルステップを確実に積み上げていく
〇高い目標を持ち、計画的に学習する

○ ○

定期考査

○ 12

合計

70

○ ○ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組 ， C 組 ， D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

化学 6

○

41

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
化学的な事物・現象についての観察，実験などを行うこと
を通して，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を図る
とともに，科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付ける。大学入学共通テストで平均点
以上を取れる知識及び技能を身につける。

化学的な事物・現象を対象に，探究の過程を通して仮
設の設定，実験による検証，実験データの分析・解釈
などの探究の方法を習得する。また，実験レポートを
作成したり発表したりして，科学的に探究する力を身
に付ける。

態

1

・化学反応における熱および光の発
生や吸収は，反応の前後における物
質のもつ化学エネルギーの差から生
じることを理解する。
・外部から加えられた電気エネル
ギーによって，電極で酸化還元反応
が起こることを理解する。その反応
に関与した変化量と電気量との関係
を理解する。
・電池は酸化還元反応によって電気
エネルギーを取り出すしくみである
ことを理解する。

・反応速度の表し方および反応速度
に影響を与える要因を理解する。
・可逆反応，化学平衡および化学平
衡の移動を理解する。
・水のイオン積，ｐH，弱酸，弱塩
基の電離平衡，溶解度積について理
解する。

化学的な事物・現象に対して主体的に関わり，
それらに対する気付きから課題を設定し解決し
ようとする態度など，科学的に探究しようとす
る態度を身に付ける。

定期考査

配当
時数

○ ○ 41

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

・気体，液体，固体の性質を観察，
実験などを通して探究し，物質の状
態変化，状態間の平衡，溶解平衡お
よび溶液の性質について理解する。
・物質の沸点，融点を分子間力や化
学結合と関連させて理解する。
・結晶格子の概念および結晶の構造
を理解する。

・気体の体積と圧力や温度との関係
を理解する。
・溶液のしくみ，溶解度を溶解平衡
と関連づけて理解する。
・身近な現象を通して溶媒と溶液の
違いを理解する。

・化学と物質
・状態変化
・固体の構造

・気体の性質
・溶液

【知識・技能】
・物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と
関連づけて理解している。また，状態変化に
伴うエネルギーの出入りおよび状態間の平衡
と温度や圧力との関係について理解してい
る。
・結晶格子の概念および結晶の構造について
理解し，身近な物質を例にしたり，結晶構造
のモデルを用いたりして，特徴を観察する技
能を身につけている。
・気体の体積と圧力や温度変化との関係を理
解している。
【思考・判断・表現】
・状態間の平衡について，気液平衡や蒸気圧
を例に考察することができる。
・固体の構造の示す性質などについて化学的
に考察し，その考えを説明することができ
る。
・気体の法則や希薄溶液の示す性質などにつ
いて化学的に考察し，その考えを説明するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の状態変化を日常生活や社会に関連さ
せ，探究，考察しようとする。
・気体，液体，固体が示すさまざまな性質に
着目し，共通の事象について規則性を予測し
ようとする。

○

○

○

○ ○ 1
定期考査

化学　academia（実教出版）

理科

自然現象および科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象および科学技術に関して、常に興味関心を持ち、解明しようとする探求心を持ち続ける。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

理科 化学
理科

・化学反応と熱・光エネルギー
・化学反応と電気エネルギー
・反応の速さとしくみ
・化学反応と電気エネルギー

・反応の速さとしくみ
・化学平衡

【知識・技能】
 ・化学反応における熱および光の発生や吸収
は，反応前後における化学エネルギーの差か
ら生じる事を理解している。
・外部から加えた電気エネルギーによって，
電極で酸化還元反応が起こること，またその
反応に関与した物質の変化量と電気量との関
係を理解している。
・可逆反応や化学平衡の移動，水のイオン
積，ｐH，弱酸，弱塩基の電離平衡，溶解度積
などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・化学反応に伴って熱，光，電気エネルギー
の出入りがあること，温度・濃度・触媒の影
響などを受けることを，代表的な物質の反応
や性質の比較から推論することができる。
・温度・濃度・触媒などが反応の速さに影響
することを意欲的に探究・考察しようとす
る。
・化学平衡になる典型的な反応について，実
証的・論理的に分析し，科学的に考えること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学反応に伴うさまざまなエネルギーの出
入りがあることを意欲的に探究・考察しよう
とする
・化学平衡などの複雑なしくみがあること
を，意欲的に探究・考察しようとする。

○ ○



〇

42

合計

210

1

〇 41

・金属元素の単体と化合物の性質や
反応について理解する。

・芳香族化合物の構造，性質および
反応について理解する。
・有機化合物が，その特徴を生かし
て人間生活の中で利用されているこ
とを理解する。
・有機化合物の性質と利用に関して
探究活動を行い，理解を深めるとと
もに化学的に探究する能力を高め
る。
・高分子化合物の性質や反応を観
察，実験を通して探究し，その特徴
を理解する。
・天然高分子化合物の構造や性質に
ついて理解する。
・合成高分子化合物の構造や性質に
ついて理解する。

・遷移元素

・芳香族化合物
・高分子化合物
・天然高分子化合物
・合成高分子化合物

【知識・技能】
・無機物質がその特徴を生かして人間生活の
中で利用されていることを理解し，その知識
を応用することができる。
・芳香族化合物の分類とその反応性の関係や
異性体，配向性の関係を理解している。
・芳香族化合物の性質が置換基により特徴づ
けられることを具体的な物質で理解し，さら
に芳香族化合物相互の関連性について理解し
ている。
・芳香族化合物，高分子化合物の性質や反応
について，観察，実験の基本操作や記録の仕
方を習得するとともに，実験器具の選定や扱
い方が身についている。
【思考・判断・表現】
・ベンゼン，置換基をもつ芳香族化合物の性
質や反応性が構造に特徴づけられることを見
出し，異性体，配向性などを論理的に考察
し，説明することができる。
・高分子化合物の性質や反応性が，その構造
および結合の状態に特徴づけられる面がある
ことを見出し，いくつかの高分子化合物につ
いて具体的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・無機物質について観察，実験を行うととも
に，それらを日常生活と関連させたり，化学
工業と関連づけて意欲的に探究したりしよう
とする。
・芳香族化合物，高分子化合物に関する性質
や反応に関する事物・現象に関心をもち，そ
の構造と性質や反応性の関係について意欲的
に探究しようとする。
・芳香族化合物，高分子化合物について観
察，実験を行うとともに，それらを日常生活
と関連させて探究しようとする。

〇 〇 〇 41

定期考査

・大学入試へ向けて、総合的な学力
を身に付け、知識を確認する。
・大学入試へ向けて、総合的な学力
を身に付け、思考力・判断力・表現
力を身に付ける。

大学入試問題演習 【知識・技能】
・理論化学、無機化学、有機化学の3つの分野
の関連性を踏まえて，各分野の知識を総合的
に理解する。
【思考・判断・表現】
・理論化学、無機化学、有機化学の3つの分野
の関連性を踏まえて，各分野の知識を論理的
に考察し，説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・・理論化学、無機化学、有機化学の3つの分
野の関連性を踏まえて，高校化学の内容に関
する事物・現象に関心を持ち、意欲的に探究
しようとする。

〇

定期考査
○

〇

○ ○ 1

３
学
期

２
学
期

・非金属元素の単体と化合物の性質
や反応を周期表と関連させ理解す
る。
・金属元素の単体と化合物の性質や
反応について理解する。

・有機化合物の性質や反応を観察，
実験などを通して探究し，有機化合
物の分類と特徴を理解する。
・脂肪族炭化水素の性質や反応を構
造と関連して理解する。
・酸素を含む脂肪族炭化水素の性質
や反応について理解する。

○

・無機物質
・元素と周期表
・非金属元素
・典型金属元素

・有機化合物とその構造
・脂肪族炭化水素
・酸素を含む脂肪族化合物

【知識・技能】
・非金属元素の単体・化合物の性質や反応に
ついて，周期表と関連づけながら理解し，知
識を身につけている。
・無機物質、有機化合物の性質や反応につい
て，観察実験の基本操作や記録の仕方を習得
するとともに，実験器具の選定や扱い方が身
についている。
・有機化合物の成分元素の確認や組成式・分
子式・構造式の決定について理解している。
【思考・判断・表現】
・無機物質と化学工業との関係をさまざまな
観点で捉え，科学的に考察，判断できる。
・炭化水素，官能基をもつ有機化合物の性質
や反応性が構造に特徴づけられることを見出
し，構造異性体，鏡像異性体などを論理的に
考察し，説明することができる。
・構造式によって，その化合物の性質や反応
性について推論することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・無機物質について観察，実験を行うととも
に，それらを日常生活と関連させたり，化学
工業と関連づけて意欲的に探究したりしよう
とする。
・有機化合物に関する性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，その構造と性質や反
応性の関係について意欲的に探究しようとす
る。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自由選択科目

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

化学的な事物・現象に対して主体的に関わり，
それらに対する気付きから課題を設定し解決し
ようとする態度など，科学的に探究しようとす
る態度を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎演習
理科 化学基礎演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
化学的な事物・現象についての観察，実験などを行うこと
を通して，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を図る
とともに，科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付ける。大学入学共通テストで平均点
以上を取れる知識及び技能を身につける。

化学的な事物・現象を対象に，探究の過程を通して仮
設の設定，実験による検証，実験データの分析・解釈
などの探究の方法を習得する。また，実験レポートを
作成したり発表したりして，科学的に探究する力を身
に付ける。

化学基礎academia（実教出版）

理科

自然現象および科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象および科学技術に関して、常に興味関心を持ち、解明しようとする探求心を持ち続ける。

化学基礎演習

１
学
期

・物質の分離と生成、元素、物質の
三態と熱運動、原子の構造について
理解し，大学入試に対応できる知
識・思考力を身につける。

・物質の分離と生成
・物質と元素
・物質の三態と熱運動
・原子の構造

【知識・技能】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した知識・技能を理解
し身につけることができる。
【思考・判断・表現】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した思考力・判断力を
身につけ、論述問題や記述問題に対応するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大学入試問題に対し、主体的に学習しよう
とする意欲があり、自ら意欲的に既習内容の
探求・考察をしようとする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

・化学結合、物質量、溶液の濃度、
化学反応式と量的関係について理解
し，大学入試に対応できる知識・思
考力を身につける。

○

定期考査
○ ○ 1

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

○

13

定期考査
○

1

13

・酸化還元反応について理解し，大
学入試に対応できる知識・思考力を
身につける。
・化学基礎の総合的な内容につい
て，大学入試に対応できる知識・思
考力を身につける。

○ ○ 1

・酸化還元反応
・大学入試総合問題

【知識・技能】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した知識・技能を理解
し身につけることができる。
【思考・判断・表現】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した思考力・判断力を
身につけ、論述問題や記述問題に対応するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大学入試問題に対し、主体的に学習しよう
とする意欲があり、自ら意欲的に既習内容の
探求・考察をしようとする。

13

２
学
期

・酸と塩基の性質、ｐＨ、中和反応
について理解し，大学入試に対応で
きる知識・思考力を身につける。

・酸と塩基
・水素イオン濃度とpH
・中和反応，中和滴定

【知識・技能】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した知識・技能を理解
し身につけることができる。
【思考・判断・表現】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した思考力・判断力を
身につけ、論述問題や記述問題に対応するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大学入試問題に対し、主体的に学習しよう
とする意欲があり、自ら意欲的に既習内容の
探求・考察をしようとする。

・化学結合
・物質量
・溶液の濃度
・化学反応式と量的関係

【知識・技能】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した知識・技能を理解
し身につけることができる。
【思考・判断・表現】
・学習内容について、大学入学共通テストレ
ベルの入試問題に対応した思考力・判断力を
身につけ、論述問題や記述問題に対応するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大学入試問題に対し、主体的に学習しよう
とする意欲があり、自ら意欲的に既習内容の
探求・考察をしようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査



〇

14

合計

70

３
学
期

・化学基礎の総合的な内容につい
て，大学入試に対応できる知識・思
考力を身につける。

・大学入試総合問題 【知識・技能】
・化学すべての範囲について、大学入学共通
テストレベルの入試問題に対応した知識・技
能を理解し身につけることができる。
【思考・判断・表現】
・化学すべての範囲について、大学入学共通
テストレベルの入試問題に対応した思考力・
判断力を身につけ、論述問題や記述問題に対
応することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大学入試問題に対し、主体的に学習しよう
とする意欲があり、自ら意欲的に既習内容の
探求・考察をしようとする。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

○

13

２
学
期

・無機物質の性質について理解し，
大学入試に対応できる知識・思考力
を身につける。・有機化合物の性質
について理解し，大学入試に対応で
きる知識・思考力を身につける。

・無機物質（非金属元素）・無機
物質（金属元素）・有機化合物の
構造決定・脂肪族炭化水素・酸素
を含む脂肪族炭化水素

【知識・技能】・学習内容について、大学入
学共通テストや国公立大二次試験、私大入試
に対応した知識・技能を理解し身につけるこ
とができる。
【思考・判断・表現】・学習内容について、
大学入学共通テストや国公立大二次試験、私
大入試に対応した思考力・判断力を身につ
け、論述問題や記述問題に対応することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】・大学入試
問題に対し、主体的に学習しようとする意欲
があり、自ら意欲的に既習内容の探求・考察
をしようとする。

〇 〇

・気体の性質・溶液の性質・反応
の速さとしくみ・化学平衡

【知識・技能】・学習内容について、大学入
学共通テストや国公立大二次試験、私大入試
に対応した知識・技能を理解し身につけるこ
とができる。
【思考・判断・表現】・学習内容について、
大学入学共通テストや国公立大二次試験、私
大入試に対応した思考力・判断力を身につ
け、論述問題や記述問題に対応することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】・大学入試
問題に対し、主体的に学習しようとする意欲
があり、自ら意欲的に既習内容の探求・考察
をしようとする。

○ ○

定期考査

〇 13

1

配当
時数

１
学
期

・２年で学習した化学基礎の内容に
ついて，それぞれの各単元のつなが
りを理解しつつ，問題を解けるよう
にする。・物質の状態変化について
理解し，大学入試に対応できる知
識・思考力を身につける。・固体の
構造、結晶構造について理解し，大
学入試に対応できる知識・思考力を
身につける。・化学反応とエネル
ギーの関係性について理解し，大学
入試に対応できる知識・思考力を身
につける。

・化学基礎の内容の復習・状態変
化・固体の構造・化学反応と熱・
光エネルギー・化学反応と電気エ
ネルギー

【知識・技能】・学習内容について、大学入
学共通テストや国公立大二次試験、私大入試
に対応した知識・技能を理解し身につけるこ
とができる。
【思考・判断・表現】・学習内容について、
大学入学共通テストや国公立大二次試験、私
大入試に対応した思考力・判断力を身につ
け、論述問題や記述問題に対応することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】・大学入試
問題に対し、主体的に学習しようとする意欲
があり、自ら意欲的に既習内容の探求・考察
をしようとする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

・気体の性質について理解し，大学
入試に対応できる知識・思考力を身
につける。・溶液の性質について理
解し，大学入試に対応できる知識・
思考力を身につける。・反応の速さ
としくみについて理解し，大学入試
に対応できる知識・思考力を身につ
ける。・化学平衡について理解し，
大学入試に対応できる知識・思考力
を身につける。

○

定期考査 ○

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

化学的な事物・現象に対して主体的に関わり，
それらに対する気付きから課題を設定し解決し
ようとする態度など，科学的に探究しようとす
る態度を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学演習
理科 化学演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学的な事物・現象についての観察，実験などを
行うことを通して，化学の基本的な概念や原理・
法則の理解を図るとともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関する技能を身に付
ける。大学入学共通テストで平均点以上を取れる
知識及び技能を身につける。

化学的な事物・現象を対象に，探究の過程を通
して仮設の設定，実験による検証，実験データ
の分析・解釈などの探究の方法を習得する。ま
た，実験レポートを作成したり発表したりし
て，科学的に探究する力を身に付ける。

化学　academia（実教出版）

理科

自然現象および科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象および科学技術に関して、常に興味関心を持ち、解明しようとする探求心を持ち続ける。

化学演習

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査 ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

・無機物質の性質について理解し，
大学入試に対応できる知識・思考力
を身につける。・有機化合物の性質
について理解し，大学入試に対応で
きる知識・思考力を身につける。・
高分子化合物の性質について理解
し，大学入試に対応できる知識・思
考力を身につける。

・無機物質（遷移元素）・無機物
質総合問題・芳香族化合物・高分
子化合物・大学入試総合問題

【知識・技能】・学習内容について、大学入
学共通テストや国公立大二次試験、私大入試
に対応した知識・技能を理解し身につけるこ
とができる。
【思考・判断・表現】・学習内容について、
大学入学共通テストや国公立大二次試験、私
大入試に対応した思考力・判断力を身につ
け、論述問題や記述問題に対応することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】・大学入試
問題に対し、主体的に学習しようとする意欲
があり、自ら意欲的に既習内容の探求・考察
をしようとする。

〇 〇 〇 13



３
学
期

・総合的な内容について，大学入試
に対応できる知識・思考力を身につ
ける。

・大学入試総合問題 【知識・技能】・化学すべての範囲につい
て、大学入学共通テストや国公立大二次試
験、私大入試に対応した知識・技能を理解し
身につけることができる。
【思考・判断・表現】・化学すべての範囲に
ついて、大学入学共通テストや国公立大二次
試験、私大入試に対応した思考力・判断力を
身につけ、論述問題や記述問題に対応するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・大学入試
問題に対し、主体的に学習しようとする意欲
があり、自ら意欲的に既習内容の探求・考察
をしようとする。

〇 〇 〇 14

合計

85



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度           教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組 、 D組 、 E組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 生物発展
理科 生物発展 4

　生物　　数研出版

理科

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

生物発展

【 知　識　及　び　技　能 】

態

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自ら進んで問題演習に取り組み、その内容をき
ちんとレポートにて報告ができる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

「生物」の問題演習を通して、生物学の基本的な
概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観
を身につける。とくに実験・観察の問題演習で
は、科学的な思考力・判断力を身につける。

問題演習を通じて、生命現象の疑問を見い出
し、探究する過程を通して、事物を科学的に考
察し、導き出した考えを的確に表現している。

1

配当
時数

植物の環境応答
生物群集と生態系

植物の生活と植物ホルモン・発芽
の調節・成長の調節・器官の分化
と花芽形成の調節・環境の変化に
対する応答・配偶子形成と受精・
個体群の構造と性質・個体群内の
個体間の関係・異なる種の個体群
間の関係・生態系の物質生産と物
質循環・生態系と人間生活

○ ○ ○ 30

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

生物の進化
細胞と分子
代謝
遺伝情報の発現と発生
動物の反応と行動

生命の起と生物の進化・遺伝子の
変化と多様性・遺伝子の組み合わ
せの変化・進化のしくみ・生物の
系統と進化・人類の系統と進化・
生体物質と細胞・タンパク質の構
造と性質・化学反応にかかわるタ
ンパク質・膜輸送や情報伝達にか
かわるタンパク質・代謝とエネル
ギー・呼吸と発酵・光合成・DNAの
構造と複製・遺伝情報の発現・遺
伝子の発現調節・発生と遺伝子発
現・遺伝子技術を扱う技術・刺激
の受容・ニューロンとその興奮・
情報の統合・刺激への反応・動物
の行動

○ ○ ○ 30

定期考査 ○ ○

１
学
期

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

○ ○ 1

大学入学共通テスト対策
私立大学入試問題演習
国公立二次試験対策

大学入試問題演習

○ ○ ○ 30

1

合計

140

２
学
期

大学入学共通テスト対策
私立大学入試問題演習
国公立二次試験対策

大学入試問題演習 【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○ ○ 30

定期考査

○ ○ 16
３
学
期

大学入学共通テスト対策
私立大学入試問題演習
国公立二次試験対策

大学入試問題演習 【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度           教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組 ～H組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

○

○ 1

大学入学共通テスト対策 大学入試問題演習

○ ○ ○ 14

２
学
期

体内での情報伝達と調節・体内環
境の維持のしくみ・免疫のはたら
き・植生と遷移・植生の分布とバ
イオーム・生態系と生物の多様
性・生態系のバランスと保全

定期考査

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自ら進んで問題演習に取り組み、その内容をき
ちんとレポートにて報告ができる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎演習

1

70

合計

1

○

14

1

○○

○

○

大学入学共通テスト対策 大学入試問題演習

○ ○

ヒトの体内環境の維持
生物の多様性と生態系

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○

○

定期考査 ○

思 態

○

○

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

定期考査

「生物基礎」の問題演習を通して、生物学の基本
的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自
然観を身につける。とくに実験・観察の問題演習
では、科学的な思考力・判断力を身につける。

問題演習を通じて、生命現象の疑問を見い出
し、探究する過程を通して、事物を科学的に考
察し、導き出した考えを的確に表現している。

14

配当
時数

１
学
期

生物の特徴
遺伝子とそのはたらき

生物の多様性と共通性・エネル
ギーと代謝・光合成と呼吸・遺伝
情報とDNA・遺伝情報の複製と分
配・遺伝情報の発現

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

理科 生物基礎演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　生物基礎　　数研出版

理科

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

生物基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 10
３
学
期

大学入学共通テスト対策 大学入試問題演習 【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度           教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組 、 D組 、 E組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

10

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける

３
学
期

大学入学共通テスト対策
私立大学入試問題演習

大学入試問題演習

○ ○ ○

1

大学入学共通テスト対策
私立大学入試問題演習

大学入試問題演習

○ ○ ○ 14

２
学
期

生命の起と生物の進化・遺伝子の
変化と多様性・遺伝子の組み合わ
せの変化・進化のしくみ・生物の
系統と進化・人類の系統と進化・
生体物質と細胞・タンパク質の構
造と性質・化学反応にかかわるタ
ンパク質・膜輸送や情報伝達にか
かわるタンパク質・代謝とエネル
ギー・呼吸と発酵・光合成

定期考査

自然現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自ら進んで問題演習に取り組み、その内容をき
ちんとレポートにて報告ができる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物演習

1

70

合計

1

○

14

1

○○

○

○ ○

生物の進化
細胞と分子
代謝

○

定期考査 ○

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

【知識・技能】
○各単元の重要事項・法則等を理解し、基本
用語の定着の上で、自分の言葉でまとめるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
○教科書や問題集の問題を通じ、思考・判断
し、それらを表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○各単元の主題に対する問に予め自分なりの
答を用意してから授業に臨む。
○学習後は日常の科学的事象に興味を持ち、
積極的に考察する姿勢を持ち続ける。

○ ○

定期考査 ○ ○

定期考査

１
学
期

生物の特徴
遺伝子とそのはたらき
ヒトの体内環境の維持
生物の多様性と生態系

生物の多様性と共通性・エネル
ギーと代謝・光合成と呼吸・遺伝
情報とDNA・遺伝情報の複製と分
配・遺伝情報の発現・体内での情
報伝達と調節・体内環境の維持の
しくみ・免疫のはたらき・植生と
遷移・植生の分布とバイオーム・
生態系と生物の多様性・生態系の
バランスと保全

○ ○

○

理科 生物演習 2

○ 14

配当
時数

○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

遺伝情報の発現と発生
動物の反応と行動
植物の環境応答
生物群集と生態系

DNAの構造と複製・遺伝情報の発
現・遺伝子の発現調節・発生と遺
伝子発現・遺伝子技術を扱う技
術・刺激の受容・ニューロンとそ
の興奮・情報の統合・刺激への反
応・動物の行動・植物の生活と植
物ホルモン・発芽の調節・成長の
調節・器官の分化と花芽形成の調
節・環境の変化に対する応答・配
偶子形成と受精・個体群の構造と
性質・個体群内の個体間の関係・
異なる種の個体群間の関係・生態
系の物質生産と物質循環・生態系
と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

「生物基礎」・「生物」の問題演習を通して、生
物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、
科学的な自然観を身につける。とくに実験・観察
の問題演習では、科学的な思考力・判断力を身に
つける。

問題演習を通じて、生命現象の疑問を見い出
し、探究する過程を通して、事物を科学的に考
察し、導き出した考えを的確に表現している。

　生物　　数研出版

理科

自然現象及び科学技術に関して、科学的に理解し、正しい判断ができる。

自然現象及び科学技術に関し、常に興味関心を持ち、解明しようとする探究心を持ち続ける。

生物演習

【 知　識　及　び　技　能 】



 

 

保 健 体 育 



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用）  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～　H　組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

 単元　体育理論
【知識及び技能】スポーツは人類の歴史とともに
世界各地で日常の遊びや生活などから生まれてき
たこと、近代になって、スポーツは娯楽から競技
に変化し、一般の人びとに広がっていったこと、
現代では、競技だけでなく、広く身体表現や身体
活動を含む概念としてスポーツが用いられるよう
になってきており、その理念が時代に応じて多様
に変容してきていることについて、理解したこと
を言ったり書いたりすることができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの歴史的
発展と多様な変化や現代のスポーツの意義や価値
について、事実や理念を整理したり、自己のス
ポーツへの関りを見出したりして、自己や社会に
スポーツがもたらす影響について課題を発見する
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的
特性や現代スポーツの発展についての学習に、主
体的に取組むことができるにする。

１　スポーツの発祥と成り立ち
２　スポーツ文化の発展と現代社会
３　オリンピック・パラリンピックと
国際社会

【知識及び技能】スポーツは人類の歴史とともに世界
各地で日常の遊びや生活などから生まれてきたこと、
近代になって、スポーツは娯楽から競技に変化し、一
般の人びとに広がっていったこと、現代では、競技だ
けでなく、広く身体表現や身体活動を含む概念として
スポーツが用いられるようになってきており、その理
念が時代に応じて多様に変容してきていることについ
て、理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの歴史的発展
と多様な変化や現代のスポーツの意義や価値につい
て、事実や理念を整理したり、自己のスポーツへの関
りを見出したりして、自己や社会にスポーツがもたら
す影響について課題を発見している。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性
や現代スポーツの発展についての学習に、主体的に取
組むことができる。

○ ○ ○

 単元　水泳
【知識及び技能】水面上の腕は、ローリングの動
きに合わせてリラックスして前方に動かすことが
できるようにする。プルのかき終わりに合わせて
顔を水面上に出して呼吸を行い、キックの蹴り終
わりに合わせてグライドをとり、１回の腕の動き
で大きく進むことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法につ
いて、ごうりてきな動きと自己や仲間の動きを比
較して、成果や改善すべきポイントとその理由を
仲間に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】仲間と互いに合意
した役割について自己の責任を果たすことができ
るようにする。

・クロール
・平泳ぎ

【知識・技能】水面上の腕は、ローリングの動きに合
わせてリラックスして前方に動かすことができる。プ
ルのかき終わりに合わせて顔を水面上に出して呼吸を
行い、キックの蹴り終わりに合わせてグライドをと
り、１回の腕の動きで大きく進むことができる。
【思考・判断・表現】選択した泳法について、ごうり
てきな動きと自己や仲間の動きを比較して、成果や改
善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】仲間と互いに合意し
た役割について自己の責任を果たそうとすることがで
きる。

○ ○ ○

○

○ ○

保健体育 体育

保健体育

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養うことができ
るようにする

【学びに向かう力、人間性等】

体育

新高等　保健体育 改訂版

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けることができるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養うことができ
るようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

保健体育

思

１
学
期

 単元　体つくり運動
【知識及び技能】定期的・計画的に運動を継続す
ることは、心身の健康、健康や体力の保持増進に
つながる意義があることについて、言ったり書き
出したりすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】体力の程度や性別
等の違いに配慮して、仲間とともに体つくり運動
を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付け
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動の学
習に自主的に取り組むことができるようにする。

・体ほぐしの運動
・体力を高める運動

【知識・技能】定期的・計画的に運動を継続すること
は、心身の健康、健康や体力の保持増進につながる意
義があることについて、言ったり書き出したりしてい
る。
【思考・判断・表現】体力の程度や性別等の違いに配
慮して、仲間とともに体つくり運動を楽しむための活
動の方法や修正の仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運動の学習
に自主的に取り組もうとしている。

 単元　球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察などを理解することができるようにする。役割
に応じたボール操作や安定した用具の操作と作戦
に応じた技術で仲間と連携したゲームを展開する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】自己やチームの課
題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】自主的に取り組む
とともに、フェアなプレイを大切にしようとする
こと、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとすること、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 態

体育

14

14

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できうるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につ
いて理解するとともに、それらの技能を身に付けることがで
きるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養うことができるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り
組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画す
る、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲
を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわ
たって継続して運動に親しむ態度を養うことができる
ようにする。

○

球技 【知識及び技能】勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察などを
理解することができる。役割に応じたボール操作や安
定した用具の操作と作戦に応じた技術で仲間と連携し
たゲームを展開することができる。
【思考力、判断力、表現力等】自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】自主的に取り組むとと
もに、フェアなプレイを大切にしようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、健康・安全を確保することができる。

○



３
学
期

○ ○

 単元　体育理論
【知識及び技能】現代のスポーツの経済的効果に
は、スポーツの実施による直接的な効果のみなら
ず、スポーツ産業による効果、スポーツイベント
等による波及的な経済効果があり、経済活動に大
きな影響を及ぼしていることについて、理解した
ことを言ったり書いたりすることができるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの経済的
効果と高潔さやスポーツが環境や社会にもたらす
影響について、習得した知識を基に、持続可能な
スポーツの発展のための課題の解決に向けて、自
己の提案を言葉や文章などを通して他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的
特性や現代スポーツの発展についての学習に、主
体的に取組むことができるようにする。

４　スポーツの経済効果とスポーツ産
業
５　スポーツに求められる高潔さ
６　持続可能性からみたスポーツと環
境

【知識・技能】現代のスポーツの経済的効果には、ス
ポーツの実施による直接的な効果のみならず、スポー
ツ産業による効果、スポーツイベント等による波及的
な経済効果があり、経済活動に大きな影響を及ぼして
いることについて、理解したことを言ったり書いたり
している。
【思考・判断・表現】スポーツの経済的効果と高潔さ
やスポーツが環境や社会にもたらす影響について、習
得した知識を基に、持続可能なスポーツの発展のため
の課題の解決に向けて、自己の提案を言葉や文章など
を通して他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】スポーツの文化的特
性や現代スポーツの発展についての学習に、主体的に
取組むことができる。

○ ○ ○

○ ○ ○

球技 単元　球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察などを理解することができるようにする。役割
に応じたボール操作や安定した用具の操作と作戦
に応じた技術で仲間と連携したゲームを展開する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】自己やチームの課
題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】自主的に取り組む
とともに、フェアなプレイを大切にしようとする
こと、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとすること、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

【知識及び技能】勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察などを
理解することができる。役割に応じたボール操作や安
定した用具の操作と作戦に応じた技術で仲間と連携し
たゲームを展開することができる。
【思考力、判断力、表現力等】自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】自主的に取り組むとと
もに、フェアなプレイを大切にしようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、健康・安全を確保することができる。

２
学
期

 単元　水泳
【知識及び技能】プル、キック、呼吸動作のタイ
ミングを合わせた無理のない一定のスピードで、
続けて長く泳ぐこと、力強いプルとキックで全力
を出して、スピードに乗って泳ぐことができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲間の技術
的な課題やその課題解決に有効な練習方法の選択
について、自己の考えを伝えることができるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】仲間と互いに合意
した役割について自己の責任を果たそうとするこ
とができるようにする。

・クロール
・平泳ぎ

【知識・技能】プル、キック、呼吸動作のタイミング
を合わせた無理のない一定のスピードで、続けて長く
泳ぐこと、力強いプルとキックで全力を出して、ス
ピードに乗って泳ぐことができる。
【思考・判断・表現】自己や仲間の技術的な課題やそ
の課題解決に有効な練習方法の選択について、自己の
考えを伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】仲間と互いに合意し
た役割について自己の責任を果たそうとすることがで
きる。

○ 14

14

70

合計

 単元　体育理論
【知識及び技能】現代のスポーツの経済的効果に
は、スポーツの実施による直接的な効果のみなら
ず、スポーツ産業による効果、スポーツイベント
等による波及的な経済効果があり、経済活動に大
きな影響を及ぼしていることについて、理解した
ことを言ったり書いたりすることができるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの経済的
効果と高潔さやスポーツが環境や社会にもたらす
影響について、習得した知識を基に、持続可能な
スポーツの発展のための課題の解決に向けて、自
己の提案を言葉や文章などを通して他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的
特性や現代スポーツの発展についての学習に、主
体的に取組むことができるようにする。

４　スポーツの経済効果とスポーツ産
業
５　スポーツに求められる高潔さ
６　持続可能性からみたスポーツと環
境

【知識・技能】現代のスポーツの経済的効果には、ス
ポーツの実施による直接的な効果のみならず、スポー
ツ産業による効果、スポーツイベント等による波及的
な経済効果があり、経済活動に大きな影響を及ぼして
いることについて、理解したことを言ったり書いたり
している。
【思考・判断・表現】スポーツの経済的効果と高潔さ
やスポーツが環境や社会にもたらす影響について、習
得した知識を基に、持続可能なスポーツの発展のため
の課題の解決に向けて、自己の提案を言葉や文章など
を通して他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】スポーツの文化的特
性や現代スポーツの発展についての学習に、主体的に
取組むことができる。

○ ○ ○

14

○○

単元　陸上競技
【知識・技能】リズミカルに腕を振り、力みのな
いフォームで軽快に走ることができるようにす
る。自己の体力や技能の程度に合ったペースを維
持して走ることができるようにする。
【思考・判断・表現】体力や技能の程度、性別等
の違いに配慮して、仲間とともに陸上競技を楽し
むための活動の方法や修正の仕方を見付けること
ができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にすることができるよ
うにする。

長距離走 【知識・技能】リズミカルに腕を振り、力みのない
フォームで軽快に走ることができる。自己の体力や技
能の程度に合ったペースを維持して走ることができ
る。
【思考・判断・表現】体力や技能の程度、性別等の違
いに配慮して、仲間とともに陸上競技を楽しむための
活動の方法や修正の仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にすることができる。

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養うことができるようにする。

個人及び社会生活における健康・安全について理
解を深めるとともに、技能を身に付けることがで
きるようにする。

○ ○

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養うことができるようにす
る。

定期考査

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】感染症の発生や流
行には、時代や地域によって違いが
みられることや、その予防には、個
人の取組及び社会的な対策を行う必
要があることについて理解したこと
を言ったり書き出したりすることが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】感染
症の発生や流行には時代や地域に
よって違いがみられることについ
て、事例を通して整理し、感染のリ
スクを軽減するための個人の取組及
び社会的な対策に応用することがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】現代
の感染症とその予防について、課題
の解決に向けた学習に自主的に取組
むことができるようにする。

２
学
期

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】生活習慣病などの
予防と回復には、個人の取組ととも
に、健康診断やがんの健診の普及、
正しい情報の発信など社会的な必要
であることについて、理解したこと
を言ったり書き出したりすることが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】生活
習慣病などの予防と回復について、
習得した知識を基に自他の生活習慣
や社会環境を分析し、リスクの軽減
と生活の質の向上に必要な個人の取
組や社会的な対策を整理することが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】生活
習慣病とその予防について、課題の
解決に向けた学習に自主的に取組む
ことができるようにする。

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】生活習慣病などの予防と回
復には、個人の取組とともに、健康診断やが
んの健診の普及、正しい情報の発信など社会
的な必要であることについて、理解したこと
を言ったり書き出したりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】生活習慣病な
どの予防と回復について、習得した知識を基
に自他の生活習慣や社会環境を分析し、リス
クの軽減と生活の質の向上に必要な個人の取
組や社会的な対策を整理することができる。
【学びに向かう力、人間性等】生活習慣病と
その予防について、課題の解決に向けた学習
に自主的に取組むことができる。

５　現代における感染症問題
６　感染症の予防
７　性感染症・エイズとその予防

１
学
期

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】健康水準の向上、
疾病構造の変化に伴い、個人や集団
の健康についての考え方も変化して
きていることについて、理解したこ
とを言ったり書いたりすることがで
きるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】国民
の健康課題について、我が国の健康
水準の向上や疾病構造の変化に関す
るデータや資料に基づいて分析し、
生活の質の向上に向けた課題解決の
方法やヘルスプロモーションの考え
方を踏まえて整理することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】健康
の考え方について、課題の解決に向
けた学習に主体的に取組むことがで
きるようにする。

１　日本における健康課題の変遷
２　健康の考え方と成り立ち
３　ヘルスプロモーションと健康
にかかわる環境づくり
４　健康に関する意思決定・行動
選択

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】健康水準の向上、疾病構造
の変化に伴い、個人や集団の健康についての
考え方も変化してきていることについて、理
解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】国民の健康課
題について、我が国の健康水準の向上や疾病
構造の変化に関するデータや資料に基づいて
分析し、生活の質の向上に向けた課題解決の
方法やヘルスプロモーションの考え方を踏ま
えて整理することができる。
【学びに向かう力、人間性等】健康の考え方
について、課題の解決に向けた学習に主体的
に取組んでいる。

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】感染症の発生や流行には、
時代や地域によって違いがみられることや、
その予防には、個人の取組及び社会的な対策
を行う必要があることについて理解したこと
を言ったり書き出したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】感染症の発生
や流行には時代や地域によって違いがみられ
ることについて、事例を通して整理し、感染
のリスクを軽減するための個人の取組及び社
会的な対策に応用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】現代の感染症
とその予防について、課題の解決に向けた学
習に自主的に取組むことができる。

1

○ 7○ ○

８　生活習慣病の予防と回復
９　身体活動・運動と健康
10　食事と健康
11　休養・睡眠と健康
12　がんの予防と回復

○ ○ ○

態

6

配当
時数

○ ○ ○ 7

思単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

保健体育 保健
保健体育 保健 1

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新高等　保健体育　改訂版

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けること
ができるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
える力を養うことができるようにする。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養うことができるようにする

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】



○

13　喫煙と健康
14　飲酒と健康
15　薬物乱用と健康
16　精神疾患の特徴
17　精神疾患への対応

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】喫煙や飲酒は、生活習慣病
などの要因となり心身の健康を損ねること、
喫煙や飲酒による健康課題を防止するには、
正しい知識の普及、健全な価値観の育成など
の個人への働きかけ、及び法的な整備も含め
た社会環境への適切な対策がひつようおであ
ることについて、理解したことを言ったり書
き出したりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】喫煙、飲酒、
薬物乱用の防止について、健康に関わる原則
や概念を基に整理したり、個人及び社会生活
と関連付けたりして、自他や社会の課題を発
見することができる。
【学びに向かう力、人間性等】喫煙、飲酒、
薬物乱用について、課題の解決に向けた学習
に自主的に取り組むことができる。

○ ○

○ 1

6

合計

３
学
期

 単元　安全な社会づくり
【知識及び技能】事故は、地域、職
場、家庭、学校など様々な場面にお
いて発生していること、事故の発生
には、周りの状況の把握及び判断、
行動や心理などの人的要因、気象条
件などの字環境要因などが関連して
いることについて、理解したことを
言ったり書き出したりすることがで
きるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】安全
な社会づくりについて、安全に関わ
る原則や概念を基に整理したり、個
人及び社会生活と関連付けたりし
て、自他や社会の課題を発見するこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】安全
な社会づくりについて、課題の解決
に向けた学習に自主的に取組むこと
ができるようにする。

１　事故の現状と発生要因
２　交通事故防止の取り組み
３　安全な社会の形成
４　応急手当の意義と救急医療体
制
５　心肺蘇生法
６　日常的な応急手当

 単元　安全な社会づくり
【知識及び技能】事故は、地域、職場、家
庭、学校など様々な場面において発生してい
ること、事故の発生には、周りの状況の把握
及び判断、行動や心理などの人的要因、気象
条件などの字環境要因などが関連しているこ
とについて、理解したことを言ったり書き出
したりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】安全な社会づ
くりについて、安全に関わる原則や概念を基
に整理したり、個人及び社会生活と関連付け
たりして、自他や社会の課題を発見すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】安全な社会づ
くりについて、課題の解決に向けた学習に自
主的に取り組むことができる。

○ ○

35

1定期考査

２
学
期

 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】喫煙や飲酒は、生
活習慣病などの要因となり心身の健
康を損ねること、喫煙や飲酒による
健康課題を防止するには、正しい知
識の普及、健全な価値観の育成など
の個人への働きかけ、及び法的な整
備も含めた社会環境への適切な対策
がひつようおであることについて、
理解したことを言ったり書き出した
りすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】喫
煙、飲酒、薬物乱用の防止につい
て、健康に関わる原則や概念を基に
整理したり、個人及び社会生活と関
連付けたりして、自他や社会の課題
を発見することができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】喫
煙、飲酒、薬物乱用について、課題
の解決に向けた学習に自主的に取組
むことができるようにする。

○ 6

定期考査
○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以
降の器械運動では，多様な楽しさや喜び
を味わい，技の名称や行い方などを理解
するとともに，自己に適した技で演技す
ること，生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題に取り組み，考えたこ
とを他者に伝えること及び器械運動に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，
共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，
よい演技を讃たたえようとすること，互
いに助け合い高め合おうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや，健康・安全
を確保すること。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題
を解決するなどの多様な楽しさや喜びを
味わい，技術の名称や行い方，体力の高
め方，課題解決の方法，競技会の仕方な
どを理解するとともに，各種目特有の技
能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

≪球技≫

器械運動、陸上、球技、ダンスの中から
種目を３つ設定し、選択させる

≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器械運
動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技の名称や
行い方などを理解するとともに，自己に適した技で
演技すること，生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための課題に取り組み，考えたことを他者に伝え
ること及び器械運動に主体的に取り組むとともに，
公正，協力，共生などの意欲を育み，健康・安全を
確保することができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や技
能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課題
を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間の考
えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるように
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演技を
讃たたえようとすること，互いに助け合い高め合お
うとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることなどや，健康・安全を確
保することができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決する
などの多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，各種目特有の技能を
身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や技
能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課題
を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間の考
えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるように
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようと
すること，役割を積極的に引き受け自己の責任を果
たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全
を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方
などを理解するとともに，仲間と連携しゲームを展
開すること，生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための課題に取り組み，考えたことを他者に伝える
こと及の目標及び球技に主体的に取り組むととも
に，公正，協力，責任，参画，共生などの意欲を育
み，健康・安全を確保することができるようにする

○ ○ ○

態
配当
時数

A 単元　体つくり運動
【知識及び技能】自己のねらいに応じ
て、効果的な成果を得るための適切な運
動の行い方があることを理解できるよう
にする。体力の構成要素は、健康に生活
するための体力と運動を行うための体力
に密接に関係していることを理解できる
ようにする。

【思考力、判断力、表現力等】生活様式
や体力の程度を踏まえ、自己のねらいに
応じた運動の計画を立案することができ
るようにする。仲間との話合いの場面
で、合意を形成するための調整の仕方を
見付けることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】仲間に課
題を伝え合うなど、互いに助け合い高め
合おうとすることができるようにする。

・体ほぐしの運動
・実生活に生かす運動の計画

【知識・技能】自己のねらいに応じて、効果的な成
果を得るための適切な運動の行い方があることにつ
いて、言ったり書き出したりしている。体力の構成
要素は、健康に生活するための体力と運動を行うた
めの体力に密接に関係していることについて、言っ
たり書き出したりしている。

【思考・判断・表現】生活様式や体力の程度を踏ま
え、自己のねらいに応じた運動の計画を工夫して立
案している。仲間との話合いの場面で、合意を形成
するための調整の仕方を見付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】仲間に課題を伝え
合うなど、互いに助け合い高め合おうとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽
しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を
豊かに継続することができうるようにするため、
運動の多様性や体力の必要性について理解すると
ともに、それらの技能を身に付けることができる
ようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養うことができるように
する。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養うことができるようにする。

新高等　保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けることができるようにする。
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養うことができるようにする。

保健体育 体育
保健体育 体育 3

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養うことができるようにする

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



D 単元　水泳
【知識及び技能】各種目や運動の局面ご
とに技術の名称があり、それぞれの技術
には、効率のよい泳ぎにつながる重要な
動きのポイントや安全で合理的、計画的
な練習の仕方があることを理解できるよ
うにする。入水した手は、肩のローリン
グによって手のひらをやや下側に向けて
水をとらえ、肘を曲げながらかくことが
できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】選択した
泳法について、自己や仲間の動きを分析
して、良い点や修正点を指摘することが
できるようにする。
　
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学
習に主体的に取り組もうとすることがで
きるようにする。

・クロール
・平泳ぎ
・背泳ぎ

【知識・技能】水泳では、各種目や運動の局面ごと
に技術の名称があり、それぞれの技術には、効率の
よい泳ぎにつながる重要な動きのポイントや安全で
合理的、計画的な練習の仕方があることについて、
学習した具体例を挙げている。入水した手は、肩の
ローリングによって手のひらをやや下側に向けて水
をとらえ、肘を曲げながらかくことができる。

【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法につい
て、自己や仲間の動きを分析して、良い点や修正点
を指摘することができる。
　
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に主体的
に取り組もうとすることができる。

○ ○ ○

能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方などを理解するとともに，仲
間と連携しゲームを展開すること，生涯
にわたって運動を豊かに継続するための
課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に取
り組むとともに，公正，協力，責任，参
画，共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己やチームの考え
たことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い高め
合おうとすることなどや，健康・安全を
確保すること。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊っ
たり，自己や仲間の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わい，
ダンスの名称や用語，文化的背景と表現
の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の
方法，体力の高め方などを理解するとと
もに，それぞれ特有の表現や踊りを身に
付けて交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの自己や仲間の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互
いに共感し高め合おうとすること，合意
形成に貢献しようとすること，一人一人
の違いに応じた表現や役割を大切にしよ
うとすることなどや，健康・安全を確保
すること

えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるように
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようと
すること，役割を積極的に引き受け自己の責任を果
たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全
を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方
などを理解するとともに，仲間と連携しゲームを展
開すること，生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための課題に取り組み，考えたことを他者に伝える
こと及の目標及び球技に主体的に取り組むととも
に，公正，協力，責任，参画，共生などの意欲を育
み，健康・安全を確保することができるようにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチーム
や自己の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチーム
の考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイ
を大切にしようとすること，合意形成に貢献しよう
とすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること，互いに助け合い高め合お
うとすることなどや，健康・安全を確保することが
できる。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己
や仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，ダンスの名称や用語，文化的背景
と表現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の方
法，体力の高め方などを理解するとともに，それぞ
れ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表をする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や
仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し
高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確保する
ことができる。

○ ○ ○
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F 単元　柔道
【知識及び技能】技の名称や武道特有の
運動観察の方法である見取り稽古の仕方
があることを理解できるようにする。相
手の投げ技に応じて横受け身、後ろ受け
身をとることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】見取り稽
古などから、合理的な動きと自己や仲間
の動きを比較して、練習の成果や改善す
べきポイントとその理由を仲間に伝える
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】武道の学
習に主体的に取り組もうとすることがで
きるようにする。

・受け身：横受け身・後ろ受け身
・投げ技：取は〔体落とし・釣り込み
腰〕をかけて投げ、受は受け身をとる・
・固め技(けさ固め)

【知識・技能】技の名称や武道特有の運動観察の方
法である見取り稽古の仕方があることを言ったり書
き出したりしている。相手の投げ技に応じて横受け
身、後ろ受け身をとることができる。

【思考・判断・表現】見取り稽古などから、合理的
な動きと自己や仲間の動きを比較して、練習の成果
や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】武道の学習に主体的
に取り組もうとしている。

○ ○ ○

H 単元　体育理論
【知識及び技能】オープンスキル型の技
能は、対人的な競技などで絶えず変化す
る状況の下で多く発揮されること、ク
ローズドスキル型の技能は、個人的な競
技などで状況の変化が少ないところで多
く発揮されること、その型の違いによっ
て学習の仕方が異なることについて、理
解することができるようにする。技能の
獲得には、一定の期間がかかることを踏
まえ、解決すべき課題を意識した上で、
繰り返し取り組むことが安定した技能の
定着につながることについて、理解する
ことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方について、
概念と自己の状況に関連付けたりして、
自己や社会についての課題を発見するこ
とができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方についての
学習に、主体的に取組むことができるよ
うにする。

G 単元　ダンス
【知識及び技能】感じを込めて踊ったり
仲間と自由に踊ったり、自己や仲間の課
題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい、ダンスの名称や用語、
文化的背景と表現の仕方、交流や発表の
仕方、課題解決の方法、体力の高め方な
どを理解するとともに、それぞれ特有の
表現や踊りを身に付けて交流や発表をす
ることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者
に伝えることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】ダンスに
主体的に取り組むとともに、互いに共感
し高め合おうとすること、合意形成に貢
献しようとすること、一人一人の違いに
応じた表現や役割を大切にしようとする
ことなどや、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

○現代的なリズムのダンス
・リズムの取り方
・基本ステップ
・ヒップホップ

○創作ダンス
・日常生活動作
・対極の動き
・個や群の動き

【知識及び技能】
・ヒップホップでは、リズムの特徴を捉えたステッ
プやターンなどの組合せに上半身の動きを付けた
り、音楽の拍に乗せ（オンビート）て膝の曲げ伸ば
しによる重心の上下動を意識したリズム（ダウンや
アップのリズム）を強調してリズムに乗ったり、リ
ズムに変化を与えるためにアクセントの位置をずら
したりして自由に踊ることができる。
・リズムの取り方や床を使った動きなどで変化を付
けたり、身体の部位の強調などで動きにメリハリを
付けて、二人組や小グループで掛け合って全身で自
由に踊ろうとしている。
　
【思考力、判断力、表現力等】体力や技能の程度、
性別等の違いを越えて、仲間とともにダンスを楽し
むための調整の仕方を見付けることができる。それ
ぞれのダンスに応じて、表したいテーマにふさわし
いイメージや、踊りの特徴を捉えた表現の仕方を見
付けることができる。
　
【学びに向かう力、人間性等】仲間に課題を伝え
合ったり教え合ったりして、互いに助け合い教え合
おうとしている。

○ ○ ○

１　スポーツにおける技術と戦術・戦略
２　スポーツにおける技能と体力
３　技能の上達過程と練習の考え方

【知識及び技能】オープンスキル型の技能は、対人
的な競技などで絶えず変化する状況の下で多く発揮
されること、クローズドスキル型の技能は、個人的
な競技などで状況の変化が少ないところで多く発揮
されること、その型の違いによって学習の仕方が異
なることについて、理解したことを言ったり書いた
りしている。技能の獲得には、一定の期間がかかる
ことを踏まえ、解決すべき課題を意識した上で、繰
り返し取り組むことが安定した技能の定着につなが
ることについた、理解したことを言ったり書いたり
している。

【思考力、判断力、表現力等】運動やスポーツの効
果的な学習の仕方について、概念と自己の状況に関
連付けたりして、自己や社会についての課題を発見
することができる。

【学びに向かう力、人間性等】運動やスポーツの効
果的な学習の仕方についての学習に、主体的に取組
むことができる。
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E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以
降の器械運動では，多様な楽しさや喜び
を味わい，技の名称や行い方などを理解
するとともに，自己に適した技で演技す
ること，生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題に取り組み，考えたこ
とを他者に伝えること及び器械運動に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，
共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，
よい演技を讃たたえようとすること，互
いに助け合い高め合おうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや，健康・安全
を確保すること。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題
を解決するなどの多様な楽しさや喜びを
味わい，技術の名称や行い方，体力の高
め方，課題解決の方法，競技会の仕方な
どを理解するとともに，各種目特有の技
能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方などを理解するとともに，仲
間と連携しゲームを展開すること，生涯
にわたって運動を豊かに継続するための
課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に取
り組むとともに，公正，協力，責任，参
画，共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己やチームの考え
たことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い高め
合おうとすることなどや，健康・安全を
確保すること。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊っ
たり，自己や仲間の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わい，
ダンスの名称や用語，文化的背景と表現
の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の
方法，体力の高め方などを理解するとと
もに，それぞれ特有の表現や踊りを身に

器械運動、陸上、球技、ダンスの中から
種目を３つ設定し、選択させる

≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器械運
動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技の名称や
行い方などを理解するとともに，自己に適した技で
演技すること，生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための課題に取り組み，考えたことを他者に伝え
ること及び器械運動に主体的に取り組むとともに，
公正，協力，共生などの意欲を育み，健康・安全を
確保することができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や技
能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課題
を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間の考
えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるように
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演技を
讃たたえようとすること，互いに助け合い高め合お
うとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることなどや，健康・安全を確
保することができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決する
などの多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，各種目特有の技能を
身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や技
能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課題
を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間の考
えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるように
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようと
すること，役割を積極的に引き受け自己の責任を果
たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全
を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方
などを理解するとともに，仲間と連携しゲームを展
開すること，生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための課題に取り組み，考えたことを他者に伝える
こと及の目標及び球技に主体的に取り組むととも
に，公正，協力，責任，参画，共生などの意欲を育
み，健康・安全を確保することができるようにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチーム
や自己の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチーム
の考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイ
を大切にしようとすること，合意形成に貢献しよう
とすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること，互いに助け合い高め合お
うとすることなどや，健康・安全を確保することが
できる。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己
や仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，ダンスの名称や用語，文化的背景
と表現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の方
法，体力の高め方などを理解するとともに，それぞ
れ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表をする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や
仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し
高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確保する
ことができる。

○ ○ ○

D 単元　水泳
【知識及び技能】課題解決の方法には、
自己に応じた目標の設定、目標を達成す
るための課題の設定、課題解決のための
練習法などの選択と実践、記録会などを
通した学習成果の確認、新たな目標の設
定といった過程があることを理解するこ
とができるようにする。かき終わりで肘
を伸ばした後、力を抜き、肩のローリン
グを使ってリズムよくリカバリー動作を
行うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】課題解決
の過程を踏まえて、自己や仲間の新たな
課題を発見することができるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】水泳の学
習に主体的に取り組もうとすることがで
きるようにする。

・背泳ぎ
・時間泳

【知識及び技能】課題解決の方法には、自己に応じ
た目標の設定、目標を達成するための課題の設定、
課題解決のための練習法などの選択と実践、記録会
などを通した学習成果の確認、新たな目標の設定と
いった過程があることについて、学習した具体例を
挙げている。かき終わりで肘を伸ばした後、力を抜
き、肩のローリングを使ってリズムよくリカバリー
動作を行うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】課題解決の過程を踏
まえて、自己や仲間の新たな課題を発見することが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に主体的
に取り組もうとすることができる。

○ ○ ○
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F 単元　柔道
【知識及び技能】技の名称や武道特有の
運動観察の方法である見取り稽古の仕方
があることを理解できるようにする。投
げ技において小内刈りや大内刈りができ
るようにする。

【思考力、判断力、表現力等】見取り稽
古などから、合理的な動きと自己や仲間
の動きを比較して、練習の成果や改善す
べきポイントとその理由を仲間に伝える
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】武道の学
習に主体的に取り組もうとすることがで
きるようにする。

・受け身：横受け身・後ろ受け身・前回
り受け身
・投げ技：取は〔小内刈り・大内刈り〕
をかけて投げ、受は受け身をとる
・固め技(けさ固め・横四方固め)

【知識・技能】技の名称や武道特有の運動観察の方
法である見取り稽古の仕方があることを言ったり書
き出したりしている。投げ技において小内刈りや大
内刈りができる。

【思考・判断・表現】見取り稽古などから、合理的
な動きと自己や仲間の動きを比較して、練習の成果
や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】武道の学習に主体的
に取り組もうとしている。

○ ○ ○

H 単元　体育理論
【知識及び技能】運動やスポーツを行う
際、個人の体力に不適切で過度な負荷や
一定部位への長期的な酷使は、けがや疾
病の原因となる可能性があること、ま
た、これらを予防することでスポーツが
末永く継続できることについて、理解す
ることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方について、
概念と自己の状況に関連付けたりして、
自己や社会についての課題を発見するこ
とができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方についての
学習に、主体的に取組むことができるよ
うにする。

４　効果的な動きのメカニズム
５　体力トレーニング
６　運動やスポーツでの危険予知と安全
確保

知識及び技能】運動やスポーツを行う際、個人の体
力に不適で過度な負荷や一定部位への長期的な酷使
は、けがや疾病の原因となる可能性があること、ま
た、これらを予防することでスポーツが末永く継続
できることについて、理解したことを言ったり書い
たりしている。

【思考力、判断力、表現力等】運動やスポーツの効
果的な学習の仕方について、概念と自己の状況に関
連付けたりして、自己や社会についての課題を発見
することができる。

【学びに向かう力、人間性等】運動やスポーツの効
果的な学習の仕方についての学習に、主体的に取組
むことができる。

G 単元　ダンス
【知識及び技能】感じを込めて踊ったり
仲間と自由に踊ったり、自己や仲間の課
題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい、ダンスの名称や用語、
文化的背景と表現の仕方、交流や発表の
仕方、課題解決の方法、体力の高め方な
どを理解するとともに、それぞれ特有の
表現や踊りを身に付けて交流や発表をす
ることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者
に伝えることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】ダンスに
主体的に取り組むとともに、互いに共感
し高め合おうとすること、合意形成に貢
献しようとすること、一人一人の違いに
応じた表現や役割を大切にしようとする
ことなどや、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

○フォークダンス
・マイムマイム
・ポルカ
・ミクサー等

○創作ダンス
・対極の動き
・個や群の動き
・グループ創作

【知識及び技能】
・ 「伸びる—落ちる—回る・転がる」では、体をゆっ
くりとした動作で極限まで伸ばし、瞬間的に脱力し
て床に崩れ落ち、ゆっくりと回る・転がるなどのひ
と流れの動きをしたり、歩く・走るなどのつなぎの
動きを入れて繰り返したりして表現することができ
る。
・ ２〜３群に分かれてタイミングをずらした動き
（カノン）、全体で統一した動き（ユニゾン）、密
集—分散、縦・横・斜めの列や円に並ぶなど、群の動
きや隊形を工夫して空間が変化するように表現する
ことができる。
　
【思考力、判断力、表現力等】体力や技能の程度、
性別等の違いを越えて、仲間とともにダンスを楽し
むための調整の仕方を見付けることができる。それ
ぞれのダンスに応じて、表したいテーマにふさわし
いイメージや、踊りの特徴を捉えた表現の仕方を見
付けることができる。

【学びに向かう力、人間性等】仲間に課題を伝え
合ったり教え合ったりして、互いに助け合い教え合
おうとしている。

○ ○ ○

○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い高め
合おうとすることなどや，健康・安全を
確保すること。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊っ
たり，自己や仲間の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わい，
ダンスの名称や用語，文化的背景と表現
の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の
方法，体力の高め方などを理解するとと
もに，それぞれ特有の表現や踊りを身に
付けて交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの自己や仲間の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互
いに共感し高め合おうとすること，合意

感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己
や仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，ダンスの名称や用語，文化的背景
と表現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の方
法，体力の高め方などを理解するとともに，それぞ
れ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表をする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や
仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し
高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確保する
ことができる。



○ ○

G 単元　ダンス
【知識及び技能】感じを込めて踊ったり
仲間と自由に踊ったり、自己や仲間の課
題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい、ダンスの名称や用語、
文化的背景と表現の仕方、交流や発表の
仕方、課題解決の方法、体力の高め方な
どを理解するとともに、それぞれ特有の
表現や踊りを身に付けて交流や発表をす
ることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者
に伝えることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】ダンスに
主体的に取り組むとともに、互いに共感
し高め合おうとすること、合意形成に貢
献しようとすること、一人一人の違いに
応じた表現や役割を大切にしようとする
ことなどや、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

○創作ダンス
・グループ作品創作（作品にまとめて踊
り、発表する）

【知識及び技能】
・テーマを選び、ストーリー性のあるはこびで、一
番表現したい中心の場面にふさわしい「緩急強弱の
あるひと流れの動き」で表現して、繰り返しや時
間・力・空間の変化と強調によって、ダイナミック
な盛り上がりを付けて作品にまとめて踊ることがで
きる。
・交流や発表の仕方には、それぞれのダンスに応じ
た交流や発表の形態、ステージの使い方、音響や衣
装などのテーマに応じた選び方があることを理解し
ている。
　
【思考力、判断力、表現力等】それぞれのダンスに
応じて、表したいテーマにふさわしいイメージや、
踊りの特徴を捉えた表現の仕方を見付けることがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】仲間の表現や踊りを
認め合うなど、互いに共感し高め合おうとしたり、
一人一人の違いに応じた表現や役割を大切にしよう
としている。

３
学
期

C 単元　陸上競技
【知識・技能】リズミカルに腕を振り、
力みのないフォームで軽快に走ることが
できるようにする。自己の体力や技能の
程度に合ったペースを維持して走ること
ができるようにする。

【思考・判断・表現】体力や技能の程
度、性別等の違いに配慮して、仲間とと
もに陸上競技を楽しむための活動の方法
や修正の仕方を見付けることができるよ
うにする。

【主体的に学習に取り組む態度】一人一
人の違いに応じた課題や挑戦を大切にす
ることができるようにする。

○長距離走
（時間走・1500Ｍ走・2000Ⅿ走・3000Ⅿ
走）

【知識・技能】リズミカルに腕を振り、力みのない
フォームで軽快に走ることができる。自己の体力や
技能の程度に合ったペースを維持して走ることがで
きる。
　
【思考・判断・表現】体力や技能の程度、性別等の
違いに配慮して、仲間とともに陸上競技を楽しむた
めの活動の方法や修正の仕方を見付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にすることができる。

○ ○ ○

合計

105

○ ○ ○

F 単元　柔道
【知識及び技能】技の名称や武道特有の
運動観察の方法である見取り稽古の仕方
があることを理解できるようにする。固
め技においてけさ固め、横四方固め、上
四方固め、連絡技ができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】見取り稽
古などから、合理的な動きと自己や仲間
の動きを比較して、練習の成果や改善す
べきポイントとその理由を仲間に伝える
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】武道の学
習に主体的に取り組もうとすることがで
きるようにする。

・受け身：横受け身・後ろ受け身・前回
り受け身
・投げ技：取は〔背負い投げ〕をかけて
投げ、受は受け身をとる
・固め技(けさ固め・横四方固め・上四
方固め・連絡技)

【知識・技能】技の名称や武道特有の運動観察の方
法である見取り稽古の仕方があることを言ったり書
き出したりしている。固め技においてけさ固め、横
四方固め、上四方固め、連絡技ができる。

【思考・判断・表現】見取り稽古などから、合理的
な動きと自己や仲間の動きを比較して、練習の成果
や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】武道の学習に主体的
に取り組もうとしている。

○ ○ ○

21

E 単元　　球技
【知識及び技能】ネット型では、状況に
応じたボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって空間を作り出す
などの攻防ができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫する
とともに、自己やチームの考えたことを
他者に伝えることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】球技に主
体的に取り組むとともに、フェアなプレ
イを大切にしようとすること、合意形成
に貢献しようとすること、一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようと
すること、互いに助け合い高め合おうと
することなどや、健康・安全を確保する
ことができるようにする。

○バドミントン
＜基本技能＞
・各種ストローク
・ルールの確認
・ゲーム

【知識及び技能】球技では、各型の各種目の局面ご
とに技術や戦術、作戦の名称があり、それぞれの技
術、戦術、作戦には、攻防の向上につながる重要な
動きのポイントや安全で合理的、計画的な練習の方
法があることを理解できる。
変化のある送球に対応して面を合わせてレシーブし
たり、相手の攻撃に応じて仲間とタイミングを合わ
せて守備位置を移動することができる。

【思考力、判断力、表現力等】体力や技能の程度・
性別等の違いを超えて仲間と共に球技を楽しむため
の調整の仕方を身に付けることができる。練習や
ゲームの場面で、チームや自己の危険を回避するた
めの活動の仕方を提案することができる。
　
【学びに向かう力、人間性等】一人一人の違いに応
じたプレイなどを大切にしようとし、自己や仲間課
題を解決しようとするなど互いに助け合い、高め合
おうとすることができる。

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

保健体育 保健
保健体育 保健 1

新高等　保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に
伝える力を養うことができるようにする。

心と体を一体として捉え、健康の保持増進と運動を継続する資質・能力を育成する

【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を養うことができるようにする

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けること
ができるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養うことができるようにする。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養うことができるようにす
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

6

配当
時数

１
学
期

　単元　生涯を通じる健康
【知識及び技能】思春期における心
身の発達や性的成熟に伴う身体面・
心理面・行動面などの変化に関わ
り、健康課題が生じることがあるこ
とについて、理解したことを言った
り書いたりすることができるように
する。自分の行動への責任感や異性
を理解したり尊重したりする態度が
必要であること、性に関する情報等
に適切な対応が必要であることにつ
いて理解したことを言ったり、書い
たりできるようにする。結婚生活に
ついて、心身の発達や健康の保持増
進の観点から理解したことを言った
り、書いたりできるようにする。受
精、妊娠、出産とそれに伴う健康課
題について理解したことを言った
り、書いたりできるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】　生
涯の各段階における健康について、
健康に関わる原則や概念をもとに整
理したり、個人及び社会生活と関連
つけたりして、自他や社会の課題を
発見できるようにする。生涯の各段
階における健康について、自他や社
会の課題の解決方法と、それを選択
した理由などを話し合ったり、ノー
トに記述したりして、道筋を立てて
説明できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】生涯
の各段階における健康について、課
題の解決にむけた学習に主体的に取
り組むことができるようにする。

第3章　生涯を通じる健康
１思春期と健康
２性意識の変化と性行動の選択
３結婚生活と健康
４妊娠・出産と健康

単元　生涯を通じる健康　　　　　　　　【知
識・技能】思春期における心身の発達や性的成
熟に伴う身体面・心理面・行動面などの変化に
関わり、健康課題が生じることがあることにつ
いて、理解したことを言ったり書いたりしてい
る。自分の行動への責任感や異性を理解したり
尊重したりする態度が必要であること、性に関
する情報等に適切な対応が必要であることにつ
いて理解したことを言ったり、書いたりしてい
る。結婚生活について、心身の発達や健康の保
持増進の観点から理解したことを言ったり、書
いたりしている。受精、妊娠、出産とそれに伴
う健康課題について理解したことを言ったり、
書いたりしている。
【思考・判断・表現】生涯の各段階における健
康について、健康に関わる原則や概念をもとに
整理したり、個人及び社会生活と関連つけたり
して、自他や社会の課題を発見しようとしてい
る。生涯の各段階における健康について、自他
や社会の課題の解決方法と、それを選択した理
由などを話し合ったり、ノートに記述したりし
て、道筋を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】生涯の各段階
について、課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 7

 生涯を通じる健康
【知識及び技能】家族計画の意義や
人工妊娠中絶の心身への影響などの
ついて理解したことを言ったり書い
たりできるようにする。中高年期を
健やかに過ごすためには、若いとき
から、健康診断の定期的な受信など
の自己管理を行うこと、生きがいを
もつこと、運動やスポーツに取り組
むこと、家族や友人などとの良好な
関係を保つこと、地域における交流
を持ついことなどが関係することに
ついて理解したことを言ったり書い
たりできるようにする。高齢社会で
は、認知症を含む疾病等への対処、
事故の防止、生活の質の保持、介護
の必要性が高まることなどから、保
健・医療・福祉の連携と総合的な対
策が必要であることについて、理解
したことを言ったり書いたりできる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】加齢
と健康について習得した知識を基
に、中高年期の疾病や事故のリスク
軽減のための個人の取組と社会的対
策を評価できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】生涯
の各段階における健康について、課
題の解決にむけた学習に主体的に取
り組むことができるようにする。

５家族計画
６加齢と健康
７高齢社会に対応した取り組み

【知識・技能】家族計画の意義や人工妊娠中絶
の心身への影響などのついて理解したことを
言ったり書いたりしている。中高年期を健やか
に過ごすためには、若いときから、健康診断の
定期的な受信などの自己管理を行うこと、生き
がいをもつこと、運動やスポーツに取り組むこ
と、家族や友人などとの良好な関係を保つこ
と、地域における交流を持ついことなどが関係
することについて理解したことを言ったり書い
たりしている。高齢期には加齢に伴い、心身の
機能や形態が変化すること、疾病や事故のリス
クが高まること、健康の回復が長期化する傾向
にあることなどを理解したり、書いたりして
る。高齢社会では、認知症を含む疾病等への対
処、事故の防止、生活の質の保持、介護の必要
性が高まることなどから、保健・医療・福祉の
連携と総合的な対策が必要であることについ
て、理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
　
【思考・判断・表現】加齢と健康について習得
した知識を基に、中高年期の疾病や事故のリス
ク軽減のための個人の取組と社会的対策を評価
している。

【主体的に学習に取り組む態度】生涯の各段階
について、課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○



6

1

２
学
期

 
【知識及び技能】労働による傷害や
職業病などの労働災害は、作業形態
や作業環境の変化に伴い、質や量が
変化してこたことのついて理解した
り書いたりできるようにする。人間
の生活や産業活動は、大気汚染、水
質汚濁、土壌汚染などの自然環境汚
染を引き起こし、健康に影響を及ぼ
したり被害をもたらしたりすること
があるということについて理解した
ことを言ったり書いたりできるよう
にする。食品の安全性を確保するこ
とは健康の保持増進にとって重要で
あることについて理解したことを
言ったり書いたりできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】労働
と健康について、健康に関わる原則
や概念を基に整理したり、個人及び
社会生活と関連付けたりして、自他
の社会の課題を発見できるようにす
る。環境と健康について、健康に関
わる原則や概念を基に整理したり、
自他や社会の課題を発見できるよう
にする。食品と健康について、健康
に関わる原則や概念を基に整理した
り、社会生活と関連付けたりして、
自他や社会の課題を発見できるよう
にする。

【学びに向かう力、人間性等】労働
災害と健康について課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組むことが
できるようにする。環境と健康につ
いて課題の解決に向けた学習に主体
的に取り組むことができるようにす
る。

８働くことと健康
９労働災害の防止
10働く人の健康づくり
　
第4章　健康を支える健康づくり
１大気汚染と健康

【知識・技能】労働による傷害や職業病などの
労働災害は、作業形態や作業環境の変化に伴
い、質や量が変化してこたことのついて理解し
たり書いたりしている。
　人間の生活や産業活動は、大気汚染、水質汚
濁、土壌汚染などの自然環境汚染を引き起こ
し、健康に影響を及ぼしたり被害をもたらした
りすることがあるということについて理解した
ことを言ったり書いたりしている。食品の安全
性を確保することは健康の保持増進にとって重
要であることについて理解したことを言ったり
書いたりしている。
【思考・判断・表現】労働と健康について、健
康に関わる原則や概念を基に整理したり、個人
及び社会生活と関連付けたりして、自他の社会
の課題を発見しようとしている。環境と健康に
ついて、健康に関わる原則や概念を基に整理し
たり、自他や社会の課題を発見しようとしてい
る。食品と健康について、健康に関わる原則や
概念を基に整理したり、社会生活と関連付けた
りして、自他や社会の課題を発見できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
労働災害と健康について課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。環境と健
康について課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。食品と健康について課
題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうと
している。

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】
健康への影響や被害を防止するため
には、汚染物質の排出をできるだけ
抑制したり、汚染物質を適切に処理
したりすることの必要性について理
解したことを言ったり書いたりでき
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
環境と健康について、健康に関わる
原則や概念を基に整理したり、個人
及び社会生活と関連付けたりして自
他や社会の課題を発見できるように
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】環境
と健康について、課題の解決にむけ
た学習に主体的に取り組むことがで
きるようにする。

定期考査
○ ○

○ ○

２水質汚濁・土壌汚染と健康
３健康被害を防ぐための環境対策
４環境衛生に関わる活動
５食品の安全性と健康
６食品の安全性を確保する取り組み

【知識・技能】健康への影響や被害を防止する
ためには、汚染物質の排出をできるだけ抑制し
たり、汚染物質を適切に処理したりすることの
必要性について理解したことを言ったり書いた
りできる。
【思考・判断・表現】
環境と健康について、健康に関わる原則や概念
を基に整理したり、個人及び社会生活と関連付
けたりして自他や社会の課題を発見できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
環境と健康について、課題の解決にむけた学習
に主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○

1

合計

35

1

３
学
期

D 単元　健康を支える健康づくり
【知識及び技能】人々の健康を支え
るための保健・医療制度が存在し、
保健・医療サービスが提供されてい
ることについて理解したことを言っ
たり、書いたりできるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】保
健・医療制度について健康に関わる
原則や概念を基に整理したり、個人
及び社会生活と関連付けたりして自
他や社会の課題を発見できるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】保
健・医療制度について、課題の解決
に向けた学習に主体的に取り組むこ
とができるようにする。

７保健制度とその活用
８医療制度とその活用
９医薬品の制度とその活用
10様々な保健活動や対策
11誰もがが健康に過ごせる社会に向
けた環境づくり

【知識・技能】人々の健康を支えるための保
健・医療制度が存在し、保健・医療サービスが
提供されていることについて理解したことを
言ったり、書いたりしている。
　
【思考・判断・表現】保健・医療制度について
健康に関わる原則や概念を基に整理したり、個
人及び社会生活と関連付けたりして自他や社会
の課題を発見しようとしている。。

【主体的に学習に取り組む態度】保健・医療制
度について、課題の解決に向けた学習に主体的
に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

定期考査

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第３ 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以
降の器械運動では，多様な楽しさや喜
びを味わい，技の名称や行い方などを理
解するとともに，自己に適した技で演技
すること，生涯にわたって運動を豊かに
継続するための課題に取り組み，考えた
ことを他者に伝えること及び器械運動に
主体的に取り組むとともに，公正，協力，
共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，
よい演技を讃たたえようとすること，互い
に助け合い高め合おうとすること，一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確
保すること。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，各種目特
有の技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，

単元の具体的な指導目標

保健体育 体育 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽
しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を
豊かに継続することができうるようにするため、
運動の多様性や体力の必要性について理解すると
ともに、それらの技能を身に付けることができる
ようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養うことができるように
する。

新高等　保健体育

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養うことができるようにする。

主体的に生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊か
で活力ある生活を営む態度を養うことができるようにする。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

心と体を一体として捉え、健康の保持増進と運動を継続する資質・能力を育成する

心と体を一体として捉え、運動を継続する資質・能力や体力の向上を図る

E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器械
運動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技の名
称や行い方などを理解するとともに，自己に適した
技で演技すること，生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題に取り組み，考えたことを他者に
伝えること及び器械運動に主体的に取り組むととも
に，公正，協力，共生などの意欲を育み，健康・安
全を確保することができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や
技能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課
題を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるよ
うにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演技を
讃たたえようとすること，互いに助け合い高め合おう
とすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健康・安全を確保す
ることができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術の
名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，
競技会の仕方などを理解するとともに，各種目特有
の技能を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や
技能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課
題を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるよ
うにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようと

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けることができるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養うことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

器械運動、陸上、球技、ダンスの中か
ら種目を３つ設定し、選択させる

体育

A 単元　体つくり運動
【知識及び技能】自己のねらいに応じ
て，効果的な成果を得るための適切な運
動の行い方があることを理解できるように
する。体力の構成要素は，健康に生活
するための体力と運動を行うための体力
に密接に関係していることを理解できるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】生活様式
や体力の程度を踏まえ，自己のねらいに
応じた運動の計画を立案することができ
るようにする。仲間との話合いの場面で，
合意を形成するための調整の仕方を見
付けることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】仲間に課
題を伝え合うなど，互いに助け合い高め
合おうとすることができるようにする。

・体ほぐしの運動
・実生活に生かす運動の計画

【知識・技能】自己のねらいに応じて，効果的な成
果を得るための適切な運動の行い方があることに
ついて、言ったり書き出したりしている。体力の構成
要素は，健康に生活するための体力と運動を行う
ための体力に密接に関係していることについて、
言ったり書き出したりしている。
【思考・判断・表現】生活様式や体力の程度を踏ま
え，自己のねらいに応じた運動の計画を工夫して
立案している。仲間との話合いの場面で，合意を形
成するための調整の仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】仲間に課題を伝
え合うなど，互いに助け合い高め合おうとしている。

〇 〇 〇
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【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，各種目特
有の技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールや
マナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方などを理解するとともに，仲
間と連携しゲームを展開すること，生涯
にわたって運動を豊かに継続するための
課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に
取り組むとともに，公正，協力，責任，参
画，共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ためのチームや自己の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己やチームの
考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェア
なプレイを大切にしようとすること，合意
形成に貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようと
すること，互いに助け合い高め合おうと
することなどや，健康・安全を確保するこ
と。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊っ
たり，自己や仲間の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わい，
ダンスの名称や用語，文化的背景と表
現の仕方，交流や発表の仕方，課題解
決の方法，体力の高め方などを理解する
とともに，それぞれ特有の表現や踊りを
身に付けて交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互い
に共感し高め合おうとすること，合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違い
に応じた表現や役割を大切にしようとす
ることなどや，健康・安全を確保すること

D 単元　水泳
【知識及び技能】各種目や運動の局面ご
とに技術の名称があり，それぞれの技術
には，効率のよい泳ぎにつながる重要な
動きのポイントや安全で合理的，計画的
な練習の仕方があることを理解できるよう
にする。入水した手は，肩のローリングに
よって手のひらをやや下側に向けて水を
とらえ，肘を曲げながらかくことができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】選択した
泳法について，自己や仲間の動きを分
析して，良い点や修正点を指摘すること
をできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学
習に主体的に取り組もうとすることができ
るようにする。

・クロール
・平泳ぎ
・背泳ぎ

【知識・技能】水泳では，各種目や運動の局面ごと
に技術の名称があり，それぞれの技術には，効率
のよい泳ぎにつながる重要な動きのポイントや安全
で合理的，計画的な練習の仕方があることについ
て,学習した具体例を挙げている。入水した手は，
肩のローリングによって手のひらをやや下側に向け
て水をとらえ，肘を曲げながらかくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法につい
て，自己や仲間の動きを分析して，良い点や修正
点を指摘することをできる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に主体的
に取り組もうとすることができる。

○ ○ ○

○ ○ ○

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術の
名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，
競技会の仕方などを理解するとともに，各種目特有
の技能を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や
技能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課
題を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるよ
うにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようと
すること，役割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全
を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い
方などを理解するとともに，仲間と連携しゲームを
展開すること，生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に取り組むとと
もに，公正，協力，責任，参画，共生などの意欲を
育み，健康・安全を確保することができるようにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や
チームの考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを
大切にしようとすること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとすること，互いに助け合い高め合おうとす
ることなどや，健康・安全を確保することができる。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己
や仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，ダンスの名称や用語，文化的背
景と表現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の
方法，体力の高め方などを理解するとともに，それ
ぞれ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表を
することができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し
高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確保すること
ができる。

１
学
期
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H 単元　体育理論
【知識及び技能】オープンスキル型の技
能は、対人的な競技などで絶えず変化
する状況の下で多く発揮されること、ク
ローズドスキル型の技能は、個人的な競
技などで状況の変化が少ないところで多
く発揮されること、その型の違いによって
学習の仕方が異なることについて、理解
することができるようにする。技能の獲得
には、一定の期間がかかることを踏まえ、
解決すべき課題を意識した上で、繰り返
し取り組むことが安定した技能の定着に
つながることについて、理解することがで
きるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方につい
て、概念と自己の状況に関連付けたりし
て、自己や社会についての課題を発見
することができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方について
の学習に、主体的に取組むことができる
ようにする。

１　ライフステージにおけるスポーツの
楽しみ方
２　ライフスタイルとスポーツの楽しみ方

【知識及び技能】各ライフステージにおける楽しみ
方は、個人のスポーツ経験や学習によって育まれ
たスポーツに対する欲求や考え方、健康や体力を
求める必要性や個人の健康目標などによっても変
化するものであることを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】ライフスタイルに応じ
たスポーツとのかかわり方について、自己や自己を
取り巻く環境の変化を予想し、自己や社会につい
ての課題を発見できる。
【学びに向かう力、人間性等】豊かなスポーツライフ
の設計の仕方について、課題を発見し、その解決
を目指した活動を通して学習に主体的に取り組む
ことができる。

○ ○ ○

D 単元　水泳
【知識及び技能】課題解決の方法には，
自己に応じた目標の設定，目標を達成
するための課題の設定，課題解決のた
めの練習法などの選択と実践，記録会な
どを通した学習成果の確認，新たな目標
の設定といった過程があることを理解す
ることができるようにする。かき終わりで肘
を伸ばした後，力を抜き，肩のローリング
を使ってリズムよくリカバリー動作を行うこ
とができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】課題解決
の過程を踏まえて，自己や仲間の新たな
課題を発見することができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学
習に主体的に取り組もうとすることができ
るようにする。

・クロール
・平泳ぎ
・背泳ぎ

【知識及び技能】課題解決の方法には，自己に応
じた目標の設定，目標を達成するための課題の設
定，課題解決のための練習法などの選択と実践，
記録会などを通した学習成果の確認，新たな目標
の設定といった過程があることについて,学習した
具体例を挙げている。かき終わりで肘を伸ばした
後，力を抜き，肩のローリングを使ってリズムよくリカ
バリー動作を行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】課題解決の過程を踏
まえて，自己や仲間の新たな課題を発見することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に主体的
に取り組もうとすることができる。

○ ○ ○
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E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以
降の器械運動では，多様な楽しさや喜
びを味わい，技の名称や行い方などを理
解するとともに，自己に適した技で演技
すること，生涯にわたって運動を豊かに
継続するための課題に取り組み，考えた
ことを他者に伝えること及び器械運動に
主体的に取り組むとともに，公正，協力，
共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，
よい演技を讃たたえようとすること，互い
に助け合い高め合おうとすること，一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確
保すること。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，各種目特
有の技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールや
マナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

≪球技≫

器械運動、陸上、球技、ダンスの中か
ら種目を３つ設定し、選択させる

E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器械
運動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技の名
称や行い方などを理解するとともに，自己に適した
技で演技すること，生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題に取り組み，考えたことを他者に
伝えること及び器械運動に主体的に取り組むととも
に，公正，協力，共生などの意欲を育み，健康・安
全を確保することができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や
技能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課
題を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるよ
うにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演技を
讃たたえようとすること，互いに助け合い高め合おう
とすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健康・安全を確保す
ることができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術の
名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，
競技会の仕方などを理解するとともに，各種目特有
の技能を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や
技能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課
題を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるよ
うにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようと
すること，役割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全
を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い
方などを理解するとともに，仲間と連携しゲームを
展開すること，生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に取り組むとと
もに，公正，協力，責任，参画，共生などの意欲を

○ ○ ○
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【知識及び技能】スポーツには健康で生き生きとし
た生活をもたらしたり、様々な人々とつながったりす
るなどの可能性がある反面、過度な運動による健
康への悪影響や勝利を優先する余り、人間関係を
悪化させるなどの問題点があることを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】豊かなスポーツライ
フが広がる社会について、これまで学習したことを
基に、将来の自己のスポーツ設計や未来の社会に
ついての自己の提案を言葉や文章などを通して他
者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】豊かなスポーツライフ
の設計の仕方について、課題を発見し、その解決
を目指した活動を通して学習に主体的に取り組む
ことができる。

○ ○ ○

H 単元　体育理論
【知識及び技能】運動やスポーツを行う
際、個人の体力に不適切で過度な負荷
や一定部位への長期的な酷使は、けが
や疾病の原因となる可能性があること、ま
た、これらを予防することでスポーツが末
永く継続できることについて、理解するこ
とができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方につい
て、概念と自己の状況に関連付けたりし
て、自己や社会についての課題を発見
することができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方について
の学習に、主体的に取組むことができる
ようにする。

３　スポーツ推進のための施策と課題
４　豊かなスポーツライフが広がる未来
の社会

の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールや
マナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方などを理解するとともに，仲
間と連携しゲームを展開すること，生涯
にわたって運動を豊かに継続するための
課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に
取り組むとともに，公正，協力，責任，参
画，共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ためのチームや自己の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己やチームの
考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェア
なプレイを大切にしようとすること，合意
形成に貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようと
すること，互いに助け合い高め合おうと
することなどや，健康・安全を確保するこ
と。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊っ
たり，自己や仲間の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わい，
ダンスの名称や用語，文化的背景と表
現の仕方，交流や発表の仕方，課題解
決の方法，体力の高め方などを理解する
とともに，それぞれ特有の表現や踊りを
身に付けて交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互い
に共感し高め合おうとすること，合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違い
に応じた表現や役割を大切にしようとす
ることなどや，健康・安全を確保すること

果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全
を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い
方などを理解するとともに，仲間と連携しゲームを
展開すること，生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に取り組むとと
もに，公正，協力，責任，参画，共生などの意欲を
育み，健康・安全を確保することができるようにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や
チームの考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを
大切にしようとすること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとすること，互いに助け合い高め合おうとす
ることなどや，健康・安全を確保することができる。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己
や仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，ダンスの名称や用語，文化的背
景と表現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の
方法，体力の高め方などを理解するとともに，それ
ぞれ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表を
することができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し
高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確保すること
ができる。

○ ○ ○
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E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以
降の器械運動では，多様な楽しさや喜
びを味わい，技の名称や行い方などを理
解するとともに，自己に適した技で演技
すること，生涯にわたって運動を豊かに
継続するための課題に取り組み，考えた
ことを他者に伝えること及び器械運動に
主体的に取り組むとともに，公正，協力，
共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，
よい演技を讃たたえようとすること，互い
に助け合い高め合おうとすること，一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確
保すること。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，体力
の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，各種目特
有の技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習し
た知識や技能を活用したり応用したりし
て，自己や仲間の課題を見直したり，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝
えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルールや
マナーを大切にしようとすること，役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方などを理解するとともに，仲
間と連携しゲームを展開すること，生涯
にわたって運動を豊かに継続するための
課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に
取り組むとともに，公正，協力，責任，参
画，共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ためのチームや自己の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己やチームの
考えたことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェア
なプレイを大切にしようとすること，合意
形成に貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようと
すること，互いに助け合い高め合おうと
することなどや，健康・安全を確保するこ
と。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊っ
たり，自己や仲間の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わい，
ダンスの名称や用語，文化的背景と表
現の仕方，交流や発表の仕方，課題解
決の方法，体力の高め方などを理解する
とともに，それぞれ特有の表現や踊りを
身に付けて交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】

器械運動、陸上、球技、ダンスの中か
ら種目を３つ設定し、選択させる

≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器械
運動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技の名
称や行い方などを理解するとともに，自己に適した
技で演技すること，生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題に取り組み，考えたことを他者に
伝えること及び器械運動に主体的に取り組むととも
に，公正，協力，共生などの意欲を育み，健康・安
全を確保することができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や
技能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課
題を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるよ
うにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演技を
讃たたえようとすること，互いに助け合い高め合おう
とすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健康・安全を確保す
ることができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術の
名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，
競技会の仕方などを理解するとともに，各種目特有
の技能を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識や
技能を活用したり応用したりして，自己や仲間の課
題を見直したり，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫したりしたことなど，自己や仲間
の考えたことを，筋道を立てて他者に伝えられるよ
うにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようと
すること，役割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・安全
を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い
方などを理解するとともに，仲間と連携しゲームを
展開すること，生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題に取り組み，考えたことを他者に伝
えること及の目標及び球技に主体的に取り組むとと
もに，公正，協力，責任，参画，共生などの意欲を
育み，健康・安全を確保することができるようにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や
チームの考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを
大切にしようとすること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとすること，互いに助け合い高め合おうとす
ることなどや，健康・安全を確保することができる。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己
や仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，ダンスの名称や用語，文化的背
景と表現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の
方法，体力の高め方などを理解するとともに，それ
ぞれ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表を
することができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し
高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確保すること
ができる。

○ ○ ○ 21



合計

105

感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊っ
たり，自己や仲間の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わい，
ダンスの名称や用語，文化的背景と表
現の仕方，交流や発表の仕方，課題解
決の方法，体力の高め方などを理解する
とともに，それぞれ特有の表現や踊りを
身に付けて交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互い
に共感し高め合おうとすること，合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違い
に応じた表現や役割を大切にしようとす
ることなどや，健康・安全を確保すること

【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し
高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとすることなどや，健康・安全を確保すること
ができる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第３ 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態
配当
時数

A 単元　体つくり運動
【知識及び技能】自己のねらいに応
じて，効果的な成果を得るための適
切な運動の行い方があることを理解
できるようにする。体力の構成要素
は，健康に生活するための体力と運
動を行うための体力に密接に関係し
ていることを理解できるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】生活
様式や体力の程度を踏まえ，自己の
ねらいに応じた運動の計画を立案す
ることができるようにする。仲間と
の話合いの場面で，合意を形成する
ための調整の仕方を見付けることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】仲間
に課題を伝え合うなど，互いに助け
合い高め合おうとすることができる
ようにする。

・体ほぐしの運動
・実生活に生かす運動の計画

【知識・技能】自己のねらいに応じて，効果的
な成果を得るための適切な運動の行い方がある
ことについて、言ったり書き出したりしてい
る。体力の構成要素は，健康に生活するための
体力と運動を行うための体力に密接に関係して
いることについて、言ったり書き出したりして
いる。
【思考・判断・表現】生活様式や体力の程度を
踏まえ，自己のねらいに応じた運動の計画を工
夫して立案している。仲間との話合いの場面
で，合意を形成するための調整の仕方を見付け
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】仲間に課題を
伝え合うなど，互いに助け合い高め合おうとし
ている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年
次）以降の器械運動では，多様な楽
しさや喜びを味わい，技の名称や行
い方などを理解するとともに，自己
に適した技で演技すること，生涯に
わたって運動を豊かに継続するため
の課題に取り組み，考えたことを他
者に伝えること及び器械運動に主体
的に取り組むとともに，公正，協
力，共生などの意欲を育み，健康・
安全を確保することができるように
する。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学
習した知識や技能を活用したり応用
したりして，自己や仲間の課題を見
直したり，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫したりした
ことなど，自己や仲間の考えたこと
を，筋道を立てて他者に伝えられる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むととも
に，よい演技を讃たたえようとする
こと，互いに助け合い高め合おうと
すること，一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保するこ
と。

器械運動、陸上、球技、ダンスの中
から種目を３つ設定し、選択させる

≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器
械運動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技
の名称や行い方などを理解するとともに，自己
に適した技で演技すること，生涯にわたって運
動を豊かに継続するための課題に取り組み，考
えたことを他者に伝えること及び器械運動に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，共生な
どの意欲を育み，健康・安全を確保することが
できる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識
や技能を活用したり応用したりして，自己や仲
間の課題を見直したり，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫したりしたことな
ど，自己や仲間の考えたことを，筋道を立てて
他者に伝えられるようにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演
技を讃たたえようとすること，互いに助け合い
高め合おうとすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保することができる。

保健体育 体育（選択）
保健体育 体育（選択） 2

新高等　保健体育

保健体育 心と体を一体として捉え、健康の保持増進と運動を継続する資質・能力を育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができうるようにする
ため、運動の多様性や体力の必要性について理
解するとともに、それらの技能を身に付けるこ
とができるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養うことができるように
する。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養うことができるようにする。

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
に付けることができるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養うことができるようにする。

主体的に生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊
かで活力ある生活を営む態度を養うことができるようにする。

体育（選択） 心と体を一体として捉え、運動を継続する資質・能力や体力の向上を図る
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≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の
課題を解決するなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解すると
ともに，各種目特有の技能を身に付
けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学
習した知識や技能を活用したり応用
したりして，自己や仲間の課題を見
直したり，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫したりした
ことなど，自己や仲間の考えたこと
を，筋道を立てて他者に伝えられる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようとす
ること，役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保すること。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解するとともに，各
種目特有の技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識
や技能を活用したり応用したりして，自己や仲
間の課題を見直したり，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫したりしたことな
ど，自己や仲間の考えたことを，筋道を立てて
他者に伝えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保すること。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方などを理解するとと
もに，仲間と連携しゲームを展開す
ること，生涯にわたって運動を豊か
に継続するための課題に取り組み，
考えたことを他者に伝えること及の
目標及び球技に主体的に取り組むと
ともに，公正，協力，責任，参画，
共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続す
るためのチームや自己の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝
えること。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとす
ること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じたプ
レイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとす
ることなどや，健康・安全を確保す
ること。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行
い方などを理解するとともに，仲間と連携し
ゲームを展開すること，生涯にわたって運動を
豊かに継続するための課題に取り組み，考えた
ことを他者に伝えること及の目標及び球技に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，責任，
参画，共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにする。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己やチームの考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢
献しようとすること，一人一人の違いに応じた
プレイなどを大切にしようとすること，互いに
助け合い高め合おうとすることなどや，健康・
安全を確保すること。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に
踊ったり，自己や仲間の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，ダンスの名称や用語，
文化的背景と表現の仕方，交流や発
表の仕方，課題解決の方法，体力の
高め方などを理解するとともに，そ
れぞれ特有の表現や踊りを身に付け
て交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための自己や仲間の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ること
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むととも
に，互いに共感し高め合おうとする
こと，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることな
どや，健康・安全を確保すること

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，
自己や仲間の課題を解決したりするなどの多様
な楽しさや喜びを味わい，ダンスの名称や用
語，文化的背景と表現の仕方，交流や発表の仕
方，課題解決の方法，体力の高め方などを理解
するとともに，それぞれ特有の表現や踊りを身
に付けて交流や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解
決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共
感し高め合おうとすること，合意形成に貢献し
ようとすること，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保すること
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D 単元　水泳
【知識及び技能】各種目や運動の局
面ごとに技術の名称があり，それぞ
れの技術には，効率のよい泳ぎにつ
ながる重要な動きのポイントや安全
で合理的，計画的な練習の仕方があ
ることを理解できるようにする。入
水した手は，肩のローリングによっ
て手のひらをやや下側に向けて水を
とらえ，肘を曲げながらかくことが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】選択
した泳法について，自己や仲間の動
きを分析して，良い点や修正点を指
摘することをできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳
の学習に主体的に取り組もうとする
ことができるようにする。

・クロール
・平泳ぎ
・背泳ぎ

【知識・技能】水泳では，各種目や運動の局面
ごとに技術の名称があり，それぞれの技術に
は，効率のよい泳ぎにつながる重要な動きのポ
イントや安全で合理的，計画的な練習の仕方が
あることについて,学習した具体例を挙げてい
る。入水した手は，肩のローリングによって手
のひらをやや下側に向けて水をとらえ，肘を曲
げながらかくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法に
ついて，自己や仲間の動きを分析して，良い点
や修正点を指摘することをできる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に主
体的に取り組もうとすることができる。

〇 〇 〇

こと，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることな
どや，健康・安全を確保すること
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D 単元　水泳
【知識及び技能】課題解決の方法に
は，自己に応じた目標の設定，目標
を達成するための課題の設定，課題
解決のための練習法などの選択と実
践，記録会などを通した学習成果の
確認，新たな目標の設定といった過
程があることを理解することができ
るようにする。かき終わりで肘を伸
ばした後，力を抜き，肩のローリン
グを使ってリズムよくリカバリー動
作を行うことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】課題
解決の過程を踏まえて，自己や仲間
の新たな課題を発見することができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳
の学習に主体的に取り組もうとする
ことができるようにする。

・クロール
・平泳ぎ
・背泳ぎ

【知識及び技能】課題解決の方法には，自己に
応じた目標の設定，目標を達成するための課題
の設定，課題解決のための練習法などの選択と
実践，記録会などを通した学習成果の確認，新
たな目標の設定といった過程があることについ
て,学習した具体例を挙げている。かき終わり
で肘を伸ばした後，力を抜き，肩のローリング
を使ってリズムよくリカバリー動作を行うこと
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】課題解決の過程
を踏まえて，自己や仲間の新たな課題を発見す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に主
体的に取り組もうとすることができる。

○ ○

E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年
次）以降の器械運動では，多様な楽
しさや喜びを味わい，技の名称や行
い方などを理解するとともに，自己
に適した技で演技すること，生涯に
わたって運動を豊かに継続するため
の課題に取り組み，考えたことを他
者に伝えること及び器械運動に主体
的に取り組むとともに，公正，協
力，共生などの意欲を育み，健康・
安全を確保することができるように
する。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学
習した知識や技能を活用したり応用
したりして，自己や仲間の課題を見
直したり，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫したりした
ことなど，自己や仲間の考えたこと
を，筋道を立てて他者に伝えられる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むととも
に，よい演技を讃たたえようとする
こと，互いに助け合い高め合おうと
すること，一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保するこ
と。

器械運動、陸上、球技、ダンスの中
から種目を３つ設定し、選択させる

≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器
械運動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技
の名称や行い方などを理解するとともに，自己
に適した技で演技すること，生涯にわたって運
動を豊かに継続するための課題に取り組み，考
えたことを他者に伝えること及び器械運動に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，共生な
どの意欲を育み，健康・安全を確保することが
できる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識
や技能を活用したり応用したりして，自己や仲
間の課題を見直したり，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫したりしたことな
ど，自己や仲間の考えたことを，筋道を立てて
他者に伝えられるようにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演
技を讃たたえようとすること，互いに助け合い
高め合おうとすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保することができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の
課題を解決するなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解すると
ともに，各種目特有の技能を身に付
けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学
習した知識や技能を活用したり応用
したりして，自己や仲間の課題を見
直したり，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫したりした
ことなど，自己や仲間の考えたこと
を，筋道を立てて他者に伝えられる
ようにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようとす
ること，役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保することができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解するとともに，各
種目特有の技能を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識
や技能を活用したり応用したりして，自己や仲
間の課題を見直したり，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫したりしたことな
ど，自己や仲間の考えたことを，筋道を立てて
他者に伝えられるようにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保することができ
る。
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≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に
踊ったり，自己や仲間の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，ダンスの名称や用語，
文化的背景と表現の仕方，交流や発
表の仕方，課題解決の方法，体力の
高め方などを理解するとともに，そ
れぞれ特有の表現や踊りを身に付け
て交流や発表をすることができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための自己や仲間の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むととも
に，互いに共感し高め合おうとする
こと，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることな
どや，健康・安全を確保することが
できる。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，
自己や仲間の課題を解決したりするなどの多様
な楽しさや喜びを味わい，ダンスの名称や用
語，文化的背景と表現の仕方，交流や発表の仕
方，課題解決の方法，体力の高め方などを理解
するとともに，それぞれ特有の表現や踊りを身
に付けて交流や発表をすることができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解
決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共
感し高め合おうとすること，合意形成に貢献し
ようとすること，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方などを理解するとと
もに，仲間と連携しゲームを展開す
ること，生涯にわたって運動を豊か
に継続するための課題に取り組み，
考えたことを他者に伝えること及の
目標及び球技に主体的に取り組むと
ともに，公正，協力，責任，参画，
共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続す
るためのチームや自己の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとす
ること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じたプ
レイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとす
ることなどや，健康・安全を確保す
ることができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行
い方などを理解するとともに，仲間と連携し
ゲームを展開すること，生涯にわたって運動を
豊かに継続するための課題に取り組み，考えた
ことを他者に伝えること及の目標及び球技に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，責任，
参画，共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにすることができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢
献しようとすること，一人一人の違いに応じた
プレイなどを大切にしようとすること，互いに
助け合い高め合おうとすることなどや，健康・
安全を確保することができる。



３
学
期

〇 〇 〇 14

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の
課題を解決するなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解すると
ともに，各種目特有の技能を身に付
けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学
習した知識や技能を活用したり応用
したりして，自己や仲間の課題を見
直したり，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫したりした
ことなど，自己や仲間の考えたこと
を，筋道を立てて他者に伝えられる
ようにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようとす
ること，役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保することができる。

≪陸上競技≫
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解するとともに，各
種目特有の技能を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識
や技能を活用したり応用したりして，自己や仲
間の課題を見直したり，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫したりしたことな
ど，自己や仲間の考えたことを，筋道を立てて
他者に伝えられるようにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保することができ
る。

E 単元
≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年
次）以降の器械運動では，多様な楽
しさや喜びを味わい，技の名称や行
い方などを理解するとともに，自己
に適した技で演技すること，生涯に
わたって運動を豊かに継続するため
の課題に取り組み，考えたことを他
者に伝えること及び器械運動に主体
的に取り組むとともに，公正，協
力，共生などの意欲を育み，健康・
安全を確保することができるように
する。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学
習した知識や技能を活用したり応用
したりして，自己や仲間の課題を見
直したり，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫したりした
ことなど，自己や仲間の考えたこと
を，筋道を立てて他者に伝えられる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むととも
に，よい演技を讃たたえようとする
こと，互いに助け合い高め合おうと
すること，一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保するこ

器械運動、陸上、球技、ダンスの中
から種目を３つ設定し、選択させる

≪器械運動≫
【知識及び技能】
入学年次の次の年次（その次の年次）以降の器
械運動では，多様な楽しさや喜びを味わい，技
の名称や行い方などを理解するとともに，自己
に適した技で演技すること，生涯にわたって運
動を豊かに継続するための課題に取り組み，考
えたことを他者に伝えること及び器械運動に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，共生な
どの意欲を育み，健康・安全を確保することが
できる。
【思考力、判断力、表現力】
他領域の学習も踏まえてこれまで学習した知識
や技能を活用したり応用したりして，自己や仲
間の課題を見直したり，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫したりしたことな
ど，自己や仲間の考えたことを，筋道を立てて
他者に伝えられるようにすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演
技を讃たたえようとすること，互いに助け合い
高め合おうとすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保することができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方などを理解するとと
もに，仲間と連携しゲームを展開す
ること，生涯にわたって運動を豊か
に継続するための課題に取り組み，
考えたことを他者に伝えること及の
目標及び球技に主体的に取り組むと
ともに，公正，協力，責任，参画，
共生などの意欲を育み，健康・安全
を確保することができるようにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続す
るためのチームや自己の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとす
ること，合意形成に貢献しようとす
ること，一人一人の違いに応じたプ
レイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとす
ることなどや，健康・安全を確保す
ることができる。

≪球技≫
【知識、技能】
多様な楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行
い方などを理解するとともに，仲間と連携し
ゲームを展開すること，生涯にわたって運動を
豊かに継続するための課題に取り組み，考えた
ことを他者に伝えること及の目標及び球技に主
体的に取り組むとともに，公正，協力，責任，
参画，共生などの意欲を育み，健康・安全を確
保することができるようにすることができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢
献しようとすること，一人一人の違いに応じた
プレイなどを大切にしようとすること，互いに
助け合い高め合おうとすることなどや，健康・
安全を確保することができる。
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合計

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に
踊ったり，自己や仲間の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，ダンスの名称や用語，
文化的背景と表現の仕方，交流や発
表の仕方，課題解決の方法，体力の
高め方などを理解するとともに，そ
れぞれ特有の表現や踊りを身に付け
て交流や発表をすることができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための自己や仲間の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むととも
に，互いに共感し高め合おうとする
こと，合意形成に貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることな
どや，健康・安全を確保することが
できる。

≪ダンス≫
【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，
自己や仲間の課題を解決したりするなどの多様
な楽しさや喜びを味わい，ダンスの名称や用
語，文化的背景と表現の仕方，交流や発表の仕
方，課題解決の方法，体力の高め方などを理解
するとともに，それぞれ特有の表現や踊りを身
に付けて交流や発表をすることができる。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解
決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己や仲間の考えたことを他者に伝えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共
感し高め合おうとすること，合意形成に貢献し
ようとすること，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保することができる。
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年間授業計画

高等学校 令和8年度（１学年）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標

科目 の目標：

歌 器 創

12

〇鍵盤楽器

8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・他者との調和を意識したり、アン
サンブルの特徴を生かしたりしなが
ら、自分たちのイメージをもって表
現を創意工夫する。体の様々な部位
を使って音色を工夫したり、構成を
工夫したりしながら表したいイメー
ジをもって演奏する。

〇リズムアンサンブル

鑑
賞

6

配
当
時
数

・オペラやミュージカルなど総合芸
術において物語と音楽が関わり合い
ながらどのような表現上の効果をも
たらしているか、音楽と他の文化が
互いにどのように影響し合って発展
してきたかを考える。

〇鑑賞

１
学
期

〇

音楽Ⅰ

表現

評価規準

〇 〇

〇 〇

〇

芸術

芸術

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識】曲想と音楽の構造や歌詞との関わり
について理解している。
【技能】姿勢や呼吸などの身体の使い方の技
術、他者との調和を意識して歌う技術を身に
つけ、歌唱で表現している。
【思考・判断・表現】音色、リズム、旋律、
テクスチュアを知覚し、それらの働きを感受
しながら、知覚したこととの関わりについて
考え、どのように歌うかについて表現意図を
もっている。
【主体的に学習に取り組む態度】曲想と音楽
の構造や歌詞との関わりに関心をもち、主体
的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうと
している。

【知識】音の重なりや連なりによる響きの特
徴について、表したいイメージと関わらせて
理解している。
【思考・判断・表現】リズムを知覚し、それ
らの働きを感受しながら知覚したことと感受
したこととの関わりについて考え、どのよう
に音楽をつくるかについて表現意図をもって
いる。
【主体的に取り組む態度】音色や構成を工夫
しながらイメージをもって演奏することに関
心をもち、主体的・協働的に創作の学習活動
に取り組もうとしている。

〇

〇 〇

2

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができる。

・鍵盤楽器の奏法を身につけるとと
もに、技術の習熟度に応じた楽曲の
音楽表現を創意工夫しながらアンサ
ンブル活動の楽しさを味わう。

〇

芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】

「高校生の音楽1」教育芸術社

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいいて表現するための技能を身につける
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う。

〇

【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技術を身につける。

態

〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇

【知識】曲想と音楽の構造や歌詞、文科・歴
史的背景との関わり、言葉の特性と曲種に応
じた発声との関わり、曲想や表現上の効果と
音楽との構造との関わり、音楽の特徴と文化
的・歴史的背景、他の芸術との関わり、わが
国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴
について理解している。
【思考・判断・表現】音色、速度、旋律、テ
クスチュア、強弱を知覚し、それらの動きを
感受しながら、知覚したことと感受したこと
の関わりについて考えるとともに、曲や演奏
に対する評価とその根拠、音楽表現の共通性
や固有性について考えて聴いている。
【主体的に学習に取り組む態度】総合芸術に
おいて物語と音楽が関わり合いながら、どの
ような表現上の効果をもたらしているか、音
楽と他の文化が互いにどのように影響をし
合って発展してきたかに関心をもち、主体
的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうと
している。

【知識】曲想と楽器の音色や奏法との関わ
り、様々な表現形態による器楽表現の特徴に
ついて理解している。
【技能】曲にふさわしい奏法、身体の使い方
などの技能、他者との調和を意識して演奏す
る技能、表現形態の特徴を生かして演奏する
技能を身につけ、器楽で表している。
【主体的に学習に取り組む態度】
奏法を身につけることや音楽表現を創意工夫
しながらアンサンブル活動をすることに関心
をもち、主体的・協働的に器楽の学習活動に
取り組もうとしている。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

・高校の音楽学習への意欲を養う。
また、自分にとっての音楽の存在を
再認識するとともに様々な音楽に自
ら積極的に関わり、音楽を幅広く
様々な視点から捉えようとする態度
を養う。
・曲に対するイメージを豊かにした
り、共感したりそながら歌唱表現を
創意工夫する手立てを学ぶ。

〇オリエンテーション
〇歌唱
　校歌
　二部合唱

〇



〇 〇 〇 〇 〇 14２
学
期

・ギターの奏法を身につけるととも
に、技術の習熟度に応じた楽曲の音
楽表現を創意工夫しながらアンサン
ブル活動の楽しさを味わう。

〇クラシックギター
　アル・アイレ奏法
　アポヤンド奏法
　コード

〇

・１年間の音楽学習のまとめとして
コンサートを企画実践する。音楽Ⅰ
で学習した教材から選択し、グルー
プでアンサンブルをしたりしなが
ら、音楽活動の喜びや楽しさを味わ
う。
・１年間の音楽Ⅰの学習を経て、音
楽に対する考え方がどのように変容
したかを考える。

〇自由アンサンブル

〇 〇 〇

・混声合唱の響きを味わいながら他
者との調和を意識して唄う。また、
曲想が歌詞の内容や作曲者の思いな
どによってもたらされていることを
理解しながら歌唱表現を創意工夫す
る。

〇合唱
　混声四部合唱

【知識】曲想と音楽の構造や歌詞との関わ
り、様々な表現形態による歌唱表現の特徴、
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
について理解している。
【技能】他者との調和を意識して歌う技能、
表現形態の特徴を生かして歌う技能を身につ
け、歌唱で表している。
【思考・判断・表現】音色、速度、旋律、テ
クスチュア、強弱を知覚し、それらの働きを
感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考えるとともに、自分や
社会にとっての音楽の意味や価値を考えて聴
き、どのように歌うかについて表現意図を
もっている。
【主体的に学習に取り組む態度】混声合唱の
響きを味わいながら他者との調和を意識して
歌うことや、曲想が歌詞の内容や作曲者の思
いなどによってもたらされていることを理解
しながら歌唱表現を創意工夫することに関心
をもち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習
活動に取り組もうとしている。

３
学
期

・オーケストラの様々な楽器の音色
や響き、リズム、旋律の展開がもた
らす表現上の効果を理解し、そのよ
さや美しさを自ら味わって聴く。

〇鑑賞

〇〇 〇〇

〇 8

2

〇 12

〇 〇

〇 〇

〇

【知識】曲想と楽器の音色や奏法との関わ
り、様々な表現形態による器楽表現の特徴に
ついて理解している。
【技能】曲にふさわしい奏法、身体の使い方
などの技能、他者との調和を意識して演奏す
る技能、表現形態の特徴を生かして演奏する
技能を身につけ、器楽で表している。
【主体的に学習に取り組む態度】奏法を身に
つけることや音楽表現を創意工夫しながらア
ンサンブル活動をすることに関心をもち、主
体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もう
としている。

【知識】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
について理解している。
【思考・判断・表現】
音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、
強弱、構成を知覚し、それらの働きを感受し
ながら、知覚したことと感受したこととの関
わりについて考えるとともに、曲や演奏に対
する評価とその根拠について考え、音楽のよ
さや美しさを自ら味わって聴いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
オーケストラの様々な楽器の音色や響き、ま
たリズムに乗せた旋律の展や表現上の効果に
関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

【知識】音楽Ⅰの１年間の学習における表現
や鑑賞の「知識」に関する諸事項について理
解している。
【技能】音楽Ⅰの１年間の学習における技能
に関する諸事項を身につけ、歌唱や器楽、創
作で表している。
【思考・判断・表現】音色、リズム、速度、
旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成など
を知覚し、それらの働きを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについ
て考え、歌唱や器楽、創作表現としてどのよ
うに表すかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】１年間の音
楽学習のまとめとしてコンサートを企画実施
することや、音楽Ⅰの１年間の学習を経て自
分自身の音楽に対する考え方がどのように変
容したかを考えることに関心をもち、主体
的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。



合計

6

70

・英語の言葉の特性や曲にふさわし
い発声を意識し、アクセントや子
音・母音の扱い、語感の違いなどを
生かして自己のイメージをもって歌
唱表現を創意工夫する。

〇英語の歌唱

〇

３
学
期

〇

【知識】言葉の特性と曲種に応じた発声との
関わり、曲想や表現上の効果と音楽の構造と
の関わりについて理解している。
【技能】曲にふさわしい発声、言葉の発音、
身体の使い方などの技能を身につけ、歌唱で
表している。
【思考・判断・表現】音色、リズム、速度、
旋律、強弱、形式、構成を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したことと感受し
たこととの関わりについて考えるとともに、
曲や演奏に対する評価とその根拠について考
えて聴き、どのように歌うかについて表現意
図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】言葉の特性
や曲にふさわしい発声を意識し、自己のイ
メージをもって歌唱表現を創意工夫すること
に関心をもち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞
の学習活動に取り組もうとしている。

〇〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工
夫し、創造的に表すことができる。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を競ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができる。

「美術Ⅰ」光村図書出版株式会社

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯
にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養う。

配
当
時
数

評価規準 知

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいいて表現するための技能を身につけるようにする。

美術Ⅰ

１
学
期

・教科書を概観し、高校美術の学習
内容を把握する。
・教科書や画集の作品鑑賞を通じ作
品の多様性に気づくとともに、「美
しさ」とは何かについて考える。
・作品制作によって美術に対する自
分の見方や考え方を高める。

〇オリエンテーション
　美術学習の意義を知る

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

・立体デッサンでのグラデーション
の使い方を学習する。
・パースペクティブ（遠近法）につ
いて理解し、描法を学ぶ。
・デスケルを用いて配置の決定方法
や構図の取り方について学ぶ。

〇デッサンの基礎②
　立体模型を描く
　静物デッサン

〇

・デッサンを描くための基本的な知
識、用具や材料の使い方や特性など
を理解する。
・鉛筆デッサンのためのワークシー
トを作製する。
・鉛筆で５段階のグラデーションを
作成し、鉛筆の色幅と描写を学ぶ。

〇デッサンの基礎①
　鉛筆の削り方，使い方
　グラデーションの描写の仕方

〇

・デッサンの学習で学んだ、明暗の
表現方法を応用する。
・モチーフの特徴をよく観察し、質
感や量感の捉え方を学習する。

〇石膏デッサン
　基礎学習で習得した
　様々な描法表現の実践

〇

・技法を理解し、学習したことが作品に反映
されている。
・片付けや作品・道具の管理ができている。
・提出物の期限遵守状況。

〇 4

・学習内容をよく理解し、主体的に美術の創
造活動に取り組んでいる。
・片付けや作品・道具の管理ができている。
・提出物の期限遵守状況。

○ ○ ○

11

〇 〇

〇 〇

〇

・意図に応じて材料や用具の特性を生かすと
ともに表現方法を創意工夫している。
・片付けや作品・道具の管理ができている。
・提出物の期限遵守状況。

〇 〇〇

2

〇 〇 10

14

・学習内容をよく理解し、主体的に美術の創
造活動に取り組んでいる。
・感性や想像力を働かせて創造的な表現の構
想を練っている。
・作品制作に必要な技能を身につけ、表現方
法を工夫している。

〇

・主体的にデザインの表現の創造活動に取り
組んでいる。
・デザインの機能や効果、表現形成の特性な
どについて考え、創造的な表現の構想を練っ
ている。
・提出物の完成度と期限遵守状況。 〇 〇 〇

11〇

・美術の創造活動に関心をもち、主体的に表
現や鑑賞に取り組んでいる。
・感性や想像力を働かせて、創造的な表現の
構想を練っている。
・作品制作に必要な技能を身につけ、表現方
法を工夫している。

〇 〇 〇 14

・学習内容をよく理解し、主体的に美術の創
造活動に取り組んでいる。
・片付けや作品・道具の管理ができている。
・提出物の期限遵守状況。

〇

芸術

２
学
期

・デッサンの学習で学んだ、明暗の
表現方法を応用する。
・コントラストについて理解し、線
描法を習得する。
・自由な発想で表現し、作品を創造
する喜びを知る。

〇スクラッチ
　明暗を意識し、立体を表現する

〇 〇

・アクリルガッシュでの色の塗り
方、表現方法を学ぶ。
・色の三属性や色相関係を理解す
る。
・色彩を重視して平面を構成する。
・形の美しさや配色の面白さを工夫
する。
・グラデーションや補色関係にも留
意する。

〇平面構成
　アクリルガッシュで描く

〇

３
学
期

・伝統工芸の技法を学ぶ。
・伝統的な模様や図案等を参考に作
品のデザインを構想する。
・素材や形の特性に留意して作品の
デザインを決定する。

〇立体工芸

〇 〇



〇〇

・学習内容をよく理解し、主体的に美術の創
造活動に取り組んでいる。
・美術作品など表現の工夫や美術文化を理化
し、そのよさや美しさを創造的に味わってい
る。
・提出物の期限遵守状況。

4

合
計

70

〇 〇

・デザインに沿って細部まで表現す
る。
・相互に鑑賞することで互いの作品
について、意見交換し、他者および
自己への理解を深める。

〇作品の鑑賞
「美術Ⅰ」の学習のまとめ

〇 〇 〇

３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

合計

２
学
期

・篆書の特徴を理解し、字形や用筆
法を学ぶ。
・篆刻の技法を学ぶ。

３篆書の学習
・古典作品の鑑賞と臨書

４篆刻の学習
・篆刻印の作製

〇

・行書の特徴を理解し、字形や用筆
法を学ぶ。
・紙面構成等を工夫した創作方法を
学ぶ。
・漢字と仮名の調和を学ぶ。
・表現の工夫や効果を味わう。

５行書の学習
・古典作品の鑑賞と臨書
・鑑賞

６漢字仮名交じりの書の学習②
〇 〇

〇

３
学
期

・仮名の成立、変遷を理解し、基本
的用筆法を学ぶ。

７仮名の書の学習
・平仮名、変体仮名、連綿

〇

・仮名の律動性、流動美を学ぶ。
・仮名の技法、構成の工夫を学ぶ。
・仮名の書の美しさを味わう。

・古典作品の鑑賞と臨書
・創作と鑑賞

〇

・篆書の特徴を理解し、蔵鋒による用筆と字
形の特徴が表現できたか。
・制作手順をふまえ、作業に集中し、篆書体
の特徴を生かした印を作製できたか。

〇 〇 〇 14

〇

〇 〇 10

〇〇

・鑑賞を通して、流動美等を味わい、古典の
書風に即した用筆の表現ができたか。
・仮名の用筆法を生かし、散らし書き等、構
成や題材を工夫した表現ができたか。
・創作の意図を理解し、作品の美しさを味わ
うことができたか。

14

〇

・仮名の歴史や書の伝統と文化を理解した
か。
・小筆による仮名の書の表現技法を身につけ
たか。

〇

〇

・行書の特徴を理解し、筆脈を重視した用筆の表現
ができたか。
・古典の学習をふまえ、主体的に構想し紙面構成等
の表現の工夫ができたか。
・漢字（行書）と仮名の調和を理解し、表現の工夫
ができたか。
・表現の工夫や効果を味わい感性を高めることがで
きたか。

〇 〇 〇

4

70

〇

・楷書の特徴や筆者による書風の違いを理解し、字
形や用筆の特徴が表現できたか。
・古典の学習をふまえ、主体的に意図に基づく表現
ができたか。
・漢字（楷書）と仮名の調和を理解し、目的や用途
に即した効果的な表現の工夫ができたか。
・作品の良さを味わうことができたか。

〇 14

・用具、用材等の基本的知識を理解し、執筆
法を身につけたか。
・漢字の歴史と様々な書体を理解し、鑑賞で
きたか。

〇 〇 〇

〇 〇

14

・書写、書道の基本を理解する。
・漢字の書の歴史を理解し、書の美
に関心をもつ。

・姿勢、執筆法、用具、用材の扱
い方
・漢字の書の変遷

〇

〇

・楷書の特徴を理解し、字形や筆法
を学ぶ。
・創作の手順を理解し、創作方法を
を学ぶ。
・漢字と仮名の調和を学ぶ。
・手作りの書作品の良さを味わう。

１楷書の学習
・古典作品の鑑賞と臨書
・鑑賞

２漢字仮名交じりの書の学習①
〇

芸術 書道Ⅰ

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

１
学
期

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などを幅広く理解
し、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき効
果的に表現するための基礎的な技能を身につけ
る。

書の美等を感受し、意図に基づいて構想し表現
を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味等
を考え、書の美を味わい捉えたりすることがで
きる。

「書Ⅰ」光村図書

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいいて表現するための技能を身につけるようにする。

書道Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、書を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と
文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を
創造していく態度を養う。

配
当
時
数

評価規準 知

2

芸術



年間授業計画

高等学校 令和８年度（３学年）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標

科目 の目標：

歌 器 創

合計

３
学
期

２
学
期

〇音程
〇音階
〇和音

〇

音楽を形作る素要素の基礎基本を理
解する

表現に気を付けながら、演奏するこ
とが出来る

緊張感のある雰囲気の中、表現意図
をもった演奏をする。

70

〇発表会

〇 〇 〇 〇 10〇

器楽演奏に必要なリズムを正確に体
感しながら演奏する能力を育む。

〇リズム打ち
〇ピアノ（独奏、弾き歌い）

〇

鑑
賞

15

配
当
時
数

態

〇

〇

〇 〇

〇

・音楽系進路や幼児教育等の実践に必要な音
楽的基礎・基本能力の定着（ソルフェー
ジュ）

〇

ピアノ研究

表現

評価規準

芸術 ピアノ研究

・音楽的基礎・基本能力を高め、自分の演奏にい
かすことができる。
・幼児教育等に必要な音楽的基礎・基本能力や実
技技能の習得をめざす。

芸術
2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・音楽を形づくっている要素を知覚し、それら
の働きを感受しながら、音楽表現を工夫し、表
現意図をもつことができる。
・創意工夫を生かした音楽表現をするための技
能を身に付け、創造的に表すことができる。

・音楽活動に関心をもち、主体的に音楽表現の学
習や演奏活動に取り組むことができる。

１
学
期

【知識及び技能】

【 知　識　及　び　技　能 】
音楽教育に必要な要素ついて理解するとともに、意図に基づいいて表現するための技能を身につけるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】【思考力、判断力、表現力等】

芸術

音楽教育に必要な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、音楽教育に必要な豊かな情操を培う。

ピアノ研究

知 思

音楽を形作る素要素の基礎基本を理
解する

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

15

〇 〇

〇リズム
〇ピアノ（独奏、弾き歌い）

・音楽系進路や幼児教育等の実践に役立つ実
技練習（ピアノ演奏・歌唱・弾き歌い）

15

〇 15

〇

〇 〇

〇〇 〇

〇オリエンテーション
〇音の長さ
〇音の高さ
〇記号

〇

〇

〇 〇

〇

・音楽系進路に向けた基礎的な音楽理論・
コード伴奏を習得できたか

・音楽系進路や幼児教育等の実践に役立つ実
技練習（ピアノ演奏・歌唱・弾き歌い）

・人前での緊張感のある中、正確なリズムで
表現意図をもった演奏をすることができる。
・他者の演奏を楽しみ、批評することができ
る。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第3 学年 選択者

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 美術の幅広い創造活動を通し、生活や社会の中の美術文化と幅広く関わる資質・能力を育成する

絵
・
彫

デ 映

芸術 デッサン 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深めている
意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表
している

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、
主題を生成し創造的に発想し構成を練ったり価
値意識をもって美術や美術文化に対する見方や
感じ方を深めたりしている

芸術

造形的な美しさ、表現の意図と創意工夫について考え、主題を生成し美的な価値意識をもって学習する

美術の活動に主体的に取り組み、感受した内容を表現しようとしている

デッサン

思 態

デッサン芸術

13

〇学習内容をよく理解し、主体的に美術の創
造活動に取り組んでいる
〇片付けや作品・道具の管理ができている
〇提出物の期限順守状況

○ ○ ○

芸術を愛好する心情を育み心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い豊かな情操を培う

美術における造形活動と社会における美術の働きを理解し、美術活動に活用する

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしている

配
当
時
数

評価規準単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

知

〇

〇技法を理解し、学習したことが作品に反映
されている
〇片付けや作品・道具の管理ができている
〇提出物の期限順守状況

〇

〇

〇 〇

１
学
期

〇学習内容を把握する
〇作品制作によって美術に対する自
分の見方や考え方を高める

〇オリエンテーション
・美術学習の意義を知る

○ ○

〇

〇

〇学習内容をよく理解し、主体的に美術の創
造活動に取り組んでいる
〇美術作品など表現の工夫や美術文化を理解
し、そのよさや美しさを創造的に味わってい
る
〇提出物の期限順守状況

〇美術の創造活動に関心を持ち、主体的に表
現や鑑賞の活動に取り組んでいる
〇感性や想像力を働かせて、創造的な表現の
構想を練っている
〇作品制作に必要な技能を身に付け、表現方
法を工夫している

〇 〇 〇

〇 〇

〇各志望校を想定した入試課題を通
し、必要な考え方や表現力を向上さ
せる

２
学
期

〇デッサン基礎で学んだ、明暗の表
現方法を応用する
〇デッサンの様々な技法を学び。観
察力を高め、表現力を養う
〇モチーフの特徴を理解し、質感や
量感の捉え方を学習する

14

〇学習内容をよく理解し、主体的に美術の創
造活動に取り組んでいる
〇感性や想像力を働かせて創造的な表現の構
想を練っている
〇作品制作に必要な技能を身に付け、表現方
法を工夫している

〇

〇主体的にデッサン制作の活動に取り組んで
いる
〇観察を深め様々な方向から形を把握できて
いる
〇積極的に制作し、完成度の高い作品を描い
ている
〇提出物の完成度と期限順守状況

〇 〇 〇

12

2

合
計

70

〇

2

〇デッサンを描くための基本的な知
識、用具や材料の使い方や特性など
を理解する
〇デッサンを行う時の姿勢、デス
ケールを用いて配置の決定方法や構
図の取り方について学ぶ
〇鉛筆の色幅と描法を学ぶ

〇デッサン基礎
・鉛筆で描く

〇

13

〇デッサンでのグラデーションの使
い方を学習する
〇パースペクティブ（遠近法）につ
いて理解し、描法を学ぶ
〇コントラストについて理解し、線
描法を習得する

〇 〇

〇デッサン基礎②
・立体模型を描く

〇

〇意図に応じて材料や用具の特性を生かすと
ともに表現方法を創意工夫している
〇片付けや作品・道具の管理ができている
〇提出物の期限順守

〇 〇

〇

14

３
学
期

〇様々な石膏像を描く、課題ごとに
ポイントを学び反復練習することで
確実なデッサン力を身につける

〇デッサン演習
・石膏デッサン
基礎学習で習得した様々な描画表
現の実践

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇デッサン応用
・静物デッサン
・構成デッサン

〇 〇

〇モチーフを短時間で簡潔に描く、
情報量の多い人体の形状や複雑な
ディテールのあるものを単純な形に
置き換え、素早く描く技術を磨く

〇デッサン応用②
・人物クロッキー

〇 〇

〇色彩構成

〇 〇



 

 

外 国 語 

（英 語） 



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 模試の数値目標　平均偏差値55

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書
知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson 2
【知識及び技能】接続詞と
V+O+do[形容詞/分詞]を理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】説明
文の形式にあった表現を使うことが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】学ん
だ内容を活用できる。

Lesson 2 The Power o Design
文法：接続詞、V+O+do[形容詞/分
詞]
言語活動：提供する情報の構成や
状態を説明する表現を意識して英
語で表現する。

○ ○ ○

定期考査

外国語 英語コミュニケーションI 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 4
【知識及び技能】関係代名詞の制限
用法と過去完了形及び過去完了進行
形を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】雑誌
記事の説明文を読み、考えを表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】学ん
だ内容を活用できる。

領域

１
学
期

Lesson 1
【知識及び技能】時制と基本的な文
構造を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】エッ
セイの形式にあった表現を使うこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】学ん
だ内容を活用できる。

Lesson 1 Follow the Voice of
Your Heart
文法：時制、基本的な文構造
言語活動：エッセイの感想を伝え
る。意見交換を通じて、考えを広
げる。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の特徴や決まりである音声、句読法、語彙や
慣用表現、文構造及び活用頻度の高い文法事項に
ついて理解するとともに、実際のコミュニケー
ションで活用できる技能を身に着けることができ
る

日常的な話題や社会的な話題について、英語を
聞いたり読んだりして情報を整理し、考えをま
とめて英語で表現したり、伝えあったりするこ
とができる。

New Rays English Communication I ＲｅｖｉｓｅｄEdition

外国語

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションI

Lesson 4 Orihime - A Vehicle of
Your Heart
文法：関係代名詞の制限用法、過
去完了形、過去完了進行形
言語活動：ロボットについての説
明の構成を理解し、適切に表現を
使う。

○ ○ ○

Lesson 3
【知識及び技能】現在完了形、現在
完了進行形、および受動態を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】対話
文やプレゼンテーションの表現を使
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】学ん
だ内容を活用できる。

Lesson 3 The Cool Food:Kakigori
文法：現在完了、現在完了進行
形、受動態
言語活動：食文化等を比較し、共
通点と相違点などを説明する表現
を使う。

定期考査

○

○

○

1○

英語コミュニケーションI

思

○

○

○

○ ○

○

態

○ ○

○ ○

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図
ることができる。

○

○

○

○

○

○

○○

【 知　識　及　び　技　能 】音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

外国語

5

8

1

8

7

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

・時制や基本的な文構造を理解し、適切に
使用することができる。
・他者と積極的に意見交換している。

・接続詞とV+O+do[形容詞/分詞]を理解
し、適切に使用することができる。
・他者と積極的に意見交換している。

・現在完了形、現在完了進行形、受動態を
理解し、適切に使用することができる。
・他者と積極的に意見交換している。

・関係代名詞の制限用法、過去完了形、過
去完了進行形を理解し、適切に使用するこ
とができる。
・他者と積極的に意見交換している。

配
当
時
数



○ 1２
学
期

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

5

合
計

70

Lesson 10
【知識及び技能】動詞＋名詞＋that
節/wh-節/if節と強調構文を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】イン
タビュー記事を読み、その特徴を踏
まえて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
学んだ内容を活用できる。

Lesson 10 A Quality Education
for All
文法：動詞＋名詞＋that節/wh-節
/if節、強調構文
言語活動：読んだ内容を適切にま
とめて表現する。

○ ○ ○

定期考査

Lesson 9
【知識及び技能】仮定法過去、仮定
法過去完了、as if仮定法を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】場所
についての説明を読み、考えを表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】学ん
だ内容を活用できる。

Lesson 9 Edo, the Resilient
City
文法：仮定法過去、仮定法過去完
了、as if 仮定法
言語活動：実際に存在する場所に
ついて、説明する。 ○ ○ ○

Lesson 7, 8
【知識及び技能】助動詞、関係代名
詞の非制限用法、関係副詞、関係代
名詞whatを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】イン
ターネット記事や物語文を読み、考
えを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】学ん
だ内容を活用できる。

Lesson 7 Human Habitation on
Mars
Lesson 8 A Loving Story
文法：助動詞、関係代名詞の非制
限用法、関係副詞、関係代名詞
what
言語活動：読んだ内容に基づいて
意見交換する。登場人物の心情を
理解して表現する。

○ ○ ○

Lesson 5, 6
【知識及び技能】不定詞、動名詞、
分詞の形容詞的用法、分詞構文を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】対話
文や説明文を読み、考えを表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】学ん
だ内容を活用できる。

Lesson 5 Satoko and Nada
Lesson 6 A Sea of Plastic
文法：不定詞、動名詞、分詞の形
容詞的用法、分詞構文
言語活動：翻訳や説明を適切に行
う。 ○ ○

定期考査

○

13

13

6

○ ○ 1

○

・動詞＋名詞＋that節/wh-節/if節、強調
構文を理解し、適切に使用することができ
る。
・他者と積極的に意見交換している。

・仮定法過去、仮定法過去完了、as if仮
定法を理解し、適切に使用することができ
る。
・他者と積極的に意見交換している。

・不定詞、動名詞、分詞の形容詞的用法、
分詞構文を理解し、適切に使用することが
できる。
・他者と積極的に意見交換している。

・助動詞、関係代名詞の非制限用法、関係
副詞、関係代名詞whatを理解し、適切に使
用することができる。
・他者と積極的に意見交換している。

○ ○

○ ○

○

○

○

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 模試の数値目標  平均偏差値　55

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

外国語

6

7

1

6

7

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

配
当
時
数

〇

自分の考えや気持ちを伝え合うことの楽しさや言葉の
大切さを実感しながら粘り強く学習に取り組み，問題
解決の過程を振り返って改善しようとする態度を身に
つけているか，自ら英語を使ってコミュニケーション
を図ろうとする態度を身につけているかを評価する。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

論理・表現Ⅰ

思

○

○

○

○ ○

○〇

〇

1○

コミュニケーション活動を通して獲得する知識及
び技能の習得状況について，評価規準を用いて形
成的評価をするとともに，それらを概念等として
理解したり，技能を習得したりしているかについ
て評価する。

コミュニケーションを行う目的・場面・状況等
に応じて，慣れ親しんだ語句や表現を使って，
話される内容を理解したり，自分の考えや気持
ちを表現したりしているかどうかを評価する。

MAINSTREAM English Logic and Expression Ⅰ Second Edition

外国語

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅰ

過去完了形の用法や報告する表現
を理解させ，それらを活用して，
入学してからこれまでの高校生活
について話したり，書いたりさせ
る。
動名詞の用法や提案する表現を理
解させ，それらを活用して，学校
行事について自分の希望を話した
り，書いたりさせる。

〇

Lesson 5・6
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

進行形の用法や希望を述べる表現
を理解させ，それらを活用して，
クラブ活動について話したり，書
いたりさせる。
現在完了形・現在完了進行形の用
法や説明をする表現を理解させ，
それらを活用して，クラブ活動に
ついて話したり，書いたりさせ
る。

定期考査

〇

態

【 知　識　及　び　技　能 】音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

領域

１
学
期

Lesson 1・2
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

文の要素やあいさつの表現につい
て理解させ，それらを活用して，
自分の名前について話したり，書
いたりさせる。
現在形の性質や理由を述べる表現
を理解させ，それらを活用して，
自分の好きな音楽について話した
り，書いたりさせる。

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson 3・4
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

過去形の性質や確認する表現を理
解させ，それらを活用して，自分
の大切なものについて話したり，
書いたりさせる。
未来を表す表現や誘いを受けたり
断ったりする表現を理解させ，そ
れらを活用して，週末の予定につ
いて話したり，書いたりさせる。

〇

定期考査

外国語 論理・表現Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 7・8
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。



〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

○

○

○

○○ ○

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

○ ○

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

○ ○〇

14

14

7

○ ○

３
学
期

Lesson 13・14
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

受け身の用法や引用する表現を理
解させ，それらを活用して，もっ
と時間をかけて学ぶべき教科につ
いて自分の意見とその根拠を話し
たり，書いたりさせる。
仮定法の用法や列挙する表現を理
解させ，それらを活用して，おす
すめの本についてブックレビュー
を書かせる。

〇

Lesson 11・12
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

比較の用法や意見を述べる表現を
理解させ，それらを活用して，夏
と冬のどちらがよいかについて自
分の意見とその根拠を話したり，
書いたりさせる。
助動詞の用法や理由を述べる表現
を理解させ，それらを活用して，
本物の犬とロボットの犬のどちら
を飼いたいかについて自分の意見
とその根拠を話したり，書いたり
させる。

〇

２
学
期

Lesson 9・10
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

不定詞の用法や助言する表現を理
解させ，それらを活用して，けが
や病気，健康について話したり，
書いたりさせる。
分詞の用法や賛成する・反対する
表現を理解させ，それらを活用し
て，遠足におすすめの場所とその
理由について話したり，書いたり
させる。

7

合
計

70

Lesson 15・16・17
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

関係代名詞・関係副詞や依頼する
表現を理解させ，それらを活用し
て，やってみたいボランティアと
その理由ついてまとめ，メールを
書かせる。
接続詞の用法や誘う表現を理解さ
せ，それらを活用して，外国人に
日本の食べ物をおすすめするリー
フレットを書かせる。
否定の用法や働きかける表現を理
解させ，それらを活用して，ごみ
削減に関する施策を打ち出す学級
新聞を書かせる。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標： ベネッセ模試　全国平均得点率以上

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]

書

定期考査
〇 〇 〇

Lesson 3　The surprising
History of Salt
・If節のない仮定法
・動名詞の意味上の主語

Lesson 4　A Future World,
with orwithout Sea Turtles
・as if を用いた仮定法
・疑問詞+ to do

〇 〇 〇

○ ○ 1

〇 〇 〇

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。

外国語

1

評価規準

配
当
時
数

〇 〇 〇

〇

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら主
体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする
態度を養う。

〇

〇

〇 〇 27

英語コミュニケーションⅡ

○ 〇 〇 〇

○

○

態

〇 1○

〇 〇

○ ○ 27

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。

２
学
期

〇

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

Lesson 3,4
【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いた
りするために必要な知識を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情
報等を活用して自分の考え等を表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、相手に配慮しながら
コミュニケーションを図る素地を
育む。

Lesson 5,6
【知識及び技能】必要な情報を読み
取ったり聞いたりするために必要な
知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】読ん
だり聞いたりして得られた情報等を
活用して自分の考え等を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】外国
語の背景にある文化に対する理解を
深め、相手に配慮しながらコミュニ
ケーションを図る素地を育む。

Lesson 7　More Than Hust
Shelters
・部分否定
・仮定法過去

Lesson 8　Infectious Diseases
and Humans
・付帯状況のwith
・受け身の分詞構文

２
学
期

Lesson 5,6
【知識及び技能】必要な情報を読み
取ったり聞いたりするために必要な
知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】読ん
だり聞いたりして得られた情報等を
活用して自分の考え等を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】外国
語の背景にある文化に対する理解を
深め、相手に配慮しながらコミュニ
ケーションを図る素地を育む。

Lesson 5　The Psychology of
Waiting inLine
・同格を導くthat
・関係副詞の非制限用法

Lesson 6　The Human Library
・否定の分詞構文
・完了形の不定詞

〇 〇 〇 〇 〇

定期考査

〇

〇

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて、適切に知識
を活用できる技能を身に付ける。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況な
どに応じて、英語を聞いたり読んだりして得ら
れた情報等を活用しながら、話したり書いたり
して、自分の考え等を適切に表現する。

FLEX English Communication Ⅱ

外国語

 目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

 相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

定期考査

Lesson 1,2
【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いた
りするために必要な知識を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情
報等を活用して自分の考え等を表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、相手に配慮しながら
コミュニケーションを図る素地を
育む。

Lesson 1 Anime Pilgrimages
・受け身の不定詞　・受け身の
進行形

Lesson 2　Iwaya Keisuke and
the Persuitof Dreams
・助動詞＋完了形　・受け身の
完了形 〇 〇 〇

思

○

【 知　識　及　び　技　能 】  音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等につ
いて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマにつ
いて自分の考えなどを適切に表現し
たり伝え合ったりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理
解を深め、主体的にコミュニケー
ションを取ろうとしている。

○ ○ ○ 27

○

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。

〇 〇 〇 27

〇 〇 1



○ ○ 1

Lesson 5,6
【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いたり
するために必要な知識を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情報
等を活用して自分の考え等を表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、相手に配慮しながらコ
ミュニケーションを図る素地を育
む。

27

Lesson 9　Fashion for Pride
・倒置
・完了形の分詞構文

Lesson 10　Larry Page and the
Dream ofGoogle
・複合関係代名詞
・二重否定

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。

定期考査 〇 〇 〇

３
学
期

合
計

140



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

２
学
期

Lesson5 Modern Conveniences
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【題材】現代社会の利便性
【題材に関するタスク】現代社会の利便性
に関する文章を読んだり聞いたりして理解
する。現代社会の利便性について話した
り、文章を書いたりする。【文法】形容詞
句について学んで理解する。伝えたいこと
に応じて形容詞句を正しく使う。

Lesson6 The Information Society
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【題材】情報社会
【題材に関するタスク】情報社会に関する
文章を読んだり聞いたりして理解する。情
報社会について話したり、文章を書いたり
する。【文法】関係代名詞・関係副詞につ
いて学んで理解する。伝えたいことに応じ
て関係代名詞・関係副詞を正しく使う。

外国語

5

6

1

6

6

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【題材】将来の夢
【題材に関するタスク】将来の夢に関する
文章を読んだり聞いたりして理解する。将
来の夢について話したり、文章を書いたり
する。【文法】動詞の時制について学んで
理解する。時や状況に応じて動詞の時制を
正しく使う。

【題材】家で過ごす時間
【題材に関するタスク】家で過ごす時間に
関する文章を読んだり聞いたりして理解す
る。家で過ごす時間について話したり、文
章を書いたりする。【文法】不定詞・動名
詞・名詞節について学んで理解する。伝え
たいことに応じて不定詞・動名詞・名詞節
を正しく使う。

【題材】学校生活
【題材に関するタスク】学校生活に関する
文章を読んだり聞いたりして理解する。学
校生活について話したり、文章を書いたり
する。【文法】助動詞について学んで理解
する。伝えたいことに応じて助動詞を正し
く使う。

【題材】体験から学んだこと
【題材に関するタスク】体験から学んだこ
とに関する文章を読んだり聞いたりして理
解する。体験から学んだことについて話し
たり、文章を書いたりする。【文法】形容
詞・分詞の形容詞用法について学んで理解
する。伝えたいことに応じて形容詞・分詞
の形容詞用法を正しく使う。

配
当
時
数

態

○

論理・表現Ⅱ

思

○

○

○

○ ○

○○

1○

○ ○ ○ 6

○ ○ ○ 6

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

Lesson3 Student Life
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査

○

習得すべき知識や重要な概念等を理解している。
それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用
したりする中で、概念等として理解したり、技能
を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のた
めに必要な思考力、判断力、表現力等を身に付
けている。

be  English Logic and Expression Ⅱ Smart

外国語

論理・表現Ⅱ

Lesson2 Free Time at Home
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表
現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い
取り組みの中で、自らの学習を調整しようとして
いる。

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査

言語や文化に対する理解を深め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養うとともに、論理的
な思考力を養い、論理の展開や表現の方法を工夫し、伝える能力を養う。

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を実際のコミュニ
ケーションにおいて、適切に活用できる技能を身に付ける。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、適切に表現
したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと
する態度を養う。

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 論理・表現Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson4 What You’ve Learned
through
Experience
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

領域

１
学
期

Lesson1 Future Plans
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



○ ○ 6

○ 1

３
学
期

合
計

Lesson11 Making Innovation
Happen
Experience
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

Lesson10 ntroducing Japan
Mean?
Experience
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【題材】日本の紹介
【題材に関するタスク】日本の紹介に関す
る文章を読んだり聞いたりして理解する。
日本の紹介について話したり、文章を書い
たりする。【文法】原級・比較級・最上級
を使う比較について学んで理解する。伝え
たいことに応じて原級・比較級・最上級を
使う比較を正しく使う。

○

70

Lesson7 Language and Thought
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【題材】ことばと思考
【題材に関するタスク】ことばと思考に関
する文章を読んだり聞いたりして理解す
る。ことばと思考について話したり、文章
を書いたりする。【文法】副詞について学
んで理解する。伝えたいことに応じて副詞
を正しく使う。

○ ○ ○ 6

定期考査
○

○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

Lesson9 What Exactly Does
Leadership
Mean?
Experience
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【題材】リーダーシップ
【題材に関するタスク】リーダーシップに
関する文章を読んだり聞いたりして理解す
る。リーダーシップについて話したり、文
章を書いたりする。【文法】副詞節につい
て学んで理解する。伝えたいことに応じて
副詞節を正しく使う。

○

Lesson8 Emotions and the
Workings of
the Mind
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【題材】感情と心のはたらき
【題材に関するタスク】感情と心のはたら
きに関する文章を読んだり聞いたりして理
解する。感情と心のはたらきについて話し
たり、文章を書いたりする。【文法】不定
詞（副詞用法）・分詞について学んで理解
する。伝えたいことに応じて不定詞（副詞
用法）・分詞を正しく使う。

○

２
学
期

定期考査

○

【題材】イノベーション
【題材に関するタスク】イノベーションに
関する文章を読んだり聞いたりして理解す
る。イノベーションについて話したり、文
章を書いたりする。【文法】仮定法につい
て学んで理解する。伝えたいことに応じて
仮定法を正しく使う。

○ ○ 6

○

○

○ 1

○ ○ 6



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 到達目標：大学入学共通テスト　平均点以上

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

〇 〇

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて、適切に
知識を活用できる技能を身に付ける。

定期考査

Lesson 3,4
【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いたり
するために必要な知識を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情報
等を活用して自分の考え等を表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、相手に配慮しながらコ
ミュニケーションを図る素地を育
む。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況な
どに応じて、英語を聞いたり読んだりして得ら
れた情報等を活用しながら、話したり書いたり
して、自分の考え等を適切に表現する。

〇

〇〇

○

BLUE MARBLE English Communicaiton Ⅲ

外国語

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

〇 〇

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

英語コミュニケーションⅢ

Lesson 1,2
【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いたり
するために必要な知識を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情報
等を活用して自分の考え等を表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、相手に配慮しながらコ
ミュニケーションを図る素地を育
む。

Lesson 1
　A Chance for Everyone to
Shine

Lesson 2
Protecting Our Brains from
Smartphones

　

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。

思

○

○

○

○

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。

〇

外国語

1

評価規準

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら主体的に英語でコミュニケーションを図ろう
とする態度を養う。

外国語 英語コミュニケーションⅢ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

配
当
時
数

態

1

27

英語コミュニケーションⅢ

Lesson 3
Wrapping:Reinventing a
Culutural Tradition
　

Lesson 4
Paving the Way to a More
Inclusive Society

　

定期考査
〇 〇 〇 ○ ○

〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 27

〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○

２
学
期

〇 〇 〇

1

27

Lesson 5,6
【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いたり
するために必要な知識を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情報
等を活用して自分の考え等を表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、相手に配慮しながらコ
ミュニケーションを図る素地を育
む。

Lesson 5
Discovering Your Answers
Through Art Thinking
　
Lesson 6
Super Sniffers Saving the World

Lesson 7
Perceptions of Time in
Different Cultures
　

　

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。



合計

140

○

○ ○

〇

【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いたり
するために必要な知識を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情報
等を活用して自分の考え等を表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、相手に配慮しながらコ
ミュニケーションを図る素地を育
む。

共通テスト、大学入試演習

３
学
期

○ ○
定期考査

〇 〇

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。

〇

定期考査

27

Lesson 8
The Thawing Permafrost:
Earth's Warning Call

Lesson 9
How We Are Influenced by
Advertising

Lesson10
What Makes a Virtual Community?

　

○ ○ ○〇 〇 〇

〇 1

〇

２
学
期

27〇 〇 〇 〇 〇 ○

〇 〇 1○

Lesson 7,8
【知識及び技能】
必要な情報を読み取ったり聞いたり
するために必要な知識を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
読んだり聞いたりして得られた情報
等を活用して自分の考え等を表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理
解を深め、相手に配慮しながらコ
ミュニケーションを図る素地を育
む。

【知識及び技能】
各単元の音声、語句、文構造等について理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の内容に関連したテーマについて自
分の考えなどを適切に表現したり伝え合っ
たりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対して理解を深
め、主体的にコミュニケーションを取ろう
としている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 到達目標：大学入学共通テスト　平均点以上

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

２
学
期

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

より高度な文法・語法等の英語の仕組みを学
び、英語で話したり書いたりするうえで習得す
べき知識や重要な概念等を理解する。

定期考査

Lesson 4,5,6
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

知識及び技能を活用して、英語で話したり書い
たりするために必要な思考力、判断力、表現力
を身に付ける。

Lesson 1,2,3
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

Lesson 1
・英語でメールを書く
・Coming to Japan
Lesson 2
・英語でメールを書く
・Online shopping
Lesson 3
・英語でメールを書く
・Preparing to study abroad

〇

13

13

○

論理・表現Ⅲ

Lesson 4
・英語で意見を述べる
・24-hours stores
Lesson 5
・英語で意見を述べる
・Smart agriculture
Lesson 6
・英語で意見を述べる
・Aiman : the househood robot

〇 〇 〇

EARTHRISE English Logic and ExpressionⅢ

外国語

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅲ

思

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

外国語

1

評価規準

書いたものや発話をを振り返り、改善すること
でより良いコミュニケーションを図ろうとする
態度を養う。

外国語 論理・表現Ⅲ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

配
当
時
数

態

1

定期考査
〇 ○ ○ 1

Lesson 7
・イラストを説明する
・Recipes
Lesson 8
・イラストを説明する
・A helping hand
Lesson 9
・申込書・応募書類を作成する
・International Science Fair

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

〇 〇 〇

〇

〇 〇〇 13

Lesson 7,8,9
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。



合計

２
学
期

○

○ ○

70

○

13〇 〇

Lesson 10
・イラストを説明する
・Future career plans
Lesson 11
・イラストを説明する
・Media reliability
Lesson 12
・申込書・応募書類を作成する
・Garbage problems

○ ○ ○

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

共通テスト、大学入試演習 【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

定期考査
〇

Lesson 10,11,12
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働きを理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のことや身
近な人のことなどについて表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返り、改善
点を見出している。

定期考査

〇

13

３
学
期

〇 〇 〇 ○

〇

1

1

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 到達目標：大学入学共通テスト　平均点以上

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 到達目標：大学入学共通テスト　6割以上

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

２
学
期

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

文法や文構造等の理解を深め、これらの知識を
長文読解で活用する技能を身に付ける。

定期考査

Unit 3-5
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解
し、適切に判断する力を養う。

Unit 1-２
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

Unit 1-２
長文読解演習
・文化国際理解
・フィクション、エッセイ

〇

13

13

○

Unit 3-4
長文読解演習
・時事、社会
・言語、コミュニケーション

〇 〇 〇

BLUE MARBLE Communication Ⅲ（副教材: Improve Your English in Reading)

外国語

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

Step Up English Ⅰ（コミュニケーション英語Ⅱ）

思

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

Step Up English Ⅰ（コミュニケーション英語Ⅱ）

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

外国語

1

評価規準

英語を自律的に学習する態度を養う。

外国語 Step Up English Ⅰ（コミュニケーション英語Ⅱ） 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

配
当
時
数

態

1

定期考査
〇 ○ ○ 1

Unit 5-6
長文読解演習
・教育、人生
・歴史、文明

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

〇 〇 〇

〇

〇 〇〇 13

Unit 6-7
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。



合計

２
学
期

○

○ ○

70

○

13〇 〇

Unit 7
長文読解演習
・科学、生物

600語台の長文①
600語台の長文②

○ ○ ○

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

大学入試過去問演習 【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

定期考査
〇

Unit 15-20
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

定期考査 6

〇

13

３
学
期

〇 〇 〇 ○

〇

1

1

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 到達目標：大学入学共通テスト　平均点以上

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 到達目標：大学入学共通テスト　7割以上

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

〇 13

Unit 5-6
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

Unit 5-6
長文読解演習
・文化、国際理解
・歴史、文明

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

〇 〇 〇

〇

〇 〇

定期考査
〇 ○ ○ 1

【 知　識　及　び　技　能 】音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

外国語

1

評価規準

英語を自律的に学習する態度を養う。

外国語 Step Up English Ⅱ（コミュニケーション英語Ⅱ） 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

配
当
時
数

態

1

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○

Unit 3-4
長文読解演習
・時事、社会
・科学、生物

〇 〇 〇

BLUE MARBLE English Communication Ⅲ（副教材: Make Your Ascent to Better English Readig)

外国語

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

Step Up English Ⅱ（コミュニケーション英語Ⅱ）

思

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

Step Up English Ⅱ（コミュニケーション英語Ⅱ）

２
学
期

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

文法や文構造等の理解を深め、これらの知識を長
文読解で活用する技能を身に付ける。

定期考査

Unit 3-4
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解
し、適切に判断する力を養う。

Unit 1-2
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

Unit 1-2
長文読解演習
・教育、人生
・言語、コミュニケーション

〇

13

13

○



合計

13

３
学
期

〇 〇 〇 ○

〇

1

1

○ ○

Unit 7
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

定期考査

〇

【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

大学入試過去問演習 【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

定期考査
〇

13〇 〇

Unit 7
長文読解演習
・フィクション、エッセイ

600語台の長文①
600語台の長文②

○ ○ ○

70

○

○ ○

２
学
期

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 外国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 到達目標：大学入学共通テスト　8割以上

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

Step Up EnglishⅢ（英語コミュニケーションⅡ）

〇 13

Unit 4,5
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

〇 〇

〇

〇

定期考査
〇 ○ ○ 1

【 知　識　及　び　技　能 】音声や文法等の理解を深め、これらの知識を実際のコミュニケーションで活用する技能を身に付ける。

1

評価規準

英語を自律的に学習する態度を養う。

配
当
時
数

態

1

○ ○ ○

○ ○ ○

○

外国語 Step Up EnglishⅢ（英語コミュニケーションⅡ） 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

BLUE MARBLE English Communication Ⅲ　副教材: Make Progress in English Reading

外国語

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解したり、適切に表現したりできる力を養う。

相手に配慮しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

Step Up EnglishⅢ（英語コミュニケーションⅡ）

思

13

○

○

○

○ ○

長文読解演習
４,５
フィクション・エッセイ①②
６,７
言語・コミュニケーション①②

〇 〇

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

○

長文読解演習
８～１０
教育・人生①②③
１１～１２
科学・生物①②

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

２
学
期

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

文法や文構造等の理解を深め、これらの知識を長
文読解で活用する技能を身に付ける。

定期考査

Unit 2,3
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

目的や状況などに応じて、情報や意図を理解
し、適切に判断する力を養う。

Unit 1
【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これ
らの知識を長文読解で活用する技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意
図を理解し、適切に判断する力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度を養
う。

長文読解演習
１～３国際理解①②③

〇

13



合計

13

３
学
期

〇 〇 ○

〇

1

1

○ ○

定期考査

〇

Unit 7
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

長文読解演習
１９,２０
７００語以上の長文①
７００語以上の長文②

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

定期考査
〇

13〇

長文読解演習
１３～１５
時事・社会①②③
１６～１８
歴史・文明①②③

○ ○ ○

Unit 6,7
【知識及び技能】
各単元の文法項目について意味や働
きを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
各単元の文法項目を使って自分のこ
とや身近な人のことなどについて表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の書いたものや発話を振り返
り、改善点を見出す。

【知識及び技能】
文法や文構造等の理解を深め、これらの知
識を長文読解で活用する技能が身に付いて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況などに応じて、情報や意図を理
解し、適切に判断することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を自律的に学習する態度が身に付いて
いる。

70

○

○ ○

○

２
学
期



 

 

家  庭 



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得さ
せ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を
育てる。

単元　これからの生き方と家族、
生活をデザインしよう、次世代をは
ぐくむ
【知識及び技能】生活を主体的に営
むために単元で学んだ基礎的なこと
について理解しているとともにそれ
らに係る技能を身に付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】家庭
や地域社会からの問題発見、課題設
定、解決策の構想、実践と評価を経
て考察したことを論理的に表現する
力を身に付けさせる。

【学びに向かう力、人間性等】人々
と協働し、よりよい社会の構築に向
けて課題に主体的に取り組み、家庭
や地域の生活の向上を図るために実
践する力を身に付けさせる。

【知識・技能】青年期の生き方や自立、家
族・家庭と社会との関わり、生涯設計、子ど
もの発達、親の役割、子育て支援と福祉につ
いて理解し、それらに関わる技術を身に付け
ている。
　
【思考・判断・表現】
ライフステージや子どもを取り巻く様々な課
題について、問題発見、課題設定、解決策の
構想、実践と評価を経て考察したことを論理
的に表現することができる。
　
【主体的に学習に取り組む態度】社会で起
こっている様々な課題について、関心をも
ち，問題解決をはかろうとする意欲を持って
話し合い，学び合おうとする姿勢がみられ
る。

単元　充実した生涯へ、高齢期を生
きる、ともに生きる
【知識及び技能】生活を主体的に営
むために単元で学んだ基礎的なこと
について理解しているとともにそれ
らに係る技能を身に付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】家庭
や地域社会からの問題発見、課題設
定、解決策の構想、実践と評価を経
て考察したことを論理的に表現する
力を身につけさせる。

【学びに向かう力、人間性等】人々
と協働し、よりよい社会の構築に向
けて課題に主体的に取り組み、家庭
や地域の生活の向上を図るために実
践する力を身に付けさせる。

【知識・技能】高齢期の生き方、心身の特
長、社会保障制度と福祉について理解し、そ
れらに関わる技術を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
豊かな高齢社会、共生社会に向けての様々な
課題について、問題発見、課題設定、解決策
の構想、実践と評価を経て考察したことを論
理的に表現することができる。
　
【主体的に学習に取り組む態度】社会で起
こっている様々な課題について、関心をも
ち，問題解決をはかろうとする意欲を持って
話し合い，学び合おうとする姿勢がみられ
る。

態

〇子供の発達
１．次世代をはぐくむ
２．命のはじまり
３．子どもの体の発育・発達
４．子どもの心の発達
５．子どもと遊び
〇親の役割
１．親と子の関係
２．乳幼児期の生活
〇子育て支援と福祉
１．子育て支援と地域社会の関わ
り
２．子どもの権利と福祉

13

男女が協力して家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を育成する。

家庭や地域の生活について関心をもち，その充
実向上を目指して主体的に取り組もうとすると
ともに，実践的な態度を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

家庭生活の意義や役割を理解し，家庭や地域の生
活を充実向上するために必要な基礎的・基本的な
知識、技術を身に付けている。

家庭や地域の生活について課題を見いだし，そ
の解決を目指して思考を深め，適切に判断し工
夫し創造する能力を身に付けている。

持続可能な社会の構築を目指して健康や環境に配慮しながら自立して生活する能力を育成する。

青年期を起点として自分の生き方を考えさせ，子どもや高齢者などの異なる世代と関わり共に生きる力を育成する。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○

配当
時数

１
学
期

〇高齢期を生きる
１．高齢期をどう生きるか
２．高齢期の生きがいと就労・社
会参加
３．高齢者を知る
〇高齢社会を支え合う
１．高齢社会の現状と課題
２．高齢者やその家族の支援シス
テム
３．高齢者の尊厳を支える

○

定期考査

○ ○

○

家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

〇青年期を生きる
１．自分らしい人生とは
２．青年期の課題
３．ワーク・ライフ・バランス
４．男女の平等と相互の協力
〇家族・家庭と社会とのかかわり
１．家族とは？　家庭とは？
２．家族・家庭の働き
３．これからの生活をつくる
４．家族に関する法律
〇生活をデザインしよう
１．これからの生活を考える
２．自分の一生を自分らしく生き
るために

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

新家庭基礎　気づく力 築く未来

家庭

家庭

定期考査

〇ともに生きる
１．社会保障制度と福祉
２．ともに生きる社会をめざして

14

○ ○

○

1

○

○



13

〇調理実習
１、家族の食事をつくろう－和
風、洋風献立
２、自分の食事をつくろう
３，お弁当をつくろう

〇人の一生と住まい
１．人と住まい
２．平面図の活用
３．ライフステージと住まい
４．これからの住生活
〇住生活の計画と選択
１．快適で健康な住まい
２．住まいの安心・安全
３．住まいの維持管理
４．日本の住宅事情と住宅政策

単元　食べる、住まう
【知識及び技能】生活を主体的に営
むために単元で学んだ基礎的なこと
について理解しているとともにそれ
らに係る技能を身に付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】家庭
や地域社会からの問題発見、課題設
定、解決策の構想、実践と評価を経
て考察したことを論理的に表現する
力を身につけさせる。

【学びに向かう力、人間性等】人々
と協働し、よりよい社会の構築に向
けて課題に主体的に取り組み、家庭
や地域の生活の向上を図るために実
践する力を身に付けさせる。

【知識・技能】目的に合わせた調理について
理解し、それらに関わる技術を身に付けてい
る。
　
【思考・判断・表現】
現代の食生活と調理、安全で健康的な住生活
についての様々な課題について、問題発見、
課題設定、解決策の構想、実践と評価を経て
考察したことを論理的に表現することができ
る。
　
【主体的に学習に取り組む態度】社会で起
こっている様々な課題について、関心をも
ち，問題解決をはかろうとする意欲を持って
話し合い，学び合おうとする姿勢がみられ
る。

1

定期考査

〇 〇 〇

合計

70

7

定期考査に代えて、作品、レポート
等の提出物で評価

単元　装う、経済生活を営む
【知識及び技能】生活を主体的に営
むために単元で学んだ基礎的なこと
について理解しているとともにそれ
らに係る技能を身に付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】家庭
や地域社会からの問題発見、課題設
定、解決策の構想、実践と評価を経
て考察したことを論理的に表現する
力を身につけさせる。

【学びに向かう力、人間性等】人々
と協働し、よりよい社会の構築に向
けて課題に主体的に取り組み、家庭
や地域の生活の向上を図るために実
践する力を身に付けさせる。

【知識・技能】被服の役割、被服材料と管
理、暮らしと経済、消費者問題、持続可能な
社会について理解し、それらに関わる技術を
身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
安全で衛生的な衣生活、将来設計を見据えた
経済生活についての様々な課題について、問
題発見、課題設定、解決策の構想、実践と評
価を経て考察したことを論理的に表現するこ
とができる。
　
【主体的に学習に取り組む態度】社会で起
こっている様々な課題について、関心をも
ち，問題解決をはかろうとする意欲を持って
話し合い，学び合おうとする姿勢がみられ
る。

7

〇私たちの暮らしと経済
１．経済生活の中身を知る
２．家庭生活と社会との関わりを
知る
３．将来の経済生活を考える
〇消費者問題を考える
１．消費者問題はなぜ起こるのか
２．契約トラブルとその対策
３．クレジット利用のリスク
４．消費者の自立と行政の支援
〇持続可能な社会をめざして
１．消費生活と環境問題
２．私たちに何ができるのか

○ ○ ○

○ ○定期考査

○

３
学
期

〇人の一生と被服
１．人と被服
２．多様な被服
３．被服の選び方
４．被服のなりたちと着方
〇被服材料と管理
１．被服材料の種類と特徴
２．衣料用繊維
３．被服の手入れと保管
４．洗濯のしくみ
５．衣生活と資源・環境

○ ○

２
学
期

単元　食べる
【知識及び技能】生活を主体的に営
むために単元で学んだ基礎的なこと
について理解しているとともにそれ
らに係る技能を身に付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】家庭
や地域社会からの問題発見、課題設
定、解決策の構想、実践と評価を経
て考察したことを論理的に表現する
力を身につけさせる。

【学びに向かう力、人間性等】人々
と協働し、よりよい社会の構築に向
けて課題に主体的に取り組み、家庭
や地域の生活の向上を図るために実
践する力を身に付けさせる。

〇人の一生と食事
１．私たちと食事
２．食べることと健康
３．食生活の変化
４．食生活をとりまく環境の変化
〇栄養と食品
１．人体と栄養
２．栄養素の種類と性質
３．加工食品・健康増進のための
食品

〇食生活の安全のために
１．食生活の安全と衛生
２．食品の選択と保存
〇食生活をデザインする
１．栄養バランスのよい食事
２．ライフステージと食事
３．献立作成の手順
４．調理の基本

【知識・技能】食生活の課題、栄養と食品、
食の安全、献立作成と調理について理解し、
それらに関わる技術を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
健康で持続可能な食生活に向けての様々な課
題について、問題発見、課題設定、解決策の
構想、実践と評価を経て考察したことを論理
的に表現することができる。
　
【主体的に学習に取り組む態度】社会で起
こっている様々な課題について、関心をも
ち，問題解決をはかろうとする意欲を持って
話し合い，学び合おうとする姿勢がみられ
る。

〇 〇 〇 14
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第 1 Ａ 組 ～ Ｈ 組

（ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

科　目：情報科教　科： 情報Ⅰ

情報科 の目標：

年間授業計画

4

○ 8

○○

○

・IPアドレスについて学ぶ
・ドメイン名と名前解決について
学ぶ
・Webページの閲覧の仕組みについ
て学ぶ
・電子メールの送受信の仕組みに
ついて学ぶ

【知識・技能】
・IPv4やIPv6の表記について理解し、2進、10
進、16進数で表現できる
・ドメイン名の管理の仕組みを理解している
【思考・判断・表現】
・Webページの仕組みについて、データの流れ
を追いながら説明できる
・電子メールの仕組みについて、データの流
れを追いながら説明できる
【主体的に学習に取り組む態度】
・実習に意欲的に取り組んでいる
・Webページや電子メールの仕組みの学習に興
味・関心を示している

○

・アナログ・デジタル・デジタル
データの特徴について学ぶ
・情報量・ビット・バイトについ
て学ぶ
・数値の表現について学ぶ
・文字の表現について学ぶ
・音のデジタル化のしくみについ
て学ぶ
・画像のデジタル化のしくみにつ
いて学ぶ

【知識・技能】
・アナログとデジタルのそれぞれの特徴や違
いを理解している
・表現できる情報の数およびその単位につい
て理解している
・2進数、10進数、16進数をそれぞれ相互に変
換する方法を理解している
・コンピュータにおける文字表現である文字
コードの特徴について理解している
・音やデジタル化の仕組みについて理解して
いる
・画像のデジタル化について理解している
【思考・判断・表現】
・アナログデータとデジタルデータを比較
し、その違いについて説明することができる
・ビット数と表現できる情報の数の関係につ
いて説明することができる
・2進数、10進数、16進数を用いて、目的に応
じて適切に表現することができる
・文字と文字コードの関係を理解し、それら
を適切に変換することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
・音のデジタル化の学習について興味・関心
をもって取り組んでいる
・解像度や階調を変える実験に興味・関心を
もって取り組んでいる

○

Ｄ インターネットの仕組み

・情報通信ネットワークの基本的な
方式やプロトコルについて理解する
・IPアドレス、ドメイン名、URLと
DNSによるインターネットでのウェ
ブ閲覧、電子メールの原理やしくみ
を理解する

１
学
期

配当
時数

Ｂ Webページと情報デザイン

・効果的なコミュニケーションを行
うための情報デザインの考え方や方
法を理解し、表現する技能を身に付
ける

・電子メールについて学ぶ
・HTMLの基礎について学ぶ
・Webサイトの設計やWebページの
構成を学ぶ
・Webページの制作について学ぶ
・視覚的な表現の工夫について学
ぶ

【知識・技能】
・HTMLタグやCSSセレクタの働きを理解できる
・Webページの特徴や作成方法について理解で
きる
【思考・判断・表現】
・意図したデザインにするためのHTMLタグや
CSSセレクタを適切に選択できる
・Webサイトの情報構造を考え、適切に設計す
ることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
・電子メール作成における作法を積極的に身
に付けようとしている
・Webページの制作に意欲的に取り組んでいる
・情報をわかりやすく伝達するために、自ら
改善しようとしている

○ ○ ○ 8

Ｃ 情報のデジタル化

・アナログとデジタルの違いとデジ
タル情報の特徴やメリットを理解す
る
・ビットの概念、2進法、16進法に
ついて学び、数のデジタル表現、文
字のデジタル表現を理解する
・音、画像、動画のデジタル化の原
理を理解する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

Ａ オリエンテーション ・生徒の知識・技能・経験などに
ついてアンケート調査を行う
・コンピュータの基本的な使い
方、コンピュータ教室でのマナー
を理解する

1

7実教　情Ⅰ007-902　最新情報Ⅰ　新訂版

科目

使用教科書：

対象学年組： 学年

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するととも
に、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する態度を養う

【学びに向かう力、人間性等】

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コンピュー
タやデータの活用について理解を深め技能を習得
するとともに、情報社会と人との関わりについて
理解を深めるようにする

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

情報科教科 情報Ⅰ高等学校 令和８年度（１学年用） 
単位数： 単位

教科



Ｉ 統計量とデータ処理

・データの形式に関する知識やデー
タの収集方法、データの種類につい
て理解する
・数学的なデータ分析の基礎を理解
し、表計算ソフトウェアなどを使っ
て簡単な数学的データ処理や分析を
行う

・表計算ソフトウェアの関数の利
用について学ぶ
・表計算ソフトウェアによるデー
タの可視化について学ぶ
・統計量とその計算方法について
学ぶ

【知識及び技能】
・表計算ソフトの関数を使って目的の量を計
算することができる
・表計算ソフトウェアのグラフ作成機能を
使って目的のグラフを作成することができる
・表計算ソフトウェアの関数を使って統計量
を計算することができる
【思考力、判断力、表現力等】
・必要な情報を得るための適切なグラフを選
択することができる
・おもな基本統計量について説明することが
できる
【学びに向かう力、人間性等】
・実習に意欲的に取り組んでいる

○ ○ ○ 6

２
学
期

Ｊ データベースの仕組み

・データベース管理システムの機能
やデータの損失を防ぐしくみについ
て理解する
・データベースが活用されている情
報システムについて、その種類や特
徴、それらが社会生活に果たす役割
と影響を理解する

・データベースとその役割につい
て学ぶ
・蓄積されたデータの活用につい
て学ぶ
・リレーショナルデータベースの
特徴について学ぶ

【知識及び技能】
・データベースやDBMSについて理解している
・テーブル、レコード、フィールド、リレー
ションシップについて理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・身近なデータベースについて例を挙げて説
明することができる
【学びに向かう力、人間性等】
・リレーショナルデータベースの学習に意欲
的に取り組んでいる

○ ○ ○ 3

Ｋ モデル化とシミュレーション

・モデル化とシミュレーションの考
え方や方法を理解し、実際の問題解
決に活用できるようにする
・モデルの違いによって結果や精度
が異なる場合があることを理解する

Ｇ 知的財産権

・著作権などの知的財産権の保護の
必要性を理解する
・知的財産権の保護のために必要な
法規及び個人の責任について理解す
る

4

・モデル化とシミュレーションに
ついて学ぶ

6

○ ○ 6

○ ○

○

○ 2

1

○ ○

定期考査
○

・産業財産権について学ぶ
・著作権（著作権（財差権）、著
作者人格権）について学ぶ
・著作物の利用、著作権の侵害に
ついて学ぶ

○

Ｅ 問題解決

・問題解決の目的や状況に応じて、
適切な方法を選択することの重要性
を考える
・問題解決の過程と結果について評
価し、改善することの意義や重要性
を理解する

・問題解決の考え方について学ぶ
・問題解決の手順について学ぶ

【知識及び技能】
・問題解決の考え方について理解している
・問題や問題解決の意味、問題解決の基本的
な手順について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・問題解決の手順について具体的な例を挙げ
て説明することができる
【学びに向かう力、人間性等】
・実習に意欲的に取り組んでいる

○

Ｆ 安全のための情報技術

・ユーザ認証、アクセス制御など、
情報セキュリティを高める技術につ
いて理解する
・情報の暗号化の原理やしくみ、通
信の信頼性を確保するための方法に
ついて理解する
・情報セキュリティを脅かす事例や
コンピュータウイルスについて知
り、その対策の具体例を理解する

・パスワード管理について学ぶ
・不正アクセスへの対策について
学ぶ
・暗号化やデジタル署名について
学ぶ

【知識及び技能】
・不正アクセス行為についてどのようなもの
があるか理解している
・共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違いを
理解している
・ディジタル署名のしくみを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・パスワードの重要性やコンピュータウイル
スについて正確にまとめられる
【学びに向かう力、人間性等】
・パスワードの重要性や情報セキュリティに
ついて関心を持っている

○

定期考査
○ ○ 1

【知識及び技能】
・モデル化の目的や手順、モデルの分類方法
について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・モデルの分類に関し、身のまわりの具体的
な事例で説明することができる
【学びに向かう力、人間性等】
・実習に意欲的に取り組んでいる

○

Ｈ 個人情報とその扱い

・個人情報やプライバシーの保護・
活用に関連する法律の意義や目的、
内容について理解する

・個人情報とプライバシーについ
て学ぶ
・個人情報の活用について学ぶ
・匿名加工情報の利用について学
ぶ

【知識及び技能】
・個人情報やプライバシーの概念を理解して
いる
・プライバシー権、肖像権、パブリシティ権
について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・オプトイン、オプトアウトについて説明す
ることができる
【学びに向かう力、人間性等】
・個人情報の適正な活用について関心を持っ
ている

○ ○

○ ○ 6

【知識及び技能】
・知的財産権の概要について理解し、経済や
文化の発展との関係を理解している
・著作者と伝達者の権利についての法規や
ルールについて理解している
・著作物の利用や著作権法の権利制限規定に
ついて理解している
【思考力、判断力、表現力等】
・著作権と産業財産権における権利の取得の
違いを説明できる
・保護対象や期間について説明することがで
きる
・著作権法の権利制限規定の意義について考
えることができる
【学びに向かう力、人間性等】
・著作物の利用に関し、著作権を侵害しない
ように取り組んでいる



定期考査に代えて、作品、レポート
等提出物で評価

Ｌ アルゴリズムとプログラミング

・問題の解法をアルゴリズムを用い
て表現する方法を習得する
・プログラミング言語の実行のしく
みについて理解する
・簡単なプログラムの作成を通して
アルゴリズムやプログラミングの基
本を理解する
・コンピュータによる処理手順の自
動実行の有用性を理解する

・アルゴリズムとプログラミング
について学ぶ
・プログラムの基本構造（順次構
造、選択構造、繰り返し構造）を
学ぶ
・演算子や変数について学ぶ
・プログラム作成上の基本ルール
について学ぶ
・配列の仕組みについて学ぶ
・関数の機能について学ぶ
・探索プログラムの作成方法につ
いて学ぶ
・整列プログラムの作成について
学ぶ

【知識及び技能】
・簡単な基本構造のプログラムを理解し、作
成することができる
・変数の役割について理解している
・配列の役割や要素、添字について理解して
いる
・関数の概念、関数の種類について理解して
いる
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な演算子の機能について説明すること
ができる
・配列の宣言、値の代入の方法を説明するこ
とができる
・作成したプログラムが正しいかどうかを考
察することができる
【学びに向かう力、人間性等】
・プログラム作成に意欲的に取り組んでいる

○ 14○○３
学
期

合計

70



第 2

（ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する態度を養う

【学びに向かう力、人間性等】

1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コンピュー
タやデータの活用について理解を深め技能を習得
するとともに、情報社会と人との関わりについて
理解を深めるようにする

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う

情報Ⅰ演習

7実教　情Ⅰ703　高校情報Ⅰ　Python

【 知　識　及　び　技　能 】
情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するととも
に、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする

科　目：情報科教　科： 情報Ⅰ演習

情報科 の目標：

科目

使用教科書：

対象学年： 学年

配当
時数

Ｂ コミュニケーションと情報デザ
イン

・効果的なコミュニケーションを行
うための情報デザインの考え方や方
法を理解し、表現する技能を身に付
ける

・アナログとデジタルの違いとデジ
タル情報の特徴やメリットを理解す
る

・ビットの概念、2進法、16進法に
ついて学び、数のデジタル表現、文
字のデジタル表現を理解する

・音、画像、動画のデジタル化の原
理を理解する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

Ａ情報社会の問題解決

・問題解決の目的や状況に応じて、
適切な方法を選択することの重要性
を考える

・問題解決の過程と結果について評
価し、改善することの意義や重要性
を理解する

・著作権などの知的財産権の保護の
必要性を理解する
・知的財産権の保護のために必要な
法規及び個人の責任について理解す
る

・個人情報やプライバシーの保護・
活用に関連する法律の意義や目的、
内容について理解する

・ユーザ認証、アクセス制御など、
情報セキュリティを高める技術につ
いて理解する

・情報の暗号化の原理やしくみ、通
信の信頼性を確保するための方法に
ついて理解する

・情報セキュリティを脅かす事例や
コンピュータウイルスについて知
り、その対策の具体例を理解する

・問題解決の考え方について学ぶ
・問題解決の手順について学ぶ
・産業財産権について学ぶ
・著作権（著作権（財差権）、著作
者人格権）について学ぶ
・著作物の利用、著作権の侵害につ
いて学ぶ
・個人情報とプライバシーについて
学ぶ
・個人情報の活用について学ぶ
・匿名加工情報の利用について学ぶ
・パスワード管理について学ぶ
・不正アクセスへの対策について学
ぶ
・暗号化やデジタル署名について学
ぶ

【知識及び技能】
・問題解決の考え方について理解している
・問題や問題解決の意味、問題解決の基本的
な手順について理解している
・知的財産権の概要について理解し、経済や
文化の発展との関係を理解している
・著作者と伝達者の権利についての法規や
ルールについて理解している
・著作物の利用や著作権法の権利制限規定に
ついて理解している
・個人情報やプライバシーの概念を理解して
いる
・プライバシー権、肖像権、パブリシティ権
について理解している
・不正アクセス行為についてどのようなもの
があるか理解している
・共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違いを
理解している
・ディジタル署名のしくみを理解している

【思考力、判断力、表現力等】
・問題解決の手順について解答することがで
きる
・著作権と産業財産権における権利の取得の
違いについて解答することができる
・保護対象や期間について解答することがで
きる
・著作権法の権利制限規定の意義について解
答することができる
・オプトイン、オプトアウトについて解答す
ることができる
・パスワードの重要性やコンピュータウイル
スについて解答することができる

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 6

○ 6

○

○

1

年間授業計画

○

・電子メールについて学ぶ
・HTMLの基礎について学ぶ
・Webサイトの設計やWebページの構
成を学ぶ
・Webページの制作について学ぶ
・視覚的な表現の工夫について学ぶ
・アナログ・デジタル・デジタル
データの特徴について学ぶ
・情報量・ビット・バイトについて
学ぶ
・数値の表現について学ぶ
・文字の表現について学ぶ
・音のデジタル化のしくみについて
学ぶ
・画像のデジタル化のしくみについ
て学ぶ

【知識・技能】
・HTMLタグやCSSセレクタの働きを理解できる
・Webページの特徴や作成方法について理解で
きる
・アナログとデジタルのそれぞれの特徴や違
いを理解している
・表現できる情報の数およびその単位につい
て理解している
・2進数、10進数、16進数をそれぞれ相互に変
換する方法を理解している
・コンピュータにおける文字表現である文字
コードの特徴について理解している
・音やデジタル化の仕組みについて理解して
いる
・画像のデジタル化について理解している

【思考・判断・表現】
・意図したデザインにするためのHTMLタグや
CSSセレクタを適切に選択し解答できる
・アナログデータとデジタルデータを比較
し、その違いについて解答することができる
・ビット数と表現できる情報の数の関係につ
いて解答することができる
・2進数、10進数、16進数を用いて、目的に応
じて適切に表現し解答することができる
・文字と文字コードの関係を理解し、それら
を適切に変換し解答することができる

【主体的に学習に取り組む態度】
・問題演習に意欲的に取り組んでいる

○

定期考査

１
学
期

情報科教科 情報Ⅰ演習高等学校 令和８年度（２学年用） 
単位数： 単位

教科



合計

35

Ｃ コンピュータとプログラミング

・モデル化とシミュレーションの考
え方や方法を理解し、実際の問題解
決に活用できるようにする

・モデルの違いによって結果や精度
が異なる場合があることを理解する

・問題の解法をアルゴリズムを用い
て表現する方法を習得する

・プログラミング言語の実行のしく
みについて理解する

・簡単なプログラムの作成を通して
アルゴリズムやプログラミングの基
本を理解する

・コンピュータによる処理手順の自
動実行の有用性を理解する

・モデル化とシミュレーションにつ
いて学ぶ
・アルゴリズムとプログラミングに
ついて学ぶ
・プログラムの基本構造（順次構
造、選択構造、繰り返し構造）を学
ぶ
・演算子や変数について学ぶ
・プログラム作成上の基本ルールに
ついて学ぶ
・配列の仕組みについて学ぶ
・関数の機能について学ぶ
・探索プログラムの作成方法につい
て学ぶ
・整列プログラムの作成について学
ぶ

【知識及び技能】
・モデル化の目的や手順、モデルの分類方法
について理解している
・簡単な基本構造のプログラムを理解し、作
成することができる
・変数の役割について理解している
・配列の役割や要素、添字について理解して
いる
・関数の概念、関数の種類について理解して
いる

【思考力、判断力、表現力等】
・モデルの分類に関し、身のまわりの具体的
な事例について解答することができる
・様々な演算子の機能について解答すること
ができる
・配列の宣言、値の代入の方法について解答
することができる
・正常に動作するプログラムを作成すること
ができる

【学びに向かう力、人間性等】
・問題演習に意欲的に取り組んでいる

○

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 7

8○

○ ○ 6

定期考査に代えて、作品、レポート
等提出物で評価

○ ○

Ｄ 情報通信ネットワークとデータ

・情報通信ネットワークの基本的な
方式やプロトコルについて理解する
・IPアドレス、ドメイン名、URLと
DNSによるインターネットでのウェ
ブ閲覧、電子メールの原理やしくみ
を理解する

・データの形式に関する知識やデー
タの収集方法、データの種類につい
て理解する
・数学的なデータ分析の基礎を理解
し、表計算ソフトウェアなどを使っ
て簡単な数学的データ処理や分析を
行う

・データベース管理システムの機能
やデータの損失を防ぐしくみについ
て理解する
・データベースが活用されている情
報システムについて、その種類や特
徴、それらが社会生活に果たす役割
と影響を理解する

Ｅ 問題演習

・問題演習を通じて、情報と情報技
術及びこれらを活用して問題を発
見・解決する方法、情報社会と人と
の関わりについての理解を深める

・問題演習を通じて、様々な事象を
情報とその結び付きとして捉え、問
題の発見・解決に向けて情報と情報
技術を適切かつ効果的に活用する力
を養う

・情報社会の問題解決について問題
演習を行う
・コミュニケーションと情報デザイ
ンについて問題演習を行う
・コンピュータとプログラミングに
ついて問題演習を行う
・情報通信ネットワークとデータの
活用について問題演習を行う
・融合問題について問題演習を行う

【知識・技能】
・演習問題に適切に解答することができる

【思考・判断・表現】
・演習問題に適切に解答することができる

【主体的に学習に取り組む態度】
・問題演習に意欲的に取り組んでいる

・IPアドレスについて学ぶ
・ドメイン名と名前解決について学
ぶ
・Webページの閲覧の仕組みについ
て学ぶ
・電子メールの送受信の仕組みにつ
いて学ぶ

・表計算ソフトウェアの関数の利用
について学ぶ
・表計算ソフトウェアによるデータ
の可視化について学ぶ
・統計量とその計算方法について学
ぶ

・データベースとその役割について
学ぶ
・蓄積されたデータの活用について
学ぶ
・リレーショナルデータベースの特
徴について学ぶ

○

【知識・技能】
・IPv4やIPv6の表記について理解し、2進、10
進、16進数で表現できる
・ドメイン名の管理の仕組みを理解している
・表計算ソフトの関数を使って目的の量を計
算することができる
・表計算ソフトウェアのグラフ作成機能を
使って目的のグラフを作成することができる
・表計算ソフトウェアの関数を使って統計量
を計算することができる
・データベースやDBMSについて理解している
・テーブル、レコード、フィールド、リレー
ションシップについて理解している

【思考・判断・表現】
・Webページの仕組みについて、データの流れ
を追いながら解答することができる
・電子メールの仕組みについて、データの流
れを追いながら解答することができる
・必要な情報を得るための適切なグラフを選
択し解答することができる
・おもな基本統計量について解答することが
できる
・身近なデータベースについて解答すること
ができる

【主体的に学習に取り組む態度】
・問題演習に意欲的に取り組んでいる

３
学
期

２
学
期



 

 

総合的な探求の時間 



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

総合的な探究の時間

総合的な探究の時間

探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。

探究活動に自ら積極的に取り組み、発表に向け仲間と
協力しまとめる過程の中で他者と協同しより多くの人
が納得し共通理解していこうとする態度を養う

【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高度情報化社会と言われている現代社会で情報の取捨
選択をし、正しい情報を得るためのスキルを身に付け
る

実社会ではどのような取り組みがなされているのかを
ケーススタディ動画内の企業や職業人の事例で知り、
探究活動のヒントにするとともによりよい社会に向け
ての提言を周囲と協働しながら表現力を養う

総合的な探究の時間

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 4

5

配当
時数

１
学
期

A　問いの立て方を知る
【知識及び技能】
　問を立てるための基本的なプロセ
スを知る
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な情報を収集し複数の視点か
ら実社会の課題を考える
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に自ら積極的に取り組み周
囲と協働して課題解決を図る

●地域の魅力や課題を、自己、他
者、複数の視点から見つめ、視点
によって見方、考え方が変化する
ことを知る。
●視点やキーワードを用いて、身
近な実社会から取り組みたい課題
を特定する。

【知識・技能】
問を立てるためのプロセスを説明することが
できる
【思考・判断・表現】
地域に対しての複数の問いを立てることがで
きる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる

○ ○ ○ 4

B 課題を特定する視野を得る
【知識及び技能】
サプライチェーンの仕組みつながり
を知る
【思考力、判断力、表現力等】
物事の全体像を俯瞰して課題を特定
する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に自ら積極的に取り組み周
囲と協働して課題解決を図る

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

C課題解決方法を知る
【知識及び技能】
　新結合という課題解決の有効な手
法について学び実践する
【思考力、判断力、表現力等】
課題の解決策について論理的に考え
表現する
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に自ら積極的に取り組み周
囲と協働して課題解決を図る

○

●事例から情報を収集し、目的に
応じて表現できるようにする。
●事例から発展し、身近な事柄に
結びつけて考えられるようにす
る。

【知識・技能】
様々な情報を収集し課題をまとめることがで
きる
【思考・判断・表現】
個別の事例から身近な事柄の課題や解決方法
について考えることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる

○ ○ ○

D 事例から情報を集め表現する
【知識及び技能】
様々な課題解決に関する情報を知る
【思考力、判断力、表現力等】
個別事例から身の回りの課題や解決
方法について考える
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に自ら積極的に取り組み周
囲と協働して課題解決を図る

●課題解決の有効な手法として新
結合を学び、他教科の学習内容を
活用できることに気づく。
●課題の解決策を分析し、課題解
決に必要な変化や組み合わせを考
えられるようにする。

【知識・技能】
新結合という考え方を説明し課題解決のため
に用いることができる
【思考・判断・表現】
課題に対して論理的で実現可能な解決方法を
考えることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる

○ ○

定期考査

定期考査

●物事の全体像を俯瞰して見つめ
る視点と、注目して考える視点を
得る。
●サプライチェーンのしくみを知
り、つながりを想像できるように
する。

5

【知識・技能】
サプライチェーンの仕組みやつながりを説明
することができる
【思考・判断・表現】
物事の全体像を俯瞰して課題を特定すること
ができる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる



Ｈ地域と自分の未来を描く
【知識及び技能】
俯瞰して物事の全体像を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
物事の全体から問題についての解決
策について考えることができる
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に自ら積極的に取り組み周
囲と協働して課題解決を図る

○ 5

Ｆ教科の学びを活用する
【知識及び技能】
教科の学びと実社会のつながりを知
る
【思考力、判断力、表現力等】
実社会の課題に対して教科の学びを
活用し解決方法を考える
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に自ら積極的に取り組み周
囲と協働して課題解決を図る

●教科の学びを実社会の課題解決
とつなげる。
●不足する情報は自ら補い、実現
に向けて思考を止めないようにす
る。

【知識・技能】
実社会の課題と教科のつながりを説明するこ
とができる
【思考・判断・表現】
教科の学びを用いて実社会の課題解決方法を
考えることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる

○ ○ ○ 6

●俯瞰して物事を見つめ、自己が
どのように関わり、どのように解
決したいか考えられるようにす
る。

【知識・技能】
物事の全体像を説明することができる
【思考・判断・表現】
物事の全体から地域社会の課題の解決につい
て考え表現することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる

○ ○ ○

3

３
学
期

Ｇ理想の地域の実現案をつくる
【知識及び技能】
理想の社会の実現のために必要なこ
とを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
身に着けた知識を総合して地域の課
題を解決して理想の社会実現を考え
る
【学びに向かう力、人間性等】探究
活動に自ら積極的に取り組み周囲と
協働して課題解決を図る

●学習を経て自分自身の考えがど
のように変わったか、俯瞰して捉
えられるようにする。
●身につけた知識を総合して、課
題に対して適切な解決策を出せる
ようにする。

【知識・技能】
理想の社会について説明することができる
【思考・判断・表現】
身に着けた知識を総合して理想の社会にむけ
ての課題を解決することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる

○ ○

２
学
期

Ｅ複数事例から学び表現する
【知識及び技能】
周囲との情報共有から自身の視野や
考え方を広げる
【思考力、判断力、表現力等】
複数の情報を比較し自身の考えを深
める
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に自ら積極的に取り組み周
囲と協働して課題解決を図る

●周囲との情報共有をもとに、自
分の興味・関心や視野を広げられ
るようにする。
●複数の情報を収集し、比較しな
がら考えられるようにする。

【知識・技能】
周囲の情報の特徴を明確にまとめることがで
きる
【思考・判断・表現】
複数の情報を比較して自身考えを深めること
ができる
【主体的に学習に取り組む態度】
周囲と協働して積極的に探究活動に取り組む
ことができる

○ ○

合計

35

○ 3



年間授業計画

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

○

○ 8

8

8

３
学
期

進路探究
・小論文学習を行い、小論文作成の
技能を高める。
・志望校を検討し、受験に対する意
識を高める。
・２年次の探究活動の学年発表会を
行う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　目的に応じて、複数の手段を使って、情報の
収集をしている。
【思考・判断・表現】
　収集した情報を比較・分析等する中で、地域
の問題に関する共通点や差異点を明確にしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究テーマの解決に向けて、自分で計画を立
て、自分から情報収集に向かおうとしている。

○

35

【知識・技能】
　地域や社会の人、もの、ことに関わる探究の
過程において、課題の解決に必要な知識及び技
能を身に付けるとともに、地域や社会の特徴や
よさ、その関わりなどによって支えられている
ことに気付いている。
【思考・判断・表現】
地域や社会の人、もの、ことと自分自身との関
わりから問いを見いだし、その解決に向けて仮
説を立てたり、調査して得た情報を基に分析し
たりする力を身に付けるとともに、論理的にま
とめ、表現する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
地域や社会の人、もの、ことについての探究活
動に主体的・協働的に取り組もうとしていると
ともに、互いのよさを生かしながら、持続可能
な社会を実現するために行動し、社会に貢献し
ようとしている。

○ 6

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

２
学
期

地域探究①
・夏季休暇中に作成した探究活動の
レポートを発表する。
・グループに分かれ、修学旅行先の
探究活動を行う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

地域探究②
・修学旅行での現地調査のための準
備・まとめを行う。
・地域探究学習を中心に行うこと
で、修学旅行の意義を考える。
・探究活動発表会を、班別・クラス
別で行う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識・技能】
課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に
付け、課題に関わる概念、探究の意義を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し
て、まとめ・表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に取り組もうとしているととも
に、新たな価値を創造、理解し、よりよい社会
を実現しようとしている。

態
配当
時数

１
学
期

学問探究
・上級学校に関する最新の情報を調
べる。
・各自の興味関心をもとに、探究活
動のテーマを設定する。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

職業探究
・進路適性を知る。
・進路適性診断を行う。
・インターネットや図書館等を利用
し、探究活動のための資料を探す。
・設定した課題に対する探求活動を
行う。

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地域や社会の人、もの、ことに関わる探究の過程に
おいて、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付
けるとともに、地域や社会の特徴やよさ、その関わ
りなどによって支えられていることに気付いてい
る。

地域や社会の人、もの、ことと自分自身との関わり
から問いを見いだし、その解決に向けて仮説を立て
たり、調査して得た情報を基に分析したりする力を
身に付けるとともに、論理的にまとめ、表現する力
を身に付けている。

地域や社会の人、もの、ことについての探究活動に
主体的・協働的に取り組もうとしているとともに、
互いのよさを生かしながら、持続可能な社会を実現
するために行動し、社会に貢献しようとしている。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

35

３
学
期

振り返り ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

２
学
期

進路探究③
・個人研究で取り組む課題及び研究
計画を確認し合う。
・研究テーマや目的に応じて、質的
なデータや量的なデータなど多様な
情報を収集する。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　目的に応じて、複数の手段を使って、情報
の収集をしている。
【思考・判断・表現】
　収集した情報を比較・分析等する中で、地
域の問題に関する共通点や差異点を明確にし
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究テーマの解決に向けて、自分で計画を立
て、自分から情報収集に向かおうとしてい
る。

【知識・技能】
　地域の課題との関係で自らの将来を考えて
きたことやそのことによる自己変容が、これ
までに行ってきた探究の積み重ねによるもの
であると理解している。
【思考・判断・表現】
　収集した情報を比較・分析等する中で、地
域の問題に関する共通点や差異点を明確にし
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究テーマの解決に向けて、自分で計画を立
て、自分から情報収集に向かおうとしてい
る。

2

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 9

○ ○ ○ 10

進路探究④
・収集した情報について、整理・分
析する。
・論文の形にまとめ、相手に分かり
やすく伝わるよう章立て等について
工夫する。

進路探究②
・地域の複雑な問題状況の中から、
自己の進路や興味･関心と結び付け
ながら、研究テーマを自分自身で決
定する。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

進路探究①
・第１学年及び第２学年までの眼球
活動を振り返り、３年次での探究目
標を明確にする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、
課題に関わる概念、探究の意義を理解している。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだ
し、自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し
て、まとめ・表現している。

主体的・協働的に取り組もうとしているとともに、新
たな価値を創造、理解し、よりよい社会を実現しよう
としている。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1


